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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　巻ノ一　わらわは将軍、お前はおサル・熱あつ田た







　時は戦国。処ところは尾お張わり国、熱田神じん宮ぐうこと熱田神社。

　摂せつ津つ有あり岡おか城の荒あら木き村むら重しげ謀む反ほん騒そう動どうが鎮圧され、いよいよ織お田だ信のぶ奈なと上うえ杉すぎ謙けん信しんとの対決の時が着々と迫せまり来る中、「本ほん能のう寺じのお茶会」を開いて「三種の神器」をやまと御ご所しよへ返へん還かんした信奈は、こんどは熱田神社に主だった姫ひめ武将たちを招いて「熱田の大お茶会」を開いていた。

　この時代の熱田神社は、海に張り出した岬みさきの上に立っている。

　その熱田の広大な森と原っぱに繰くり出してめいめい場所取りをしている織田家諸将たちは、眼下に海を望みながらのお茶会である。

「みんな～！　今日は三種の神器のひとつ、草くさ薙なぎの剣つるぎが京の御所から、われら尾張の熱田神社へと戻もどって来たのよ！　草薙剣が超ちようスゴイ神器だったことを日ひノ本もとに知らしめられたから、熱田はこれから観光客でごった返すわ！　今日の屋外大お茶会は無礼講よ！」

　信奈は、草薙剣をちゃっかり利用して、尾張の町まち興おこしにさっそく採り入れたのであった。

　草薙剣が熱田に返ってくる！　熱田にお参りして、いっぱい賽さい銭せんを投げて、お土産みやげにういろうとかわいい織田信奈像を買って帰れば三代後のちまで霊れい験げんあらたかよ！　と各国に宣伝しまくったのである。

　今日の屋外大お茶会は、「リニューアルされた熱田神社ランド開園！」のセレモニーといったところ。

　そう、二十一世紀にたとえれば、「名な古ご屋やには、レゴランドがあるから──」とでも言おうか。

　凱がい旋せん帰国した信奈見たさに、尾張中の町人、農民、漁民、猟りよう師し、道道のともがらたちも、身分の上下を問わずに熱田へと押しかけていた。

「われらが姫さまばんざ～いだみゃあ！」

「草薙剣をふるって天あまの岩いわ戸とを開いた信奈さま、マジ天あま照てらす大おお神みかみだぎゃあ！」

「尾張のうつけ姫から、天下人に……ほんに、泣けるでや」

「ほんものは、天岩戸開きの折に見たお姿の十倍お美しい！」

　ふふふ。こいつらが熱田に落としていくお賽銭、相場の三倍の代金で売りつけている那な古ご野のめしの食費、屋台から巻き上げるショバ代、お土産の売り上げ、織田家印の商品を商人に作らせて売らせてやる際に巻き上げる「著作権」だか「商標権」だかといった未来から採り入れたオゼゼ。儲もうかるわ！　長らく尾張を留守にしていたので尾張の産業の空くう洞どう化かが心配だったけど、これでがっつり大儲けだわ！　特に「那古野めし」はいけるわね！　全国から来た詣もうで客に、八はつ丁ちようみその素す晴ばらしさを教え込む絶好の機会だわ！　と、大量の集客を果たした信奈の両目はもう銭ぜにマーク。さすがは「永えい楽らく銭せん」を旗印に用いる織田家の姫君である。

「おいおい……上杉家との合戦はどうなったんだよ……こんな時に神社でお茶会開いて銭稼かせぎだなんて、守しゆ銭せん奴どにも程ほどがある」

　未来から来たわれらが相良さがら良よし晴はるも、すっかり熱田の熱気にあてられていた。

「人が多すぎて警備がたいへんでござるよ。おだのひめさまはぜにのためならむちゃくちゃちゅるでごじゃるよ、にんにん」

　人ひと混ごみに紛まぎれつつ、お茶会会場の警備を担当している蜂はち須す賀か五ご右衛え門もんは、もう音をあげていた。

「だって、織田家にはもう銭がないのよ！　木き津づ川がわ口ぐちの合戦で全財産をはたいちゃったんだから、しょうがないでしょ！　鉄てつ甲こう船団と大おお筒づつの量産にいくら銭を投じたと思ってるのよ。だいいち良晴のせいでしょっ！　あんたが小こ早ばや川かわ隆たか景かげと浮うわ気きして毛もう利り方の軍師なんかやるから、織田家の全財産をぜーんぶ海戦に突つっ込む羽目になって、ぐぎぎ。許せない！」

「だから、浮気じゃないしっ！　小早川さんのことを考えると辛つらくなるんだから、もう何度も同じことを言わせないでくれよ！」

「うぐぐ。なにそれ。なんなの。あんた、まだあの子のことが好きなのね！　手て討うちにされたいのっ!?　切腹よ！」

「うう。半年間記き憶おく喪そう失しつだったんだから、仕方がないよ～」

「……こ、この場でわたしに接せつ吻ぷんすれば、切腹は取り消してあげるわよ？」

「ええっ？　こ、こ、この場って、お、お前、こんな屋外で。どれだけの見物人がいると思って」

「も、もう、天岩戸開きの際にみんなに見られたんだから、同じでしょ？　ほ、ほ、ほら、早くしなさいよ」

「く、唇くちびるには、人前ではちょっと。て、手の甲こうなら、うん」

「……んもう。意い気く地じがないんだから。そ、それじゃ、手に……」

「なんで足を伸のばしてくるんだよっ？　ひざまずいて足の指を舐なめろとかそういうのなしで頼たのむぜ！」

「じょ、冗じよう談だんよ。た、たまには、そういうのも趣しゆ向こうとしていいかなあって……あ、足への接吻は、そうね、やっぱりちょっと恥はずかしいから、ひ、人が見ていないところで」

「み、み、見ていないところでも、イヤだってば」

「ななななんですってえ！」

「な、なんか、癖くせになったらやばい気がするんだ。お前、いじめっ子だから、そーゆープレイに走ったらどんどんエスカレートして」

「南なん蛮ばん語で誤ご魔ま化かさないでよっ。小早川隆景が同じ命令をしたら聞くくせにっ！」

「小早川さんはそんな命令しねーからっ！　あ、あ、あの子はどちらかというと、ぎゃ、逆かも……彼女は一見冷たそうに見えるけど、ほんとは」

「はあ？　なにノロけてんのよ？　あんた、あ、あ、あの女に毎晩足を舐めさせてご奉ほう仕しさせていたわけっ？　やっぱりあんたは手討ちよっ！」

「そそそそんなことしてねーってばっ！　わかったよ、足に接吻してやればいいんだろうしてやれば！」

「きゃああああ、冗談だったのにっ!?　人前でやめなさいよ変態ッ！　エロザルッ！」

「ぶぎゅるっ！　結局、踵かかと落としで踏ふみつぶされるオチだった！」

　信奈と良晴が互たがいにデレデレになって接近したり退ひいたりもみ合ったりしている光景もまた、見物客たちを「おおお」「一気に行けみゃあ」「いっそこの場で子作りを！」と否いや応おうなしに盛り上がらせ、お茶会は大だい盛せい況きようであった。




　さて、織田家では武辺とともに（むしろ武辺以上に）銭儲けの能力が問われる。

　織田家の主だった武将たちは、お茶を飲むだけでは飽あき足らず、商売の好機とばかりに屋台をめいめい構えていた。

　信奈の弟・津つ田だ信のぶ澄すみは、ようやく「妻」として認にん知ちされたお市いちと、生まれてまもない三人の娘むすめを連れて、どーんと大型の屋台を開き、客たちにういろうをふるまっている。

「はっはっはっ。ぼくの屋台の繁はん盛じようぶりを見たまえサルくん！　夢のようだ、信澄印のういろうが飛ぶように売れているよ！　小お田だ原わらのういろうが本家づらできるのも今日で終わりさ。これからは、ういろうと言えば尾張！　ういろう本ほん舗ぽと言えば信澄印！　ぼくの夢は全国にういろうの店を構えることだからね！」

「あっそ。よかったじゃない。売り上げの八割はわたしに上納するのよ、勘かん十じゆう郎ろう」

「あっ、姉上ええ～!?　それじゃ赤字です、せめて五割にぃ！」

「八割よ。ちなみに、全国各地に出店したいのであればわたしが出資してあげてもいいわ。その出資金の利子はトイチよ」

「お市と子供たちを借金漬づけにはできませええええん！」

　そうとうに木津川口での出費がこたえているらしく、このところの信奈の守銭奴ぶりは徹てつ底ていしているのだった。

　柴しば田た勝かつ家いえは、みそ煮に込こみうどんの屋台を出店し、その隣となりで八丁みその直売屋台を構えている松まつ平だいら元もと康やすとともに売り上げを競いあっていた。勝家がうどんに用いるみそは、元康から仕入れている。これがいわゆる史実に名高い〈尾張三み河かわみそ同盟〉である。

「はあはあ。あたしはこの売り上げをぜんぶ、愛らしい姫さまの木像・銅像・黄金像の買い占しめに使うんだっ！　この熱田でしか手に入れられない貴重なご当地黄金像を手に入れるには！　うどんで稼ぐしかないっ！」

「あの～。吉きち姉さまに支し払はらうショバ代はとっても高いですから、売り上げをそんなものにぜんぶ使っちゃったら大赤字に……そもそも吉姉さまの思う壺つぼ……あのとんでもない値段の黄金像は、明らかに勝家さんから銭を巻き上げるために」

「いいんだっ！　あたしは！　姫さまの養分にされて構わないっ！　いくらでも貢みつぐんだっ！」

「六りく！　姫武将のめんこが引けるおみくじもやってるから、がんばって大当たりを引きなさいね！　千枚に一枚の確率で、黄金で縁ふち取どられたわたしの絵姿めんこが出てくるという、とーっても財さい布ふに優やさしいおみくじなのよ！　当たりの確率をきっちり表示しているなんて、良心的でしょう？」

「はいっ姫さまっ！　当たりを引くまで何枚でもがんばりますっ！」

　アカン。信奈にガチャのシステムを教えたのはまずかった。勝家が完全に廃はい課金兵にされている。勝家が経営している越えち前ぜんの財政が破は綻たんしてしまう……と良晴は越前の民たみたちを思って涙なみだぐんだ。

　この時代では、姫武将の絵姿を描えがいためんこが流は行やっている。

　中でも、信奈や半はん兵べ衛えをはじめとする織田家の武将たちは大人気である。

　もとは畿き内ないの商人が考案したものだが、良晴から著作権やら肖しよう像ぞう権けんやら商標権といった未来の権利関係知識を仕入れた信奈が「楽らく市いち楽らく座ざを実じつ施ししてやるから、織田家とわたしにまつわる商売をする際にはわたしに銭を上納するのよ」と商人たちを言葉巧たくみに誘ゆう導どうし、「本家元祖織田家姫武将めんこ」の公認販はん売ばいをはじめたのだった──そこに、ソシャゲーのガチャシステムという要いらぬ知識を良晴がさらに与あたえたものだから、信奈はいよいよ悪のりして「おみくじ方式」で袋ふくろに入って中身がわからないめんこを売りはじめ（ハズレはもれなく相良良晴のめんこ）、めんこ好きたちの射しや倖こう心しんを煽あおり、ちまたに廃課金兵・廃課金足軽・廃課金町人などが急増し、一部では社会問題になっているのであった。

「勝家どのが心配ですが、これで底をついていた織田家の財政難は解決です。七十点です」

　信奈＆良晴コンビとはちょっと離はなれた場所で南蛮カーペットを芝しば生ふの上に敷しいてちんまりとお茶会を開いていた丹に羽わ長なが秀ひでが苦笑し、隣では千せんの利り休きゆうが「こくこく」とうなずいている。

「……り、きゅ」

　利休は利休で、ごす・ろりなお茶会を開きつつ、「あのお方が」「ごす・ろり茶さ道どうの創始者」「利休ちゃんだぎゃあ」と訪おとずれてくる客たちに、ちゃっかりと利休印のお土産茶器を売っているのだった。

　錬れん金きん術じゆつの実験研究にも、銭が要るのである。

「土と岐き源げん氏じ流のみそたこ焼き、みそたこ焼きも買っていきやがれですう！　てめーら、どうして隣の揚あげたこ焼きの屋台にばかり並ぶですかっ!?　勝家どののみそ煮込みうどんは大人気なのに、うきいです！」

「……料理とみその相あい性しようの問題……そろそろ懲こりる」

「うるさいです。この十じゆう兵べ衛えは！　退かぬ！　媚こびぬ！　省みぬ！　なのですう！」

　明あけ智ち光みつ秀ひでのみそたこ焼き屋台は閑かん散さんとしているというのに、隣で前まえ田だ犬いぬ千ち代よが開いている揚げたこ焼き屋台は大盛況であった。




　こんな喧けん噪そうの中──。

　竹たけ中なか半兵衛と黒くろ田だ官かん兵べ衛えの両りよう兵べ衛えコンビは、信奈＆良晴のお茶会に遅おくれてはせ参じて、静かにお茶を飲みはじめた。

「ふう。やっと準備が終わりました……官兵衛さん。こんなに人が多いと、いかに五右衛門さんと川かわ並なみ衆しゆうさんたちでも警備しきれません。なにか騒そう動どうが起きそうですね。くすんくすん」

「海戦は一段落したし、次は対越えち後ご兵のための対策を練らなければな。しかしまあ、騒動が起きてくれればこのシメオンの天才軍師ぶりをみなに知らしめることができる。むしろ起きてほしい。ふふふ」

　そんな二人の隣には、いつの間にか征せい夷い大たい将しよう軍ぐん・今いま川がわ義よし元もとが「日本一」の扇子せんすを広げながら同席していた。

「あらあら信奈さん。さすが、わらわの一の子分ですわね。全国各地の神社仏閣を観光名所として発展させるために、『那古野めし』のようなご当地ぐるめをそれぞれの土地で流行させる。ご当地神社に詣でれば、それぞれご当地でしか味わえないぐるめをいただけるという仕組みを日ノ本中で作ろうというのですわね？　本日の熱田の大お茶会は、そのための実験なのですわね。その志、天あつ晴ぱれですわ」

「誰だれがあんたの一の子分よ。町まち興おこしにはご当地ぐるめが欠かせないって言いだしたのは、良晴よ。その良晴が『那古野めし』はみそ臭くさくて味付けが濃こすぎてダメだってしつこいから、熱田の大お茶会で那古野めしを宣伝しているのよ。今日こそ証明してみせるわ！　塩っ辛からくて味が濃くてくどくて苦い八丁みそこそが至高だということを！」

「お義ね姉えさま。われら三人の料理、準備ができました。採点をお願いしますわね。審しん査さ係も揃そろったことですし。ふふふ。当然このレオン氏うじ郷さとのお料理がお義姉さまの心をわしづかみに──」

「デアルカ！」

「いただきますわね、おーほほほほ」

「うわ～どれも美お味いしそう。どれからいただこうかな～、っと」

　半兵衛、官兵衛、そして「真の妹は、最後にやってくるものよ」と微笑ほほえみながら登場した信奈の義ぎ妹まい・蒲生がもう氏郷の三人が、良晴をシェフとして招いてそれぞれこのお茶会のために準備した「新しい那古野めし」の試作品を信奈と義元、そして──信奈の従妹いとこで、風流道楽茶人として遊び歩いていて合戦に参加したことのない織田有う楽らく斎さいに、提供することとなった。

　織田一族らしい美形の姫ひめでありながら、珍めずらしく垂れ目で、のほほんとした織田有楽斎は、戦いくさが大の苦手。合戦への参戦は断固拒きよ否ひ。織田家の問題児とも引きこもり娘とも呼ばれている。趣しゆ味みは神社巡めぐりと絵画、そして茶道。天下布武の合戦で忙いそがしい信奈にも「そういえばそんな従妹がいたわね」と半ば存在を忘れられてしまうような影かげの薄うすい親しん戚せきだったが、近ちか頃ごろ、ごす・ろり茶道に興味を抱いだいて利休の弟で子しとなり、失しつ踪そうした荒木村重の代役として信奈に茶をふるまうために「熱田の大お茶会」に緊きん急きゆう参加したのだった。

　つまり、荒木村重なき今、有楽が「信奈のお茶会を主しゆ催さいできる姫武将」の一番手として急きゆう上じよう昇しようしたのである。

　利休のごす・ろり茶道はキリシタン趣味と融ゆう合ごうしているので、有楽も弟子入りと同時にジョアンという洗礼名をゲットしているが、当人は「働きたくないでござる、絶対に働きたくないでござる」という自己主張のために名乗っている雅が号ごう「有楽斎」が気に入っているらしい。

「あ、あれ？　信奈。いつの間にか茶会に合流しているその子、誰だっけ？　お前に顔が似ている割には、なんだか影が薄いんだけど……」

「ああ。この子は評定にも戦場にも出てこないからよ、良晴。一応紹しよう介かいしておくけど、わたしの従妹の有楽よ」

「そうそう。この有楽ちゃんは、働きたくないでござる。一生、働かずに美味しいお菓か子しとお茶をいただいて楽したいの～。だって……有楽はか弱い女の子なんだもん。姫武将とか、世の中の風習のほうがおかしいんだから～」

「織田家の人間って、わたしや父上みたいに血の気が多いか、勘十郎や有楽みたいな遊び人か、両りよう極きよく端たんな性格に振ふれるみたいなのよね。後者のほうが多いんだけど。まーったく、織田家の人間の大半は、役に立たない人じん畜ちく無む害がいの人材どもだわ。だから、わたしが登用した外と様ざまのあんたや十兵衛や左さ近こんが出世できるのだけれど」

「なるほど。有楽ちゃんか」

「お義に兄いちゃん、織田家は今でこそ武家になっているけれど、もともと越前・劔つるぎ神社の神職だった家いえ柄がらなんだよ？　劔神社って知ってる？　素す戔さの嗚おの尊みことを祀まつってるんだよ～。今の織田家の氏神は、素戔嗚尊こと牛ご頭ず天てん王のうを祀っている津つ島しま牛頭天王社なんだよ。素戔嗚尊は出雲いずもの国くに津つ神かみ系なのに、今、お姉ちゃんが九きゆう州しゆうの高たか天まが原はらから来た天あま津つ神かみ系の天照大神を祀っている熱田を推おしてるのは、草薙剣という有名な宝物があるからなんだよね。有楽もねー、ほんとは神社で巫み女こさんをやりたいんだよね。ダメならキリシタンの教会で宣教師になるのもいいなあ」

「お、お義兄ちゃんッ!?　俺が？」

「だってお義兄ちゃんはいずれ信奈お姉ちゃんと祝しゆう言げんを挙げるんだから、有楽にとっても未来の家族でしょ？　ただ、家柄と身分と血筋という壁かべが厄やつ介かいだよね～。有楽は、二人の恋こい路じをなんとかしてあげたいなあ～。あ、でも、働きたくはないでござる。有楽はね、働いたら負けだと思ってるんだよね～」

「筋金入りだな。でも、牛頭天王ってなんだっけ？」

「だから素戔嗚尊の別名だよ。元は外来の神で、牛の頭を持つ神だよ。日ノ本に入ってきてから、素戔嗚尊に習合したんだよね。未来ではあまり有名じゃないのかなあ？　津島神社は、牛頭天王を祀る神社の総本社なんだよ？　だから、津島の祭りは『尾張津島天王祭』なんだよ～」

「ふうん。それじゃ織田家はかつて、越前でミノタウロスみたいな牛頭の神を祀っていたのか……そういう神職の家系のどこから、信奈みたいな神仏をまったく畏おそれない妙みような姫武将が出てきたのか、謎なぞだな」

「ちょっと良晴。失礼じゃないの！」

　ともあれ。

　今回の那古野めし試食会では、出品された三品のうち、一品だけが織田家公認の那古野めしブランド品として正式採用されるのである。

「くすんくすん。わたしが良晴さんと一いつ緒しよに開発した料理は、『小お倉ぐらとおすと』です。小麦の粉を練り練りして焼いた未来の南なん蛮ばんお餅もち『とおすと』の上に、弘こう法ぼう大師さまゆかりの和のお菓子、京の小倉の里から仕入れてきた小倉餡あんをたっぷりと載のせました。未来の南蛮料理と、和の伝統食とを融合した新味料理です。ただ、その、ちょ、ちょっとばかり甘すぎるので、信奈さまのお口に合いますかどうか……い、いぢめますか？」

　半兵衛の「小倉とおすと」は、良晴が知っている未来のものとは違ちがい、小倉餡の量がどーんと多い。まるでバベルの塔とうのように積み上がっていた。文字通り、聳そびえ立つ餡である。半兵衛によれば、新作料理は見た目のインパクトが重要だという。二じ郎ろう系みたいなものか、と良晴は理解した。

「不ま味ずかったら、いぢめるわよ！　あむっ……なにこれっ？　ンマアアアアイ！」

　味には厳しい信奈がまず、絶賛した。今日は朝から塩っからいみそばかり口にしていたので、甘味と辛味とのギャップにやられたのである。

「まあまあ。いいですわね！　八丁みそも豆なら、小倉餡も豆なのですわね。それがこうも反対の味になるとは、料理とは奥が深いですわ」

「おいし～い！　でも、こーんなに甘いと、太りそ～う」

　今川義元が合格を出したが、しかし有楽は「バッテン」を出した。

「有楽。それは、あんたがぜんぜん動かないからでしょっ！　甲かつ冑ちゆうを着て馬に乗って合戦場に出れば、いくら食べたって食べ足りなくなるんだからっ！」

　続いて官兵衛が、「ふふふ。気前よく餡を使いすぎだぞ半兵衛。それじゃ原価が高くなって、稼かせげないぞ。むふー、半兵衛に勝つ時が来た！」と、どんぶりをとん、と差し出して三人の審査員に提供した。

「これがシメオンの新作料理、『ひつまぶし』だっ！　浜はま松まつから仕入れた大人気の高級食材ウナギに、みそと砂糖とみりんで作った秘伝のタレをたっぷり塗ぬり込んで炭火で焼いた『蒲かば焼やき』を、細切れにしてご飯に振り掛かけたんだっ！　さらにその上から、蒲焼きのタレを大量にぶっかけて味を濃くした！」

　これは、信奈に大受けした。

「美う味まい！　ウナギの香こうばしい香かおりとご飯の甘味が口の中で調和している！　これはいいわね播はり磨ま！　これ、原価を安くあげるためにウナギを細切れにしたんでしょっ？　わかるわよ！　ウナギを一いつ匹ぴきまるごとどんぶりに載せたら、原価がすっごくあがっちゃうもんね！　で、ウナギをケチって味が足りない分はタレで補う！　よくぞ考えたわ！」

「わらわは、食べ足りませんわ。一匹どーんといただきたいですわね」

　贅ぜい沢たくなお嬢じようさまの今川義元がバッテンを出したが、信奈は「あんたねえ。庶しよ民みんにウナギ一匹まるごと売ろうとしたって、高すぎて売れないのよっ！　このひつまぶしは、庶民でも美味しくウナギを味わえるという偉い大だいな新作料理だわ！」と譲ゆずらない。

　さらに──官兵衛が「わあ。バッテン出されちゃった。このままでは半兵衛に勝てないよう？」と頭を抱かかえているところに、とどめとばかりに有楽が二人目のバッテンを出したのだった。

「うーん。ウナギを安く気軽に食べられるという考えはいいけど、味付けが今一歩かな～。みそ臭いのがウナギの味を邪じや魔まして、玉に瑕きずだよね～」

「うわーん！　またしても半兵衛の名をなさしめたっ！　相良良晴、きみのせいだーっ！　未来の蒲焼きに決して欠かせない『醬しよう油ゆ』というやつが作れなかったからだーっ！　どうして醬油を作れないんだきみは！」

「いやあ。この時代にも醬油っぽいもの……たまり醬油なんかはあるんだけど、やっぱり違うんだよなあ～。濃い口醬油や薄口醬油って、どうやって作るんだろうなあ。油と卵さえあれば作れるマヨネーズのようにはいかないぜ」

　黒田官兵衛、案の定、脱だつ落らく！

　残るは、蒲生氏郷の料理のみ！

「うふ。天下の両兵衛さまたちには申し訳ないけれども、お義姉さまに褒ほめられるのはこのレオン氏郷！　私の料理は！　『えびふりゃー』よ！」

　ドンッ！

「南蛮渡と来らいの油を使った新料理『天ぷら』の具材に海老を用いたわ！　さらに、未来人・相良良晴から伝授された『ふらいの衣ころも』で海老をくるむことで、未知の食感を実現よ。南蛮と未来！　お義姉さまの大好物を豪ごう華か二本立てよ！　しかも！」

「そうね、レオン！　しかも──この油で揚あげられて反り返った海老の形は──安あ土づち城の天主に飾かざり付けている『しゃちほこ』にそっくりだわ！　『ふらいの衣』とやらの色合いも、まるで黄金色でとっても豪華よ！」

「ええ、そうなのお義姉さま！　ああ、やっぱりわかってくださったのね。えびふりゃーは、お義姉さまの天下布武の象しよう徴ちよう・しゃちほこに見立てた料理なのよ！　これで、熱田から安土へとお義姉さま絡がらみの聖地巡じゆん礼れいに向かう人の流れを作れるわ！」

「レオン、あんたってやっぱり天才だわ！　今すぐ百万石ごくを与あたえたいくらいよ！」

「天晴れですわ」と義元が笑い、有楽も「見事だね～」とうなずいている。

　うわーん半兵衛に負けるのはいつものこととしても、蒲生氏郷にまで負けたよう、どうせシメオンは九州中なか津つ十八万石あたりで頭打ちのいまいちな武将人生を終えるんだあ、そもそもきみは『蒲』生なんだから『蒲』焼きを作れよっと官兵衛が泣いた。半兵衛は苦く笑しようしている。

「お義姉さま。皆みなさん。料理はまだ完成していないわ！　召めしあがっていただく直前に、とっておきの最後の一手があるの！　ええ、そうよ。仕上げにこの八丁みそを、えびふりゃーの上にどばーっと！」

　良晴が、思わず氏郷の腕うでを摑つかんでいた。

「待て待て氏郷ちゃん！　それじゃ十兵衛ちゃんと同じじゃねーかよ！　お前は近江おうみ人なんだから、みそにこだわる必要ないだろうに！　せっかくのエビフライの衣の香りと味が、みそで台無しだーっ！」

「あら。『那古野めし』はそもそも八丁みその素す晴ばらしさを天下に知らしめるためのご当地ぐるめなのよ相良良晴。みそで仕上げないと意味がないのよ？」

「そりゃ、小倉とおすとの上にみその塔を積み上げるよりは、いいけどさ～。俺はもう、なんでもかんでもみそをかける那古野味に飽あきてるんだあ！　えびふりゃーはタルタルソースじゃなきゃダメだーっ！」

「いいから、汚きたない男の手で私の腕に触さわらないでちょうだい」

　信奈が「那古野めしとして採用する新料理は、えびふりゃーね」と裁定をくだそうとした、この時──大事件が、起きたのである。




　ドォンッ!!




　お茶会会場の北の方角。熱田の森から凄すさまじい爆ばく発はつ音が──。

　森の奥深くでの爆発だったので、姫ひめ武将たちや見物客たちは巻き込まれなかったものの、白はく煙えんが会場のあちこちからいっせいに噴ふき上がり、「忍にん者じやの襲しゆう撃げきだぎゃあ！」「敵国の奇き襲しゆうだぎゃー！」「桶おけ狭はざ間まをやり返されたみゃー！」と見物客たちは大混乱となった。

「なによ、なんなのよ!?　織田家家臣団のみんな！　屋台で稼いだ銅銭は断固死守よッ！　踏ふみとどまりなさい！」

「お茶会を邪魔するにしては、人っ気のないところで爆発か……妙だな、信奈」

　この、上を下への大パニックの中──。

　がちゃんっ！

　信奈の髪かみの毛を切ろうと、いきなり巨きよ大だいな鉄の鋏はさみが背後から伸のびてきた。

「おわっ？　信奈、危ない！」

「ちょ、ちょっと良晴!?　ななななに発情してるのよぅ？　どさくさに紛まぎれてサルになってる場合じゃないでしょっ!?」

「誤解だ！　お前、髪をちょん切られるところだったんだぜ!?」

「ええっ!?」

　良晴がすかさず信奈を押し倒たおしていなければ、あやうく信奈自じ慢まんの長い髪がばっさりと切られるところだった。

「賊ぞくよ、お義ね姉えさま！　大ぶりの鋏を構えているわ！」

「しかも……草薙剣を背中に担かついでいるよ～。泥どろ棒ぼうだよ～」

　氏郷と有楽が、乱入してきた賊を取り押さえようと立ち上がったが、鋏を構えた賊は「だーっ、うぜーっ！　挨あい拶さつ代わりに織田信奈の髪をばっさりいただくはずだったのに、邪魔しやがって！　てめーらも髪、切ってやる！　ちょき、ちょき！」と叫さけびながら、ひらりと白煙の中に飛び込んでいった。

　右往左往する見物客に紛れ、白煙に潜ひそむ、異形の集団の中へ──。

　黒い忍しのび装しよう束ぞくに身を包んだ、忍び軍団たち。

「おう、てめーら！　織田信奈の髪は切れなかったが、目的は果たしたぜ！　土ど用よう殿でんの宝物はいただいた！」

「忍！」

「忍！」

　信奈を急襲してきた少女は、この忍びたちを束ねている頭領らしい。見ているだけで頭がふらつくような派手な渦うず巻まき模様を施ほどこした着物を着込み、冗じよう談だんのような大きさを誇ほこる鉄製の鋏を振ふりかざしている。目の縁ふちに後世の歌か舞ぶ伎き役者のような「隈くま取どり」を施して塗っているので、素顔はわからないが、その顔立ちは端たん整せいで、実際に役者なのかもしれないとさえ思える。

　だが、言葉遣づかいが、壊こわれていた。




「うけけけけ。姫武将の首は切らねーよっ。あたしの大鋏は髪切り専門だからなぁ。さあて、草薙剣はあたしがいただいたぁッ！　ハッハー、チョロいぜ！　見てな織田信奈。あたしはこれからガンガン諸国の宝具を盗ぬすんでやるからなっ！　てめーの評判はガタ落ちだッ！　あたしの名は──『吉き良ら網あみ切きり』！　覚えておきな！　このボケどもっ！　邪魔だてしたら、髪の毛、切っちまうぞ！　髪を切られた乙女おとめは魅み力りよく台無しだぜ、いちど切ったら元の長さに戻もどすのに時間かかってたちまち歳としくっちまうんだぜえ！　短たん髪ぱつ娘むすめはモテねーからなっ！　男にフラれて地じ団だん駄だ踏ふみやがれ！　ぎゃはは！」




「誰だれあれっ？　なにあの言葉遣い、下品すぎぃ！」と思わず信奈が悲鳴をあげ、良晴が「俺がはじめて会った時の信奈もあんな感じだったぜ？」と口を滑すべらせて信奈に殴なぐられた。

　竹中半兵衛と黒田官兵衛の両兵衛コンビが、「くすんくすん。草薙剣を祀まつる御ご殿てん『土用殿』は熱田の森の奥にあります」「その土用殿を爆ばく破はして剣けんを奪うばったんだな！」とうなずきあう。

「たいへんだわ、お義姉さま！　熱田神社は、やまと御所の始祖にして天津神一族の天照大神を祀る社だけれど、主神は熱あつ田たの大おお神かみこと草薙剣そのものなの！　土用殿にお祀りしてる草薙剣は、天照大神の御み霊たま代しろとして機能しているのよ。つまり、草薙剣がなければ熱田神社は──主神不在の神社になってしまうわ！」

「あれ？　そもそも氏郷ちゃんが最初に熱田から剣を持ち出したんじゃなかったのか？」

「わわわ私はお義姉さまに本ほん猫びよう寺じ合戦で勝利していただくために敢あえてお借りしていただけよっ！　盗んだのではないわよっ、この罰ばち当あたりっ！」

　こんどは氏郷に余計な突つっ込みを入れて、しゃもじでぽかぽかと殴られる良晴であった。

「あ～っ。道楽者の有楽ちゃんにはわかっちゃった～。この賊たちは、『不開あかずの門もん』を破は壊かいして社へと押し入ったんだよ～。あそこは誰も通れない門だから、警備も手て薄うすだったんだよ～」

　信奈と氏郷の連続攻こう撃げきを食らって顔を腫はらし、こんどは余計な言葉を漏もらすまいと決意した良晴が、

「あ、不開門ってなんだい、有楽ちゃん？」

　とおそるおそる有楽に尋たずねる。

「有楽ちゃんは理り不ふ尽じん系暴力を振るったりしないから安心していいよ、お義に兄いちゃん？　不開門とはねえ、およそ九百年前に、新羅しらぎの僧そうが草薙剣を盗み出した際に通った門だよ～。それ以来不ふ吉きつな門として忌いみ畏おそれられて、この九百年、人が寄りつかなかった門なの～。開いて潜くぐったら、たちまち天照大神の荒あら魂みたまに祟たたられて命を落とす、と信じられてきたからね～」

「へえ。熱田神社にそんな呪のろいの門があったなんて、知らなかったぜ」

「ケッ。んだよ、てめーらはよう。揃そろいも揃って、しょーもない故事蘊うん蓄ちくばかり垂れやがって！　おめーらがそうやって寝ねとぼけたお茶会なんぞに興じている隙すきに、あたしはガンガン宝具を盗んでやっからな！　織田家の評判をめちゃめちゃにしてやるぜえ！　もっとも、あたしの最終目的はそんなちんけなもんじゃねーけどなっ！　見てやがれ！　あたしはこの国を転てん覆ぷくさせる超ちようすげえ大おお事ごとをやらかして、おめーら全員にションベンちびらせてやるからな、ぎゃはは！　まあ、今回は有楽の推理が正解だ！　不開門を焙ほう烙ろく玉でブチ壊しても、これこの通り、神しん罰ばつなんて下りゃしなかったぜえ！　しょーもない祟りやら七不思議の逸いつ話わやらで結界張ってるつもりになってる神社仏閣から宝具を盗むなんて、このあたしがその気になりゃあチョロいっての！」

　あたしは、人生捨ててる女！　祟りなんてぜーんぜん怖こわくねえからなっ！　ざまあ！　と、吉良網切はゲタゲタとお腹なかを抱えて笑っている。ちなみに、吉良網切の衣服はあちこち鋏で切ってあるので、平らなお腹が丸出しである。まるでロンドンのパンクスだ、と良晴は思った。

「ああもう、口の悪い泥棒ねえ～！　そのでたらめな化け粧しようと鋏はなんなのよ！　同じ泥棒でも、朧おぼろ月づき夜よのほうが品があるだけまだマシだったわ！」

「うっせーダボが！　このあたしを茶器泥棒なんかと一いつ緒しよにすんじゃねー！　あたしは恋こい人びと持ちの若い娘むすめを見ると、ばっさり髪を切ってやりたくなるんだよっ！　んだよ、昼日中から人前で男といちゃいちゃいちゃいちゃ……糞くそがーッ！　そういうことは、白昼夢の中でやれってんだよっ！　現実の世界でやるんじゃねーッ！　呪われやがれ織田信奈ッ！」

「な、なによなんなのよこの女は。言ってることもやってることも見た目もめちゃくちゃだわ!?」

「くすんくすん。見れば、高貴な顔立ちのお方。化粧を落として妙みような髷まげを解けば、きっとお美しい女の子だと思います。なにかを決定的にこじらせたお嬢じようさんのようです」

「シム。不開門を爆破して草薙剣を盗んだりしたから、祟りでこんな言葉遣いになっちゃったんじゃないかなあ？　し、シメオンはただでも男の子と間ま違ちがえられるのに、こんな喋しやべり方にされちゃったらもう終わりだ……半兵衛のかわいさには永遠に追いつけなくなる……祟り怖いよう、ぶるぶる」

　この時。五右衛門率いる川並衆が「うにゅう、面めん目ぼくござらぬ裏をかかれたでござる！」「月のものがありそうな年とし頃ごろの女には俺たちゃ容よう赦しやしねえぜえ！」と騒さわぎながら、賊の忍び軍団を追って森の奥からお茶会の会場へと飛びだしてきた。

　ぶんぶん！　ちょきちょき！　と鋏を振り回して宙を切りながら、吉良網切は五右衛門たちの追撃をかわし、ぴょんと跳とんで後退していく。

「ぼやぼやしてっと、次から次へと宝具を盗んでいくぜえ！　その先に待っているものは、てめーら風流ボケ織田政権の崩ほう壊かいと破は滅めつだっ！　あたしを止めたけりゃあ追いかけて来やがれ！　バカ、バーカ！」

　忍！　散！　と賊の忍び軍団は口々に叫びながら、吉良網切を中心にさらなる煙えん幕まくを張って川並衆を振り切り、再び森の奥へと姿を消していった──。

「むきーっ！　いったい何者なのよ、あのヘンな女は？　婆ば娑さ羅らにかぶくにしても、限度というものがあるでしょ？　そもそも、『天岩戸開き』はもう行えないというのに、宝具を集めていったいどうするつもりなのよ？」

「不幸中の幸いというか、髪切り専門でよかったぜ。あのでかい鋏で女の子の首を切る趣しゆ味みがあったら、マジでやばかった」

「なにを言っているのよ。髪は女の子の命なのよ、良晴！　わたし自じ慢まんのこの長い髪を切られたら、天下一美少女が台無しだわ！　小早川隆景に良晴を盗とられちゃう！　あの女は最初から短髪だから、吉良網切に狙ねらわれることもないだろうし……はっ？　まさか小早川が雇やとった泥棒なのかしら！　あの女ああああ！　むきいいい！」

「の、信奈。小早川さんは実はロン毛だし、そんなせこいことしないから」

「良晴～！　さらりと、浮うわ気き相手をノロケながら庇かばってるんじゃないわよっ！」

「どうやら逃にげられてしまったようだわ、お義姉さま。まずいわね。今日やっと熱田に戻って来たばかりの草薙剣を盗まれてしまったことを見物人たちに気取られたら、大騒ぎになってしまうわ」

　ともあれ、吉良網切のど派手にかぶいた衣装と巨大鋏とあちこち壊れた台詞せりふを聞かされてきょとんとしているうちに、草薙剣を奪われてしまった。

　信奈たちが騒そう然ぜんとなる中、悠ゆう然ぜんと「えびふりゃー」をいただいていた今川義元が、不意に、「ごちそうさまでした」とどんぶりを足あし下もとに戻しながら優ゆう雅がに華か麗れいに立ち上がっていた。

「ああ、やはりそうでしたのね。まあまあ、あのお方は……」

「おおっ？　義元ちゃんが珍めずらしく活かつ躍やくするターンが来たのか？」「こいつは時々とんでもないところで一いつ瞬しゆんだけ大活躍することがあるものね」と良晴と信奈が期待を込めて、義元へと視線をそそぐと……。

「……気のせいでしたわね。わらわは、次は小倉とおすとをいただきたいですわ！　えびふりゃーのあとは、あまぁい菓か子しとお茶ですわよね。おーほほほ」

「って、意味深に立ち上がっておきながら、なに座り直してんのよっ！」

　光秀、勝家たちが慌あわてて会場整理を開始してけんめいに騒ぎを収める中、氏郷が信奈に耳打ちする。

「お義姉さま。見物人たちには、真相を知られてはダメよ。相良良晴が森の中に勝手に建てた、未来からくりを導入した蒲かば焼やき工場が爆ばく発はつ炎えん上じようした、ということにしておきましょう。この盗とう難なん事件が明らかになる前に、すぐに草薙剣捜そう索さく隊を出さなければならないわ。吉良網切を捕とらえて、剣を奪だつ回かいしなければ」

「そうね、レオン。それにしても……あの吉良網切って何者なのかしら？　なにが目的なの？　織田家になんの恨うらみがあるのかしら」

「こういう謎なぞ解ときは、天下一軍師で知ち恵え者の竹中半兵衛に頼たのみましょう。私は三種の神器の件で推理を間違えていちどポカをやっているから、軍師どのに捜そう索さく役を譲ゆずるわ」

「くすんくすん。吉良網切さんの背後には、なにか大がかりな陰いん謀ぼうがありそうです。これはまことに天下の一大事ですので、旅に出るのは怖いですけれどもがんばります」

　と半兵衛が涙なみだ目めでうなずいた。

　すかさず官兵衛が「むふー！　よわよわの半兵衛を一人旅に出したら、子供攫さらいに攫われて売り飛ばされちゃうよ！　このシメオンも同行してやろう！」と薄うすい胸をとんと叩たたいて「げほげほ」とむせかえる。

「デアルカ！　上杉謙信との決戦までは、まだあと少し日数があるわ。それじゃ半兵衛と播磨に草薙剣の奪回をお願いするわね。吉良網切は、熱田の不開門を平然と壊すような大だい胆たんな賊よ。髪かみを切られないように、注意してね」

「くすん。それではさっそくですが、わたしと官兵衛さんとで伊い勢せ神じん宮ぐうに向かいます」

「伊勢に？」

「はい。伊勢神宮には三種の神器のひとつである『八や咫たの鏡かがみ』があります。吉良網切さんの目的が神器であれば、警備を固められる前に八咫鏡を盗むべく、必ず伊勢神宮に現れるはずです」

　まだ目的も正体もわかりませんが、まずは「三種の神器」狙いの線が最有力でしょう。なによりも尾張と伊勢とは船便で繫つながっていてすぐ目と鼻の先ですから、と半兵衛が立ち上がった。

「むふー！　それじゃ行くか半兵衛！　伊勢参りは久々だなっ！　鉄てつ甲こう船建造以来だ！　早くあんこもち食べたいっ！」

「あ～っ、待って～。ダメだよ。軍師二人だけで連れ立っておおっぴらに剣と賊ぞくを捜索したらダメ～」

　有楽がのほほんと声をあげ、氏郷が「そうね」とうなずいていた。

「草薙剣が熱田に戻されたその日にいきなり盗まれたことが天下に知れれば、お義ね姉えさまがまた疑われるわ！　御所に戻した三種の神器をまたまた取り返そうとしていると！　あなたたち軍師二人は天下に知恵者として名を知られちゃっているから、二人きりで旅をすれば必ず勘かんぐられる！　ここは、誰か馬ば鹿かで愚おろかでお気楽な『看板』を立てて、あなたたちはその馬鹿のお守もり役ということにしなさい。そうすることで、真の旅の目的を民たみたちに気取られないための『旅の表向きの理由』を派手に掲かかげるべきだわ！」

「そうそう。そゆこと」と有楽が笑い、「馬鹿で愚かでお気楽な看板って、つまり、俺のことだろ？」と良晴が涙目になって氏郷に尋ねた。

「当然よ。あなた以外に誰だれがいるというの、相良良晴。諸国の神社仏閣を巡めぐって、『ご当地ぐるめ』を伝授する旅をしている、ということになさい。相良良晴といえば顔はサルだし戦いくさはへっぽこで連戦連敗だけれども、未来料理の調理人としては一応優すぐれていると天下に知られているわけだし。今日の熱田の大お茶会でも、私たちと組んで『小倉とおすと』『ひつまぶし』『えびふりゃー』を考案したでしょう？　これであなたは料理人としてますます有名になったのよ。あなたが、お義姉さまの町まち興おこし政策のために『戦国の弘法大師』として諸国へ料理伝授の旅に出れば、誰も疑わないわ」

「理り屈くつはいちいち正しいが、そーやって俺を信奈から引き離はなすつもりだな」

「当たり前でしょう。お義姉さまはこれから上杉謙信と戦わなければならないのよ。この大事な時に、お義姉さまがあなたのようなみさかいのないサルに種付けされてしまって孕はらまされちゃったら、たいへんだわ」

「そそそそんなことしてねーよっ！　したいけどっ！」

　ちょ、ちょっと良晴！　と信奈がすねをつねってきた。

「なによそれ。わわわわたしにたたた種付けしたいのっ？　どさくさに紛まぎれてなんてこと言うのよ!?」

「え？　なんでそこで激げき怒どするんだよ？　信奈だって、俺の赤ちゃんが欲しいって言ってただろ？」

「いやあああっ！　みみみみみんなの前でなにを言いだすのよ！　そんなこと、わたし、言ってないっ！」

「えっ？　安土城の天主で、言ったじゃねーか。まさか忘れてしまったのか？　もしかしてもう俺への気持ちは冷めてしまって、あの時のことはなかったことに？　チキショー、俺は悲しいぜ！」

「……う、う、うう～。い、い、言ったわよ。言ったけど、なにも人前で言うことないでしょっ！」

「……そうだったな。悪い。ごめん。つい、気持ちが先走って」

「……うう。わたしだって我が慢まんしてるんだから、控ひかえなさいよぅ」

「くすんくすん。あのう。お茶会の場で、種付けとか孕ませるとか、そういう直接的な言い方は……吉良網切さんの言葉遣づかいが移っています。もう少し風流でかわいい言葉を選びましょう、皆みなさん」

「お義姉さまっ!?　こんなスケベ男に屈くつ服ぷくして、屈くつ辱じよく的な言葉を言わされるなんて、おかわいそうすぎるわ！　相良良晴、あなたって男はっ！」

「フッ。氏郷ちゃん。今の一連の会話は、信奈への俺からのさぁびすなんだ。信奈がデレデレになっているのは、実は人前でのろけられて喜んでいるからなんだぜ。子供のきみにも、今にわかるさ」

　真っ青になった氏郷が「死ね相良良晴」と憎にくしみを込めて、爽さわやかに白い歯を光らせて微笑ほほえんでいた良晴の口の中にしゃもじを突つっ込んだ。さらにそのまま喉のどの奥まで貫つらぬき通そうと暴れるので、半兵衛と官兵衛が仕方なく氏郷を取り押さえる。

「げほげほげほ。なるほどなるほど！　俺さまには犯人がわかったぜ！　それは！　上杉謙信との決戦を目前に信奈が懐かい妊にんする事態を恐おそれて、俺と信奈をしばらく引き離したがっている氏郷ちゃんだっ！　この事件は、自作自演なんだ！　だから五右衛門の警備網もうをかいくぐれたんだ！」

「あなたってほんとうに愚か者だわ！　上杉謙信との決戦を控えたこの忙いそがしい時期に、私がお義姉さまの足を引っ張るような騒ぎを起こすはずないでしょっ！　だいいち、もしもお義姉さまが草薙剣を盗ぬすんだと疑われたら、またしても民心が織田家から離れるのよ！　いいから、きりきり出立しなさいっ！」

　でも……看板を立てておいてその陰かげで隠おん密みつとして剣つるぎを捜索するのはいいけど、相良良晴だって織田家の柱石だし、今頃諸国漫まん遊ゆうの旅に出るのも不自然だよ、と官兵衛が首を捻ひねった。

「そうねえ。良晴はご当地ぐるめを伝授する弘法大師役として掲げるとして、もーっと役立たずでほんとに馬鹿でガチで仕事がない暇ひまな『大看板』が一枚必要だわ。忙しい良晴を無む理り矢や理り、食い倒だおれの旅に連れ出しても不思議ではない、そんな無能な相方が」

　と信奈。

　そして──。

「おーほっほっほ！」

　信奈がイラッと来る、カン高い笑い声が、青空の下に鳴なり響ひびいていた。

「ここは当然、征せい夷い大たい将しよう軍ぐんのわらわがお道どう化け役を買ってさしあげる場面ですわね！　なにしろ、将軍のお仕事はぜんぶ家来の信奈さんに押しつけているので、わらわはと～っても暇ですもの！」

　さっきいちど意味ありげに立ち上がっていながら、なにごともなく小倉とおすとを食べる作業に移っていた、今川義元であった。

　近ちか頃ごろは「ほんものの足あし利かが将軍」こと、こども将軍足利義よし昭あきが現れたので、ますます言いしれぬ「偽にせ将軍感」が漂ただよっている。

「デ、アルカ。今川義元。たしかに、あんたほど説得力のある人材はいないわ。どうせ合戦では役に立たないし、というかそもそも戦場にやってこないし、名前だけは超ちよう有名人だし、その偉えらそうな笑顔と耳みみ障ざわりな笑い声で誰が見ても一発で今川義元だってわかるし、噓うそでも将軍だからわがままが利きく立場だと庶しよ民みんには誤解されているし、なんにも仕事しないから旅に出しても問題ないし。でも、まさか、あんた」

「そうですわ信奈さん。わらわは──相良良晴と許婚いいなずけになった仲ですのよ！　相良良晴が織田家に帰き還かんしてきた際に、そう決まったではありませんか」

「そそそれはあくまでもわたしと良晴がやまと御所を簒さん奪だつしようとしているという噂うわさを鎮しずめるための偽ぎ装そう工作であって、とっくに無効よ！　どうせ上杉謙信に宣戦布告されちゃったんだし、もう意味ないものっ！」

「いいえ。この許婚の約束は、まだ有効ですわ。二人が婚こん約やくを解消したとなれば、謙信さんも隆景さんもいよいよ目を吊つり上げて信奈さんを討うち滅ほろぼす！　と戦意を高こう揚ようさせてしまいますもの。というわけで──征夷大将軍として、家来の信奈さんにおねだりいたしますわ。わらわは、相良良晴と婚前旅行に出たい！　諸国をこの男と漫遊して、神社仏閣巡りと食い倒れの旅を満まん喫きついたしますの！　ああ、わらわは自分のこの切れすぎる才気と空気を読めすぎる感性が憎い！　おーほほほほ！」

　信奈は顔を赤くしたり青くしたり、「う、ぐ、ぐ」と抜ばつ刀とう寸前になっている。

「ほほほほんとなら、わわわわたしが良晴と婚前旅行に出たいのにっ！　なんであんたがっ！　あんたまさか、なし崩くずし的に良晴を横取りするつもりなのっ？　うきいいいい！」

　あのぐーたらな今川義元がわざわざ事件解決のために旅に出ると自分から言いだすなんて絶対におかしいわ、といぶかしがる信奈だったが。

「──信奈さん。相良良晴は必ず最後には返してさしあげますから──草薙剣を奪回するまでの、しばしの我慢ですわよ」

　今川義元が珍めずらしく、真しん剣けんな表情で信奈をまっすぐに見つめてきた。

「……義元？」

「日ノ本の宝具を巡る、相良良晴の冒ぼう険けんの旅。これはあなた方がこの時代の身分という『壁かべ』を越こえるために必要な試練ですわ。わらわに、お任せなさい」

　思わず信奈は、（どういうことかしら）と目をそらしながら、折れていた。

「……ああもう、わかったわよ。特別に諸国漫遊を許可してあげるわよ！　でも、いいこと？　あくまでも剣を奪回することが真の目的よ、ほんとうに婚前旅行にしちゃって良晴に手を出したら処しよ刑けいするからね！　それと、その笑い声はほんとに、やめてよねっ！　頭に響いてイライラするのよっ！」

「おーほほほ！　わらわはできる女ですわ。ええ、ええ。すべて、わかっていますわよ。信奈さんは、わらわという切れ者の将軍に仕えることができて幸運ですこと！」

「……一いつ瞬しゆん真ま面じ目めな顔をしたように見えたのは錯さつ覚かくだったのかしら。ねえレオン。こいつもう斬きっちゃっていい？」

「我慢してお義姉さま。天下布武達成までは、今川幕府は必要よ」

「ええ、ええ。そういうわけですわよ信奈さん。おーっほほほほ！」

　この、今川義元の高笑いが、お茶会の屋外会場全体に鳴り響きはじめると同時に。

　いきなりの爆ばく発はつ騒そう動どうに騒然としていた見物人たちが──。

　どっと笑顔になって、義元を囲んで踊おどりはじめていた。

「オホホ祭りだぎゃあ！」

「熱田神社恒こう例れいの、オホホ祭りがはじまったぎゃー！」

「もしかして草薙剣が盗まれたのかと焦あせったみゃあ」

「草薙剣は、無事に熱田に戻もどって来たんだみゃあ～！」

　義元の笑い声を聞いて安心した見物人たちがいっせいに踊りはじめ、「オホホ」「オホホ」と義元を真ま似ねてカン高い声で笑いだしたのである。

「……なんなの？　な、なにが起きているの、半兵衛？」

「信奈さま。熱田神社では、さきほど話に出ました飛鳥あすか時代の草薙剣盗とう難なん事件のあと、無事に草薙剣が熱田に戻って来たことを祝う祭りを行うようになったんです。くすん。それが『酔笑人えようど神しん事じ』、通つう称しよう『オホホ祭り』です。草薙剣の帰還を喜びあい、みんなでオホホと笑いまくるという祭りなんです」

「……なにそれ。馬ば鹿か臭くさい祭りね。っていうか、ただの偶ぐう然ぜんじゃないの？」

「信奈さん？　わらわの真の実力、おわかりいただけました？　まことの征夷大将軍とは、このように朗ほがらかな笑顔で民たちの心を案じ事件をまるっと収めてしまえる力を持つ英えい傑けつのことなのですわ！　やはり、わらわこそがまことの将軍！　おーほほほ！」

　オホホ、オホホと四方八方から「義元笑い」の精神攻こう撃げきを受けて「うぎぎぎぎ」と苦しんでいる信奈の横で、義元は「天あつ晴ぱれ」の扇子せんすを広げてさらなる高笑いを続けるのであった──。

「よいですか相良良晴。今回の婚前旅行ではわらわにたくさんのご馳ち走そうを紹しよう介かいし、その土地土地にご当地ぐるめを伝授するのですわよ！　吉良網切さんから剣を奪だつ回かいした暁あかつきには、ご褒ほう美びも、こっそり与あたえてさしあげますことよ？」

「ゴクリ……ご褒美って、義元ちゃん……たぶんそれをもらったら、俺、信奈に首を落とされるんだけど」

「くすんくすん。先行きが心配ですが、見物人の皆さんもすっかり笑顔になりましたし、義元さまの機転によって剣紛ふん失しつの秘密は守られました。伊勢へ行きましょう、良晴さん」

「シム！　よし行こう、半兵衛！　事件解決はわれらに任せておけ！　相良良晴、きみはひたすら織田信奈の料理人として目立ちまくればいいからな！　あと、人前ではできる限り義元といちゃいちゃして人目を引きつけるんだぞ！　それで、われら軍師組は目立たず動ける！」

「驚おどろいたわ。まさか、この場面でオホホ祭りをはじめて見物人たちを安心させてしまうだなんて。もしかしたら今川義元には、揉もめ事を収拾してしまう天性の才能があるのかもしれないわ、お義ね姉えさま。それに──吉良網切の素す性じようについて、なにか心当たりがあるようなそぶりも見せていたし──相良良晴とともに旅立たせましょう。きっと、事件を解決してくれるわ」

「デアルカ。レオンがそう言うなら。仕方ないわね。各戦線に立たせねばならない六や十兵衛たちを旅に出すわけにはいかないものね」

　旅先で義元を孕はらませたらあんた死罪だから！　琉りゆう球きゆうや呂宋ルソンまで逃にげても追いかけて殺すから！　と信奈がぶーぶー頰ほおを膨ふくらませる隣となりで、良晴は「だーっ！　信奈といちゃいちゃしていたかったが、しょうがねえ。こうなったら旅先で疑われないように派手に目立つぜ！　戦国の弘法大師にでもなんでもなってやる！」と旅の支し度たくを開始するのであった。

「その意気ですわ、相良良晴！　さすがはわらわが見込んだ天晴れ日本男児ですわね。おほほほほ！」

「だからあ、オホホはやめてって言っているでしょっ！」

「吉良網切さんの件はわらわにどーんとお任せなさい、信奈さん！　ええ、ええ。だいじょうぶですわ。相良良晴と草薙剣は必ず、信奈さんのもとへお戻しいたしますから──」

　かくして、有楽が「有楽ちゃんもあとから合流するかもしれないよ～、でも今日は疲つかれたからいいや。がんばってね～」とお気楽に微笑む中、相良良晴と征夷大将軍・今川義元の婚前旅行（しかしてその実態は、半兵衛官兵衛の草薙剣盗難事件捜そう査さの旅）がいきなりはじまってしまったのである。

　もしかして剣よりも俺の首のほうが危険なんじゃないか、この旅は、と怯おびえる相良良晴であった。ただ……。

「さあさあ。伊勢へ参りますわよ、相良良晴。もしもわらわが道みち端ばたでコケたら、お前がわらわを支えるのですわよ？」

　いつもと変わらないはずの義元の笑顔の中に、なにか寂さびしげな、そして悲ひ壮そうな「覚かく悟ご」のようなものを感じた良晴は、

（よ、義元ちゃんって、こんなに美人だったっけ？　あ、いや、顔が綺き麗れいなのは知っているけれど、なにか、こう……）

　なぜか義元の毅き然ぜんとした横顔を見つめながら、妙みような胸むな騒さわぎを覚えずにはいられないのだった。

　かくして、将軍義元と相良良晴、お供の両兵衛の諸国漫遊がはじまったのである。







　　　巻ノ二　巫み女このほっぺに、あんこもち・伊い勢せ







「のぶなちゃんから、長らく途と絶だえていた伊勢神じん宮ぐうの式年遷せん宮ぐう（建て替かえ）を復活させよという指令が正式に下ったのじゃ。じゃが、鉄てつ甲こう船建造のおかげで、銭ぜにがないのじゃ。乱世は実にせちがらいのう、よよよ」

　ある日の夕暮れ──尾お張わりの隣りん国ごく・伊勢国。

　緑に包まれた聖域、伊勢神宮の斎さい宮ぐう（と～っても偉い巫女）を務めていた織お田だ家四天王最年少姫ひめ武将・滝たき川がわ一かず益ますは、内宮の一室で信のぶ奈なから返へん還かんされた「八や咫たの鏡かがみ」を眺ながめながら宝物の茶器をせっせと磨みがき、茶を点たてていた。

　伊勢名物の「あんこもち」を食しながら喫きつする茶は、格別である。

　だが、もともとはやまと御所の姫ひ巫み女こが詣もうでるための特別な神社だった伊勢神宮には「賽さい銭せん箱」すらない。御所が衰すい微びしたため、さすがにこの戦国時代では庶民もわらわらと伊勢を参拝するようになっているが、式年遷宮には莫ばく大だいな予算がかかる。しかし一益が伊勢で貯ため込んでいた銭は、対毛もう利り戦のための鉄甲船と大おお筒づつの製造とでぜんぶ使い果たしてしまっていた。

「参拝客からオゼゼを巻き上げるに便利なおみくじも袋ふくろ入いりめんこも、射しや倖こう心しんを煽あおり不敬ということで、うちの神宮では導入できぬ。面めん倒どうじゃが、遠国から廃はい参拝者の群れを呼び込んで参道沿いの店々を繁はん盛じようさせるしかないの……なにか派手なお祭りを催もよおして、人を集めねばの」

　お隣の熱あつ田たでは、庶しよ民みんをも集めた大々的なお茶会が開かい催さいされたという。

　伊勢でもお茶会を開催したいの、と茶器マニアの一益の魂たましいが荒あらぶった。

「ふむ。のぶなちゃんの妹分軍団を集めて、誰だれがのぶなちゃんの真の妹にふさわしいか人気投票をやらせるお茶会というのはどうじゃろう」

　一益は筆を執とって、候補者リストを書いてみた。

「妹分」として信奈の寵ちよう愛あいを巡めぐって暗あん闘とうする、織田家家臣団と一部のパシリたち。

　ちっちゃくてかわいい、伊勢の斎宮ちゃん──伊勢志し摩まの庶民たちから「生き神さま」として絶大な人気を誇ほこる戦国の「あいどる」、「姫」こと滝川一益さま。われながら完かん璧ぺきな妹じゃの。

　正式にのぶなちゃんの義ぎ妹まいになっている憎にくき好敵手、神話研究家で宝具愛好家の近江おうみの蒲生がもう氏うじ郷さと。戦友じゃが、人ひと質じちからのぶなちゃんの義妹へと華か麗れいなる転身を果たしたむかつく女なのじゃ。いつか、あづっちーの着ぐるみに詰つめて石を抱だかせて琵び琶わ湖こに沈しずめてやるのじゃ。

　幼い頃ころ「たぬき」としてのぶなちゃんに飼われていた、パシリ妹分の松まつ平だいら元もと康やす。田舎いなかくさい上に行動もすっとろいが、こやつの天然ボケ漫まん才ざいはまさに神かみ業わざ、あなどれぬ。

　ういろうで餌え付づけされた小こ姓しよう軍団の出世格、前まえ田だ犬いぬ千ち代よは幼い頃からのぶなちゃんと一いつ緒しよに寝ねることが多かったという。羨うらやましいのじゃむきー。

　荒あら木き村むら重しげの失しつ踪そう後、お茶会専用姫武将としてにわかに目立ってきたのぶなちゃんの従妹いとこ、織田有う楽らく斎さい。はて？　こんな娘むすめ、織田家にいたかの？　うむむ？　なにか引っかかるの。まあよい。

　のぶなちゃんの乳ち姉妹で、いつ戦死するか冷や冷やものの「無む謀ぼう姫武将」池いけ田だ恒つね興おき。元気者じゃが、こやつの無謀ぶりは鹿しか之の助すけどころではないのじゃ、合戦では使いどころがないの。村重の失踪後、摂せつ津つに広い領地をもらったらしいが、だいじょうぶなのかの？

　斎さい藤とう道どう三さんの忘れ形見、幼い帰き蝶ちよう。姫よりもちっちゃいのじゃ。のぶなちゃんが大事にしまい込んでいるので、人前にはあまり姿を見せぬ。

　なんじゃ。のぶなちゃん自身、実の妹がいないいないとぼやいている割には、けっこう「妹分」がたくさんいるの。むろん姫よりもかわいい妹はおらぬが、邪じや魔まな連中じゃな、と一益は頰を膨らませた。

「おろ？　ちょうど七人おるの。姫を筆頭に『織田家七しち福ふく妹まい』として未来風の『あいどるゆにっと』を結成し、伊勢神宮の境けい内だいで歌い踊り庶民どもを熱ねつ狂きようさせるというのもよいかもしれぬ」

　近江長なが浜はまでは、よっしーの妹たちによる「相良さがら妹軍団」なる謎なぞめいた組織が結成されたという。すでに、「サルの妹がこんなにかわいいわけがない！」「この中に一人、サルと契ちぎっている妹がいる！」「妹さえいればムキー！」と近江は大おお騒さわぎで、一部の頑かたくなな露ろ璃り魂こん派（ねね原理主義者）は高みの見物をしているものの、近江の独身男性どもはさっそく石いし田だ佐さ吉きち派と加か藤とう虎とら之の助すけ派とに真っ二つに割れてお互たがいの「推おし妹」のめんこをはじめとする物産品を大人買いし、荒すさんだ勢力争いをはじめているとか。

「……妹軍団……まるで、よっしーが言うところの、『ご当地あいどるぐるうぷ』じゃな……そうじゃ。巫女姿の妹たちを観光資源にしてどっさり銭儲もうけ。これで式年遷宮の予算を確保できるのじゃ！」

　このかわいい姫があまりにも大正義すぎて一益ちゃんの一強体制になってしまうという問題はあるが、今こそのぶなちゃんの妹分どもを集めて「織田家七福妹」で伊勢を町まち興おこしすべき時じゃな、と一益は閃ひらめいた。

「このかわいい姫が『りーだー』をつとめて客の八割をかっさらうとして……池田は目立ちたがり屋なのに合戦に呼ばれずいつも暇ひまそうだから、呼べば必ず来るのじゃ。巫女服も喜んで着るじゃろ。あとの面々はいわゆる『ろーてーしょん』で回して、『れあ伽きや羅ら』として交代で順番に伊勢神宮をうろつかせればよい。周回を重ねて織田家七福妹のすべてを参拝すればご利益あらたかと喧けん伝でんすれば、いわゆる『りぴーたー』も増えるのじゃ！」

　ふふふ。熱田ののぶなちゃんには負けていられぬ、妹と巫女の魅み力りよくで伊勢にがっつり信者を詣でさせてぼろ儲けじゃ、と一益は「妹で伊勢を町興し」という自らの腹黒い計画に満足しながら、伊勢の神鳥・にわとりの脚あしに「来たる丑うしの日、伊勢神宮で姫が歌い踊おどる妹巫女祭りを開催すると下々に告知せよ」と書いた指令書を縛しばり付け、忠実な右みぎ腕うで・女おんな海かい賊ぞくの九く鬼き嘉よし隆たかのもとへとにわとりを解き放った。

　これで、九鬼水軍が誇る海賊網もうを経由して、週末のお茶会開催告知が伊勢志摩中へと一気に知れ渡わたる。

「先手必勝。まずは姫単体でお茶会開催なのじゃ。他ほかの妹を招集する前にうーんと目立って人気を独り占じめなのじゃ！　ふふふ」

　丑の日が楽しみじゃのと満足した一益は、足あし下もとの茶器を手にして、熱いお茶をこくり、と一口飲んだ。

　次の瞬しゆん間かん。

　茶器を手から滑すべり落とした一益が「げほげほ」と咳せき込んで、そして、板間の上で──苦しみ悶もだえはじめた。




「ぐ……ぐぎぎぎ。し、しまった!?　ど、毒を盛られたのじゃっ……!?　八咫鏡を狙ねらっての所業かのっ!?　この、甲こう賀が忍しのび出身の姫としたことが……不覚を取ったのじゃ……む、無念じゃ……！」




　うけけけけ。なーにが甲賀忍びだ、すっかり茶器ボケしやがって。隙すきだらけだったぜバーカバーカ！　これで丑の日のお茶会はてめえ不在、大滑りだあ！　ざまあ！　と、聞き覚えのない少女のやさぐれた声が遠くから聞こえてくる。

　いったいいつの間に賊ぞくの侵しん入にゆうを許したのだろうか？

　一益は（か、身体からだが、身体がおかしいのじゃ。手足が痺しびれて……うあああっ!?　の、のぶなちゃん……）と声にならない声をあげながら、気を失っていた──。




　　　　※




　その頃、天下の将軍さま今いま川がわ義よし元もと率いる一行は、尾張からの船旅を終えて伊勢に上陸。

　ゆるゆると参道を歩き、伊勢神宮の表おもて玄げん関かん・外げ宮くうへと到とう着ちやくしていた。

　吉き良ら網あみ切きりが狙っているとおぼしき八咫鏡が返還されたばかりの内宮までは、あと一ひと歩あるき──といっても六キロもあるが──だ。

　とはいえ。

　港から外宮までを歩いたところで、なまけもの将軍・義元の気力体力はともに尽つき果てていた。さすがに十じゆう二に単ひとえは着ておらず、薄うす着ぎで歩いていたのだが、義元の京での移動手段は基本的に牛ぎつ車しやか御み輿こしだったのだ。徒歩での旅には慣れていない。

「わらわは、喉のどが渇かわきましたわ！　そこの茶ちや店みせで一服したい！」

　お供の面々が、しょうがないなあとうなずき、茶店に陣じん取どった。

「伊勢と言えば当然あんこもちだが、熱田の大お茶会で食べた小お倉ぐらとおすとがまだ胃に残っていて……今日は、かりっとした焼き餅もちを食いたいなあ」

　われらが相良良よし晴はる。「戦国の弘こう法ぼう大師」として全国各地に「ご当地ぐるめ」を伝授すると称しようして、義元とともに旅に出たばかりだ。

「すみません良晴さん！　わたしが作った小倉とおすと、甘すぎましたよね。くすんくすん」

　草くさ薙なぎの剣つるぎを奪うばった謎の新しん泥どろ棒ぼう・吉良網切を追いかけ、さらなる被ひ害がいを食い止めるべく随ずい行こうする竹たけ中なか半はん兵べ衛え。

「むふー！　女の子にとって、甘いものは別腹さっ！　あんこもち、ンマアアイ！　いくらでも食べられる！　もぐもぐもぐ。ぱくぱくぱく」

　半兵衛と草薙剣捜そう索さくコンビを結成しているのに、食い気に流されているこの洋装のお子さまは黒くろ田だ官かん兵べ衛え。

「くすん。官兵衛さん、食べ過ぎです。お腹なか壊こわしちゃいますよ？」

「おーほほほ。しもべのいい食いっぷりを見ていると、わらわも思わずほっこりしてしまいますわ。この征せい夷い大たい将しよう軍ぐんが、皆みなさんにご褒ほう美びをあげますわ。はい。花丸入りの扇子せんすですわよ！」

「よ、義元ちゃん。神社の境内でならともかく、往来の茶店で義元ちゃんの正体を明かすのはまずいぜ。俺なんかとは身分が段だん違ちがいなんだから。見物人に囲まれたら内宮へ辿たどり着けなくなっちまう」

「では、わらわは越えち後ごの縮ちり緬めん問屋のお嬢じようさま・義よし右衛え門もんと名乗りますわ」

　相良良晴、お前も早く関白におなりなさい。さすればどなたと祝しゆう言げんを挙げても格落ちしない身分を手に入れられますわよ、と義元は良晴の肩かたにしなだれかかりながら微笑ほほえむ。

「よ、義元ちゃん。む、胸が俺の腕に当たっているんだけど？」

　義元ちゃんって見た目は着やせしているけれど実は勝かつ家いえと並ぶくらいの巨きよ乳にゆうなんだよな……顔は信奈に勝まさるとも劣おとらない超ちよう美人だし、長く伸のばした黒くろ髪かみからは不思議ないい香かおりがするし、この誘ゆう惑わくは耐たえがたいくらいに強きよう烈れつだ……良晴は思わず焼き餅を喉に詰まらせてむせかえった。

「相変わらず、照れ屋ですこと。婚こん前ぜん旅行なのにお前がわらわに指を触ふれないので、こちらから触れさせてあげているのですわ」

「おおお俺は照れ屋なんじゃなくて、熱田に陣取る信奈の視線に怯おびえているんだよ！　この旅がガチの婚前旅行になっちまったら俺、打ち首だから！　あと、半兵衛がなぜか俺たちを睨にらみながら、むーっと膨ふくれている！」

「膨れてなんかいませんっ！　急に焼き餅が食べたいと言いだしたのは、今から義元さまと茶店で堂々と浮うわ気きするという謎かけだったんですね良晴さん。目の前にお年頃の女の子が二人もいますのに、よくもこんな盛さかりのついたオスザルさんのような真ま似ねを。酷ひどいです。くすん」

　ひい半兵衛？　𠮟しかるなら俺の腕におっぱい当ててくる義元ちゃんを𠮟ってくれよ～えん罪だよ～新型痴ち漢かん扱あつかいだよ～と心の中で泣きながらも、良晴は慌あわてて弁解した。

「ごごごごめん！　俺さまはこう見えても紳しん士し！　半兵衛の胸にいきなり触さわったりはしないから、安心していいぜ？」

「ふええ？　そ、それはわたしの胸がつるぺただからでしょうか？　良晴さんって……そんなに……大きな胸がいいんですか？　くすんくすん」

「ひいっ？　半兵衛の口調が珍めずらしく怖こわいッ!?」

「はっ？　すすすすみません！　わたしってば、いったいなにを口走って……うう……生きることに執しゆう着ちやくするということは、だんだん悪い子に近づいていくということなんですね……しくしく」

　うーむ哲てつ学がく的な言葉だなあ。半兵衛がなにを言っているのかいまいちわからねーが、青ざめて血を吐はきながら必死に残り少ない命を削けずっていた頃の半兵衛は痛ましかった。あの頃を思うと、今の、普ふ通つうの女の子のように怒おこったり拗すねたりする半兵衛を見られるなんて、それだけで幸せだ……蘭らん奢じや待たいが手に入ってほんとうによかった、と良晴は思わず微笑んで半兵衛の頭をわしゃわしゃと撫なでていた。

　きゃっ？　良晴さん？　その慈じ愛あいに満ちた視線は、すっかりわが子を見る目です、くすん、と半兵衛がまた小さな唇くちびるを尖とがらせた。

「じ、慈愛など不要だと言うのか？　ま……まさか反はん抗こう期ってやつか？　そっか、世のお父さんってみんなこういう辛つらい思いをしているのか～」

「ですから、お父さんの立場に立たないでくださいっ！　わたしはあくまでも良晴さんにお仕えする軍師。決して良晴さんを困らせるようなわがままはおねだりしませんが、信奈さまはともかく、義元さまとの明らかな扱いの違いはどうにも不服です！　うう……」

　エロ目線で見たら新型痴漢しかも露璃魂、父親の視線で見たら反抗期。どうすりゃいいんだ、と良晴は途と方ほうに暮れた。が、いつもは従順な半兵衛にこうして拗ねられて困らされるというのも意外と楽しいものだ。

「おーほほほ！　せっかく命を拾ったのですもの。半兵衛さんも悔くいの残らぬよう、この旅の間くらいはご自分に素す直なおにおなりなさい。花が咲さき誇ほこる日数は短いものですのよ？　信奈さんのお怒いかりのほうは、心配せずともわらわが引き受けますわ」

「ん？　義元ちゃん？　それってどういう……」

「……義元さま？」

　三人の間に微び妙みような緊きん張ちよう感かんが生まれかけたその時、恋こいよりもだんご主義の官兵衛が、半兵衛の頭をぽんぽんと叩たたいた。

「もぐもぐ。なに怒ってるんだよ半兵衛。いいから、あんこもちを食おう！　シメオンと半兵衛はまだお子さま、花よりあんこもちだあ！」

「はうう。わたしは幼く見えますが、これでも官兵衛さんよりちょっぴり年上なんです。もう、お子さまじゃないです。くすん」

「いーやお子さまだねっ！　だって、きみはこのシメオンよりおっぱいが薄うすいよ！」と無む邪じや気きに笑って「そそそれは良晴さんの前では言わない約束ですっ」と半兵衛を震ふるえさせながら、十皿目のあんこもちを頰ほお張ばったところで。

「……うっ……!?　ふぐうっ!?」

　バチが当たったのか、官兵衛はいきなりあんこもちをぽとりと手から落とし、お腹を押さえてうずくまっていた。

「あらまあ。官兵衛さん、どうなさいましたの？」

「も、もしや吉良網切が率いる忍しのびに毒を盛られたのか、官兵衛っ!?　だいじょうぶかっ!?」

「うううう～っ！　い、痛い。あいたたた。お腹痛いよう～」

　半兵衛が「官兵衛さん！」と血相を変えて官兵衛のお腹をけんめいにさすり、細い舌を「うえー」と伸ばさせ、瞼まぶたを開いて眼めを覗のぞき込み──そして結論をくだした。

「くすんくすん。心配ありません、ただの食べ過ぎです。あんこもち十皿なんて、官兵衛さんの小さなお腹には収まりきりませんから。くすん」

「あらあら、毒を盛られたのではなくてよかったですわね」

「……なんだよ、ガチで心配させやがって。旅に出るなり食い過ぎで腹痛とはな。これから当分、罰ばつとして『うっかり官兵衛』と呼んでやる」

「そんな知力の低そうな渾あだ名なは嫌いやだあ～。うえええん、痛いよう～」

　まあまあ。美う味ますぎてすいまへんと苦く笑しようしながら、茶店のおかみが、

「外宮から内宮へ連なる通り沿いに、いい温泉つきの旅籠はたごがありますよ。今宵こよいはそちらで休まれてはいかがでしょう」

　と、旅籠を紹しよう介かいしてくれた。

「そうだな。内宮へ急ぎたいところだが、日も暮れてきた。官兵衛の腹痛が治まるまで、旅籠で休むとするか」




　　　　※




　かぽーん。

「た、たしかに素す敵てきな温泉ですけれど、混浴だったんですね。念のために『すくうる水着』を持ってきておいてよかったです。くすん」

「むふー。相良良晴と温泉に入るのは有あり馬ま以来だなっ！　温めているうちに、お腹も治ったぞ！　温泉からあがったら、さっそくあんこもちを……」

「官兵衛さん。ただでも内宮入りが遅おくれているんですから。今夜は、あんこもちはもうダメですっ」

　はしゃいでお湯をかけあう半兵衛官兵衛コンビは、良晴と混浴ということで、以前製作した未来風のすくうる水着を着用。

　信奈の銭ぜにで貸し切り温泉つきの旅籠をまるっと押さえて、義元は大満足。温泉のお湯に胸むな元もとまで浸つかり、「天あつ晴ぱれ」の扇子を広げて、扇あおいでいる。

「ふい～。武たけ田だ信しん玄げんさんとの温泉軍議を思いだしますわねえ。あの方は、なにかあるとやたらと温泉に入りたがっていましたわ。そのたびに氏うじ康やすさんが、ご自分の平らな胸と、信玄さんとわらわの豊かな胸とを見比べて、不ふ機き嫌げんになって」

「よよよ義元ちゃんっ!?　裸はだかで男女混浴はまずいぜっ!?　義元ちゃん用の水着はないけど、せめて襦じゆ袢ばんを着てくれよ～！」

「あ、あら。相良良晴？　これは婚前旅行ですもの。わ、わらわもお前を婿むこにすると決めて以来、日々ものを学んでいますのよ。今宵夫ふう婦ふとなる男女がこうして伊勢神宮の聖なる温泉を浴びて身を清めるのは当然の手順ですわ。そもそも、伊勢の内宮に入る前に沐もく浴よくするのは古式ゆかしい作法ですのよ？」

「でたらめな知識だあ！　絶対に立ち上がらないでくれよ義元ちゃん？　ああ。播はり磨までの合戦あたりから俺は長らく賢けん者じやモードだったのに、これ以上義元ちゃんに誘惑されたらサルに戻もどってしまう～！」

　半兵衛が「いえ。たしかに、義元さまの仰おつしやる通りです。伊勢神宮の正式な参拝手順は、本来はまず伊勢神宮の海の玄げん関かん口にあたる二ふた見みが浦うらの海で禊みそぎを行って身を清めてから、外宮、内宮という順番で進むんです。さすがは風流を極きわめている京育ちの義元さまです」と苦笑した。

「二見浦？」

「はい良晴さん。海上に浮うかぶ夫婦めおと岩いわで有名な神域です。なにぶん今回は急いでいたので、立ち寄れませんでしたが」

　夫婦岩か。そういえば伊勢観光パンフで見たことあるな、と良晴は濡ぬれた頭をかいた。

「夫婦岩は、海上に屹きつ立りつする猿さる田た彦ひこの霊れい石せき『興おき玉たま神しん石せき』を拝むための『海の鳥居』なんだよ。この猿田彦の霊石こそが、二見浦のご神体だ！　猿田彦は日本神話でお馴な染じみの伊勢の国くに津つ神かみで、九きゆう州しゆうから東とう征せいしてきた天あま津つ神かみ一族を道案内したことから道祖神として祀まつられるようになった神だな。伊勢の内宮には外来の天津神の祖神・天あま照てらす大おお神みかみが祀られているが、伊勢の入り口である海には伊勢の旧主だった国津神・猿田彦が祀られているというわけさ。猿田彦……サル……相良良晴……偶ぐう然ぜんの一いつ致ちにしてはうまくできた話だな。むふー！」

　半兵衛官兵衛いわく──古代より、日ひノ本もとの神権の頂点には「やまと御所」があり、初代天照大神以来の「天津神」の末まつ裔えいである歴代の姫巫女がおわすわけだが、伊勢神宮はもともとは姫巫女のみが奉ほう幣へいすることができる、特別な神社だったという。御所が戦乱で衰すい微びする以前は、姫巫女の一族から伊勢に「斎さい宮ぐう」つまり巫み女こを送るというしきたりがあったほどだ。

「大和やまと、伊勢、そして出雲いずもは、もともとは『古き神々』国津神たちが支配する地域でした。出雲は天照大神さまの弟・素す戔さの嗚おの尊みことさまの血を引く大おお国くに主ぬしの命みことが支配しておりまして、大和の一帯は長なが髄すね彦ひこが支配し、伊勢は猿田彦が支配していたと思われます」

「あれ？　それじゃ天津神と国津神って、もともとは同族だったのか？」

「はい。素戔嗚尊さまは例の天あまの岩いわ戸との騒さわぎを起こして九州の高たか天まが原はらから追放されたあと、出雲に入って八や岐またの大蛇おろちを退治し、国津神一族に婿むこ入いりしたんですよ。それ以来、両系統は縁えん戚せき関係となったんですね」

「つまり、天津神は九州、国津神は畿内と出雲に割かつ拠きよしていたということか。その両者が、素戔嗚尊の代で縁戚関係に」

「吉良網切さんが盗ぬすんだ草薙剣は、素戔嗚尊さまが出雲での八岐大蛇退治の際に手に入れて、姉である天照大神さまに献けん上じようしたと言われています。神話とは少々順番が前後しますが、その草薙剣が天岩戸開きの儀ぎ式しきの際に用いられていたとすれば、草薙剣が国津神と天津神の友好の証あかしとして献上されたという逸いつ話わは、ある程度史実を反映しているのでしょう」

　半兵衛の解説を、官兵衛が補足。

「だが、結局は天津神の一族が東征を行って九州から畿内に遷せん都として、今に続く日ノ本の国の原形が成立したんだな。出雲の大国主命は、天津神軍に降こう伏ふくし、『国譲ゆずり』を行った。大国主命の息子むすこの建たけ御み名な方かたの神かみは戦に敗れて、信濃しなのの諏す訪わまで敗走し、そこでやっと降伏したという。これが諏訪神社の起源だ。伊勢の猿田彦は、天津神側について遠征軍の道案内役を務めたが、伊勢の海で溺でき死し。大和の長髄彦は頑がん強きように抵てい抗こうしたが、最後には殺されたというわけさ」

　けっこう物ぶつ騒そうな神話だな～。もしかして二見浦って猿田彦が溺死した現場じゃねえの？　と思うと、良晴はちょっと怖くなってため息をついた。

「うーん。日本の古代史ってミステリーだな……天岩戸開きの奇き跡せきを体験しちまった俺としては興味深い。特に、草薙剣っていったいなんなんだろう？」

「くすん。日ノ本の古い伝承・文ぶん献けんは壬じん申しんの乱などの折に大部分が散さん逸いつしてしまっていまして、現存する『古こ事じ記き』『日に本ほん書しよ紀き』『先せん代だい旧く事じ本ほん紀ぎ』などを手がかりに推理するしかありません。蘇そ我が氏との権力闘とう争そうに敗れた古代豪ごう族ぞく・物ものの部べ氏の一族は、『日本書紀』から抹まつ殺さつされた古代日ノ本の伝承を隠かくし伝えていると言いますが」

「そもそも八岐大蛇ってなんなんだ？　キングギドラとか、ヨーロッパのドラゴンみたいなもの？　つまり、でかい龍りゆうの化け物？」

「天津神・国津神以前の、古代日ノ本の土着神です。人間ではなく、天地そのものですね。その多くは、大地の底を走る見えない亀き裂れつで、ひとたび揺ゆれれば地じ震しんを起こす危険な『気』の通り道……陰おん陽みよう道どうで言うところの『龍脈』すなわち『地龍』のことでしょう。九く頭ず竜りゆう川のような大河も、龍神の起源ですね。いったん氾はん濫らんすれば、たいへんな厄やく災さいをもたらしますから。また、『海龍』というものもあり、これは海中に走る龍脈を指すと思われます」

「なるほど。日本は複数のプレートで形成された、世界有数の地震国だからなあ。未来語で言えば、相模さがみトラフとかフォッサマグナとか、そういうものかな？」

「むふー。いわゆる浪ろう人にんとなっていた素戔嗚尊は、出雲でこの厄やつ介かいな龍神をなんらかの方法で調ちよう伏ぶくしたことで、出雲の国津神一族の頭領になれたんだろうな！」

　まあ、この戦国の世ではすでに神話時代の宝具はほとんど使えなくなっているはずだし、三種の神器ももう使用済みなわけだが……それなのに吉良網切は今さらどうして草薙剣を盗んだんだろう？　と良晴がお湯の中で腕うで組ぐみしていると。

「よっしー！　まったりと温泉に入っている場合ではない！　一大事なのじゃっ！」

　見知らぬ美女が、一糸まとわぬ姿で、いきなり貸し切りのはずの温泉へと飛び込んできた。

「作り物？」と良晴が疑いたくなるほどに見目形が麗うるわしい上に、混浴して良晴を照れさせている義元ですら持っている自分の裸ら身しんへの羞しゆう恥ち心しんがまったくないらしく、胸元やお腹なかの下あたりを隠すこともなくあまりにも堂々と乱入してきたため、良晴はそのお年とし頃ごろの女の子の裸身を思いきり見てしまった──そして、久しぶりに大量の鼻血を噴ふきだして半兵衛に「せっかく最近の良晴さんはかっこよかったのに、あっさりサルに戻らないでくださいっ」と𠮟しかられた。

「まあまあ。わらわに優まさるとも劣おとらぬ、豊満かつ美び麗れいな娘むすめさんですこと。あなたはどなた？　一いつ緒しよに温泉に入りたいのでしたら、遠えん慮りよなさらず。美女は美女を知ると申しますわ」

「だだだ誰だれなんだ、きみはっ!?　その、でかすぎるおっぱいを隠してっ！　せめて股こ間かんだけでもっ！　いったいなんの拷ごう問もんツアーなんだよ、この旅はっ!?」

「失敬じゃの！　みなの衆、姫ひめを見忘れたかっ！　姫じゃ！　のぶなちゃんの一の妹分、滝川一益じゃっ！」

「「「ええええ？」」」

　年ねん齢れいが違ちがううううう！　いきなり成長しているうううう!?

「男子三日会わざれば刮かつ目もくすべしとは言うが、どうして一益ちゃんが推定十二歳から二十歳相当の美女にいきなり育ってしまったんだっ!?　つーか……あのちんちくりんの一益ちゃんが、こ、こんな女っぽいナイスバディになるなんて……お、女の子って、すげーな……草薙剣よりも神秘的だ……ゴクリ」

「おうおう。よっしーが姫のおっぱいを見て興奮している姿など、はじめてじゃの。今までずっとガキ扱あつかいされていて内心むかついておったが、溜りゆう飲いんが下がるの！　ふははは。見たければいくらでも見るがいいぞ、よっしー。減るもんじゃないしの。しかし、このオトナの身体からだはけっこう不便じゃ。走ると、胸が揺れて痛いの……」

「うわ～！　腕うでで寄せてあげるなあ！　そのポーズ、エロすぎぃ！」

「すっかりサルになっとるの、よっしー。ついに姫の魅み力りよくに屈くつしたの。ざまあみろ、なのじゃ。くすくす」

「くすんくすん。良晴さん！　中身がお子さまの一益さまだからって、お年頃の女性の全裸姿をガン見してはなりません！　ダメです！」

「むふー！　いったいどうしたんだ一益。もしかして吉良網切の仕し業わざか？」

　たぶんそいつじゃ。宝具泥どろ棒ぼうに一服盛られたのじゃ、と突とつ然ぜん絶世の美女に育ってしまった一益が岩の上にすっかり丸くなったお尻しりを下ろして、すらりと長い脚あしを組んだ。良晴は目のやり場がない。見てはいけない見てはいけない見てはイケナイ……！

「茶の中に、妙みような毒を入れられての。全身が痺しびれて動けなくなっている隙すきに、八咫鏡を奪うばわれてしもうた。じゃが、幸いにも死に至る毒ではなく、こうして身体が急成長してオトナになってしもうただけで済んだのじゃ。腰こし元もとまで長く伸のびた黒くろ髪かみだけは、もとのおかっぱ髪の長さに切られてしもうたがの」

　そんなヘンな毒なんて、聞いたことないよ？　と官兵衛が首を捻ひねる。

「もしかしたら、蘭奢待かもしれません。わたしが旅の際に持参した蘭奢待の粉末の包みを吉良網切さん率いる忍しのびが密ひそかに盗み出して、一益さまに飲ませたのかもしれません。すみません！　い、いぢめますか？」

「あらまあ。蘭奢待は不老不死のお薬ではありませんの、半兵衛さん？」

「義元さま。蘭奢待が薬として効く人間は、陰おん陽みよう道どうの達人や術を極めた修しゆ験げん者じや、密教僧そうなど、体内の『気』を練る高度な修練を積んだ者だけなんです。一いつ般ぱんの人が修行もせずに飲めば劇毒になっちゃいます。故ゆえに、不ふ老ろう長ちよう寿じゆを求めた歴代の姫巫女さまが蘭奢待服用に失敗したこともあって、今では東とう大だい寺じに秘蔵されているのです……しかし一益さまはおそらく、幸運にも生まれつき蘭奢待の毒性に耐たい性せいを持ったお血筋。それ故にしばらく身体が痺れただけで済んで、死を免まぬがれたのだと思われます」

　そうか。一益ちゃんは姫巫女さまの双ふた子ごの妹だ。姫巫女さまの一族のうち、蘭奢待への耐性を持つ血筋だけが残っていたから、一益ちゃんも蘭奢待の毒が効かないＤＮＡを持っていたわけか！　いきなり身体が成長したのは蘭奢待の副作用だ！　と良晴は内心納なつ得とくした。

「下手人は、あの下品な言葉遣づかいの女かの。吉良網切とは何者なのじゃ。伸びた髪を切っただけで、姫を毒殺するそぶりはなかったぞ。どうやら飲ませても死なぬと知っておったようじゃ。しかしの。姫がオトナの美女になってしまったために、と～っても困ったことになったのじゃ」

「俺の目の前で、大だい胆たんに脚を組み替かえないでくれ一益ちゃん！　見えそうで見えなくて、大ザルに化けてしまいそうだ～！」

「ふふっ。相良良晴？　どうやら運命は、お前がこの旅路でモテモテはぁれむを築くという方向へと動いているようですわね」

「も、モテモテはぁれむ？　そそそそりゃあたしかに男子一生の夢でありロマンだが、俺を信奈に殺させるつもりなのか、義元ちゃん？」

「あら。男ならば、命を懸かけて夢を追いかけるべき時もありますでしょう？」

「俺の選せん択たく可能ルートはもう信奈一択たくだから！　はぁれむを選択したら、たちどころに首が飛ぶから！」

「まあまあ。信奈さんと結ばれるための身分の壁かべもまだ越こえていないというのに、柄がらにもなく弱気なことを。天下一男児のお前ならば、両方の実を拾う道も目指せますわよ。いいえ。むしろ両方を拾わねば、お前はこのままでは信奈さんとも結ばれませんわよ？」

「うおっ？　義元ちゃんの言葉に、謎なぞの説得力が……と、とにかく一益ちゃん、その大きく育ちすぎたおっぱいを隠してくれ、頼たのむ～！」

「ほほう、そんなに気になるのかの？　くすくす。だが断る。隠してやらぬのじゃ。のぶなちゃんに、オトナになったとたんにサルと化したよっしーの視線を浴びてたっぷり汚けがされたと、あとで言いつけてやるのじゃ」

「やめてくれ～!!」

「くっそー。シメオンも早くオトナになってみたーい！　裸はだかんぼうになっただけで良晴をこんなにからかえるなんて、楽しそうだ！　半兵衛、このシメオンも元陰陽師だ。蘭奢待を一服分けてくれないか？」

「官兵衛さんが飲んでも今以上に健康になるだけですからっ！　うう、でも、わたしも早くオトナになってみたいです……良晴さんに喜んでいただけるかも……でも……オトナになっちゃったら、もっと悪い子になってしまうかもしれません……くすん、くすん」

　身体はオトナ、中身はお子さまの一益は、腕組みして「ほんとうに困っているのじゃ、軍師二人の知ち恵えでなんとかしてくれい」とうなっている。腕組みされるとふくよかな胸がさらに寄せてあげられて強調されるので、良晴は前門の一益と後門の義元に挟はさまれてしまってもう青あお息いき吐と息いき。

「来たる丑の日に、伊勢神宮に参拝客を集めて『伊勢の妹巫女祭り』を開かい催さいすると、すでに伊勢志摩中に告知してしもうたのじゃ。のぶなちゃんの妹分七人にかわいい巫み女こ服を着せて、伊勢のご当地あいどるとして売り出すという素す晴ばらしいお茶会だったのじゃが……今回は妹巫女役が姫しかおらぬのじゃ！　他ほかの妹分は誰も呼ばずに、姫一人で先行して人気を独どく占せんするつもりだったのじゃ！　今から呼び出しても間に合わぬ～！」

「むふー！　それはまずいな！　今の一益が巫女服を着ても、絶対にほんものだと思われないぞ！　明らかに別人すぎる！　幼い一益の信者となっている露ろ璃り魂こん男どもが伊勢神宮に殺さつ到とうしてきて今の一益を見たら、絶望して打ち壊こわし・一いつ揆きを起こすぞ！　そうなったら一益の巫女人気でやっと建て直したばかりの伊勢神宮はもう、おしまいだあ！」

「そ、そうでしたね官兵衛さん。露璃魂の殿との方がたは、女の子がオトナの女になってしまったら、悲しみ打ちひしがれ素戔嗚尊のように暴れますからね。くすん、くすん」

　俺は背が伸びて腰がくびれておっぱいが大きくなった今の一益ちゃんのほうがたまらねーが、川かわ並なみ衆しゆうとつきあっている俺には、露璃魂野や郎ろうどもの気持ちもわかるぜ──良晴は思わずうなずいていた。いきなり五ご右衛え門もんが二十歳の巨きよ乳にゆう美女に変身したら、川並衆どもはこの世の残ざん酷こくさに絶望して切腹して果てるかもしれない。

「頼むのじゃ！　伊勢神宮で暴動が起きれば姫の大失態なのじゃ！」

「この天下一軍師、シメオンにお任せあれ！　むふー！」

「だが俺の得意技わざのご当地ぐるめを提供するだけじゃ、一益ちゃん不在の穴は埋うめられないぜ。参拝客は、食い気でも色気でもなく『露ろ璃り気け』に憑つかれているという、生物の雄おすとしての本能を逸いつ脱だつした業ごうの深い野や郎ろうどもだ」

「困ったの。天岩戸開きの神話を再現するのじゃと宣言して、お子さまの姫が拗すねて天岩戸に引きこもったということにして──オトナになった姫自身がアメノウズメのように裸はだか踊おどりでもするかの。露璃魂どもは激げき怒どするじゃろうが、よっしーのようなサルの血が濃こい男は喜ぶじゃろ。アメノウズメは高天原での裸踊りのあと、天津神一族の東とう征せいに随ずい伴はんして、伊勢の猿田彦の嫁よめになったというしの」

「一益ちゃん。人々の心がガバガバでおおらかだった古代ならともかく、今の戦国の世の伊勢神宮で美女の裸踊りはあらゆる意味でダメだからな。大至急、オトナの女性らしい羞恥心を身につけるんだ！」

「ぶーぶー。よっしーは姫の裸を見たいくせに、なぜいちいち隠せと言うのじゃ！　そちこそ、姫の身体を見るだけ見ておいて自分はいつまでお湯に隠れておる。この姫に裸を見せい！　よっしーのむさ苦しい裸なぞ見み飽あきておるが、今宵こよいはなぜか妙に見たくてたまらぬのじゃ！　はあ、はあ」

「そそそれは急激に成長した身体のほうに心が引っ張られているのです、一益さま。身体がオトナになった今、良晴さんの裸を見てはなりません。もしもアメノウズメと猿田彦の結けつ婚こん神話をお二人が繰くり返してしまえば、信奈さまとの血で血を洗う争いがはじまってしまいます、くすんくすん」

　この時。いきなりお湯からざんぶと立ち上がった義元が「閃ひらめきましたわ！　わらわが越後の縮ちり緬めん問屋という仮面をかなぐり捨てて、天下の将軍さまであると名乗りをあげることで参拝客の皆みなさんの心をわしづかみにすればよいのですわ！　おーほほほ！」と高笑いした。

　義元はすぐに良晴の視線に気づいて「あ、あら？　わらわとしたことが。し、失礼あそばせ」と頰ほおを赤らめてお湯に浸つかり直したが、一いつ瞬しゆんとはいえ不意をつかれて真正面から見てしまった良晴の心臓が飛び跳はねたことは言うまでもない。

（男にとって、混浴温泉とは……極ごく楽らくでもぱらいそでもなく、死地だ）

　とうとう貧血を起こしてお湯に浮うかびながら、良晴はその格言を己おのれの胸に刻み込むのであった。




　　　　※




　運命の丑うしの日──伊勢神宮内宮の境けい内だいは、「妹巫女」一益を参拝して魂を癒いやされたいと懇こん願がんする独身の野郎どもで埋め尽つくされていた。「斎さい宮ぐうちゃんマジ女め神がみ」「お姿を拝見したい！」「オラは村を代表して、おみくじに勝利して参拝者に選ばれたっぺ」と伊勢神宮へ押し寄せてきた参拝客たちは、しかし、肝かん心じんの一益の姿が内宮にないことにやがて気づき、口々に騒さわぎはじめた。

「かっ、一益ちゃんはどこだあ～っ！」

「伊勢の妹巫女祭りはどうなったんだっぺ！」

「オラをよくも騙だましたなああ！　許さん、絶対に許さんぞ貴様ら！」

「かくなる上は日ノ本古来の神への信しん仰こうなど捨てて、キリシタンバテレンに転んでくれるわっ！　えろいむえっさいむ！」

「な～にが伊勢の神鳥だ！　境内のにわとりどもを、食っちまえ！」

「手羽先にするっぺや！」

「そうだべえ！　今日から手羽先を伊勢名物にしてやるべ～！」

　一益が「妹祭」をサボったと勘かんづいた男たちはたちまち、暴徒集団と化しつつあった。

　山やま本もと勘かん助すけならば、こう語ったであろう。敬けい虔けんな男どもの、幼き巫女への熱ねつ烈れつな信仰心。それはまさに純じゆん粋すいな愛である！　その想おもいに、一点の穢けがれも曇くもりもいやらしい欲よく望ぼうもないのである！　だがしかし、その純粋な信仰心が高まれば高まるほど、期待を裏切られた時の失望と悲しみと怒いかりもまた、巨大なのである！　和にき魂みたまが荒あら魂みたまに化けたかの如ごとく！

　境内に伊勢限定屋台を出し、まだ発明されていない濃い口醬しよう油ゆの代用品として、ご当地の伊勢みそから採れる真っ黒い「たまり醬油」をうどんにぶっかけた「伊勢うどん」を提供していた相良良晴にも、この愛深き故に怒いかれる野郎どもの暴走を防ぎ止めることはできなかった。

　伊勢までの長旅を続けてきた参拝客は、腹を減らして血糖値が下がりイライラ気分のはず。そこで、お腹なかで消化しやすい、ぐつぐつ煮に込こんだやわらか～いうどんを提供すれば気分も朗ほがらかになってくれて、一益ドタキャンへの怒りも和やわらぐのではないか、と良晴は知恵を絞しぼって長時間煮込んでゆるゆるになった「伊勢うどん」を準備したのだ。

　で、参拝客の空腹を満たしたところでおもむろに将軍さまの印いん籠ろうをどーんと掲かかげて「控ひかえ控え控えおろう！」とサプライズゲスト・今川義元の正体を明かすつもりだったのだが……。

「これじゃ義元ちゃんの正体を明かして印籠を出すタイミングが摑つかめない！　仕方ねえ！　みんな、今日は特別だ！　伊勢うどんを注文してくれた人にはもれなく未来のご当地料理『天むす』を一個進しん呈ていするぜ！　尾張人には見つかるなよ！　天むす発はつ祥しようの地が伊勢か尾張かで長らく揉もめることになるからな！」

　良晴はけんめいにサービスするが、「うるせー！」「天むすより巫女むすをよこせえ！」「妹さえいればいい！」とかえって参拝客たちの神経を逆なでし、屋台を完全包囲されてしまった。このままでは一揆になる！　やべえ。俺の想像以上に、食い気よりも露璃気に憑つかれた面々だ！　それにしても、みんな、あまりにも殺気だちすぎている!?　彼らが崇すう拝はいする一益ちゃんの聖地で、こんなにも荒ぶるはずが……いったいどうしちまったんだろう？

「み、みんな、聞いてくれ～！　一益ちゃんは急きゆう遽きよ欠席になっちまったけれど、代わりに征せい夷い大たい将しよう軍ぐんの今川義元ちゃんがご来場しているんだッ！」

「ええ、ええ。ほんものの将軍さまですことよ。この越後の縮緬問屋・義右衛門も保証しますわ。おーほほほほ」

　ひとまず正体を隠かくして良晴の隣となりでうどん屋台の助手を務めていた義元が、「まずは、伊勢うどんをお食べなさい」と高笑いする。ところが参拝客たちは。喜ぶどころかかえって怒りはじめた。

「今川将軍など、織田信奈が担かついだニセモノだっぺ！　ほんものの将軍は、毛利家に居候いそうろうしている足あし利かが将軍だっぺ！」

「その証しよう拠こに、今川将軍はまーったく仕事をしていないっぺ！」

「そもそも幼女にあらずんば女神にあらず！」

「あらあらまあまあ。征夷大将軍という肩かた書がきだけでは乱世の民たみ草くさの荒あれた心を慰い撫ぶすることはできないのですわねえ」

「うーん。結けつ婚こん適てき齢れい期きの美女には興味のない、幼女原理主義者たちだしな。義元ちゃんが幼女だったらな～。しかし、ほんとうにまずいぜ。包囲されている俺たちも危険だが、もしも将しよう棋ぎ倒だおしになったら、参拝客たちからも多数の死傷者が出ちまう！　聖地ではそういう事故が時々あるんだ！」

　この時、良晴は気づいた。境内で押しくらまんじゅうのようにごった返している参拝客の中に、率先して煽あおり言葉を叫さけび、みんなを煽せん動どうしている奴やつがいる！　東と西と南に、一人、二人、三人……！　もしかして吉良網切が使っている忍しのびなのかっ!?

「そこのサル顔の男と、胸の膨ふくらんだ女！　われら一益ちゃん信徒の純粋な愛を踏ふみにじって巫女不在のニセ祭りを開催した報いを受けるっぺ！　聖戦開始だっぺ！」

　この屋台にいては危険だ、と察知した良晴が義元の逃にげ道を作ろうとするよりも早く、参拝客に変装した忍びの一人が、良晴めがけて焙ほう烙ろく玉を投げ込んできた──！

「やべえ、俺が避よけたら義元ちゃんを直ちよく撃げきする！　逃げろ義元ちゃん！」

　運動神経のステータスポイントを、回かい避ひ能力に全ぜん振ふり。「球避けのヨシ」の異名を取る良晴は、その特技を逆用してわざと敵の球に当たりに行く「逆回避」の能力にも長たけている。自らの背中を「壁かべ」にして、飛んできた焙烙玉を受けた。受けたあとのことを考えている暇ひまはなかった。

　それまで忍びに煽動されていた参拝客たちが「ば、爆ばく弾だんだっぺ!?」「誰だれが投げたんだっぺ！」「一益ちゃんの聖地でなんという無法な真ま似ねを！」と目を覚まして、騒そう然ぜんとなる中。

　ドスッ、と良晴の背中に焙烙玉が命中し、ぐはっ!?　と良晴の口から妙みような声が漏もれていた。

「……相良良晴!?」

　義元ちゃんのこんな真しん剣けんな表情、珍めずらしいな。桶おけ狭はざ間ま以来かもしれない。真ま面じ目めな顔をしていると、やっぱり天下一美女の座を競える美人だ……と良晴は思った。だがこれが見納めだ。まもなく、俺の五体は吹ふっ飛ぶ……！

　が、この時。

　屋台の中に潜ひそんでいた二人の幼い巫女が飛びだしてきて、いっせいに良晴の身体からだめがけて大量の砂と水とをぶっかけてきた。

「くすんくすん。熱田に続いて火薬を使われることは想定済みです。爆発はさせません。良晴さん、目をつむってください！　砂すな嵐あらし！」

「むふー！　そして水ぶっかけ！　天下の両りよう兵べ衛えに同じ手は通じないぞー！」

「ギャー！　冷たい！　目にも耳にも鼻にも砂があああ！　げほげほげほ！」

　熱田では吉良網切率いる忍びに裏をかかれた半兵衛と官兵衛が、今回は火薬テロに対して万一の備えをしていたのだ。全身水みず浸びたしにされた良晴が砂の柱の中に生き埋めにされるという犠ぎ牲せいは払はらったが、二人は焙烙玉の爆発を文字通り水みず際ぎわで防いだのだ。

「「「お、幼い妹巫み女こたちだっぺ！　一益ちゃんよりは年上だが、甲こう乙おつつけがたい愛らしさ！」」」

「くすんくすん。なにやら、悶もん々もんとした『気』に塗まみれた視線が……い、いぢめられそうです。ともあれ忍びさんを捕とらえましょう、官兵衛さん！」

「シム！　だが忍びは三人いる！　しかも、すでに逃とう走そうを開始！　われら二人じゃ間に合わないぞ！」

「わらわにお任せなさい！　伊勢神宮の聖地で参拝客を煽り暴徒の群れとなし、あまつさえ相良良晴の五体を吹き飛ばそうとするとは、言語道断の所業ですわ！　今川流蹴け鞠まり術秘奥おう義ぎ!!　『白鳥風流円えん舞ぶ・三角蹴り』!!　悪・即そく・斬ですわ!!」

　爪つま先さき立だちした今川義元がくるくると全身をトルネードさせ、導火線を濡ぬらされて不ふ発はつ弾だんと化した焙烙玉を蹴鞠代わりに豪ごう快かい華か麗れいに蹴り飛ばしていた──義元は合戦はからっきしだが、蹴鞠にかけては日ノ本最強。弾丸のような速さで蹴り出された焙烙玉がゴンッ！　ドンッ！　ガンッ！　と跳ね返りながら三人の忍びの後頭部を次々と順番に直撃。一瞬のうちに全員を倒たおしてしまったのである。

「い、一撃で三人を！　当てたあとの跳ね返りの角度までを計算して蹴ったというのか……これが、三角蹴り!?　まるでピンボールの魔ま術じゆつ師しだ！　よ、義元ちゃん。桶狭間でその技わざを使えば、あっけなく勝家に捕つかまらずに死地を脱だつ出しゆつできたかもしれないのに……」

「あら、相良良晴？　蹴鞠の技はあくまでも蹴鞠の試合において用いるものですのよ。合戦で用いるものではありませんわ。それは無ぶ粋すいというもの。こ、今回は、許婚いいなずけのお前がわらわを身を挺ていして庇かばってくれたから、と、特別ですわよ？」

「……お、おう。そ、そうなのか。あ、ありがとう……」

「い、いいえ。わ、わらわのほうこそ、またしてもお前に助けられて、礼を言わねばなりませんわね……お、桶狭間では、れ、礼を言えなかったですけれども、こ、こんどこそは……そ、その……あ、ありがとう」

　よ、義元ちゃんがしおらしいと、照れるぜ……と首から下を砂に埋うもれさせたままシリアス顔になっている良晴が、そして「わ、われらは敵国の忍びに煽られていたっぺ」「あれ？　あのサル男は、相良良晴じゃね？」「天岩戸開きの時に見たっぺ！」「ということは、あのサルの助手を務める美女はまさか」「高こう慢まんちきな女だと思っていたが、ああして照れていると純じゆん朴ぼくでかわいいっぺ」と参拝客たちの視線が義元に集中したその瞬間。

「義元さまの神かみ業わざに、参拝客の皆さんが心を摑まれました！　今です官兵衛さん！　印籠を！」

「むふー！　控え、控え、控えおろ～！　この方をどなたと心得る！」

「くすん。畏おそれ多くも、都を治める初代今川幕府将軍、今川義元さまにあらせられます」

「将軍さまの御ご前ぜんである！　頭が高い！　控えおろ～！」

　ドドーン。義元の左右に侍はべった半兵衛官兵衛の即そく席せき巫女コンビが、「丸に二本線」──高名なる「足利二つ引両」の家か紋もんを刻印した黄金の印籠をかざしながら、参拝客たちの前でかわいい声をあげた。

「そうだったのかあ！」「無能な傀かい儡らい将軍だと思っていたけれど、誤解だったっぺ！」「『神の脚あし』を持つ蹴鞠の名手！」「しかも意外と愛らしいっぺ！」「将軍さま、絶対に生き娘むすめ！」と驚おどろき感動した参拝客たちは、いっせいに義元の前にひれ伏ふした。

　むろん、半兵衛官兵衛の子供巫女コンビが放つ露ろ璃りの魅み力りよくが、将軍さまのご威い光こうにさらに加味されて、荒ぶる彼らの魂たましいをおおいに安らげたことは言うまでもない。

「おーほほほほ！　そうですの。わ・ら・わが征夷大将軍、今川義元ですのよ！　参拝客の皆みなさん！　伊勢へようこそですわ！　一益さんは、たった今わらわが倒した忍びに一服盛られて、体調不良で皆さんの前に顔出しできなくなってしまったのですわ！　命には別状はありませんけれど、ご本人も今日このお茶会に参加できなかったことをとても残念がっておりますのよ。さあさあ、伊勢うどんと天むすを食べながら一益さんの快かい癒ゆを祈き願がんなさい！」

　そうだったのかあ～！　あのお祭り大好きな一益ちゃんがズル休みするはずがなかったっぺ！　ああオラたちはなんて馬ば鹿かだったんだ！　一益ちゃんの身体は、俺たちの「念」で必ず治すっぺ！　参拝客の野や郎ろうどもは「許してくれっぺ一益ちゃん」「将軍さまのおかげで道を踏み外さずに救われたっぺ」とおんおん泣きながら悔くい改め、屋台への注文が殺さつ到とうし、お祭りの場は最高に盛り上がった。

「おーほほほほ、またしてもわらわの活かつ躍やくで騒そう動どうをまるっと解決してしまいましたわね！　半兵衛さん、官兵衛さん。遠路はるばる伊勢まで来てくれたこの者たちに、お詫わびとご褒ほう美びのお札を降らせなさい」

「はいっ！　参拝していただいた皆さまに、もれなく『織田家七福妹』を描えがいた絵姿入りのお札を配ります！」

「むふー！　今、都で大人気の天才美少女絵師、長は谷せ川がわ等とう伯はく作の絵姿だぞ！　織田家が誇ほこる七人の美び麗れいな妹が一枚ごとに一人ずつ描かれている！　ただし、いちどの参拝でもらえるお札は一枚だけ！　伊勢神宮への参拝を繰くり返して、七人の妹すべての絵姿を揃そろえた者には──」

「斎さい宮ぐうちゃんこと滝川一益さまとの握あく手しゆ券を進呈します！　斎宮ちゃんへの道のりは遠いですが、皆さんがんばってください！　なんだか、あこぎな商売のような気がしますが、これでいいのでしょうか。くすんくすん」

　妹たちの「絵姿」を「お札」として無む償しよう配布し、「斎宮ちゃんとの握手券」に後日交こう換かんさせるということで一益不在の穴を埋め、かつ参拝客を何度も伊勢へと詣もうでさせ、参道沿いの店々を発展させる──これは、良晴から未来のアイドル産業やソシャゲーの知識を仕入れていた官兵衛と半兵衛の共同アイデアであった。

「うおおおお！　斎宮ちゃんと握手！」

「必ずや七種集めてみせるっぺ！」

「旅費はかかるが、お札代は無料で、参拝すればもれなく一枚もらえるとは！」

「この伊勢うどんも天むすも、うまいっぺ！」

「なにもかも将軍さまのおかげだっぺ！」

「われらを悪の道から救ってくださり、あまつさえ斎宮ちゃんとの握手券への道を切り開いてくださった将軍さまに感謝して、われらの伊勢参拝の旅を『おかげ参り』と命名するっぺ！」

「内宮前の参道町も、『おかげ横丁』と名付けるっぺ！」

　ふう。実はお札にはダブリがあるから、首しゆ尾びよく「絵合わせ」を完成させて全七種集めるまでには何度も参拝しなきゃならねーという恐おそろしい廃はい参拝者養成システムなんだが、みんな将軍さまの活躍に興奮していて気づいていないと、ようやく砂の柱から救出された良晴は冷や汗あせをかきながらうどんを茹ゆでまくった。

　境けい内だいの隅すみっこでは、「いちど着て見たかったのじゃ」と花魁おいらん姿に扮ふんしたオトナ一益が黒い邪じや笑しようを浮うかべながら「くいくい」と参拝客の袖そでを引き、「お兄さん？　詣でを重ねるのも面めん倒どうじゃろ。こっそり、お札を七種ぜんぶ売ってやるのじゃ。お代は分ぶん割かつ払ばらいでいいぞえ。なに、十年で払い終えられるのじゃ」と法外な価格にさらに悪逆非道な利子をのせて、無断でお札のセット販はん売ばいをはじめていた。

　声をかけられた男たちはみな、この絶世の美女があの一益だとは気づかず、しかし一益独特の人におねだりする魔力に飲み込まれて「家を売り飛ばせばなんとか……」「先祖伝来の田畑をぜんぶ持っていけっぺ！」と悪魔に魅み入いられたかのように目玉をぐるぐる回転させている。

　そんなオトナ一益の被ひ害がい者しやを救済するために、「お札の違い法ほう販売はいけません！」「むふー！」と、半兵衛官兵衛は一益を追いかけて境内を走り回る羽目になった。

　かくして、伊勢の妹巫女祭りがいよいよ盛り上がる中──。

「相良良晴？　わらわは三角蹴りの秘技を繰り出して疲つかれましたわ！　温泉旅籠はたごで先に休みますわね」

　今川義元がそう言い残してふらりと姿を消した時には、良晴はうどんを茹でるのに大わらわで、（も、もう飽あきたのかな？　義元ちゃんって猫ねこみたいに気まぐれだよなあ）と首を傾かしげるだけで手て一いつ杯ぱいだったのである。




　　　　※




　伊勢神宮を流れる五い十す鈴ず川を下った先に、二見浦がある──その二見浦に浮かぶ雌し雄ゆう一対ついの「夫婦岩」。

　男お岩いわこと立石の頂上に、扇子せんすを広げた今川義元が。

　女め岩いわこと根ね尻じり岩の先せん端たんに、大おお鋏ばさみを担かついだ吉良網切が。

　それぞれ佇たたずみ、睨にらみ合っていた──。

　吉良網切は、その腕うでの中に、ひとつの苔こけむした石を抱だいていた。

　二見浦に祀まつられた、巨きよ大だいな猿田彦の霊れい石せき──「興玉神石」から削けずり取った、手のひら大の球体であった。この石こそが、興玉神石の「本体」なのである。

「うけけ。今川義元、一歩遅おそかったな！　だがよ、あたしの真の目的が伊勢神宮の八咫鏡ではなく、この二見浦に沈しずめられていた猿田彦の霊石だと、よくぞ気づいたな！　厄やつ介かいな知ち恵え者の半兵衛官兵衛をうまく騙だましおおせたと思っていたのによー。ただの間ま抜ぬけかと思っていたがよ、てめえ、意外と知恵が回る女だな！」

「いえいえ吉良義よし安やすさん。あなたとは長いおつきあいですもの、なんとなく察したまでですわ。吉良家が今川家に併合されてしまう以前は蝶ちようよ花よと育てられた風流でお上品な姫ひめでしたのに、ずいぶんと今風にかぶかれましたわねえ」

　うっせー。義安なんて戦国武将臭くさい名前は捨てた！　あたしは網切だ！　と、吉良が吼ほえた。

「ケッ。な～にが長いおつきあいだ！　今川家が天下を盗とる上で邪じや魔まになる格上の三み河かわ吉良家をブッ潰つぶして、あたしを駿する河がに幽ゆう閉へいしていただけじゃねーか、てめーは！　その上、高貴なる吉良家の当主だったあたしに、松平元康の髪かみを切る仕事なんぞ押しつけやがって！　おかげで、姫武将の長い髪を見ると無む性しように切りたくなって仕方ねー！」

「まあまあ。それで大鋏を担いで、網切と改名いたしましたのね？　網切って、人の髪を切る妖よう怪かいのお名前ですわよ？」

　今のあたしはもう武士じゃねー、忍しのびとともに生きる闇やみの妖怪だからこれでいいんだよっ！　と吉良がまた吼えた。

「義元。てめーが尾張の織田信奈ごときに桶狭間で敗れて捕らわれたと聞いた時には、胸がすかっとしたぜえ！　駿河の今川家は武田に裏切られてあっけなく滅ほろび去って、当主のてめーは織田信奈の傀かい儡らいだ！　そして、今川に捕らえられていたあたしはどさくさまぎれに駿河を脱出し、晴れて自由の身となったわけだ！　ざまあ！」

「まあまあ、そういうこともありましたわね。滅ぶも滅ぼすも戦国大名家の定め。因果応報ですわ」

「だーっ！　そういうこともありましたわね、じゃねーよっボケッ！　ちったぁてめえの負け犬境きよう遇ぐうを呪のろえ、悔くやしがれ！」

　義元が、真顔になって吉良網切の目を見つめていた。

「……あなたは、なにゆえに『国津神』の宝具を集めておられるの？　吉良家の復興が目的ですの？　それとも、あなたの望みは将軍位？」

「ケッ。もう武士はやめた、つってんだろ！　たしかに足利宗そう家けが将軍となって以来、足利の分家の家格は、あくまでも吉良が一等、今川は二等だった。足利が絶えれば吉良が継つぎ、吉良が絶えれば今川が継つぐ。そのはずだった。だが、てめーを担ぎ上げた太たい原げん雪せつ斎さいの野郎は、てめーを上じよう洛らくさせて天下人とするために、邪魔になる吉良家を滅ぼしやがった！　いいか？　あたしは、てめーに負けたんじゃねえ。太原雪斎に負けただけだ！　てめーは雪斎の背後で、おーほほほと高笑いしていただけだかんな！」

「ええ、ええ。その通りですわ。真の王者というものは自分で戦いくさを采さい配はいしないものですもの。桶狭間では、うっかりわらわ自身が采配したばかりに信奈さんに不覚を取ってしまいましたのよ。雪斎さんに𠮟しかられますわねえ、おーほほほほ！」

　吉良がこめかみをぴくつかせながら、義元を睨んだ。

「どっちみち、八咫鏡は返すぜ。いらねーよ。ありゃ天津神の宝具だ。天岩戸開きに使われちまって、『気』も涸かれちまってるしよ。あたしが国津神の宝具を集めていると気取られた以上、持っていても意味がねー」

「ではあなたは、戦国大名としてお家を復興しようとしているのではなく……」

「ああ。全国に散らばった国津神の宝具を集める！　そして！　いにしえの時代に天津神一族との戦いに敗れ『国譲ゆずり』という屈くつ辱じよく的な仕打ちを受けて怨おん霊りようとなり、この日ノ本の大地に封ふう印いんされた最さい凶きようの国津神──大国主命の力を、手に入れる！　その時こそ、ほんものの妖怪・吉良網切の爆ばく誕たんだあ！　ヒャッハー！　尾張の田舎いなか者・織田信奈の天下布武など、認めねえ！　あたしは人間をやめて、このむかつく戦国の世を無む茶ちや苦く茶ちやにしてやるぜえ！」

　国津神の英えい雄ゆう。大国主命の先祖にして最強の武神・素戔嗚尊の宝具、草薙剣。

　伊勢の旧支配者・猿田彦の宝具、興玉神石。

　出雲の旧支配者であり、天津神一族に出雲を譲らされて怨霊となった大国主命の力を封印から解いて手に入れるために必要な、残る宝具は──。

「まあまあ。いにしえの時代よりやまと御所が各地に神社を建てて、けんめいに封印してきた最強の祟たたり神の力を？　そんなことが、ほんとうに可能ですの？　もしも大国主命の力を手に入れ損そこねて死んでしまったら元も子もありませんわよ、吉良さん」

「うっせー！　あたしはどーせ死んでもともとだ、いくら嚇おどされても怖こわくねーぞっボケッ！　首尾よく成功すれば、てめーが吉良家を滅ぼした因果で、日ノ本が転てん覆ぷくするんだ！　要するに、あたしの賭かけがどっちに転んでもてめーのせいだ！　ざまあ！」
















「……吉良さん。そう仰おつしやらずに、恋こいでもなさいまし。いにしえの古き神よりも、生きている人間の殿との方がたをこそ、追い求めなさいまし。あなたほどの麗うるわしい姫が、人間の娘むすめであることを捨ててしまうなんて、あまりにも惜おしいですわ」

「ハア？　う、うっぜえこと言うな糞くそがッ！　なにが恋だ！　ボケてんのか！　てめーは相良良晴と祝しゆう言げんを挙げるとかほざいてるが、織田家に降こう伏ふくした負け犬のてめーがあのサルを織田信奈から奪うばい取れるわけがねーだろがッ！　西から昇のぼったお日様が東に沈むくらいあり得ねー話だ！　いいか、今川義元！　本気で相良良晴を織田信奈から奪い取りてーなら、あたしに協力しろ！　その代わり、てめーの将軍位は認めてやる！　交換だッ！」

　忍びとしての修しゆ行ぎようを積んだらしい吉良網切は大鋏をぶんぶんと振ふりながら、海の上の岩から岩へと蛙かえるのように飛び跳はねて、義元の視界から消えていった──。

「……吉良さん……吉良家を滅ぼした今川家の当主として……わらわには、あのお方を捨て置くことはできませんわね」

　ひとりきりになった義元は、ふと、表情を曇くもらせていた。人前では決して見せることのない、一人の少女としての義元の素す顔がお──。

（雪斎さん。この旅に出る時から覚かく悟ごはしていましたが、相良良晴と織田信奈さんの恋路に立ちふさがる身分の壁かべと、吉良さんの捨て鉢ばちな宝具集め。このもつれ合った糸をほどくことが、わらわにできるのかしら。わらわの命は、ひとつだけ。切らねばならない因果の糸は、二本……）

　ううん。弱気になってはなりませんわ。わらわらしくもない。相良良晴ならば、迷わずどちらも拾おうとするのでしょうね。ならば、わらわも。

　義元は、「おーい義元ちゃん！　こんなところまで来ていたのか！　そろそろ満ち潮になるぜ、戻もどってこーい！」と騒さわぎながら自分を迎むかえに駆かけつけてきた良晴たちの声を波の向こうに聞きながら、「相良良晴。遅いですわよ」と顔をあげて微笑ほほえんでいた。







　　　巻ノ三　迷まい子ごになったじゃじゃ馬姫・諏す訪わ







「おーほほほ！　諏訪湖はまことに美しいですわね！　四方を青い山々に囲まれた、ほどよい大きさの湖──広大な琵び琶わ湖ことはまた違ちがった箱庭感が素す敵てきですわ！　信しん玄げんさんもきっと、諏訪の居い心ごこ地ちが良すぎて上洛が遅おくれているのですわねえ」

「くすんくすん。義よし元もとさま、お声を小さく。ここは敵地ですから。武たけ田だ信玄さまの手の者に見つかったら捕とらわれちゃいます」

「そうでしたわね。今のわらわは、越えち後ごの縮ちり緬めん問屋・義よし右衛え門もんでしたわね」

「むふー！　諏訪の名物はなんだ、半はん兵べ衛え？　だんごかっ？　だんごなのかっ？　早く茶ちや店みせでご当地名物を食べたーい！」

「官かん兵べ衛えさん。このあたりの名物料理といえば、いなごの佃つくだ煮にです。それはもう滋じ養よう満点なんです。良よし晴はるさんいわく、虫さんはタンパク質と『びたみん』が豊富な未来のたいせつな食しよく糧りよう源。人口が増えすぎた未来世界の食糧難を救う食材として期待されているのだとか。くすん」

「いくら栄養豊富でも虫は食べたくないよう。山国怖いよう、うわーんっ！　故郷の播はり磨ま灘なだに帰りたいよう、海産物が食べたーい！」

「む、虫さんは、海で獲とれる海え老びさんや蟹かにさんの仲間ですから、味も似ているそうですよ？」

「海老や蟹まで食べづらくなるから、やめろーっ！」

「官兵衛さんは意外と繊せん細さいですわね。佃煮が苦手でしたら、小お倉ぐら餡あんや南なん蛮ばん料理の調味料で味付けすればよろしいのではないかしら、おほほほ」

「味付けの問題じゃないっ！」

「はっ？　素敵な料理を思いつきました！　牛さんのお乳を用いる未来のお菓か子し『そふとくりぃむ』の中にいなごを混ぜ込んだ『いなごそふと』というのはどうでしょう！」

「ぶるぶる。半兵衛……きみは意外と野生児だな……山で遭そう難なんしても生き延びられそうだ」

「すみません。わたし、こう見えても山育ちですから。くすん」

　天下の将軍さま今いま川がわ義元ご一行は、武田信玄の領国、南みなみ信濃しなのの諏訪を訪れていた。

　宝具盗とう賊ぞくの吉き良ら網あみ切きりが実は「国くに津つ神かみの宝具」を専門に狙ねらっていること、国津神系最強の大怨霊である大おお国くに主ぬしの命みことの復活を目もく論ろんでいることが明らかになったためであった。

　古代、九きゆう州しゆうの高たか天まが原はらから畿き内ないに天下った天あま津つ神かみ一族の末まつ裔えいが「やまと御所」の系けい譜ふに連なるのであるが、天津神が天下る以前の本州には、すでに出雲いずもを中心とした国津神一族の国があったという。

　天津神一族は、その国津神一族を降伏させたあと、怨霊化した国津神王朝最後の王・大国主命を出雲の地に封印したのだという。

　吉良網切が盗ぬすんだ国津神の宝具は、今のところ二つ。

　ひとつが、伊い勢せの国津神・猿さる田た彦ひこが所持していた興おき玉たま神しん石せき。

　もうひとつが、国津神王朝の「伝説の始祖」素す戔さの嗚おの尊みことが出雲の古い土着神である八や岐またの大蛇おろちを退治して手に入れたという草くさ薙なぎの剣つるぎ。

　しかし、出雲の杵築きづきの大おお社やしろ（出雲大社）に封ふうじられてしまった大国主命を封印から解き放つためには、まだ宝具が足りない。

　どうしても必要な宝具が、この諏訪に眠ねむっているはずだった。

　それが、建たけ御み名な方かたの神かみの宝具。

　諏訪神社は、大国主命の息子むすこで、出雲での天津神との戦争に敗れて諏訪へと亡命してきた建御名方神を祀まつっている神社なのである。

　出雲から敗走した建御名方神は、この諏訪の土着神と戦ったのちに和わ睦ぼくし、諏訪に亡命政権を築いたらしい。建御名方神の子孫で、代々諏訪神社の神職を務めてきた神みわ氏うじこそが「諏訪氏」なのだ。諏訪氏こそはやまと御所の姫ひ巫み女こに匹ひつ敵てきする、あるいはそれ以上に古い神の血を引く一族なのである。

　吉良網切は最終的には必要な宝具を揃そろえて出雲に現れるはずだが、そのためにはまず建御名方神の宝具を諏訪で手に入れねばならない、というのが半兵衛の推理だった。

「でも半兵衛さん、官兵衛さん？　諏訪氏はこの乱世の中で、武士化してしまったでしょう。ですので、強ごう欲よくな信玄さんが攻せめ滅ぼしてしまいましたのよ。信玄さんは、諏訪の民たみを慰い撫ぶするために諏訪氏の生き残り・四し郎ろう勝かつ頼よりちゃんを義ぎ妹まい兼けん諏訪神社の巫女として担かついでいますけれども、戦乱によってずいぶんと神社も焼けたようですし、諏訪神社の宝具と言いましてもどこにありますことやら」

「シム。諏訪神社と言っても上社と下社に分かれているし、諏訪のあちこちに摂せつ社しやがあるしなあ～。伊勢神じん宮ぐうでも、まさか問題の宝具が外げ宮くうでも内宮でもなく、二ふた見みが浦うらにあっただなんて」

「くすん。草薙剣は三種の神器でもありますから、伊勢ではまだわたしたちは、吉良さんが三種の神器を集めているとばかり思っていましたからね。彼女が国津神の宝具を集めていることがはっきりした以上、こんどこそ吉良さんよりも先回りして、宝具を確保せねばなりません」

　今川義元が「吉良さんはもともと、三み河かわの大名にして、足あし利かが家の分家としては最高の家格を持つお方でしたのよ。今川家が上洛する際に、今川よりも家格の高い吉良家が健在ですと政治的に邪じや魔まになるため、太たい原げん雪せつ斎さいさんがさくっと攻め滅ほろぼして、降伏したあのお方を駿する河がに住まわせていたのですわ……わらわが蒔まいた種ですもの、わらわが吉良さんをお止めしなければ」と珍めずらしく真しん摯しなまなざしを諏訪湖へと向けながらつぶやいている。

「攻める滅ぼすは乱世のならいだ、気にするな。むふー！　だが、天津神に降伏した国津神に吉良がこだわる気持ちは、わからないでもないな！」

「くすん。日ひノ本もとの神話によれば、大和やまとに割かつ拠きよしていた国津神・長なが髄すね彦ひこは、古代豪ごう族ぞく物ものの部べ氏の祖神・饒にぎ速はや日ひの命みことと縁えん戚せき関係を結び、その饒速日命に仕えていました。ところがこの饒速日命という大和の神はそもそも、畿内に東とう征せいしてきた天津神一族と同じ天あま照てらす大おお神みかみの子孫で、しかも『天津神よりも先に九州から畿内に天下った神』だったんです。『先せん代だい旧く事じ本ほん紀ぎ』によれば、十と種くさの神かん宝だからという三種の神器よりも古い宝具を持っていたとも。これらの記述がほんとうでしたら、天津神と国津神は、実は素戔嗚尊が国津神一族に婿むこ入いりする以前から縁戚関係だったかもしれず、むしろ饒速日命のほうが先に東征を果たした『格上』の家だったのかもしれません」

「だとすれば、天津神一族の東征は国津神一族にとっては下げ克こく上じようとも言える。道理で、大国主命が大だい怨おん霊りようになるわけだ」

　古代の天津神と国津神の関係は、戦国の世での今川家と吉良家の関係に似ていますわね、因果ですわね、と義元が偶ぐう然ぜんの一いつ致ちに気づいてため息をついた。

「その吉良さんが、わらわの同盟者だった信玄さんに滅ぼされた諏訪氏の地元に潜せん入にゆうして宝具を盗もうとしているのも、縁えんというものかもしれませんわね」

「むふー。それほど恨うらみを買っているのか？　駿河では吉良網切にどんな仕打ちを？」

「ええ。ただ豪ごう華かな屋や敷しきに軟なん禁きんして三食・おやつ・昼ひる寝ねつきの優ゆう雅がな生活をしていただくだけでは退たい屈くつそうでおかわいそうでしたので、なにがしかの仕事を与あたえねばと思いまして。あのお方は手先が器用でしたので、髪かみ切り役に任命して、同じ人ひと質じち仲間の元もと康やすさんの髪を切らせたりしておりましたのよ。その結果、あのお方は心を病やんで、姫ひめ武将の長い髪を見ただけで切りたくなってしまうように。ああ、ああ、わらわはなんという酷ひどい真似を……よよよ」

「待たい遇ぐう良すぎるだろ、むふー！　髪切り役を務めているうちに、鋏はさみ愛好家としての性せい癖へきが目覚めたんだな、たぶん。シメオンは短たん髪ぱつだから安全だが……いや待て、もしも丸まる坊ぼう主ずにされちゃったら……うう。怖こわいよう～」

「……ずいぶんと霧きりが出てきましたね……霧きりヶが峰みねのほうから湿しめった空気が流れてきているのでしょうか。これでは視界が利ききません、くすん」

「シム。なかなかに神秘的でいい感じだが、危険だから宿でも取るか。諏訪にはいなご以外の名物料理はないのか、半兵衛？」

「くすん。ざざむし、とか？」

「虫以外で！」

「あら？　皆みなさん？　そういえば……なんだか静かですわねとは思っていましたが、わらわの許婚いいなずけ・相良さがら良晴はどこですの？」

「え？　よ、良晴さんなら、わたしのすぐ後ろに……って、いませんっ!?」

「あーっ!?　ほんとだ、いないっ!?　どこへ消えてしまったんだーっ!?」

「まあまあ。相良良晴が、神かみ隠かくしに遭あってしまいましたわ！」

　もしかしたら宝具を手に入れるために、吉良網切に攫さらわれたのかもしれない！　諏訪神社の祭りは独特のもので、神に生いけ贄にえを捧ささげる風習があるんだ！　鹿しかの首とか！　蛙かえるとか！　そして……人間の少年とか！　と、官兵衛が騒ぎはじめた。

「そそそうだとすれば、たいへんです！　生贄を多用する諏訪神社の独特のお祭りは、建御名方神が亡命してくる以前の東国の土着神『ミシャグジ神』に由来するものだと思われます。蛙さんを串くし刺ざしにして生贄にするお祭りが、『蛙かえる狩がり神事』。鹿さんの首を捧げるお祭りが、『御おん頭とう祭さい』。そしてこの御頭祭には、人間の少年を『神使おこう』に用いて、『御お贄にえ柱ばしら』に縛しばり付けて捧げるという儀ぎ式しきもあるんです！　ですが、御頭祭では人間の少年をほんとうに生贄として殺すことはせず、最終的には縄なわを解いて解放するしきたりだったはずですが……くすん、くすん」

「たしかに今の世では人間を生贄に捧げることはしないが、神の力が絶大だった古代では実際に殺していたはずだぞ、半兵衛！　吉良がやっていることは、ただのお祭りじゃないんだ。大国主命の封ふう印いんを解くという困難な大仕事のためならば、相良良晴を生贄にしかねない！」

　今すぐに良晴さんを捜さがさなければいけません！　と半兵衛が目を潤うるませながら声をあげていた。




　　　　※




　その頃ころ、相良良晴は言うまでもなく吉良網切に捕らわれていた。

　義元たちから少し遅れていたのがまずかった。

　霧に紛まぎれていきなり背後から襲おそってきた吉良網切に口を塞ふさがれ、たちまち諏訪湖から引き離はなされて山中へと運ばれ、薄うす暗ぐらい洞どう窟くつの中を歩かされていたのだった。

　その今も、両手を縛られて反はん撃げきを封じられている。

「こらっ、放せ～っ！　なんで俺を人質に取って、こんな山の中の洞窟に連れ込むんだよっ!?」

「うっせー！　相良良晴、ギャーギャー騒さわぐんじゃねーっ！　この洞窟は不安定なんだ、大声をあげたら落らく盤ばんして出口が塞がれちまうかもしれねーんだっ！　死にたくなけりゃあ静かにしろっボケーッ！」

　吉良網切が金切り声をあげると同時に、ぐらり、と良晴の足あし下もとが揺ゆれた気がした。

「だーっ！　お前のほうが声がでかいっての！　今は戦国時代だぜ、南なん蛮ばん暦れきで言えば十六世紀なんだぜ吉良網切！　国津神の怨霊だとか大国主命の復活だとか、お前がやってることは時代錯さく誤ごにも程ほどがある！　あきらめろっ！」

「うっせーボケ、お家断絶で兵力ももたねーあたしが一発逆転、織お田だ信のぶ奈なと今川義元のインチキ幕府を転てん覆ぷくさせるにはもう神かみ頼だのみ・怨霊頼みしかねーんだよっ！　京に巣くっていた比ひ較かく的てき新しめの怨霊どもはぜんぶ竹たけ中なか半兵衛が祓はらっちまったんだから、もっと古いヤツを起こすしかねーだろうが！　やまと御ご所しよが出雲に巨きよ大だいな空中神しん殿でんを建ててまで調ちよう伏ぶくしてきた超ちよう大物、千年以上も御所の貴族どもがガチでビビってきた超やばいヤツ──出雲の大国主命をなっ！　グダグダ吐ぬかすとぶち殺すぞオラアッ！」

「いてっ！　尻しりを蹴けるな！　やっと人間の世が来たというのに、またぞろ怨霊なんか呼び覚まして応おう仁にんの乱前後の無む茶ちや苦く茶ちやな世の中に戻もどったらどうすんだよっ!?」

「ハア？　吉良家が滅めつ亡ぼうして今川家がインチキ将軍の位に就ついたよーな、こんな間ま違ちがった世の中がどーなろうが、あたしの知ったことか。義元が桶おけ狭はざ間まで織田信奈に負けたと聞いた時には、やったこれで吉良家も再興だ、あたしも自由の身だ！　と浮うかれていたってのによ。なにがどうなって、あの女が征せい夷い大たい将しよう軍ぐんになってんだよ？　どーして負けたのに今川幕府を開いているんだよ？　今川家よりも吉良家のほうが家格が上だったんじゃなかったのか？　あたしはもう、武家社会もやまと御所も、なにもかもが信じられなくなったのさ！　だから武士なんて、やーめた！　うけけけけ」

「お前も武士なら、せめて武士らしく活動しろよ～。各地の反織田家勢力に参戦するとかさ～。せっかく諏訪に来たんだから、勝かつ千ち代よちゃんに雇やとってもらったらどうだ？」

「へへーん！　武田家みたいな糞くそな一族に食わせてもらうなんて屈くつ辱じよくは御ご免めんだねっ！　な～にが甲か斐い源げん氏じだ。信玄なんて、マジで高貴なあたしに言わせれば、ほうとうとそば切りばかり食ってる山やま猿ざるだぜえ！　猿は温泉に入ってろ！　ヒャッハー！」

「ロックだなあ～」

　吉良家は、武田家どころか今川家をも超こえる超高貴な血筋だっただけに、没ぼつ落らくした反動でこんなパンクなかぶき者娘むすめになってしまったのか……と思うと、良晴はちょっとだけ吉良網切に同情した。ヘンなメイクのせいで前衛芸術家みたいな姿に見えるが、素す顔がおは清せい楚そな美少女のようだし。

「今まで怨霊を封印から解き放って世の中をひっくり返そうとした連中は、武士の平たいらの将まさ門かどだの、貴族の菅すが原わらの道みち真ざねだのといった連中を頼たよりにしてきたから失敗したのさ！　将門だって道真だって、主筋であるやまと御所には逆らえねーからな！　だが、そのやまと御所がガチビビリしている怨霊がいる！　それがつまり、あとから東征してきた天津神の連中に日ノ本の国をまるごと奪うばわれた国津神だぜ。とりわけ、国津神王朝最後の王・大国主命と、出雲から敗走してこの諏訪の山奥にまで亡命した大国主命の息子・建御名方神だ！」

　この洞窟の中であたしは、建御名方神の宝具を手に入れる！　大国主命の復活まであと一歩だ、復活させたら「好き放題に暴れて織田・今川政権をブチ壊こわせ」と命じてやらあ！　ざまあ！　と、吉良網切は得意満面。

「半兵衛官兵衛は、武田と諏訪の合戦の折に諏訪神社の貴重な宝具がこの洞窟に隠かくされたことなんて知る由よしもねえ。助けはこねーぜ相良良晴」

「おいおい。日本史をここで断絶させるつもりかよ。義元ちゃんに負けて駿河で人質暮らしをしてるうちに、どんな闇やみを見たんだ……」

「……闇、か……」




　まあまあ吉良さん、わが今川家のパシリとなったからには三食昼寝つきおやつつきの暮らしを満まん喫きつしていただきますわ！　もう合戦の日々はお忘れなさい。お近づきの印に『源げん氏じ物もの語がたり絵え巻まき』全巻揃そろいをどうぞ。これぞ王者の余よ裕ゆうそして礼節というものですわね。おーほほほ。




「あたしは隠いん居きよじゃねーよっ！　あの女、あたしを色ボケにして武将としての牙きばを抜ぬいて骨抜きにしようと！　なんて恐おそろしい策略家なんだ～！」

「いや、それ、義元ちゃん自身が戦いくさ嫌ぎらいな風流人ってだけじゃね？」




　おほほほ吉良さん、駿河の町まち興おこしのためにご当地料理をいっぱい試作していますの。召めしあがって。生しらすに、生なま桜さくら海え老び、魚ぎよ介かい類るいを具材に用いた南なん蛮ばん天ぷらと、海の幸さちがたっぷりですわよ。さあさあ遠えん慮りよなさらず！




「毎日毎日、食えるかそんなにっ！　あたしは食が細いんだっ！　あの女、あたしを太らせて病気にして早死にさせるつもりだったに違いない！」

「いや、義元ちゃんは胃い袋ぶくろが頑がん丈じような健けん啖たん家かだから……いくら食べても胸にしか栄養がいかない体質だしさ。ぐーたらだけど、蹴け鞠まりで毎日大量のカロリーを消費してるし」




　あらあら吉良さん、退屈していますの？　でしたら髪切り役などどうでしょう？　元康さんたち姫武将の髪を美しく切りそろえるお仕事ですのよ、風ふう雅がなあなたにとてもお似合いの道楽ですわ。おーほほほ。




「むきーっ！　息を吐はくようにあたしをパシらせやがって！　なにが髪切り役だ、高こう家けのあたしをなんだと思ってるんだーっ！　まさに侮ぶ辱じよく！」

「あ、いや、悪気はないんだよ。義元ちゃんって良くも悪くもおおらかだからな。今だって、義元ちゃんが織田家の人質だってことを、本人を含ふくめてみんな忘れているし……」

「ふんっ！　いちいち義元の肩かたを持つたぁ、さすが許婚だな！　あたしはあの、吉良家を滅ほろぼしておきながらけろりとしている義元の適当さがいちいちウザかったんだよっ！　そうだな。闇は見てねーが、髪はいっぱい切ってきたな！　もう二度とあんなかったるい暮らしに戻りたくねー！　だが、姫武将の髪は切りたいなあ！　ざくざく切って乙女おとめの恋こい路じを邪じや魔ましてやりてー！　ギャハハハハ！」

「わーっ、こら、大声で笑うなーっ！　なんか揺れてる、揺れてるから！」

「毎日こーやって鋏をかちゃかちゃやっているうちに、姫大名時代はお上品なお嬢じようさまだったあたしの中でなにかが目覚めたのさ！　切れ！　切れ！　なにもかも切ってやれ！　ってあたしの心が叫さけぶのさ。うけけけけ！」

「しーっ！　しーっ！　お前のカン高い声は、どうやらこの洞窟内では共鳴現象を起こすらしい！　これ以上騒ぐと、ほんとうに落盤する！」

　このままでは二人とも遭そう難なんする。

　最悪の場合、落盤を食くらって圧死。

　ドンッ！　良晴は、吉良網切を黙だまらせようと体当たりした。

「ててててめえっ？　どさくさまぎれに、あたしを押し倒たおすつもりかーっ！　このエロザルが！　よくも！　さくっと切ってやる！　ちょきんっ！」

「やった、手の縄が切れた！　って、そうじゃない！　洞窟全体が震しん動どうしているんだって！　静かに、静かに！」

「ぎゃーっ？　なんだてめえ、うまく鋏をかわしやがって！　マジでサルのようにすばしこい野や郎ろうだ！　あああたしに覆おおい被かぶさるなーっ！」

「あわわ、やばい！　落盤事故寸前だ！　口を塞がせてもらう！」

「ふごー、ふごー！」

　しかし、手て遅おくれだった。

　ゴゴゴゴゴ！

　ついに落盤事故が発生し、洞窟の入り口が無数の岩によって塞がれ──良晴と吉良網切は、洞窟内に、閉じ込められていた。




　……

　……

「うう……暗いよ狭せまいよ怖こわいよう……おい相良良晴、生きてっか？」

「……な、なんとかな……」

「てめーさ。なんであたしの盾たてになって、岩からあたしを守ってんだよ。あたしに誘ゆう拐かいされた人ひと質じちのくせによ。馬ば鹿かじゃねーの？」

「ふ、深く考えて行動していないんだ。しゅ、習性ってやつだよ」

「……いいから、は、離れろってば！　あっ、でも、あまり離れるなよ!?　あたしは、暗いところが苦手なんだっ！　あまり怖い思いをすると、も、も、漏もらすぞ！」

「脱だつ出しゆつするにも、出口はもう埋うまってしまっている。どうする？」

「なに落ち着き払はらってんだよボケっ！　いつまであたしを抱だきしめてんだ！　って、手！　なんであたしの胸を揉もんでるんだよテメエおらああああ！」

「あ。いや。これは。ラッキースケベ、いや違った、偶ぐう然ぜんの事故というやつで……ヒョロガリな女の子かと思いきや、意外と胸、大きいンデスネ……ぐはっ!?」

　貞てい操そうの危機を感じているらしい吉良網切に、良晴は金的を蹴り上げられた。化け粧しよう、服装、口調はノーフューチャーだが、根は筺はこ入いりお嬢さまのままらしい。

「ふーっ、ふーっ、がるるるっ！　てめえええ！　よくも純潔の乙女の胸に触さわったなああああ！　こんど触ったら、舌を切るぞ！」

「いてええええ！　だから偶然だって。今はケンカしてる場合じゃねえだろうが！　空腹で体力が切れる前に出口を探すんだ！　心当たりはないかっ!?」

「し、知るかボケ。もう戻れねーなら、宝具を捜さがしながら洞窟をどんどん進むしかねーだろ。その先に、もしかしたら出口があるかもしれねえだろ」

「なかったら？」

「うーん。なかったら、その時は、この地底をあたしの吉良王国にして、生しよう涯がい地底で暮らすしかねーな。宝具捜そう索さくのついでにキノコ探すぞキノコ。てめーが毒味しろ相良良晴。あ、あと、吉良家の血をあたしの代で絶やしたらご先祖さまに申し訳がたたねーから、てめーを夫にしてやる……あ、あくまでも、子種が目的だかんな！　あたしにガチで発情したら鋏はさみでちょん切ってやるかんな！」

「ちょん切ったら、子種が永遠に失われるじゃねえか。っていうか、遭難して即そく座ざに地下王国を建国とか、発想飛びすぎだろ！　出口を探そうぜ出口を！」

「ケッ。んだよ。おめー、遭難し慣れてやがんな。あたしには出口なんて見つかる気がしねーや。吉良家は断絶。やけくそで乗った最後の大勝負も遭難で頓とん挫ざ。あたしってつくづく、ついてねえ……あたしの人生は暗夜行路だ……猿の夫と暗くら闇やみでキノコ狩がりを続ける地下王国がお似合いだぜ……はあ……」

　吉良網切は、膝ひざを抱かかえて顔を伏ふせてしまった。

　意外と打たれ弱い子なんだな、と良晴は思った。

「元気を出せよ。義元ちゃんのもとで人質暮らしをしていたってことは、元康と仲が良いいんだろう？　松まつ平だいら家の世話になればいいじゃねーか」

「……うっせえ。いくら仲が良くてもよ、家格が違いすぎるだろう家格が」

「家格か……俺と信奈も、家格と血筋と身分が釣つり合わないんだよなあ」

「家格なんてよ、人を縛しばるお荷物だぜ。吉良家はよ、気位と家格が高いだけで、武家としての実力なんてぜーんぜん伴ともなってなかったんだ。物心ついた時にはもう、津つ島しま湊みなとを押さえて銭ぜにの力を得ていた尾お張わりの織田家と、圧あつ倒とう的な実力を誇ほこる駿河の今川家の間でふらふらするのが精せい一いつ杯ぱいで、結局あたしの代でお家滅めつ亡ぼうだ。武力もなければ経済力もない吉良家には、一発逆転の機会なんて、いちどもなかった……」

「……そっか。戦国時代の姫ひめ大名って、辛つらいな……しかも東西をあのアクの強い二人に挟はさまれながら、ここまでよくがんばってきたと思うよ」

「う、うっせえ。いくら優やさしくされたって、宝具集めは、あきらめねーからな。すべてを失ったあたしにはもう、他ほかに再さい浮ふ上じようする道がないんだよ……」

「わかった。気が済むまでやればいいさ。ほんとうにまずくなったら、途と中ちゆうで止めるかもしれないけれどもな」

　すんすん、と吉良網切が洟はなをすする音が聞こえてきた。

「相良良晴。てめーは打たれ強いよな。未来からひとりきりで飛ばされてきたのに、図太く織田家で活かつ躍やくして出世してるしよ、今もぜんぜん落ち込んでねーし。なんで誘拐犯のあたしを人質のてめーが庇かばってんだよ、馬鹿みてーだぜ」

「まあ一応、俺は男だしな」

「……い、いやらしいこと言うな、ボケがッ！」

「いやらしい？　なんで？」

「な、な、なんでもねえよ！　い、行くぞ宝具捜しに！　あたし一人だったらもう詰つみだろうが、てめーには強運がある。てめーが一いつ緒しよなら、もしかしたらこの先に出口を見つけられるかもしれねー！」

　おっ元気が出てきたな、と吉良網切の肩を叩たたいたら、ちょきんと金属音を立てながら鋏が飛んできた。良晴は慌あわてて避よけていた。

「こらーっ！　俺の前まえ髪がみを切ろうとするなーっ！」

「この暗闇の中で、なんで避けられるんだよ、てめーはーっ！」




　　　　※




「……今川義元。どーしてお前が、あたしの領地を漫まん遊ゆう旅行している。わが武田家と織田家は今、交戦中なんだぞ!?　っていうかお前、織田家の人質じゃなかったのか。なぜ諏訪で神社巡めぐりなんぞしているんだ!?」

「おーほほほ。信玄さんならばきっと、この諏訪に陣じんを敷しいていてもご本人は温泉に入っておられると思いましたわ。ああ。ああ。さすがは、征せい夷い大たい将しよう軍ぐん。わらわは自分のかしこさと鋭するどさにうっとりしてしまいますわね」

「たたた武田信玄さまの懐ふところに裸はだかんぼうで飛び込んじゃいました、くすんくすん。わ、わたしを捕とらえて、て、天ぷらにするんですよね？　そ、それとも蛙かえるさんと一緒に串くし刺ざしにして生いけ贄にえに」

「今川義元、きみは無む茶ちや苦く茶ちやだーっ！　最強の武田四天王に温泉の周囲を固められているし、もう逃にげられないじゃないかーっ！」

　半兵衛も官兵衛も、諏訪神社の宝具がどこにあるかわからない。

　伝承によれば、上社の内うち御み玉たま殿どのに宝具があるはずだったが、訪ねてみると予想通り空っぽだった。武田と諏訪の合戦の際に、戦火から宝具を守るために当時の大おお祝ほうりが隠かくしてしまったのだろう。

　このままでは良晴さんの足取りが摑つかめません、もしかしたら生贄にされてしまうかも……と二人が慌てて泣きながら抱き合っていた時に、今川義元が「信玄さんに聞けばわかりますわ」と言いだしたのだった。

　諏訪下社のすぐ隣となりにある温泉に、信玄はいた。

　しかし、休養を取っていたわけではない。信玄は上うえ杉すぎ謙けん信しんに呼応して甲斐から諏訪へと兵を進め、上じよう洛らく計画を立てている真っ最中であった。織田家との大合戦、その準備をしていたのである。

　そこに信奈が担かついだお飾かざり将軍と、織田家が擁ようする天下の両軍師・半兵衛官兵衛がのこのこ飛び込んできたので、信玄のほうが「どういうつもりなんだ……」と面食らっていた。

「信玄さん。わらわは、ここまで歩いてきてお腹なかがすいた！　なにか食べ物をふるまってくださいまし」

「いったいなんなんだ貴様は。急に料理を所しよ望もうされても、そば切りしかないぞ」

「いいですわね、そば切り。武田家の領土もついに百万石ごくを超こえたとはいえ、相変わらずお米に困っているのですわね、おーほほほ」

「う、うるさい。貴様の領国・駿河をぶんどったから、お米ならあるっ！　ぜんぶ、上洛戦のための備び蓄ちく米まいに回しているんだっ！　っていうかお前。駿河を盗ぬすんだあたしに恨うらみ言を言いに来たんじゃないのか？」

「いいえ、今さら。桶狭間で信奈さんに降参した時点で、戦国大名・今川家は滅ほろびましたのよ。主あるじが消えた国は誰だれかが統すべねばなりませんわ。信玄さんでしたら、太原雪斎さんに優まさるとも劣おとらぬ善政を敷いて駿河の領民を慈いつくしんでくださっていることでしょう。わらわの母上たちはお元気？」

「い、今川一族は、さすがに駿河を猫ねこばばしたあたしの厄やつ介かいになるのはいやだったようで、小お田だ原わらの北ほう条じよう家に亡命してつつがなく暮らしている」

「あらまあ。氏うじ康やすさんでしたら、安心ですわね。小田原は駿河同様、海の幸さちがいっぱい！　ほうとうとそば切りといなごの佃つくだ煮にが食しよく卓たくを飾る武田家とは食文化が違ちがいますものね！」

　うう……こいつは昔から妙みように能天気でつきあいにくい女だったが、いよいよ「動じなさ」に磨みがきがかかったような……と信玄はため息をついた。

「くすんくすん。し、信玄さま。今、武田家と織田家とは再び合戦をはじめようとしています。と、当然、わ、わたしたちを天ぷらにするんですよね、天ぷらに。いぢめるんですよね？　温泉でこうして旅の垢あかを落とさせたあとは、粉をまぶしてもこもこにして、そして煮にえたぎる油の中に」

「あー。竹中半兵衛。以前にも同じやりとりをした気がするが、あたしは幼い女の子をいじめたりはしない。あたしがまるで項こう羽うのような恐おそろしくて苛か烈れつな武将だという印象を世間に流る布ふして回ったのは、今は亡なき山やま本もと勘かん助すけの策なんだ。ほんとうのあたしは、ああ、その、猫とかわいい女の子を愛めでる、乙女おとめだ。げふんげふん。しかしそこの肌はだが焼けた小こ僧ぞう、お前は別だ！　相良良晴が温泉に乱入してきた時は弟の太た郎ろうに似ていたので許してやったが、お前は頭が良さそうでぜんぜん太郎に似ていない！　乙女の裸を覗のぞいた貴様は、容よう赦しやなく天ぷらにする！」

「シメオンだって女の子なんだよう、うわーんっ！」

　そうだったのか？　と信玄が、お湯にぷかりと浮うかぶ自分の大きな胸、義元のこれまたわがままに育ちすぎた豊かな胸、そして官兵衛の小さくとんがった胸を見比べて首を捻ひねった。

「くすんくすん。同じ『胸が平たい族』でも、貧乳が自然すぎて男の子と間違えられないわたしよりは、まだ官兵衛さんのほうが救いがあります」

「ぜんぜん、ないよっ！」

「なんだ、女の子だったのか。しかし織田家の二大軍師、天下の両りよう兵べ衛えが、どうして諏訪の温泉に？　あたしにはさっぱりわからんぞ」

「……山本勘助さんも太原雪斎さんも、亡くなられましたわね……関東三さん雄ゆうを支えてきた老軍師のうち、生きておられる方はもう北条幻げん庵あんさんだけですわね」

　義元がぽつりとつぶやき、信玄が「そうだな」と目を細めた。

「上杉謙信の侵しん攻こうを阻はばむためにわれらが三国同盟を結んだ際には、三人とも元気だったのだがな。その謙信を支えていた宇う佐さ美み定さだ満みつと直なお江え大和やまとも、死んだ……天下人の大本命と目されていた貴様が太原雪斎を失った時から、天下を摑む覇は者しやの運命は、急激に織田信奈のもとへ。その上、相良良晴もどうにも武田に引き抜ぬけそうにないしな。だが、天下の両兵衛がここで天ぷらとなれば、織田家から二大軍師を消すことはできるな……織田家からこの二人を消せば、上洛戦を有利に運ぶことができる」

　ぎらり、と信玄が猛もう虎このような凄すさまじい視線で二人の少女軍師をにらみつけていた。「天下盗とり」という言葉が胸中に浮かび上がった時、信玄は本来の自分が気の弱い文学少女・勝千代であることを忘れて、甲斐の虎とらと恐れられる非情の戦国武将「武田信玄」と化すのだ。その時に限って、信玄の目つきは彼女が甲斐から追放した父親・武田信のぶ虎とらにそっくりになる。

「ふええええん。やっぱり天ぷらにするんですね？」と半兵衛が泣きだし、官兵衛ががくがくと震ふるえながら「後生ですから、どうか半兵衛だけは」とそんな半兵衛にぎゅーと抱だきつく。

　だが、今川義元はけろりとしている。

　義元は、信玄とはつきあいが長い。信玄がどれほど父・信虎の悲願である「武田家上洛」を果たすために武田信玄になりきろうとしても、幼い姫武将を殺すような真に非情な「甲斐の虎」にはなれないことを、知っているのだった。

「まあまあ信玄さん。今はその、相良良晴が危機なのですわ。あなたご自じ慢まんの武田四天王と真さな田だ忍にん群ぐんのお力で、救い出していただきたいのですわ」

「……なに？　相良良晴が、危機に？　どういうことだ？」

「吉良さんが諏訪神社の宝具を奪うばうために、相良良晴を誘ゆう拐かいしたのですわ」

「吉良？　誰だっけ、それは？」と信玄が首を捻り、すぐに「ああ。昔、太原雪斎が松平家ともども併へい吞どんして人ひと質じちにした、三河の」とうなずいた。

「そんな家もあったな。武家中での家格だけは足利宗そう家けに次ぐ第二位と高く、今川家よりもさらに上。足利が絶えれば吉良が継つぐ、という……諏訪で言えば、建御名方神の末まつ裔えいで諏訪神社の大祝を務めてきた『神氏』諏訪氏に次ぐ二番目の家系、諏訪神社の神じん長ちよう官かんを務める守もり矢や家に相当する名族だな」

「くすん。守矢家とは、饒速日命を祖神とする国津神一族でありながら、天津神の東とう征せいの際に天津神軍に降こう伏ふくして初期のやまと御所を支えた古代豪ごう族ぞく・物部氏の子孫。日ノ本古来の神を守るために、仏教を輸入してきた蘇そ我が氏と戦って滅ぼされた物部守もり屋やの末裔ですね。その物部氏が、同じ国津神の建御名方神の子孫・諏訪氏のもとに、この諏訪においても長年お仕えしてきたわけですね。この諏訪は、出雲の亡命王朝のような国だったんですね。もっとも、守矢家は出雲系の国津神よりもさらに古い東国先住民の神・ミシャグジ神を祀まつっていた一族であるとも言われています。つまり守矢家には、出雲・大和から来た国津神と、古代より諏訪にいたミシャグジ神という二系統の祖神があるわけで、諏訪に建御名方神が亡命した際にこの二つの神が習合したのかもしれませんね。くすんくすん」

　ちんぷんかんぷんですわ、と義元が「そば切り」をいただきながら眉まゆを下げた。

「さすが竹中半兵衛だな。まあ、そういうことだ。守矢家は健在で、あたしが義ぎ妹まいにした諏訪四郎勝頼とともに諏訪神社の復興にあたっている。諏訪神社の宝具と言えば──そうだな。御おん柱ばしら祭まつりで有名な『御柱』は祭りのたびに建て替かえている消しよう耗もう品だから、宝具にはあたらないな。ならば、神氏の姿しか映らないという『真ま澄すみの鏡かがみ』だろうか？　あの鏡は、武田軍と諏訪軍の合戦のさなかに消え失うせてしまった。今は亡き諏訪頼より重しげが戦火から守るために隠したのだろう。あたしは神を畏おそれない女で、荒あらっぽいからな」

「むふー！　それだ武田信玄。吉良網切が集めている国津神の宝具は、三種の神器と同類の品しな揃ぞろえになっている！　勾まが玉たまに匹ひつ敵てきする『石』が興玉神石、『剣つるぎ』はそのものずばりの草薙剣と来れば三つ目は当然、八や咫たの鏡かがみに比類する『鏡』だ！　ならば、吉良網切と相良良晴はその真澄の鏡へと向かっているはずだ！　どこにある!?」

「あたしが諏訪でさんざん合戦をやらかしたせいで途と絶ぜつしてしまったが、以前は霧ヶ峰の高原に東国武士が集まって『御み射さ山やま御み狩かりの神事』という祭りを行っていた。隠しているとすれば、旧もと御射山のどこかに開いている洞どう窟くつの奥だろう」

「くすん。なぜ洞窟なのですか？」

「諏訪には地底に通じる洞窟が多いのさ。『甲こう賀が三さぶ郎ろう伝説』を知っているだろう？　昔、甲賀三郎なる男が、兄たちの陰いん謀ぼうで地底に落とされ、地底の王国で妻を娶めとって暮らしたという。しかし地上に残してきた人間の妻に会いたい一心で、甲賀三郎は地下を冒ぼう険けんしながらついに地上へ──諏訪へと生せい還かんした。だがその時にはもう長い地下暮らしのために、甲賀三郎の身体からだは『蛇へび』になってしまっていた、という伝説だ」

「その蛇になった甲賀三郎の原形こそ、諏訪のもっとも古い土着神であるミシャグジ神。蛇神、龍りゆう神じんですね。古代の日ノ本の人々は、蛇や龍を神の化け身しんと信じて、龍神を信しん仰こうしていました。良晴さんが言うところの縄じよう文もん土ど偶ぐうに刻まれている縄文は、蛇と龍をかたどっているのです。この龍神とは、大地の底を貫つらぬく『気』の通り道、『龍脈』です。ならば諏訪の洞窟は、陰おん陽みよう道どうで言うところの『龍りゆう穴けつ』でしょう。宝具の鏡を隠すには最適の場所と言えます、くすん」

「しかし時代はいまや種たね子が島しまだぞ。いにしえの鏡なんぞどうするつもりなんだ、吉良は？　国津神の宝具では天あまの岩いわ戸とは開けまい？　そもそも天照大神が隠れたという天岩戸は、同じ信濃でもこの諏訪ではなく北の戸と隠がくし山やまにあるのだしな。戸隠山には、高天原から飛んできたという『石』が──」

「お話しすると長くなってしまうのですが、吉良さんは出雲に眠ねむる国津神の大国主命を復活させて、織田家が統一しつつある戦国の世を再び混こん沌とんに戻もどそうとしておられるのです」

「……なんだ、それは。余計な真ま似ねを。織田家と戦うというのなら、武田家にでも北条家にでも仕えればよいものを。天下の形勢は織田家と反織田家勢力とに二分され、いまや統一へと近づきつつある。今さら、そんな古い神などに蘇よみがえられては困るな。しかも、吉良は武家だぞ。古代神の知識など、持っていなかったはずだ。誰かが、吉良に入れ知ぢ恵えしたのではないか？」

「さあ、それは……今はともかく、良晴さんを取り戻さねばなりません」

　古代のミシャグジ神を祀っている諏訪の祭りは、生いけ贄にえを多用する血なまぐさいものだ。吉良はもしかしたら良晴を、宝具を手に入れるための「生贄」に用いるかもしれないんだ、心当たりがある洞窟の捜そう索さくを急いでくれ！　と官兵衛が叫さけんでいた。

「お前たちが温泉に乱入してきた折に、すでに猿さる飛とび佐さ助すけと霧きり隠がくれ才さい蔵ぞうを召しよう喚かんしてある。真田忍群ならば、地底であろうがどこであろうが良晴を捜さがしだせるだろう。ただし、もしも吉良がほんとうに良晴を生贄に用いようとしているのならば、手て遅おくれになるかもしれないが……」

　しかし、生贄云うん々ぬんよりもあたしは甲賀三郎の伝説が気になるな。相良良晴が地底で「蛇」にされてしまわねばいいが、と信玄が顔を青ざめさせていた。

「甲賀三郎の伝説がなにを意味するのか、現世での合戦にしか興味がないあたしは今まで考えたことがなかったが……こいつは、ただの人間が諏訪の地下世界で蛇すなわち古代の龍神に変身したという一種の変身譚たんだ。吉良は良晴を生贄に用いるつもりではなく、『神』そのものにしてしまおうとしているのではないのか？」

「あらあら信玄さん。吉良さんは、そのようなことは言っておられませんでしたわよ？　あくまでも大国主命を復活させるのが目的だと。噓うそをつけるお方ではありませんわ」

「だが義元。吉良は足利に次ぐ武家の名門だぞ。家格の高さ、気位の高さなどを鑑かんがみても、そんな古代神にまつわる知識などもともとは持っていなかったはずだ。どうも、吉良を操あやつっている黒幕がいる気がする。だいいち吉良が動かしている忍しのびは、どこから来た？」

「……官兵衛さん！　だとすれば、この事件にはさらなる隠かくされた陰謀が……吉良さんご自身も知らない真の企たくらみが……わたしたちの予測の範はん囲いを超えたことが起こりつつあるのかもしれません！」

「むふー！　相良良晴は、生きながらにして天岩戸を潜くぐり抜けた唯ゆい一いつの人間だ。頭の中身は猿さる同然だが、天岩戸を潜った時点で良晴の身体は半ば神の身体に近づいているのかもしれない。もしかしたらもしかするかもしれないな……捜索を急がなければ。悪い予感がする！」

「佐助！　真田忍群のすべてを動員して、すぐに良晴を捜せ！」

　承知したよっ！　と、湯ゆ煙けむりの向こうから幼い少女の陽気な声が返ってきた。

　たたらや山の民たみとの交流が深かった勘助が生きていれば、即そく座ざに知恵を出してくれるのだがな、と信玄は寂さびしげにつぶやいていた。




　　　　※




　その頃ころ、近江おうみの安あ土づち城の茶室では──。

　熱あつ田たから舞まい戻っていた信奈と、その従妹いとこの織田長なが益ますこと有う楽らく斎さいジョアンが二人きりでお茶会を開いていた。

　そんな信奈のもとに、伊勢の滝たき川がわ一かず益ますから「かつて今川義元の人質だった三河の元姫ひめ大名・吉良網切が宝具泥どろ棒ぼうの親玉だったのじゃ。吉良は三種の神器ではなく、国津神の宝具を集めているのじゃ。裏をかかれたのじゃ」と急報が届いていた。

「左さ近こんが言うには、吉良網切は出雲に封ふうじられている国津神の怨おん霊りよう・大国主命を復活させて織田政権を転てん覆ぷくさせるつもりらしいけれど……今さらそんな大昔の怨霊を起こしたところでこの世界がどうにかなるだなんて、信じがたいわね。それに、吉良網切が手て練だれの忍びを操っている点や、宝具しか盗ぬすまないのに豊富な活動資金を調達できている点も妙みようだわ。だいいち、あの半兵衛と官兵衛の裏をかけるような智ち者しやだとは思えないし」

　信奈が、有楽が煎せんじた茶を飲みながら、「失うもののない吉良網切は操り人形というか、実行犯係だわ。吉良をそそのかして宝具泥棒をやらせている黒幕は誰だれかしら？」と眉をひそめた。

「そもそも、国津神の大怨霊と呼ばれている大国主命って、うちの織田家が神人時代から祀っている牛ご頭ず天てん王のう、つまり素戔嗚尊の子孫の霊れいでしょう？　織田家は武家となってこの尾張に来てからも、牛頭天王を津島で盛大に祀っているんだもの。その素戔嗚尊の子孫が、織田家に祟たたるわけがないわよ」

「でも、東征を果たして国津神の出雲政権を統合したやまと御所は、天津神と国津神の仲立ち役となっていた天あめの穂ほ日ひの命みことの一族を出雲国くにの造みやつこ家に任じて、今でもずっと杵築大社で素戔嗚尊と大国主命の霊を祀り続けているんだよ～。倒とう壊かいに倒壊を重ねてきたので、今でこそ杵築大社の本ほん殿でんはだいぶ縮んでいるけれど、平安王朝以前の太古の時代には高さが三十二丈じよう（九十六メートル）もあったというよ、信奈お姉ちゃん。天津神系のやまと御所は、自分たちが滅ほろぼした国津神たちをそれほど恐おそれていたということだよ」

「そうね、有楽。でも、天津神は天照大神の系けい譜ふで、国津神は天照大神の弟である素戔嗚尊の系譜でしょ？　もとはといえば姉と弟。同族だわ。東征の際に、地元の国津神一族を皆みな殺ごろしにしたわけでもないでしょ？　国津神出身の大豪族の物部氏なんかは、降伏してやまと御所に仕えたわけだし。そんなに恐れなければならないものかしら？」

「やまと御所は当然、天照大神以来の天津神の系譜。織田家は、素戔嗚尊を祀る国津神の系譜。尾張の織田家が上じよう洛らくして畿内を制圧しつつあるこの現状を、都の人々の一部は『東征神話』の逆──『国津神による西征』だと考えているらしいよ～。なにしろ王城守護の結界である叡えい山ざんを焼こうとしたりするから、いよいよみんなお姉ちゃんを怖こわがっちゃって」

「生きている人間を神話になぞらえたがるのって、人々の癖くせなのかしら。迷めい惑わくだわ。わたしはわたしよ。古代の神話とか織田家の氏神とか、そんなの別になにも関係ないんだから！　それよりも左近が伊勢の町まち興おこしのために提案してきた『織田家七しち福ふく妹まい』のお祭り計画のほうが、ずっと楽しそうね！　わたしは天津神だろうが国津神だろうが、ともかく神社で町興しができて見物客がご当地に殺さつ到とうすればそれで満足なのっ！　ご当地巡じゆん礼れいを円えん滑かつ化するために、関所も撤てつ廃ぱいしているんだから！　有楽、あんたも『織田家七福妹』に参加するのよ！」

「え、ええ？　有楽ちゃんは働きたくないでござる、働きたくないでござる。働いたら負けと思っているでござる」

「黙だまりなさい！　あんた、わたしの実の従妹なんだから、『織田家七福妹』に参加しなければいけない立場でしょ？　今から踊おどりと歌の練習よ！」

　うう。困ったなあ。と有楽が垂れ目をいよいよ垂れさせながら、「ちょっとお散歩してくるね」と席を立った。信奈が「あーっ逃にげる気ねーっ！　待ちなさいっ！　銭ぜに儲もうけの機会は決して逃がさない、それが織田家流よ！」と追いかけようとしたが、相手が従妹ということで気を遣つかったのか、珍めずらしく正座などしていたものだから、脚あしが痺しびれて立ち上がれなかった。




「……ふう。『織田家七福妹』なんかに参加させられたら、有楽ちゃん、困っちゃう。尻尾しつぽを摑つかまれそうで。危ない危ない」

　庭園に飛びだしてきて一息ついていた有楽。

　その有楽の背後に、すっ……と音もなく立った、一人の美しい姫武将がいた。

「なにが危ないのじゃっ!?　織田有楽斎！　よくよく考えてみれば──そちはなんだか怪あやしいのじゃ！　ほんの少し前まで、のぶなちゃんには、従妹はいなかったはずなのじゃ！　そちの正体を教えよ！」

　吉良に「蘭らん奢じや待たい」を飲まされて大人の身体になっていた、滝川一益だった。

「あっ!?　一益ちゃん？　あなたは、伊勢にいたんじゃ？」

「先ほどの手紙は、そちを油断させるための芝しば居いじゃ。熱田に続き、伊勢でも半兵衛と官兵衛が裏をかかれて、まんまと宝具を奪うばわれてしもうた。その上、姫は蘭奢待を飲まされて八頭身美女にされる始末。吉良網切が主犯とは思えぬ──どうも、なにか違い和わ感かんがあるのじゃ。『織田家七福妹』を数えている時にふと気づいたのじゃ。そちは、ほんとうにのぶなちゃんの実の従妹、織田有楽斎なのかの？」

　ぺたり、と有楽の頭に、手のひらを押し当てていた。

　一益の異能力──相手の記き憶おくを読み取り、強制的に質問に答えさせる。決して噓はつけない。

　生まれながらにして身に帯びていた、天津神一族＝姫巫女の一族のみに伝わる異能力である。

　だが、この時。

　一益は、有楽の記憶をまったく読めなかった。

「……なっ……!?　姫の『他心通』が通じぬ？　なぜじゃっ!?」

「一益ちゃん？　大人の身体になってしまったら、その巫み女この力、消えちゃうらしいんだよ～？　その能力は、忍びの術とは違ちがうからね～」

「そうか。わかったのじゃ。うぬが、蘭奢待を姫に盛らせたのじゃな！　姫の能力を封じ、自分の正体を隠し通すために！　いったいどんな術を用いて織田家の姫になりすましたのじゃ、有楽！　姫は甲賀の忍びあがりじゃ。故ゆえにうぬの術が完全に効かず、うぬが唐とう突とつに織田家に出現したことに違和感を覚えたのじゃ！　じゃが、のぶなちゃんたちはまるで気づいておらぬ！　なにが目的じゃ、大国主命の復活と織田家の転覆なのかっ？」

「うーん。さすが甲賀忍び。きっちり術を施ほどこしたつもりだったけど、ちょっとした違和感が残っちゃったんだね～。でももう他心通は使えないよ。有楽ちゃんの催さい眠みんの術を完全に破れる者がいるとすれば、茶さ道どうに精通した利り休きゆう師し匠しようくらいかな。でも堺さかいで生まれ育った利休師匠は、信奈お姉ちゃんに実は従妹なんていないということを知る由よしもないからね」

　と、有楽が舌を出して笑った。

「ぐぬぬ。そちはいったいなんのために織田家に入り込んで、国津神の宝具を吉良に集めさせ……」

「はい一益ちゃん。お茶をどうぞ」

「いくら姫がお茶好きでも、このような修しゆ羅ら場ばでお茶など要いらぬっ！　……って、お、おおおっ？　こ、このお茶はっ……渦うずを……ぐるぐると、渦を巻いておる……!?」

「この渦巻き、蛇へびだか龍りゆうみたいでしょ？　もう他心通も使えないし、こんどこそ完全に洗脳されてよね、一益ちゃん。せっかくいい感じで有楽ちゃんの計画が進んでいるのに～、邪じや魔まされたら困っちゃう」

「そ、う、じゃったのか……織田家の、お茶会で……茶器を、催眠の術の道具として用いて……そうやってのぶなちゃんや重臣たちを次々と……術中に……くっ」

　一益は急いで、有楽が差し出してきた茶器の呪じゆ縛ばくから逃のがれようとした。

　だが、すでに自分が深い術中に落ちてしまったことは、わかった。

　まもなく、有楽に対して抱いだいていた疑ぎ惑わくを、一益は忘れ去ってしまうだろう。

「……の……のぶなちゃん……めを……さますのじゃ……」

　無む駄だ無駄無駄でござる、これで最大の障害となりそうだった「天津神」の血を引く一益ちゃんを封じる計画のほうはばっちりかな、いよいよ吉良網切ちゃんが総仕上げにかかってくれる頃合いだね～、と有楽はのほほんと笑っていた。

「半兵衛官兵衛を騙だまして誤ご魔ま化かすのはたいへんだけれど、こうして『働きたくないでござる』と繰くり返しながら信奈お姉ちゃんのもとにいる限り、有楽ちゃんは疑われない。熱田、伊勢に続いて諏訪でも、有楽ちゃんが勝つよ。くすっ」




　　　　※




「あった！　これだぜ！　この祠ほこらの中に『鏡』が埋うまっているはず！」

　闇やみの中をどれほど進んだのだろう。「お化け怖いから手ぇ放すなよ」と良晴にしがみつきながら洞どう窟くつ内を進んでいた吉良網切は、ついに「隠かくし祠」へと到とう達たつしていた。

「この中に隠されている鏡こそ、諏訪明神の祖そ霊れいが宿ると言われている諏訪上社のご神宝『真澄の鏡』だぜ。建御名方神の宝具ってわけだ！」

「よく見つけたなあ。なぜこんな山中の洞窟に隠されていたんだ？」

「信玄が暴れまわった結果、めちゃくちゃになっちまったがよ！　もともと諏訪氏の大おお祝ほうりをはじめとする神職どもには、神社の土地に穴掘ほってその中で蛇みてーに『穴あな巣す始はじめ』をするという妙な習わしがあったんだ。諏訪の古い神ミシャグジ神は蛇神・龍神だかんな。本来は、自然にできあがった地底の洞窟こそが神が棲すみ着いた諏訪の聖域だったわけだぜ」

「なるほど。神社で『穴巣始』をやる儀ぎ式しきは、もっと古い時代では実際に山を登って天然の洞窟に潜もぐっていたものを、簡素化したってことか」

「洞窟は寒いし狭せまいし暗いし怖いから、しょうがねーよな。歴代の大祝どもは手ぇ抜ぬいてやがったんだ。というわけで祠を開けるぜ。大国主命復活まであとちょっとだ、うけけけけ」

「しかし、真澄の鏡って、そもそもなんなんだ？　八咫鏡とどう違うんだ？」

「たかだか十数年しか生きていないあたしが知るかボケ。ただ、普ふ通つうの人間の姿は映さず、神氏の姿しか映さないという不思議な鏡らしい。単に錆さびてるだけじゃねーのって気もするがよ、とにかく出雲で大国主命を目覚めさせるために必要なんだよ」

「止めても、鏡を盗み出すつもりだろうな。だが鏡を手に入れたあと、どうやって洞窟から抜け出す？　結局、こうして突つき当たりの祠まで辿たどり着いたが、出口は見当たらなかった。この場で大国主命を復活させられれば、岩がん盤ばんくらい掘くつ削さくしてくれそうだけどさ。そのためには出雲まで行かないといけないんだろ？」

「……うう。それを言うなよな！　結局、地底に吉良王国を建国してこの抜け作と子作り三ざん昧まいの日々を過ごすしかねーのか……チキショー！」

　くそっおしっこ行きたくて我が慢まんしてるのに、こいつが邪魔で行くに行けねえ、でも暗いところ怖いから手を放したら歩けなくなりそうだし……と頰ほおを赤らめながら吉良網切が祠の扉とびらをそっと開いた──。

「見つけた！　真澄の鏡だ！　錆びてねえ。きらきらだ。洞窟のどこかから差し込んでくるわずかな光を反射しているが……あたしの姿は映っていねえ！　すげえ！　って、ギャー！　お化け映ってる！　あわわ、漏もれるぅ……！」

「って、おい!?　抱きつくな息苦しい！　それは、俺の顔だ！　俺の姿だけが映っているんだ！」

「ゲッ？　マジかよ。なんでだよっ!?　相良良晴。てめー、神氏なのかっ？　諏訪氏の一族かなにかかよ!?」

「そんなわけないだろ！　俺のご先祖は九州出身だぜ!?　信濃とか諏訪にはいっさい関かかわりがない」

「じゃあ、なんでてめーの姿が映るんだよ。おかしいじゃねーか！」

「それは……なぜだろう、俺にもわからな……うっ!?」

「こらっ変な小こ芝しば居いすんなっ！　漏れるじゃねーかっ！」

「い、いや、芝居じゃなくて……む、胸が……苦しい……や、やばい！　鼓こ動どうの速さが……尋じん常じようじゃねえ！」

「あああああたしに抱きつかれて発情してんじゃねーよこの猿さるがっ！　もう地下王国であたしと子作りする気まんまんなのかよっ!?　そそそそれは万ばん策さく尽つきたあとの話だって！　ででで出口探せっ！」

「そそそそうじゃない！　これは闇の中で女の子に胸を押しつけられてドキドキしているんじゃない、そういうのとは感覚がぜんぜん違う！　ガチでやばいやつだ！　未来語で言うところの心しん筋きん梗こう塞そくの一歩手前！　か、鏡だ！　それに映りこんでいるせいで、たぶん、俺の身体からだに異変が……！」

「……真澄の鏡かっ!?　まさか相良良晴。てめー、魂たましいだか命だか『気』だかを、この鏡に吸い取られてるんじゃ!?　この鏡に映るということは、つまり、鏡に生命力を抜かれるということなのかよっ？」

「俺にもわからない！　もっと違う事態が起きているのかも！」

　良晴は、胸を押さえて突っ伏ぷしてしまった。人を騙すためにここまで芝居ができるような男ではないことは、吉良網切にももうわかっている。

　吉良網切は逡しゆん巡じゆんした。洞窟の祠に封ふうじられた「真澄の鏡」を手に入れるには、単独では無理で、依より代しろとして「相良良晴」が必要になる。吉良網切に陰かげから手をさしのべてくれている「依い頼らい人」から、あらかじめそう教えられてきた。実際、罠わなが作動することなく祠が無事に開いたのは良晴を連れてきたからだろう。しかし、相良良晴が鏡に映りこみ、しかも体調に異変をきたすことまでは、教えられていなかった。

「そうだ！　こ、この鏡を、た、た、叩たたき割れば……ああでも、割っちまったら大国主命復活は夢に終わっちまう……し、しかし……このまま相良良晴が死んじまったら、あたしは地下で独りぼっち……落らく盤ばん事故の時に助けてもらった恩義もあるしっ……ええい、くそっ！　こ、これは恩義を返すために割るだけだかんな！　てめーと地下で夫婦めおとになりてーから、てめーを助けるわけじゃねえ！　勘かん違ちがいすんなよ相良良晴！」

　迷っているうちに良晴が死んじまう！

　吉良網切は真澄の鏡を足あし下もとにぶん投げ、そして、巨きよ大だいな鋏はさみを振ふりかざした──鏡を叩き割って、良晴を救おうとした。

「き、吉良……あ、ありがとう」

「ううううっせー、てめーがヘタレなのが悪いんだダボがーっ！」

　だが、この時。




　ちゅどっ！




　閃せん光こう。そして、爆ばく音おん。

　激しい風圧が、吉良網切の細い身体を、浮うかせていた──。

　良晴が気づいた時には、吉良網切の姿は真澄の鏡とともに、忽こつ然ぜんと消えていた。

　洞窟の天てん井じよう部分には、巨大な穴が開いている。

　そしてその穴の向こうには、諏訪の澄すんだ青空が広がっていた。

「おーほほほ。吉良さんは爆発の隙すきをついてすばやく逃にげてしまいましたけれども、わらわの許婚いいなずけが蛇になってしまわず、まずはめでたしですわ！」

「むふー！　さすが真田忍群だ！　いきなり分厚い岩盤を爆破するとは！　いったいどうやったんだ!?」

「なぜか、良晴さんがまた現地妻を獲かく得とくした気がしてなりません。くすんくすん」

「ふん。どうやって爆破したのかは秘密だ。武田家と織田家はこれから合戦をはじめるのだからな──だが今回だけは手を結んでやった。間に合ったようだな、相良良晴」

　良晴の身体を引っ張り上げてくれた姫ひめたちの顔ぶれは。

「天あつ晴ぱれ」の扇子せんすを広げた今川義元。官兵衛と半兵衛。そして──。

「か、勝千代ちゃん!?　再さい上じよう洛らく軍を興おこして織田家と合戦するんじゃなかったっけ？」

「あ、あたしの領内で勝手に遭そう難なんされたり蛇になられたりしたら目覚めが悪いからな。例の『種子島による暗殺』の未来を教えてもらった時の借りはこれで返したぞ、相良良晴。次は……戦場で敵味方同士として再会することになるだろう……あたしが織田軍を蹴け散ちらしても、文句を言うなよ」

　小田原城以来だろうか。いったい何日ぶりの再会だろう。

　勝千代こと、武田信玄だった。

「ありがとう、勝千代ちゃん！　あ、あれ？　相変わらずおっぱいは大きいけれど……なんだか少し瘦せたな。体調はだいじょうぶなのか？」

「多た忙ぼうで瘦せただけだ。あたしの心配をしている場合じゃないだろう。それに女の子にそういう台詞せりふを吐はく時は、おっぱいがどうとか言うな。お前はまったく、抜けた男だな、相変わらず。ふふっ」

「ああっ!?　信玄さまの表情が今、一いつ瞬しゆんだけ、戦国の巨きよ獣じゆうから乙女おとめのものに……良晴さんっ！　どどどどーしてあなたという人は、いつもいつも」

「こら待てちびっ子。戦国の巨獣とはなんだっ!?　あたしを狒ひ々ひかなにかみたいに言うな！　あたしの身体のうち、でかいのは胸だけだっ！」

「……い、いぢめますか？　やっぱり天ぷらにするんですよね。信玄さんの胸と比べればわたしの胸など十分の一くらいの小ささなのに、それでも天ぷらにするんですよね？　くすんくすん」

「過大申告だな。お前の胸は、あたしの胸の百分の一くらいじゃないか？」

「くすんくすんくすん」

　胸の話をしている場合じゃない！　ついに国津神版三種の神器を吉良網切が揃そろえてしまった。出雲へ急ぐぞ！　と黒くろ田だ官兵衛が叫さけぶ横で。

　地上に引っ張り上げた良晴の胸をさすりながら、今川義元が心配そうに声をかけてくれた。義元ちゃんの真しん剣けんな表情はレアだし、つくづく美人だ、と良晴の心臓は違う意味で高まっていた。

「相良良晴。蛇へびになったりしませんでした？　だいじょうぶでしたの？」

「蛇に？　いや。それはないけれど……どういうことなんだ半兵衛？」

「わたしたちにも真相はまだわかりませんが、ともかく大国主命復活のための宝具を揃えられてしまいました。こんどこそ先に出雲に着かねば、織田家対武田家の戦いくさどころではなくなってしまいます。急ぎましょう！」

　吉良網切が真田忍群の包ほう囲い網もうを破るのが早すぎる。あの小こ娘むすめには「風ふう魔ま」どもがついているらしいな。北条氏康め、また織田家を引っかき回すために裏で誰だれかとつるんだな、と信玄がつぶやいていた。

「織田家が混乱してくれれば、あたしはやりやすくなるが……吉良網切の後ろ盾だての一人には確実に北条氏康がいる。そしておそらく織田家内にも、吉良網切と繫つながった者が入り込んでいる。誰だかはわからぬが……お前は巨大な罠にかかっているのかもしれん。用心しろ、相良良晴」

　信玄が、出来の悪い弟を思いやるように、心配そうに目を細めた。

　良晴は、「次に会う時は和わ睦ぼく交こう渉しようの席だといいな」とうなずいていた。







　　　巻ノ四　もみじまんじゅうは恋こいの味・厳いつく島しま







　時は戦国。国くに津つ神かみの宝具を巡めぐる争そう奪だつ戦も、いよいよ大おお詰づめ。

　出雲いずもへと向かう吉き良ら網あみ切きりを追う今いま川がわ義よし元もと一行は、馬を飛ばして諏す訪わから堺さかいへと至ると、そこからは海路を採り、瀬せ戸と内うちの海を船で突き進んでいた。

「だいじょうぶなのか、半はん兵べ衛え？　瀬せ戸と内ない海かいは村むら上かみ水軍のシマ。つまり毛もう利り家のテリトリーだぜ？」

「良よし晴はるさん。仮に陸路を進んでも出雲はどのみち毛利領ですので、危険なのは同じです。それに、山さん陽ようから山さん陰いんへと至る厳しい山道を進んでも、風ふう魔ま忍しのびの脚あしには追いつけません。諏訪から畿き内ないへ向かう間に、ずいぶんと差をつけられてしまいました。ですが船で安あ芸きから門も司じの海かい峡きようをぐるりと回って海路を進めば、まだ追いつける可能性はあります。瀬戸内の海は今、村上水軍さんの船が減っていて警備が手て薄うすになっていますから。くすんくすん」

「半兵衛は意外と博ばく打ち打ちだからなあ～。シメオンならば無難に陸路を採るな！　たしかに村上水軍は木き津づ川がわ口ぐちで壊かい滅めつしたとはいえ、またぞろ船を建造して復活しつつある頃ころ合あいだろ！　われら天下の両りよう兵べ衛えは村上水軍を鉄てつ甲こう船艦かん隊たいで破った、いわば仇きゆう敵てきだからな！　見つかったら危ないぞ？」

「皆みなさん？　わらわは、瀬戸内詣もうでははじめてですわ！　大おお海うな原ばらに無数に浮かぶ島の数々。絶景にして風流ですわねえ～。今宵こよいは宮みや島じまに寄港し、厳島神社見物と参りましょう」

　天下の偽にせ将軍・今川義元が「イルカですわ！　今！　イルカが海面を飛び跳はねましたわ！」とはしゃぎながら、海上に浮かぶ赤い鳥居が目印の宮島を扇子で指し示して、ひたすら漕こぎ手をやらされている相良さがら良晴を「イルカを追うのか宮島へ行くのかどっちなんだよ」と混乱させた。

「どちらの実も拾いなさいましと言いたいですが、どちらかを選べというのでしたら、やはり宮島ですわね！　海を泳ぐイルカにはまた会えますけれども、宮島の海上に浮かぶ大鳥居はここにしかないのですわよ？」

　良晴は、半年の間、記き憶おく喪そう失しつになって毛利軍に仕官していた。その時、村上水軍で海かい賊ぞくとしてみっちり鍛きたえられたので、堺の港を出発してからひたすら漕ぎ手の重労働をやらされているのだった。

　船に揺ゆられながら「ううう」「酔よいそうだ～」と抱だき合っていた竹たけ中なか半兵衛と黒くろ田だ官かん兵べ衛えの軍師コンビが、

「ええと。これは観光旅行ではないのですが……厳島神社は、天あま照てらす御大おおみ神かみが素す戔さの嗚おの尊みことの十拳とつかの剣つるぎを用いて生んだとされる『海の女神』・宗むな像かた三さん女じよ神しんと弁べん才ざい天てんを祀まつっている神社でして、国津神の宝具が隠かくされている可能性はあります。ですが、すでに大おお国くに主ぬしの命みことの封ふう印いんを解くための国津神版三種の神器を手に入れた吉良さんが今さら狙ねらわねばならない宝具は、厳島神社にはないでしょう」

「シム。とはいえ西の空を見るに、風と波が荒あれてきそうだ。宮島に一いつ泊ぱくするか」

　と、うなずきあった。

「宮島に泊とまるならば俺に任せてくれ。毛利家に仕官していた時代に、ずいぶんと往来したからな。毛利方の目につきにくい岩場に船を隠して、偽ぎ名めいを用いて宿をとろう」

「シメオンもお腹なかすいたな！　宮島にはだんごはないのかな、だんごは？」

「くすん。だんごは、わかりませんが。鹿しかさんなら、たくさんいますよ官兵衛さん？」

「こらっ半兵衛！　さすがの食いしん坊ぼうシメオンも、鹿は食べたくないぞ！」

「さっそく海の大鳥居を潜くぐって、まっすぐ厳島神社へ突とつ撃げきですわ！　天下の将軍さまが来てあげたのですから、宮ぐう司じたちはそれはもう至れりつくせりの大接待をしてくれるはずですわよ。おーほほほ！」

「義元ちゃん。それは無理だ。今回の俺たちの立ち位置は、密航者だぜ？」

　いくら警備が手薄になっているとはいえ、毛利家がしょっちゅう一族の会合に用いている厳島神社に近づくとさすがに危ないので、やや離はなれた島の東側の包つつみヶが浦うらに上陸し、北へ延びる表参道沿いに建ち並ぶ宿屋のうち、目立たない隠れ家が的な宿に敢あえて泊まる、というのが良晴が立てたツアープランだった。

　だが、しかし──。

　包ヶ浦の岩場へ船を寄せた良晴を待っていた者は、意外な人物だった。

「……よ、良晴!?　どうしてきみが宮島に？」

「こ、小こ早ばや川かわさんっ!?」

　毛利両りよう川せんの妹にして山陽軍を率いる、小早川隆たか景かげだった。

　隆景は、村上水軍の大将・村上武たけ吉よしとともに、包ヶ浦周辺の浅あさ瀬せに船を浮かべて海中を調査している最中だったのだ。

　隆景自身は、物静かで小こ柄がらな姫武将だが、その隆景が率いている「日ひノ本もと一の大海賊」村上武吉と海賊衆どもの、いかついこと、いかついこと──。

　なにしろ武吉の上じよう腕わんが、半兵衛の腰こしよりも太いのである。

　鉄甲船がなければ海賊王相手にどうしようもない半兵衛官兵衛は「きゃあ」「ひい」と抱き合って、がたがたと震ふるえるしかなかった。

「お嬢じようちゃん方、ここは戦場じゃねえんだからそう怯おびえるなガハハ。通行税は取り立てるがよ」

「ててて天ぷらで取り立てるんですね、くすん、くすん」

「シメオンはどうなってもいいので、半兵衛の命ばかりは、お助け！」

「天ぷらってなんだ？　しかし相良の小こ僧ぞう、奇き遇ぐうだなあ！　こうして顔を合わせるのは木津川口の合戦以来だ！　なんだ、おめえらも宝探しか？」

　木津川口での大敗北のことなどけろりと忘れている村上武吉が、海中から獲とれたカキを殻からごと嚙かみ砕くだきながら、ガハハと豪ごう快かいに笑った。

「あ、い、いや、その」

「それともあれか!?　織お田だ家から知行されている北近江おうみ二十万石ごくを蹴けって、毛利家へ返り忠を果たす男気を出したかっ!?　領土のほとんどが山で田畑の少ない毛利家が小僧に準備できる知行地はどうがんばっても十二万石だが、ここで男気を見せればてめえは未み来らい永えい劫ごう、安芸の英えい雄ゆうだぜ！」

「た、武吉。良晴が困っている。わ、私に話させてほしい」

「おう、そうだな！　お嬢と小僧にとっては、運命の再会だからな、こいつは。俺はしばし、貝になろう！　ガハハ！」

　良晴が（いったいこの混こみ合った事情をどう説明すればいいのか。小早川さんを前にしてしまった以上、逃にげるに逃げられないし）と硬こう直ちよくしているところに、隆景が頰ほおを赤らめながらゆっくりと船を寄せて来た──。

「こ、小早川さん。ひ、久しぶり」

「……う、うむ。良晴も元気そうで、なによりだ」

「小早川さんと会うならば、正式な形で再会したかったけれど、これも天運なのかな。上洛戦の準備で忙いそがしいだろうに、こんなところでいったいなにを？」

「それは……ぐ、軍事機密なのだ。すまない……」

「わかった。でも、十二万石なんて領地、どこから捻ねん出しゆつしたんだ？」

「……弟の穂ほ井い田だ元もと清きよが、よ、良晴帰参のためならば自分の領地すべてを差し出してもいい、と言いつのってきているのだ」

「そういえば、あいつ、そんなことを言っていたっけ」

「いや、弟から領地を取り上げるつもりはない。き、きみの性格から考えて、最初に仕えた織田家を裏切るような真ま似ねは決してしないだろうから。私は木津川口で、前まえ田だ犬いぬ千ち代よの犬並みの嗅きゆう覚かくと明あけ智ち光みつ秀ひでのなんとしてもきみを織田家に連れ戻すという執しゆう念ねんに敗れたのだ……偶ぐう然ぜんきみと宮島で邂かい逅こうしたからといって、きみの意思を無視して無理に捕とらえたりはしない。良晴を取り戻すには、織田家に戦で勝つしかないと、私は覚かく悟ごしている。だから今は安心してほしい」

　小早川さんは相変わらず良い子すぎる、と良晴は泣きたくなった。

　木津川口で、織田家と毛利家の板いた挟ばさみとなって進退窮きわまった良晴を、隆景は敢えて突つき飛ばして手放したのだ。自分自身の幸福よりも、良晴の心を守ることを選んだのだ。どれほど辛つらかっただろうか、と良晴は胸が痛んだ。

　その小早川さんが織田家との再対決を選せん択たくしたのは、妹の幸福を願う吉きつ川かわさんたちと毛利の家臣団たちが一丸となって小早川さんの背中を押しているからだろう。だからこの両家の対決は容易には避さけられない、と良晴は思った。

　ただならぬ二人の元恋こい人びとが醸かもし出す切なくも緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きに興味しんしんなのか、今川義元が瞳ひとみを輝かがやかせながらなにかを言いたげにしているが、半兵衛と官兵衛が「しーっ」「今は二人の時間だから！」と義元の口を塞ふさいでしまった。

　利発な隆景は、良晴の身み柄がらだけを拘こう束そくしても良晴の心を取り戻すことにはならない、かえって嫌きらわれてしまう、とよくわかっていて、「良晴の身柄を確保しろ」と村上武吉に命じたい衝しよう動どうに耐たえている。

　毛利家に仕えていた時代の記き憶おくを失っていない良晴も、船から船へと飛び移って隆景のきゃしゃな身体からだを抱きしめたくてたまらないのだが、信のぶ奈なの恋人兼けん家臣という立場に戻った以上、それは容易には許されないことだった。

「俺のために、毛利家の家臣団を戦場で戦わせるのは、気が引けるな……小早川さんの身も危険にさらすことになる。なんとかして両家を和わ睦ぼくさせる道はないのかな」

「きみがいなくとも織田と毛利は決着をつけねばならぬ運命だ、きみの責任ではない。だ、だが、今回の宮島潜せん入にゆうの理由だけは知っておきたい。交戦中の毛利領に入ってきたということは、よほどの用件があるのだろう。軍事機密ならば、敢えて問わないが」

「俺たちは今、吉良網切という姫ひめ武将を追っている。織田毛利の合戦とは関係がない話なんだ──」

「やあやあ隆景！　吉良網切の事件については、このシメオンがさくっと説明しよう！　相良良晴が要する十分の一の時間と短い言葉で語り尽つくせる！」

「うむ。黒田官兵衛、きみと会うのも久しぶりだが、ずいぶん軍師らしい顔つきになったな。頼たのむ」

　かくして。

　風魔とともに大国主命の復活を企たくらむ吉良網切。その暗あん躍やくについて知らされた隆景は、

「大国主命が今さら蘇よみがえるとも思えないが……危険な予感がする。織田信奈ときみが天岩戸開きの奇き跡せきを否定することで人間の時代が到とう来らいした今、またしても神々の時代に逆行されては困るな。至急、杵築きづきの大おお社やしろの警護を固めさせよう」

　と眉まゆを下げながら、

「だが瀬戸内の海を通す以上、通行税は取らなければならない。これは村上海賊の掟おきてだ」

　と告げていた。

「そうだな。金銀なら、あるぜ。義元ちゃん、支し払はらいを頼む！」

「承知いたしましたわ。それにしても小早川隆景さんは、なかなか人間のできた娘むすめさんですこと！　爽さわやかですわ！　ご褒ほう美びに花丸扇子せんすをあげますわよ！」

「……要いらない。なんだお前は。なぜ良晴と船旅をしている。まさか良晴の新しい愛人なのか。返答次し第だいでは──宮島沖おきに沈しずめる」

　ゴゴゴゴゴ。隆景が一転して「冷血の将」の視線を義元に送るが、メンタル最強の義元は隆景の凄すさまじい嫉しつ妬と心を華か麗れいにスルーしている。

「待って、待って小早川さん！　俺は浮うわ気きしたりしないよ！　彼女は、将軍の今川義元ちゃんなんだ！　吉良網切とは旧知の仲なんだ」

「それでは、良晴と婚こん約やくしたと噂うわさの偽将軍ではないか。ほんものの将軍さまは毛利家に居候いそうろうしているのだぞ。世を乱す不ふ埒らち者は、宮島沖に沈めて」

「しまった藪やぶ蛇へびに!?　待ってくれ小早川さん！　俺と半兵衛官兵衛には甘いのに、どうして義元ちゃんにはそんなに厳しいんだ!?」

「そこの二人の子供は良晴と旅をしてもいいのだ。子供だから。しかし、この女はダメだ。胸がでかくて、色気がある……良晴を、惑まどわす」

「まあまあ、そう仰おつしやらずに。わらわは今、相良良晴を巡めぐる姫武将たちの対立を平和裏りに解決すべく、安あ土づち城を相良良晴の妻と愛人たちの『はぁれむ』にする計画を進めているのですわ。そうですとも、一夫一妻にこだわるから戦いくさが終わりませんのよ。この男ほどの英えい傑けつともなれば、妻は何人いてもいいのですわ。当然正妻は、わ・ら・わですが、あなたにも『今いま明石あかしの君』として安土城内の愛人館やかたをひとつ差し上げますわよ？」

「……そ、それは名案だな。よ、良晴と安土でともに暮らせるならば……いや違ちがった。なんという不埒な。な、なぜ私が大毛利家を織田家に屈くつ服ぷくさせてまで安土城で愛人生活を送らねばならぬのだ。戦に負けたならともかく、戦わずして降こう伏ふくなど、亡なき父上や兄者の志を継ついだわれらにはあり得ぬ。良晴。この女を、今すぐ海底に沈めてもいいだろうか？」

「待って、待って小早川さん！　義元ちゃんは浮うき世離ばなれした風流な姫だから、戦国時代と『源げん氏じ物もの語がたり』の昔を区別できないんだ！　半兵衛官兵衛、早く村上さんに通行税を支払ってくれ～！」

「まあまあ。お家が滅ほろぶも栄えるも最終的には時の運ですわよ？　そしてその時の運は、織田信奈さんに」

「うるさい、黙だまれ」

「ほんとに、お硬いお方ですわねえ。ひっそりとした愛人暮らしを好まれそうなお人ですのに」

　この時、半兵衛と官兵衛が船室に積んでいた宝箱の蓋ふたをようやく開き、そして「ひい」「げえっ」と悲鳴をあげていた。

「あんなにたっぷりとあった金銀が……ありません！　空っぽです!?」

「おかしいぞ。泥どろ棒ぼうに入られた形けい跡せきはないよっ？」

「おーほほほ。どうやら、わらわの贅ぜい沢たく三ざん昧まいが祟たたって、道中できっちり全額使い果たしてしまったようですわね！」

「なんだってー!?　義元ちゃん？　信奈からあれだけの金額をせしめておいて、どうやればこの短期間に使い尽くせるんだーっ!?」

　どうする小早川のお嬢。まさか四人とも縛しばって海の底に沈めるわけにもいかねえし、かと言って小僧たちをこのままタダで通しちゃ村上海かい賊ぞくは面子メンツ丸まる潰つぶれだ、と村上武吉がため息をついた。

「路銀を使い果たした偽にせ将軍を海に沈めて、それで手打ちにするかお嬢？」

「……困ったな……女の子を沈めると、良晴に嫌われる……」

「あわわ。村上さん、待った！　安芸宮島に、未来の料理人である俺が、名物料理を伝える！　その名物料理の販はん売ばい権を通行税の代わりということにしてくれーっ！」

「安芸宮島の名物料理？　安芸にはもう、カキという名物料理があるぜ小僧」

「カキは季節ものだろ？　生ものだから、土産みやげにもならないしな！　だから俺が、年中生産できる『お菓か子し』の製法を伝える！　こいつは、今は互たがいに城下町を開発しあって、どちらが中国地方一の町になるか激しくしのぎを削けずっている安芸と岡おか山やまの間に、未来永劫逆転不可能な絶対の格差をつける名物料理だーっ！」

　宮島の名物。島を彩いろどる赤い紅葉もみじの森を見つめながら、隆景がうなずいていた。

「……たしかに近ちか頃ごろ、宇う喜き多た直なお家いえが必死に岡山を町まち興おこししている。大毛利家としては絶対に負けられないが、安芸には決め手となるご当地土産がない。なにしろ宇喜多には、有名な吉き備びの桃もも太た郎ろう伝説と、そして黍きびだんごという切り札が」

「あの無敵の黍だんごに勝てるお菓子があるのか、小僧？」

「ある！　宮島名物の紅葉をかたどった『もみじまんじゅう』だ！　これで岡山は四百年先の未来まで広ひろ島しまに勝てなくなるが、宇喜多のおっさんには内ない緒しよにしてくれよ！」

　隆景が「わかった、私は良晴を信じている」と小さくうなずき、そして、

「た、ただし今夜は、私と同じ宿に泊とまってほしい。織田家から来たきみたちが毛利領内でそこいらの宿に素す泊どまりするのは、か、かえって、危険だ」

　と照れ照れになりながら、手を伸のばして良晴の着物の裾すそを摑つかんでいた。

　良晴は（俺の理性、一晩保もつだろうか）と眩暈めまいとどうしようもない胸のときめきを覚えながら、「わかった」と答えていた。




　　　　※




　まさか良晴が小早川隆景と再会しているとは知らない信奈は、安土城に「織田家七しち福ふく妹まい」の候補生たちを集めてお茶会を開いていた。

　近頃、長なが浜はまを賑にぎわしている「相良妹軍団」に負けたくないという対たい抗こう心と「独身の男どもを釣つり上げる妹軍団は商売になるわ！　銭ぜによ！　銭儲もうけよ！」という合戦よりも銭が大事な織田家の人間としての習性が、対上うえ杉すぎ戦の準備で忙しいはずの信奈を突き動かしている。

　時は戦国。織田家の領土は広がり、目の前に迫せまる敵は上杉謙けん信しん。さすがに七人全員は集められなかったが、ともかく、安土に集まれる面々がやってきている。

「みんな、よく来てくれたわね。実の妹はいなくても、これだけ妹分がいるわたしってなかなかに家族運がいいのかも、ふふっ。今回は、織田家七福妹軍団結成と同時に売り出す新たな安土名物候補として、『赤こんにゃく』を開発したわ！　味見してちょうだい！」

「舞ぶ台たい挨あい拶さつで中心に立つ織田家七福妹の隊長は、この姫こと滝たき川がわ一かず益ますちゃんでよいの？」

　吉良の罠わなに引っかかって八頭身美女になってしまった一益が、あぐらをかいたまま、赤こんにゃくをもぐもぐと頰ほお張ばる。有楽の催さい眠みん術にかけられ、吉良と有楽が裏で結けつ託たくして陰いん謀ぼうを進めていることをすっかり忘れてしまっているのだ。

「……見た目は派手じゃが味がない。ただのこんにゃくのようじゃ」

「色をつけただけだから、当然でしょ。これを、琵び琶わ湖こでしか獲とれない珍ちん味み魚の刺さし身みと称しようして高値で売りつけるのよ。脂あぶら身みが少なくて美容にいい健康にいい、しかも高価な魚だと言い張ればまんまと騙だませるはずよ、ふふふ」

「あくどい。さすがのぶなちゃん。あくどいのじゃ」

「って、左さ近こん？　なんであんた、わたしより年上になっているわけ!?　どうして急に成長したの？　その膨ふくらんだ胸はなによ？」

「……はて、どうだったかの？　目が覚めたら背が伸びておった」

「なによそれ、どういう術を用いたの？　甲こう賀がの究極奥おう義ぎかなにか？　育ちすぎて『姉』にしか見えないじゃないの。で、で、でも、この六りくと見まがうばかりの胸は、いいわね……わたしにもこっそり教えてちょうだい。身長はもうじゅうぶんだから、胸だけ成長させる術は、ない？　お、お、おっぱい大好きな、さ、さ、サルの趣しゆ味みに合わせたいから言っているんじゃないのよ？」

　ちょっと待って！　これは怪あやしいわよお義ね姉えさま！　偽乳よ、詰つめ物に違いないわと叫さけびながら、信奈の数少ない正式な義妹・蒲生がもう氏うじ郷さとが一益の胸をむんずとわしづかみにした。

「こら、やめい。痛いのじゃ！」

「がーんっ!?　この手て応ごたえ、この感かん触しよくは……ほっ……ほんものっ……!?　私の胸の十倍以上の大きさだわ!?　くっ、悔くやしいっ！　織田家七福妹の隊長はこのレオンしかいないと信じていたのに！　忍にん術じゆつを使って化けてまで男どもに媚こびるだなんて、卑ひ劣れつよ！」

「ふふふ。これも、日頃善行を積んできたご褒美なのじゃ。あづっちーよ、そちは舞台挨拶の際に列のいちばん隅すみっこでぷるぷる屈くつ辱じよくに震ふるえておるがよい。なんなら、鯰なまずの着ぐるみを着たまま出演してもよいぞ」

「『あづっちー』言うな！　そんなにしてまで男どもの視線を集めたいのっ!?　これはお義姉さまに対する裏切りだわ！　恋こいも男も捨てて『姉妹しまい愛』に殉じゆんじるという妹道を外れているわ！」

「織田家七福妹に、れっきとした義妹にあたるお市いちさまが選ばれていないのは、人妻だからかな～お姉ちゃん？」

　もっとも警けい戒かいしていた一益はこれで完全に封ふうじたでござるとばかりに、お茶を「しゃかしゃか」と点たてながら織田有う楽らく斎さいが朗ほがらかに笑った。

「お市は美人だけれど、勘かん十じゆう郎ろうの奥方で、しかも三人の子持ちでしょ？　最近の男どもは露ろ璃り魂こんが多いから、人妻の魅み力りよくが伝わりにくいらしいのよね……だいいち姉が独身なのに妹が子持ちじゃ、設定の整合性がね。妹軍団は年ねん齢れいの幼さと恋れん愛あい禁止の処女性で押し出すんだから、ブレちゃうわ」

　姉より背が高い妹というのも一人くらい欲しかったけど、なぜか左近の背が伸びたから、まあいいわ、と信奈が赤こんにゃくをかじりながらうなずいた。

「……胸なんて、ただの飾かざり……」

「ほ～ら犬千代。赤いういろうをあげるわ、早く乙女おとめになりなさい」

「……それは、こんにゃく」

　無口・ノーリアクション・無表情の三さん拍びよう子し。舞ぶ台たいでもこの調子だと見物客が苦情を言いだすのではと早くも危き惧ぐされている前田犬千代が、信奈が差し出したこんにゃくに「ぱくっ」と食いついた。

　そしてこのお茶会には、信奈の妹分が、あと二人。

　松まつ平だいら元もと康やすは相変わらず武たけ田だ信しん玄げんにケンカを売られていて泣きながら対たい陣じん中なので、来られなかったが──。

「帰き蝶ちようは人前に出たことがないの。うまく踊おどれればいいけど、お姉ちゃん。でも、艶つややかな踊りよりも銃じゆう撃げき・剣けん戟げきのほうが帰蝶は好き。舞台の上で、鉄てつ砲ぽう撃うっていい？」

「ダ～メよ、お濃のうはわたしのような乱暴者になっちゃダメなの」

「むう。お姉ちゃんって過保護」

　斎さい藤とう道どう三さんの忘れ形見、「お濃」こと帰蝶。道三が美み濃のを信奈に譲ゆずった時に、義妹となった。まだ幼いし、道三の子を手放したくないし、政略結婚の駒こまにもしたくなかったので、信奈はしばらく帰蝶を人前に出さずに存在じたいを極ごく秘ひ扱あつかいとしてたいせつに育てていたのだが、織田家の膨ぼう張ちようによって無理な政略結婚を行う必要性も薄うすれ、そろそろ「織田家の妹」として天下に帰蝶を紹しよう介かいしてもいい頃だと判断したのだった。

　晩年の道三は渋しぶい悪人面づらをしたマッチョな禿はげ親おや父じだったが、若い頃は水もしたたる美少年だったという。帰蝶はその若き日の道三の面おも影かげを残した美しい姫ひめだったが、道三譲りの国盗とり魂の持ち主で「姫武将」に憧あこがれている。

　しかし信奈は、道三の血統を絶やしたくないし、帰蝶を武将にしたくない。

　そこで、帰蝶を織田家七福妹組の最年少妹となし、日ノ本の「あいどる」として売り込んでしまおうとしているのだった。

　そしてもう一人。

　尾お張わり犬いぬ山やま城主という閑かん職しよくから、摂せつ津つの荒あら木き村むら重しげ旧領を預かるという大出世を果たした信奈の乳ち姉妹しまい。

「舞台の上で武道を披ひ露ろうするなら、あたしにお任せっ！　この池いけ田だ恒つね興おきが大暴れしてやらあっ！　槍やりでも鉄砲でもなんでもござれだあっ！　ヒャッハー！」

　勝かつ家いえ以上に突とつ撃げき上等で、しかし別にたいして強くもないという、まことに武将としての使いどころが難しい池田恒興。

　信奈の乳う母ばが産んだ子である。とにかく気き性しようが荒あらい。

　放置すると勝手に突撃するので、できれば前線から遠ざけておきたい「混ぜるな危険」タイプの姫武将だった。

　信奈は、この目を離はなすとすぐに討うち死にしそうな池田恒興をできれば尾張から動かしたくなかったのだが、摂津に独力で広大な所領を獲かく得とくしていた有能武将・荒木村重が謀む反ほん騒そう動どうを起こして失しつ踪そうしてしまったので、摂津の動どう揺ようを抑おさえるために仕方なく絶対に裏切らない恒興をひとまず旧村重領に移したのである。

「勝しよう三さぶ郎ろうはもうちょっと女の子らしくしないとダメよ。さてと。左近の案では伊い勢せ神じん宮ぐう限定妹にするということだったけれど、それじゃもったいないから、安土・熱あつ田た・伊勢の三カ所を織田家七福妹の三大聖地とするわ！　人気が拡大したら、関東・東北・九きゆう州しゆう・中国にあと四カ所足して最終的には七聖地を指定し、日ノ本全土の独身男どもから集金するための機関にしてしまうのよ！　国盗りで奪うばった領土の領民を織田家七福妹に夢中にさせて、自主的にわたしに献けん金きんする便利な連中に……ふ、ふ、ふ。これで鉄砲、鉄てつ甲こう船、常備兵とどれほど銭を集めてもまかないきれない莫ばく大だいな軍事費を捻ねん出しゆつできる！　夢が膨らむわね！」

　姫の銭儲け案を盗ぬすんだ上にオゼゼまで独どく占せんするつもりじゃぶーぶーと一益が文句を言ったが、信奈は「天下布武に必要な人気取り……いえ、課税されていると民たみに気づかせない巧こう妙みような集金政策……いえ、戦乱が続いてきた日ノ本をひとつの絆きずなで結ぶ立派な文化政策なんだから、文句言わないの」とそんな一益をたしなめた。「どれがほんとなんです姉貴？」と池田恒興が首を傾かしげ、有楽が「お姉ちゃんは頭の回転が速すぎるから、思いついたことから順番に喋しやべっちゃうんだよね～」と苦く笑しようした。

「……どれも一応ほんとだけど、多た忙ぼうな姫さまを突つき動かしている最大の欲よく望ぼうは、銭儲け」

　だからあ、銭がないと織田軍団を維い持じできないでしょ犬千代、と信奈が頰ほおを膨らませた。

「わたしを守しゆ銭せん奴どみたいに言わないでちょうだいよね。鉄甲船絡がらみに予算を注つぎ込みすぎたんだわ。合戦のたびに毎回ああいう銭食い虫の『秘密兵器』に頼たよっていては、ここから先の連戦には耐たえられないのよ。あの小早川隆景と村上水軍のせいで、今の織田家の台所は大赤字なんだから」

　犬千代が「……姫さまはそれほど良晴を取り戻もどしたかった」とうなずき、信奈が「ちちち違ちがうわよっ！」と即そく座ざに切り返し、そして帰蝶が「父上もお姉ちゃんも、武家というよりは商売人みたい」とため息をついていた。

　このお茶会によってますます、「有楽が昔から織田家にいた」という洗脳を、信奈をはじめとする織田家に近しい面々が強化されていることは疑いなかった。信奈の妹分がなにかと集つどうことになる「織田家七福妹」という構想は、そういう意味では有楽にとっては願ったり叶かなったりだったのだ。




　しかし、甲賀忍しのびにして姫ひ巫み女この血を引く一益の異能力を警戒し続けていた有楽は、見落としていた。

　忍びでもなんでもないが、この種の心を操あやつる「術」が極きよく端たんに効きにくい体質の姫武将が、織田家の重臣に、いたことを──。

　その姫武将の名は、柴しば田た勝家。

　勝家には、洗脳の術が効きにくい。

　なぜならば勝家は、記き憶おく力を忘ぼう却きやく力が上回り、催眠術の効力が長続きしない体質！

　つまり、バカなのだった。

　対上杉謙信のための北陸方面軍を指揮している柴田勝家は、熱田の大お茶会で信奈グッズの買い占しめのために全財産をはたいたあと、越えち前ぜんへ戻る途と中ちゆうに安土に立ち寄っていた。

　信奈と信のぶ澄すみの実母である土つち田だ御ご前ぜんに会うためである。

　土田御前は、かわいがっていた信澄が信奈に反旗を翻ひるがえした「稲生いのうの合戦」以来、信奈とは滅めつ多たに顔も合わせぬほどに不仲になっていたが、近ちか頃ごろようやく重い腰こしをあげて尾張から安土へと移住していたのだ。

「お久しぶりです、土田御前さま！　浅あざ井い家・朝あさ倉くら家を姫さまが滅ほろぼして以来の再会となります。あの折にはずいぶんとご立腹しておられましたが……めでたくも、ようやく安土城下に。姫さまとの和解も近いですねっ！」

　土田御前は「勘十郎を女装させて浅井家に嫁とつがせたあげく、その浅井家を攻せめ滅ぼした際に勘十郎に北近江半国を与あたえなかった吉きちを許したわけではありません」と勝家に茶を点てながら、ため息をついた。不仲な母と娘むすめでありながら、その横顔はやはりそっくりだった。

「ですが、いつの間にやら勘十郎も男に戻って妻子を持つ身となり、ゆくゆくは吉の政権を支える大国の主あるじとなる道が開けた模様。孫の顔を見せられると、いつまでも尾張に籠こもっているわけにもいかなくなったのです。勘十郎もまた近江暮らしですからね」

「まっ、孫攻こう撃げき！　さすがです、信澄さま！　どれほど不仲な親子であろうとも、『孫』という名の宝物を繰くり出されれば和解せずにはいられませんよねっ！」

「……ただ、勘十郎の妻のお市という方が何者なのか、どうも釈しやく然ぜんとしないのですが……吉とは血の繫つながらぬ妹分ということですが、まさか勝家」

「えっ？　なんでしょう？」

「……お市は、かつてそなたに預けた吉の『妹』ではありますまいね。だとすれば母親違いとはいえ、勘十郎とは同じ父親を持つ実のきょうだいということになってしまいます」

　勝家が「あっ」と冷や汗あせをかきながら、声をあげていた。

「いえ、それは違います！　お市どのは間違いなく織田家の血を引いてはおりませんので、だいじょうぶです！」

「わたくしは……将来のお家騒そう動どうになることを恐おそれるあまり、母親が違うとはいえ、吉のただ一人の『実じつ妹まい』を密ひそかに手放してしまったことを、今では深く後こう悔かいしています。思えば、あの子を手放していなければ吉のあの奇き矯きようで尖とがった性格ももう少し丸いものになっていた気がするのです。むろん勝家、そなたが人知れずあの子を織田家の外に出して、合戦とは無む縁えんの安全な仏門へ移してくれたことには感謝していますよ」

　勝家は「ははっ」と思わずこうべを垂れていた。

　信奈には、実妹はいない。

　公式にはそのはずであり、信奈自身もそう信じている。

　しかし実は、信奈の父・信のぶ秀ひでが側室の女性に産ませた「妹」が一人存在するのである。

　土田御前は、その娘が自分の子ではないからという理由で嫌きらったわけではなかった。

　だが、信秀の没ぼつ後ごに嫡ちやく子しの信奈と末っ子との間でお家騒動が起こることを恐れた。

　嫡子対末っ子の家か督とく争いは、戦国ではよくある話なのである。当人同士が揉もめるというよりも、互たがいに仕える家臣団が派は閥ばつを作って勝手に揉めるのだ。

　また、土田御前は女でありながら武将として戦場で槍働きを行わねばならない「姫武将」という存在を好きではなかった。嫡子の信奈はもう仕方がないとしても、その「妹」までをも姫武将にすることを躊ちゆう躇ちよした。ただの姫として育てられるならば問題はなかったが、信秀は精力絶ぜつ倫りん・英気潑はつ剌らつの男の中の男だったにもかかわらずなぜか子が少なく（おおむね気が強い土田御前が側室制度を嫌ったからだが）、また当時の織田家は領土が狭せまく人材面でも強大な今川家に押されており、捨て置けば希少な「妹」を織田家を継つぐ信奈の片かた腕うでとなる姫武将として育成せねばならないことは明らかだったからだ。

　そこで土田御前は「武家としての織田家が万一滅び去ったのちにも、織田家の血は残さねばなりません。勘十郎は男子故ゆえに武将にする他ほかありませんが、吉の妹だけは武家社会の外の安全圏けんへ──」と夫の織田信秀を説き伏ふせて、忠誠無比を誇ほこる柴田勝家に「妹」を託たくし、武家の世界から「妹」を遠ざけて平和な生しよう涯がいを送らせることとした……はずだったのだが、結局は、信奈と信澄の家督争いが起きてしまったことはすでにご存じの通り。

　だがここで、土田御前も勝家も予想していない事態が起きた。

　きょうだいが血を流しあうはずだった家督争いが、未来人・相良良晴の出現と介かい入にゆうによって奇き跡せき的に丸く収まったのだ。

　つまり、「いずれ家督争いが起こる」という土田御前の予測は正しかったのだが、未来人の介入までは予測できるはずがなかった。こんなことであれば「妹」を織田家から出さなければよかったのではないかと土田御前は後悔していたのだ。

　だが、勝家が万ばん全ぜんの処置をとったことで武士の身分から自由になり、戦国の世で姫武将として戦う運命を免まぬがれた「妹」を再び織田家に引き戻し、信奈が今血まみれになって続けている天下盗りの戦いの日々に巻き込むこともまた、土田御前には躊躇ためらわれた。

　むろん、信奈の「妹」を武家社会の外の安全地帯、すなわち仏寺へと送る役目を果たした勝家もまた、同じである。

　勝家は、姫でありながら天下布武という大きすぎる理想のために合戦に明け暮れる信奈の背中を見れば見るほど、痛ましくなる。

　しかし、もしも信奈に「実妹」がいれば、「姫」と「武将」という相反する二つの人生を生きねばならない信奈の苦く悩のうは半減されたのかもしれない。

「……吉には、女きょうだいがいなかったでしょう。それで、あんな粗そ暴ぼうで短気な姫ひめに育ったのかもしれませんね」

　ああ。口では姫さまを罵ののしっているかのようだけれども、この表情。土田御前さまは口には出さねど、やはり姫さまを案じておられる、母親としての愛情を抱いだいておられるに違いない。勝家は「ううう。姫さまとお母上が和解できる日を、この勝家、待ちわびております」と涙なみだぐんだ。

「土田御前さま。せめて姫さまに、従妹いとこでもおられれば！　姫さまが織田家七福妹という出し物を準備しているのも、ほんとうの妹がおられぬ寂さびしさを紛まぎらわしたいがため。天下人に近づくほどに孤こ独どくとなる姫さまが、おかわいそうです。この勝家、姫さまから妹ぎみを引き離した責任者として、切腹したくなってきました。うううっ……」

「え？　待ちなさい、勝家。吉には、従妹がいますよ？　ほら。合戦には絶対に参加しない、引きこもりの有楽が」

　この時、信奈と土田御前のすれ違いの関係で頭がいっぱいになって感かん極きわまっていた勝家は、有楽から「洗脳」を受けて記憶させられていた「設定」を、一いつ瞬しゆん忘れていたのである。が、この世の九十九パーセントの人間は、いったん有楽に施ほどこされた「設定」を忘れたりはしない。奇跡的なレベルの、記憶能力の欠けつ如じよであった。

「有楽？　はて、誰だれでしたっけ？　姫さまには従妹はおられないはず……」

「ええ？　なにを言っているのです、勝家？」

「……ああっ、そうでした！　熱田の大お茶会で姫さまの茶さ道どうの師し匠しようを務めていたのが、有楽さまだ！　あ、あれえ？　なんであたし、有楽さまの存在を、忘れて」

　土田御前はこの時、不意に気づいた。

　勝家ほど信奈に忠誠と愛情を捧ささげている姫武将が、わたくしに命じられたこととはいえ心ならずも吉から「妹」を奪ったことをずっと悔くいて自分を責めている勝家が、吉の従妹の存在を忘れるはずがない、と。

　有楽という従妹は実在するはずだった。しかし、土田御前の心の片かた隅すみでも、なにかがおかしいというわずかな違い和わ感かんはあったのだ。勝家の見事な忘却っぷりが、その違和感を、確実なものとしてくれた。

「……あれっ？　あれれ……あれええええっ？　あっ、あたしにはよくわからなくなってきました!?　姫さまには従妹はいなかったような……織田家には信奈姫以外に姫はいないと、長なが秀ひでも言っていたはず……そもそも実の従妹がいるなら、浅井長なが政まさが婚こん姻いん同盟を申し出てきた時に有楽さまを浅井長政に嫁とつがせておけばよかったわけで、信澄さまをわざわざ女装させて偽にせの妹に仕立て上げる必要など……」

　そう。

　かつて相良良晴が、ムキーと焼き餅もちを焼いて長政と信奈の政略結婚を阻そ止ししようとしていた時に、「信奈には妹がいる」と言いだしたことがあった。

　あの時、勝家は（なんで姫さまに「妹」がいることを知っているんだ？　バレてるのか？　まさか、こいつが未来人だからか？）と慌あわてて、「ひ、姫さまには妹ぎみはいらっしゃらない！」と冷や汗をかいたのだった。

　結局、良晴は「そうか、信奈に妹はいないのか」と納なつ得とくしたらしく、信澄を女装させて長政に嫁がせるという詐さ欺ぎみたいな真ま似ねをいたずら好きの信奈がやらかしたわけだが……。

「あ、あれれ？　なにからなにまで、微び妙みようにおかしいですよ！」

　土田御前が「勝家、耳を」と勝家を招き寄せ、「有楽の目的はまだわかりません。吉を暗殺しようとしているのではないでしょう。暗殺が目的ならば、これまでいくらでも機会はあったはず。ですが、有楽が吉の『妹が欲しい』という想おもいを利用して織田家に入り込んできた偽にせ者ものだとすれば、有楽にとって邪じや魔まになる吉のほんものの『妹』が心配です。もはやあの子に会う資格はないと思うておりましたが……あの子の安否を確かく認にんしてきてください。幸運にも無事でしたら、有楽一派に発見されて始末される前に、あの子の身み柄がらを確保してください。その結果、吉とわたくしとの関係がさらに悪化しようとも、構いません」と目に涙を浮うかべて頼たのみ込んでいた。

　勝家は（油断だった。織田家の本ほん拠きよ地ちである尾張の寺ならば安全だと油断せず、ずっと妹ぎみを見守り続けるべきだった）と唇くちびるを嚙かみしめながら、「御ぎよ意い」とうなずいた。

「この勝家が、ただちに調べて参りますっ！」




　　　　※




「宮島といえば、唐から国から来た弁才天と九州から来た『海の女め神がみ』宗像三女神を祀まつる厳島神社が有名だが、もともとは『山の神』大おお山やま祇つみの神かみを祀るこの大おお元もと神じん社じやこそが宮島古来の神社なのだ、良晴」

　夕暮れ時──海上に浮かぶ大鳥居を一望できる神社の境けい内だいで、小早川隆景は「みゅーんみゅーん」と懐なついてくる鹿しかたちにせんべいを配りながら、目を細めていた。隆景と二人きりになった良晴は、胸の鼓こ動どうを抑おさえられない。

「や、『山の神』、大山祇神？」

「宮島の土着神で、素戔嗚尊の義父にあたる。つまり、やまと御ご所しよの東とう征せい以前から瀬戸内におわした国津神だ」

「えっ、出雲に迎むかえられた素戔嗚尊の舅しゆうとが、大山祇神？　この宮島の神!?」

「そうだ。宮島といえば海の神という印象が強いが、厳島神社が有名になる以前から、宮島は島の中心にそびえる霊れい山ざん・弥み山せんにおわす山の神を祀ってきたらしい。弥山の山頂には、どうやって運んだのかわからない巨きよ石せき・磐座いわくらがたくさんある。おそらくは『原日ノ本人』とも言うべき人々が山と磐座を崇あがめていたのだろう」

「……そういえば以前、吉川さんと山登りをして見物したような。縄じよう文もん文明ってやつかな。未来の日本では、もともと日本列島には縄文文明という先住民族の文明が存在して、そこに海の向こうから弥生やよい人じんが渡と来らいしてきて縄文人と徐じよ々じよに融ゆう合ごうしながら国を作ったとされている。高たか天まが原はらから畿内への遷せん都と神話や、日本やまと武たけるの尊みことの熊くま襲そ征せい伐ばつや東征の神話は、そういう史実が反映されているのだとか」

「縄文という言葉は初耳だが、やまと御所の建国神話は、国津神から天あま津つ神かみへの国譲ゆずりが主題になっているのは間違いない。天照大神の弟・素戔嗚尊が高天原から追放されたあと、国津神の国・出雲に亡命して大山祇神の娘むすめを妻に迎え、素戔嗚尊の子孫が国津神の大王・大国主命となったのだから、この宮島ももとは国津神にとって重要な聖地だったのだろう。その一方で、厳島神社が祀っている宗像三女神は、北九州を起源とする。やまと御所の東征とともに、あとから入ってきたのだ。だが両者は互いに対立することなく、こうしてそれぞれが同じ宮島で祀り続けられているというわけだ。実に八や百お万よろずの国・日ノ本らしい和なごやかな風景だな。ふふ」

「小早川さんは、なんでも詳くわしいなあ」

　しかし良晴、きみはもうこれ以上国津神の宝具の事件にはかかわらないほうがいい、と隆景はそっと良晴の袖そでを引きながら警告していた。

「でも、吉良網切を止めないと。あの子は今川家での人ひと質じち暮らしがこたえたのか、かなり捨て鉢ばちになってるんだよ。放ほうってはおけない」

「きみらしいが、もう神々の時代は終わったのだ。きみと織田信奈が三種の神器を用いて開いた天あまの岩いわ戸とを『潜くぐらなかった』瞬間から、日ノ本の歴史は人間の時代へと移り変わった。今の世ではもう鬼おにや怨おん霊りように以前のような力はないのだから、大国主命の怨霊をただ封ふう印いんから解き放って復活させても、実体がない以上なにもできないはずだ。首しゆ謀ぼう者しやは、われらがまだ見破っていないなんらかの策を隠かくし持っている」

「……首謀者か。たしかに吉良は誰かに駒として動かされている。首謀者は、いったい誰なんだろう？　北ほう条じよう氏うじ康やすが吉良に風魔を貸し出すという形で一枚嚙んでいるのは間ま違ちがいないが、彼女はいつもの調子でただ織田家を引っかき回したいだけだろうし。『なんらかの策』ってなんだ？」

「わからない。だが、三種の神器が発動した時の経けい緯いといい、悪い予感がするのだ。きみの身に危険が迫せまっている気がする。どうしても行くというのならば、出雲の杵築大社を守る巫み女こたちに、私から書状を書いておこう。吉良網切を近づけず、良晴に協力するようにと。織田家と毛利家は合戦中だが、この吉良の件は両家共通の……いや、全日ノ本共通の問題で、争っている場合ではないのだから」

「じゃあ、例のガスパールが首謀者なのか？」と良晴が首を傾かしげ、隆景が「いや、それはない」と断言した。なぜ断言できるのかはわからないが、小早川さんほどの智ち者しやがそういうのならば間違いないのだろう、と良晴は納得した。

「小早川さん。明朝、俺たちはすぐに出雲へ出立する。小早川さんも一いつ緒しよに来てくれないか？　なんといっても杵築大社には小早川さんがいちばん詳しいんだし。たしか、いずれ調査するって言っていたよな？　ほら、俺が毛利家に仕官していた頃ころに。杵築大社を、天岩戸開きに用いることができるかもしれないって」

「わ、私が？　そ、それは、その……光栄だが……お、織田信奈が怒おこるのではないだろうか？」

「だって、全日ノ本共通の問題なんだから」

「……織田家と毛利家の合戦をなし崩くずし的に終わらせたいのだな、良晴。気持ちは嬉うれしいが、今は無理だ、すまない」

「……ダメか。そ、そうだな。俺も、小早川さんと旅を続ければ、ぐらりと気持ちが揺ゆらいで信奈を裏切るかもしれない……すでに、義元ちゃんの温泉攻こう勢せいで日々ぐらついているというのに」

　今川義元め。必ず海に沈しずめる……と思わず隆景が念を込めた声でつぶやき、良晴が思わずびくっとなった。

「な、なんでもない、忘れてくれ良晴。わ、私と織田信奈は今、天下ときみを奪うばい合って戦っているが、それは両者が同じ夢を見ている、同じ舞ぶ台たいに立っているということでもある。横紙破りをすれば、両者の戦いは成立しなくなってしまうのだ──戦国の世を終わらせるには、天下をうかがう両りよう雄ゆうが同じ価値観を共有して、そして雌し雄ゆうを決するしかないのだ、良晴。しかし武田信玄と上杉謙信は、織田信奈とは価値観が違う。織田信奈と雌雄を決することができる敵将が──つまり私が、必要なのだ」

「同じ、価値観……？」

「武田信玄は『戦国最強』という純じゆん粋すいな強さを目指している。上杉謙信は知っての通り人心が乱れた戦国の世に、失われた『義』を貫つらぬこうとしている。あの両者は、それぞれ戦略最強・戦術最強を誇ほこる天下の英雄ではあるが、足あし利かが幕府体制の復活あるいは継けい承しようという以上の構想は描えがいていない。『天下布武』、すなわち疲ひ弊へいした足利幕府という旧来の価値観を超ちよう越えつし戦乱の日ノ本に平和をもたらす新たな国の仕組みを作る具体的な構想を抱いだいている『天下人』は、ただ一人。織田信奈だけだ」

　私の兄者にも、おそらく、天下人としての構想があった。しかし、残念ながら兄者はもういない……そして織田信奈が地上に残った。きみが織田家に最初に仕官したのも、天意なのだろう、と隆景は寂さびしげにつぶやく。

　良晴は、思わず隆景の肩かたをそっと抱だき寄せていた。

「……小早川さん？　きみはそこまで信奈を理解していて……それじゃあ、なぜ信奈と手を携たずさえないんだ。まさか、織田家に俺がいるせいで」

「い、いや、私はそんな私心で国の大事を見誤る愚おろかな女ではないぞ。応おう仁にんの乱のようなただの権力争いのための戦いを繰くり広げていては、乱世の堂どう々どう巡めぐりが続くばかりだ。決戦によって、人々の心を変えねばならないのだ。来たるべき織田家と反織田家連合の決戦で勝ち残った者が『天下人』となり戦乱の世を『終結させる』資格者なのだという認識を、全日ノ本の武士にも民衆にも強く意識させねばならない。織田信奈自身がその理想を唱えても、反織田家勢力の武士たちや領民には、織田信奈がなにか途と方ほうもない野望に憑つかれているとしか思えないだろう。だから──私が、その役目を果たす。良晴」

「小早川さんはそれじゃ、敢あえて信奈に敗れるために戦うというのか？」

「そ、そうではない。わ、私はそこまでお人ひと好よしではない。大毛利家を姉者とともに支える冷血の将なのだぞ……わ、私が勝てば……織田信奈の構想を私が毛利家の名のもとに引き継つぎ、生しよう涯がいを懸かけて実現させよう。その時こそ、きみを毛利家に男気復帰させる時だ」

　きみはもはや一個人ではなく、天下人を補ほ佐さする未来人という重要な立場にある。だからここで織田信奈と戦わずしてきみを横取りしてはダメなのだ、と隆景は唇を嚙みしめていた。

　隆景は、天下安あん寧ねいのためならば、良晴にすがりついて「行かないでほしい」と泣いてしまいたいという自分の感情を抑えて無私の精神を貫く強さを持っている。それはきっと亡なき兄・隆たか元もとから継いだ強さなのだ。本来の小早川さんは戦いくさで人の命を散らすことがなによりも嫌きらいな、ごく普ふ通つうの優やさしい女の子なのに、と良晴は思った。しかし、そんな彼女だからこそ、記き憶おくを回復した今もなお、良晴は隆景に惹ひかれてやまないのだろう。

「わかったよ。小早川さんの意志を尊重する……でも俺はあきらめないぜ。小早川さんと織田家、どちらも滅ほろぼさずにこの乱世を終わらせてみせる」

「ふふ。良晴らしいな。案外、今川義元が言いだした安土城はぁれむ化計画が、天下布武の最後の仕上げとして有効なのかもしれない」

　いやそれはないから、と良晴は頭をかいていた。

「良晴。きみには、出雲の試練を潜り抜ぬけてもなお、次の試練が待っている。その試練は、毛利家が……私がきみに与あたえるものかもしれない。しかしそれは、きみが戦国日ノ本の真の英雄に成長するために必要な試練なのだ。許してほしい」

「小早川さん？」

「……いつか。なにもかもが終わったら……戦国の世が終わったら、きみの胸にすがりついて泣いてもいいだろうか」

　ああ。その時が来たら、と良晴は答えていた。小早川さんは強いな。俺自身が今ここで泣きたい気分だ……日陽に照らし出されて海上に浮かび上がる大鳥居を見つめながら、良晴は思った。




　日が落ち、夜となった。

　良晴は宿の角部屋を与えられ、「婚こん前ぜん旅行なのですから同どう衾きんいたしますわ」と粘ねばる今川義元から引き離はなされていた。

　夕食のあと、小早川隆景と義元の間で部屋割りを巡る激しい交こう渉しようが続き、良晴と半兵衛官兵衛が「もみじまんじゅう」の試作を厨ちゆう房ぼうで行っている間も二人は一いつ触しよく即そく発はつだったらしい。

　とにかく、今夜は義元ちゃんの「逆夜よ這ばい」はなさそうだ、と良晴は久々に寝しん台だいの上で脚あしを伸のばしていた。

（義元ちゃんってああいう性格だからどこまで本気でどこから冗じよう談だんなのか判別しがたいんだけど、温泉に閨ねやにと隙すきあらば迫ってくるんだよな～。もしかして、俺と本気で祝しゆう言げんを挙げるつもりなんだろうか？　しかも、安土城を俺のはぁれむにしようなどと。どういうつもりなのだろう。いちど二人きりで真ま面じ目めに話し合わないといけないんだけど、二人きりになるとくっつかれてあの大きな胸を押しつけられるので、俺の理性が……はぁ）

　小早川さんと同じ宿に泊とまっているというのに、大だい賢けん者じやへの道はまだまだ遠いな、と良晴がため息をついていると。

「おーほほほ。隆景さんの監かん視しの網あみをようやく抜けられましたわ！　相良良晴、天下布武のためにわらわと今宵こよいこそ結ばれなさい！　はぁれむを既き成せい事じ実じつ化する絶好の機会ですわよ！」

　足あし下もとから、寝間着姿の義元が這はい上がってきた！

「どどどこから入り込んだんだよっ!?」

「隆景さんもまもなく、わらわが部屋を抜けたことに気づき、押しかけて参りますわね。わらわはともかく、隆景さんとそなたとが同衾できる機会はこれが最後かも。いっそ、二人まとめてそなたの恋こい人びとにしてしまいまし」

「なにを言うだァーッ!?　信奈に、俺を斬ざん首しゆさせるつもりなのかーっ!?　まさか織田家を内部から崩ほう壊かいさせるために？」

「まあまあ。わらわをそんな悪女だと思っているの？　哀かなしいですわね。逆ですわ逆。すべては信奈さんが目指す、天下布武事業達成のため♪」

「悪いが、常人の発想では理解しがたい。俺の暮らした未来では一夫一妻が常識だったし！」

「こほん。良晴。きみに恋した各国の姫ひめ大名たちを安土城で仲良く同居させることで、戦い続ければ何年もかかる天下布武への道を短縮し、戦で死ぬ者の数を大おお幅はばに減らそうという今川義元の鷹おう揚ようすぎる目もく論ろ見み、私にはおおかた読めてきた。そもそもこの義元の神社巡りの旅じたいに、そのような目的があったのだ……だが、毛利家の安あん泰たいのために私自身が良晴の恋人の一人として安土城のはぁれむに住まうという義元の構想、乙女おとめとしてうなずけぬ。この浮うき世離ばなれした偽にせ将軍はやはり、海に沈めておいたほうがいい」

「そうか。小早川さん。義元ちゃんは実は真面目にそういう構想を抱いて……って、どうして小早川さんまで俺の寝台の上に～っ!?」

「よ、義元を追いかけてきたら、こうなっただけだ。わ、私は決して、織田信奈を出し抜いて殿との方がたの寝室に夜這いなどかけない」

　今、無防備に寝ね転ころがっている良晴の右みぎ腕うでには今川義元、左腕には小早川隆景。

　義元は強力な武器である豊かすぎる胸を容よう赦しやなく押しつけてきて「さすがは隆景さん、まつりごとのみならず恋の道にかけても智者ですわね！　わらわの風流構想の全ぜん貌ぼうには、半兵衛官兵衛さんですら気づかなかったのですわよ、天あつ晴ぱれですわ！」と高笑いするし、隆景は「黒田官兵衛は恋を知らぬから気づいていない。だが竹中半兵衛は気づいているが黙だまっているだけだ。あの娘むすめ、良晴を困らせまいと自分の想おもいを押し殺しているが、あわよくば隙をついて自分も良晴のはぁれむの末席に加わろうと少しだけ悪心を抱いている。義元、このままではお前のせいで半兵衛と良晴の仲までややこしくなってしまう。やはり宮島の海に沈め」と嫉しつ妬とと殺気に満ちた視線で義元を睨にらみながら、頰ほおを赤らめてそっと良晴の腕に自分の胸を──押しつけようとしたが、やはり羞しゆう恥ち心しんが優まさったらしく、遠えん慮りよして押しつけられない。良晴は感激した。しおらしい小早川さんはかわいすぎる。守りたいと思わずにはいられない。だ、だが、肉食系の義元ちゃんは俺の雄おすとしての本能を直ちよく撃げきする──！

「とととにかく、三人で同衾は無理だから！　俺の理性が崩壊する！　義元ちゃん、はぁれむ化計画についてはまたこんど！　信奈を交えて！」

「まあまあ。あの恐おそろしい信奈さんとわらわを一いつ緒しよに閨で相手にしようとは、さすがは天下一の男ですわね！　天晴れな勇気ですわ、おーほほ！」

「そうじゃなーい！」

　困こん惑わくした隆景が「こ、困らせてすまなかった良晴。この女、ぐるぐる巻きに縛しばる」と義元の首根っこを摑つかんで、引きずっていった──。




　翌朝。

　毛利領内の通行手形を得た良晴一行が、船で宮島を出立したのち。

　村上武吉が、厳島神社の舞台から良晴を見送っていた隆景に、そっと声をかけていた。

「お嬢じよう。昨夜ゆうべのうちに、相良の小こ僧ぞうと結ばれちまえばよかったのによ。あいつはひょうげているが、恋に関しては糞くそ真ま面じ目めだ。既成事実を作り子を儲もうければ、織田信奈が相手だって押し切れた」

「……村上武吉。そのような裏切りをしでかした良晴は、もう良晴ではなくなってしまう。正直に言って、私は、本来ならば良晴となにごともなく一夜を過ごして耐たえきれるほど強くはないが……蛇おろちの比ひ礼れが、かろうじて私を押しとどめた」
















「そうだな。宮島に沈むという十と種くさの神かん宝だからのひとつ、蛇比礼。俺たちゃ、そいつを引き上げるために宮島に来ていたんだよなあ。そこに小僧が現れるってのも、妙みような偶ぐう然ぜんだぜ」

「神話にいわく、命を狙ねらわれていた大国主命は、地上から去った素戔嗚尊が治める死者の国、地の底にある『根の国』に身を潜ひそめた。素戔嗚尊は大国主命を葦あし原はら色し許こ男おの神かみと呼んで蛇へびだらけの石部屋に閉じ込めたが、大国主命に恋をした素戔嗚尊の娘むすめ・須す勢せ理り毘び売めの命みことが彼を救うために『蛇の比礼』を大国主命に与えて、蛇の襲しゆう撃げきから大国主命を守ったという。その『蛇の比礼』こそが、十種神宝のひとつ、宮島の海底に眠ねむる蛇比礼──」

　蛇とは、日ノ本の先住民族が崇あがめていた山と大地と水の神。

　十種神宝とは、天津神以前に日ノ本を治めていた国津神の末まつ裔えいである物ものの部べ氏がかつて管理していた宝具の総そう称しようである。

　国津神の宝具のうち最重要だった剣つるぎ、素戔嗚尊が八や岐またの大蛇おろちなる蛇神から手に入れた草くさ薙なぎの剣つるぎはやまと御所にもたらされて三種の神器のひとつとなったが、蛇比礼をはじめとする十種神宝は物部氏とともにこの国の歴史から消されたのだ。

　隆景は、

「草薙剣による天岩戸開きと、諏訪の甲賀三郎伝説を再現した良晴が、私の策によってこんどは蛇比礼を与えられ、九州を彷徨さまよわねばならないとは。だが、出雲にさえ行かなければ、問題はなかったはずなのだ。私はただ、この戦国の世に独りぼっちで召しよう喚かんされて彷徨っている良晴に、ご先祖と……相良家の人々と巡り合ってもらいたかったのだ。むろん、全九州を織田家との決戦に参加させねば天下に平安は訪おとずれない、そのために良晴に敢えて九州を漂ひよう流りゆうして試練の旅をしてもらわねばならないという軍師としての苦く渋じゆうの選せん択たくでもあるが……私はガスパールの企たくらみなどすでに見破っている。良晴ならばガスパールに勝てると信じている。だが、そのガスパールですら絡からんでいないこの謎なぞめいた出雲行きはやはり、阻そ止しするべきだったかもしれない」

　と、ため息をついていた。

　天下布武という全日ノ本人を救う未来をたぐり寄せるために、外ほかでもない良晴に非情の試練を与えねばならない。須勢理毘売命は大国主命を救うために蛇比礼を与えたのに、私は……そう思うと、小さな胸が張り裂さけそうだった。

「ガハハ。あいつならば、きっと出雲に待ち受けている苦難だって乗り越こえるさ、心配するな。相良良晴にはよ、敵がいねえんだ。すべての日ノ本人が、あいつにとっては同じ国に生まれ育った仲間であり友なんだ！　だから、問題ねえ！　お嬢が惚ほれた良晴を信じろ！」

「……そうだな、武吉。だが私が蛇比礼を長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちかに渡わたして良晴を遭そう難なんさせようとしていると知られたら、良晴に嫌われないだろうか……」

「そんなわけがあるか。ご先祖さまに会わせてもらえたことを感謝するさ。ほれ。良晴が焼いてくれた『もみじまんじゅう』だ、食え。お嬢。宮島の紅葉もみじを眺ながめながら、もみじ形のまんじゅうをいただく。こいつは流は行やるぜ！」

　武吉から手て渡わたされたもみじまんじゅうを頰ほお張ばりながら、美お味いしいな、と隆景は目を潤うるませてつぶやいていた。

「日ノ本に限らず英えい雄ゆうってのは、遭難するもんなんだぜ。源氏だって須す磨まや明石をさすらったんだし、南なん蛮ばんにも『オデュッセウス』の遭難神話ってのがあるとガスパールの野や郎ろうから聞いた。試練の旅を乗り越えて、遭難を冒ぼう険けんへと昇しよう華かしてこその英雄だ。奴やつならば、戦国日ノ本を救う英雄になれる。お嬢」

「……熊くま襲そ征せい伐ばつから東国遠征へと西に東に冒険を続け、英雄となった日本武尊は、しかし、ついに大和やまとへと生きて戻もどることはできなかった。どれほどの栄光と武功を手に入れても、日本武尊の心は最後まで、愛する故郷・大和にあったというのに。良晴がもし、二度と安土の織田信奈のもとへ戻れなくなってしまったら……私は、悔くやんでも悔やみきれない」

　隆景は、厳島の三女神に、祈いのっていた。相良良晴の、安土への帰き還かんを。この戦国の世界で彼が己おのれが成すべきことを成し遂とげたのちに、神話の英雄になるのではなく、人間として安土への生せい還かんを果たし、人間の少年として報むくわれることを。




　　　　※




　柴田勝家は、安土に滞たい在ざいしていた蒲生氏郷を呼んで信奈の「妹」に関する真相を打ち明け、「妹」を安全な場所へ移す作戦を立てさせ、共同で実行することにした。利発な氏郷をいわば軍師役として頼たよったのである。

「な、なんですって勝家さま。お義ね姉えさまに、実の妹ぎみが!?　お義姉さまがその秘密を知ったら、織田家はまた土田御前さまとお義姉さまとの間で大おお喧げん嘩かに」

「しーっ！　姫さまに真相を知らせるのは、草薙剣盗とう難なん事件が片付いてからだっ！　サルも気づかなかったようだったし、天下布武達成までは黙っているつもりだったけど、こんなことになるなんてなぁ……」

「それで。妹ぎみを尾張の寺に預けたあと、妹ぎみの監視は、していたの？」

「監視だなんて、そんな失礼なことができるかっ！　織田家を離はなれた妹ぎみには、せめて自由を謳おう歌かしていただいた……それくらいしか、あたしにできることは……くくっ」

「んもう、バッカねえ。そもそも妹ぎみを武辺者の勝家さまに託たくした時点で、人選失敗だわ。万ばん事じきめ細かい丹に羽わ長秀さまに託していれば、妹ぎみを寺に預けたあともそつなく対応していたろうから、こんな騒そう動どうには」

「とにかく天下の軍師・半兵衛官兵衛が不在の今、氏郷、お前に託すしかない。お前は姫さまに絶対の忠誠心を誇ほこる妹道の求ぐ道どう者しやだし、知ち恵え者だし、適任だっ！」

「……私は三種の神器にまつわる調査で大ポカをやらかしたのよ？」

「それでも、『三種の神器、なにそれ食えるのか？』と言いだすあたしよりは知恵者だろっ！　姫さまがなんとしても自分の妹にと見込んだ逸いつ材ざいだからな！　まだ幼いことだけがお前の欠点だったが、木津川口以来、実戦経験を積んでさらに知力もあがってるはずっ！」

「そういえば……熱田の剣つるぎ盗とう難なん事件のあと……半兵衛官兵衛の二人軍師が今川義元についていくことになったのは……なぜだったかしら？」

「ともかく、すぐに尾張へ！　妹ぎみのご無事を確かく認にんして、速そつ攻こうで確保するぞ！」

「妹ぎみのお名前は？」

「源げん五ごさまだ。織田家の氏神・津つ島しま牛ご頭ず天てん王のう社しやの神じん宮ぐう寺じ、宝ほう寿じゆ院いんに住んでおられる。織田家はかつて越前の劔つるぎ神社で素戔嗚尊を祀まつっていた。武家となって尾張に移住したのちは、素戔嗚尊と同格の牛頭天王を祀る津島牛頭天王社を氏神にしたんだ」




　勝家と氏郷は、馬を乗り継ついで街道を飛ばし、宝寿院へと直行した。

　しかし、その宝寿院の住職は、意外な真相を口にしたのである。

「げげげ源五さまは、もう当寺にはおられません。桶おけ狭はざ間まの合戦がはじまる折、拙せつ僧そうは『織田家滅めつ亡ぼう間ま違ちがいなし』と早合点して、土田御前さまの『織田家嫡ちやく流りゆうの血統を残す』というご意志を守るため、源五さまを密ひそかに寺の外へ」

「な、なんだってー!?　和尚おしよう！　なんで、あたしに報告してくれなかったんだあ!?」

「そ、その後、織田家による怒ど濤とうの天下盗とり合戦がはじまってしまい、筆頭家老の柴田さまにお会いする機会もなく……激げき怒どされた柴田さまに寺を燃やされる前に密かに源五さまを見つけて戻っていただくつもりだったのですが、その足取りが途と中ちゆうでぷっつりと消えてしまい」

「あたしは姫ひめさまと違って迷めい信しん深く、神しん罰ばつを畏おそれる性格なんだっ！　姫さまの氏神を祀る寺を燃やしたりするかっ！　あああ、どうしよう!?」

　あなたが粗そ忽こつ者と怖こわがられているからだわ。やっぱり温厚な丹羽長秀さまが適任者だったのに、と氏郷がジト目で勝家を睨む。

「一言多いんだよ、お前は！　ともかく！　ただちに有楽を捕とらえるんだっ！　源五さまに続いて、姫さまも危ない！」

「私は、和尚さまからもっと源五さまについての情報を聞きだすわ。どうも引っかかることがあるの。勝家さまは、すぐに有楽の身み柄がらを確保して！　こういう時のための武勇よ、頼りにしているわ！」

「しょしょしょ承知したっ！　ひっ、姫さまあああ～！　どうかご無事で！　わーっ、安土を発たつ際に長秀に相談しておけばよかったーっ！」

「この話は、野放図に拡散するわけにはいかないのだから、仕方がないわ！　急いで！」

　勝家は、安土城へと再び舞まい戻るために、立ち上がっていた。




　だが、この日この時すでに、その有楽は安土にて、吉良網切から書状を受け取っていた──。

『大国主命の封ふう印いんを解く宝具は揃そろったぜ。あとは杵築大社に乗り込んで結界をブッ壊こわすだけだ。相良良晴はてめーが貸してくれた風魔の力で振ふり切ったが、知恵者の半兵衛官兵衛が良晴と義元とともに、海路からあたしを追いかけてきている──あたしは陸路より、連中は海路より。出雲入り、どちらが先になるかは、ぎりぎりだ』

　仕上げの時が来たみたいだね。「信奈お姉ちゃん」──有楽はくすりと笑いながら、自ら出雲へと出立しようとしていた。

　その有楽の腕うでの中には、斎藤道三の忘れ形見・帰蝶が抱だかれている。

「ねえねえ、どこの神社に『織田家七福妹』祭りの下見に行くの？　帰蝶、神社詣もうでの旅に出るのは生まれてはじめて。嬉うれしいなっ♪」

「くす。楽しいところだよ。とっても、ね」




　──今、織田家の内部でも、事態は急変しようとしていた──。







　　　巻ノ五　将軍さまの縁えん結むすび・出雲いずも（前編）







　天下の偽にせ将軍・今いま川がわ義よし元もと一行の旅もいよいよ最終目的地の出雲──天あま津つ神かみに出雲の国を譲ゆずった大おお国くに主ぬしの命みことと、その大国主命の祖先で「八や岐またの大蛇おろち」退治で知られる荒あらぶる神・素す戔さの嗚おの尊みことを祀っている杵築きづきの大おお社やしろへ。現代の出雲大社だ。

　船で海路から稲いな佐さの浜はまに上陸し、神かみ迎むかえの道を歩いて大社へと向かう義元一行であった。

　お供の半はん兵べ衛えと官かん兵べ衛えが、「この時代から立派な神社だったんだなー」と杵築大社を訪れて声を失っている相良さがら良よし晴はるに、さりげなくガイドしてくれた。

「かつて中国地方を制していた尼あま子こ家が、戦乱で寂さびれていたこの神社を大きくしたんですよ。長引く戦いくさで乱れた広大な領土を統治するために、大社信しん仰こうが役に立ったのでしょう。もちろん、戦の犠ぎ牲せい者しやを弔とむらうという意味もあったでしょうが。くすん」

「その後、尼子家は毛もう利り家に滅ほろぼされたが、その毛利家も引き続き杵築大社の運営に力を入れている。ともあれ出雲に来たからには、ぜんざいだ！　ぜんざいを食べるぞ、むふー！」

　さっそく官兵衛は「戦の前に腹ごしらえだ～！」と食い気に負けて、茶店に席を取り、「おかみ！　神じん在ざい餅もちを人数分！」とはしゃぎはじめた。

「いいですわね、わらわも小腹がすいていたところですのよ」

「はうう。早く大社に小こ早ばや川かわさまのお手紙を持っていって、吉き良らさんが来ても境けい内だいに入れないように忠告しないといけないです。くすん」

「吉良の姿は見えないじゃないか半兵衛。海路を採ったシメオンたちのほうが先に着いたんだから、へーきへーき！」

「神在餅ってなんだ、官兵衛？　ぜんざいを食べるんじゃないのか？」

「ふふふ、未来人は無知だな。神かん無な月づきになると、出雲に日ひノ本もと各地から神々が集まってくるんだぞ相良良晴？」

「俺だってそれくらい知ってるよ。全国的に神無月となるシーズンは、ここ出雲だけが神かみ在あり月づきだ」

　むしろ俺の暮らしていた未来では神社詣でが流行していたんだぜ。出雲大社だって「縁結びの神」として大人気だった。しかしその割に日本人の結けつ婚こん率は低下する一方だったなあ……良晴は、女子と縁がなかった高校生時代を久々に思いだして「ずーん」と落ち込んだ。

「むふー。元気がないぞ？　そうか、きみも腹が減ったんだな相良良晴！　出雲では神在月に神々を迎むかえる祭りをやるわけだが、その祭りで、お餅と小豆あずきを煮にた神在餅と呼ぶ雑ぞう煮にを食べる習わしなのさ！」

「わかりましたわ官兵衛さん。神在餅。じんざい。訛なまって、ぜんざい。当たりですわね、おほほほ！」

「そういうことだ義元。おっ、出来たみたいだぞ！　わくわく、わくわく」

「旅の皆みなさん、お待たせしました。ぜんざい四人前で～す♪」

　この茶屋のおかみは、意外にも幼女だった。目元がぱっちりしていて、美しい顔立ちの持ち主である。

「しじみ汁じるを、オマケでつけておきますね♪　宍しん道じ湖こでとれたしじみを、煮込んで煮込んで、ギュッと滋じ養ようとうま味を凝ぎよう縮しゆくした一いつ杯ぱいなんですよ♪　毎日一杯のしじみ汁をいただく習慣で、なんとお客さまの八割八分の方に『元気が実感できます』とお喜びいただいているんですよっ♪（杵築大社調べです。効果には個人差があります）おかげさまで杵築大社のしじみ汁は、販はん売ばい実績累るい計けい二百九十万杯で～す♪」

「おっ。お嬢じようちゃん、がんばってるな！　こんなにちっちゃいのに、一人で茶ちや店みせを切り盛りしているだなんて。偉えらいぞ！」

「ありがとうございま～す♪」

　流れるようなセールストークを、軽かろやかに踊おどりながら笑え顔がおでこなす幼女おかみ。只ただ者ものじゃねえな、と良晴は感心した。

「しじみ汁は肝きもの臓に効くそうですので、わたしもいただきますね。くすんくすん」

「天あつ晴ぱれなおかみですわねえ。幼いけれども、芸歴が長そうですわ」

「ぜんざいも、しじみ汁も、ンマアアイ！　ぜんざいの甘味としじみ汁の塩っ辛からさを交こう互ごに味わうと、甘味と辛味の相乗効果があああ！　ところでおかみ。実はわれらは毛利家の小早川隆たか景かげどのから大社への書状を預かっているのだ。ありていに言えば、賊ぞくが大社を狙ねらっている！」

「ええ、泥どろ棒ぼうさんが、ですか？　それは困りましたね」

　満腹になったらしい官兵衛が、いよいよ仕事に取りかかった。

「至急、書状をお渡わたししたいのだが、出雲国くにの造みやつこ家の館やかたはどこかな？」

「ああ、それがですね……その～」

「ん？　なんだ？」

「大社を取り仕切る出雲国造家は、南北朝時代以来、長らく千せん家げ家と北きた島じま家の二家に分ぶん裂れつしているんです～。分裂したままではどちらが本家か分家か決着がつかないので、共存共栄できるよう、『出雲』の家名はお互たがいに捨てたわけです。ですので、宮司職は両家で持ち回りなんです。こういう重大な事じ項こうにつきましては、話を持っていく筋やらなにやら細かくて、うーん」

　そんなに古い家なのか、と良晴は驚おどろいた。

「はい。出雲国造家は、いにしえの出雲王国の王・大国主命さまが天津神軍に降こう伏ふくして『国譲り』が行われた時以来、大国主命さまの霊れいをこの大社で代々祀り続けてきた一族です。分裂したのは、たしか五十六代目の頃ころです。今は、えーと、何代目かなあ？」

　と、幼いおかみが目をくるくる回しながら答える。

　どちらでもいいから取りついでくれ！　と官兵衛がおかみをせかしたが、おかみは、首を振った。

「今の宮ぐう司じ職は、千家家さんが務めておられるんです。ところが『一代お休み』状態の北島家に先にこの話が持ち込まれちゃったので、揉もめるかもしれません。昔のように、互いに軍勢を集めて戦うということはもうありませんが～♪」

「北島家？　ということは、おかみちゃん。きみはその、北島家の？」

「はい。わたしは北島家の巫み女こ、阿お国くにです。暇ひまな時はこうして、茶店のおかみをやっております。お祭りになると、境内に巫女たちを連れて、歌って踊って参拝客の皆さんにたくさん楽しんでいただくんです。千家家さんに知れたら『仕事は持ち回りという掟おきてを破ったな』と𠮟しかられちゃう。どうしようかなあ～、えへ♪」

　出雲の──阿国！　かぶき踊りの元祖本家！　道理で踊りがうまいはずだ！　と良晴は膝ひざを叩たたいた。しかもあと十年もすれば、すごい美人になることはもう歴史が保証している！

「良晴さん。阿国ちゃんを未来のはぁれむ要員に数えてはダメです。それは露ろ璃り魂こんです、くすん」

「は、半兵衛。俺は別に。ただ、踊りの天才である阿国ちゃんに、相良妹軍団を真似て信のぶ奈なが集めているという噂うわさの織お田だ家け七しち福ふく妹まいに踊りの稽けい古こをつけてもらえれば、信奈の町まち興おこし計画はうまくいくんじゃないかな？　と」

「まあまあ。はぁれむを永久機関とするために、今のうちから将来美人になることが確定している幼女を見習いとして入れてしまうとはいい手ですわね、さすがは相良良晴。天下一の女好きですわ！」

「義元ちゃんまで!?　おっ、俺はそんな吉よし原わらの女衒ぜげんみたいなことは企たくらんでねえよ？」

「むふー！　千家家の宮司には、シメオンが申し開きをしよう！　今は、本家争いをしている場合ではないんだ！　天下の宝具盗とう賊ぞく・吉良網あみ切きりは、杵築大社が千年以上にわたって地下に閉じ込めてきた大国主命の封印を解こうとしているんだ。杵築大社そのものの危機なんだぞ！」

　ありていに言えば、「国譲り」とは古代における王権交代事件であり、天津神軍に敗れて降伏した国くに津つ神かみの王・大国主命は死を賜たまわったと思われる。この戦いの折、大国主命の息子むすこの建たけ御み名な方かたの神かみが信しん州しゆうの諏す訪わまで敗走して、その諏訪の地で没ぼつし、その霊が諏訪の土着神である「蛇へび神がみ」ミシャグジ神とともに諏訪神社（現代の諏訪大社）に封じられたのだろうと考えられる。

　杵築大社（出雲大社）は、主にこの大国主命の霊を封じる「結界装置」であり、諏訪神社と由来は似ているが、なにしろ大国主命は国津神王朝の最後の国主だから、その力は建御名方神よりはるかに強大である。それ故ゆえか、杵築大社の本ほん殿でんはかつて三十二丈じよう（九十六メートル）の高さを誇ほこっていたという。むろん「空中の社」と言うべき本殿は倒とう壊かいを重ねたため、年を追うごとに低くなっていったわけであるが。

　阿国は、

「大国主命の封ふう印いんを解く」

　という言葉に、ぴくりと反応した。

「ま、まっさか～。杵築大社は、決してそのようなことが起こらないように厳重に作られた神社なんです。封印解除には煩はん雑ざつな手順と失われた宝具が必要なんですよ、だ、だ、だいじょうぶです」

「阿国ちゃん？　冷や汗あせ塗まみれになってるぜ？　もしかして……このお社、封印解除の危険性を抱かかえているんじゃないのか？」

「ばばばばれてしまいましたかっ!?　わわわわたし、生の感情をなるべく顔に出さないように巫女として訓練されているんですがっ？」

「話が重大すぎますものねえ。幼いうちから作り笑いが張り付いて表情が固まってしまうよりも、幼子はそのくらいがいちばんかわいいですわよ」

「くすん。神社を管理する家が二家に分裂していることが遠因でしょうか？　それとも」

「むふー！　かつては三十二丈の高さを誇っていた本殿がうんと低くなっているのが問題なんじゃないか？　高ければ高いほど、賊の侵しん入にゆうは困難になる。一方、本殿が低ければ、それだけ侵入は簡単になるからな！」

「うう。そうですね。尼子家を滅ぼされたあと、出雲を統すべることになった毛利さまは……いえ、小早川隆景さまは、次の遷せん宮ぐうで本殿をいにしえの頃のように高くしたいというお考えでした。ですがすでに、そのような高層建築物を建てる技術が失われてしまっていたんです」

　と、阿国が答えた。

「とはいえ大国主命さまの怨おん念ねんは、長きにわたる鎮ちん魂こんによってすでに浄じよう化かされているはずです。あのお方の霊はもう、わたしたち人間に祟たたったりはしません。むしろ、地下に眠ねむりながら日ノ本を鎮護してくださっているのです。そのための杵築大社であり、出雲国造一族です。ひとたびは分裂した千家家と北島家が和わ睦ぼくを結んで共存共栄の道を選んだのも、それほどわれら一族の使命が重大だからです。わたしが恐おそれていることは大国主命さまが目覚めることよりも、むしろ……」

「むしろ？」

「大国主命さまとともに地下に封じられている蛇神『八岐大蛇』が目覚めてしまったら、出雲をはじめとする山さん陰いん地方に大だい地じ震しんが起こるかも知れません」

「八岐大蛇って、素戔嗚尊が退治したという、あの!?」

「そうです。素戔嗚尊さまこそが、大国主命さまの代で途と絶だえた国津神王朝の始祖。もともとは高たか天まが原はらから追放された流る浪ろうの外来神だった素戔嗚尊さまが出雲の王として迎えられたのは、ひとえに出雲を荒あらしていた恐ろしい蛇神・八岐大蛇を退治したからです。が、八岐大蛇は死んではいません。弱まってはいますが、生きているのです。大国主命さまは地下でなお、この八岐大蛇を封じておられるのです。国譲ゆずりの際に『出雲に自分を祀まつれ』という条件を出したのも、出雲を統べる者は代々、地下に眠る八岐大蛇を封じ込めねばならなかったからです。その仕事を、大国主命さまは、自分を降伏させた天津神一族に継つがせたのです」

　良晴は、首を捻ひねる。

「八岐大蛇。西洋で言うドラゴン。東洋で言う龍りゆうか。地下に奔はしる龍脈のことだな？　この出雲の地下に、でっかい龍脈が……？」

　半兵衛が、阿国の言葉を補足した。

「そうです。八岐大蛇──日ノ本古来の土着の神である蛇神とは、熊くまさんやどうぶつさんのような生き物ではなく、陰おん陽みよう道どうで言うところの『龍脈』。『地龍』。大地の奥おう底ていを走る『地の裂さけ目』なんです。そこに、『気』が通っています。大地の力が。『気』は生命の源であり、人々や生き物にとっては不可欠なもので、有益に用いることもできますが、同時に恐ろしい力でもあります。その地下の『気』が溜たまりに溜まって爆ばく発はつした時──蛇は、暴れます。大地震や大だい洪こう水ずいといった厄やく災さいを招きます。ですから、蛇神は祟り神なのです」

「かつて前ぜん鬼きと半兵衛が叡えい山ざんという結界を壊こわしたのも、その龍脈を断ちきるためだったんだっけ、半兵衛？」

「はい。越えち前ぜんの敦つる賀がから西近江おうみ路沿いに京の地下を走り、摂せつ津つへと抜ぬけていく龍脈の一部を断ったのです。京という結界があまりにも『気』を封じ込めすぎたため、千年近くにわたって淀よどんだ『気』を溜め込み怨おん霊りようを無限生産し続けていたためです。しかし、叡山の結界を壊すことで、京を走る龍脈が完全に消えたわけではありません。あれは、あくまでも京に淀んだ『気』を解き放つための応急処置だったんです」

「龍脈を断つ衝しよう撃げきで京に地震が起こる可能性はなかったのか？」

「はい。あの龍脈はとても弱っていましたし、そうはならないように適切に処置しました。くすん」

　官兵衛が、「半兵衛だけが智ち者しやぶるのはずるい！」と口を挟はさんだ。

「諏訪にも龍脈は走っている。糸いと魚い川から信濃しなのをまっすぐに走り、富ふ士じ・箱はこ根ねを貫つらぬいて駿する河が湾わんへと抜けていく龍脈が。こいつが日ノ本でいちばんでかい龍脈で、ひとたび全力で暴れはじめたら日ノ本じたいが沈しずんでもおかしくないほどのやつだ。諏訪神社は、その巨きよ大だいな蛇神──ミシャグジ神や九く頭ず竜りゆう神がみと呼ばれる龍脈を、建御名方神の力で封じているわけだ。この龍脈の『ツボ』にあたる戸と隠がくしや箱根にもたくさんの神社や霊れい山ざんが配置されて、日本列島の南北を貫く一大結界を成しているんだ」

　良晴は「糸魚川から駿河湾を貫く龍脈とは、東日本と西日本の境目にある『糸魚川‐静しず岡おか構造線』だな」と気づいた。

　良晴の父親は巨大建築物を建てることを得意とする建築家で、「日本は地震大国だからなあ」と常に地じ盤ばんの調査を行っていた。とりわけ熱心に仕事を手がけた横よこ浜はまのみなとみらい21地区などは完全な「埋うめ立て地」なので、地盤に関しては万ばん全ぜんの処置が行われねばならず、家でも食事を摂とりながら熱心に地盤関連の資料を読み込んでいたものだ。自然と、良晴にも父親のそういう知識がある程度伝わっている。

「未来では、日本列島の地下では複数のプレートが衝しよう突とつしていて、このプレートの押し合いから『力』が発生し、地震が起こるとされているんだ。糸魚川から駿河湾にかけては、ユーラシアプレートと北米プレートが押し合っている境界線『糸魚川‐静岡構造線』がある。この境界線こそが諏訪のミシャグジ神であり、戸隠や箱根に祀られている九頭竜神なんだろうな。だが、出雲の八岐大蛇とは、なんだ？」

「良晴さん。陰おん陽みよう道どうでは、日ノ本を走る地龍の胴どう体たいは一本だけではないんです。越こしから敦賀を経由して京・摂津へと走る龍脈もありますし、敦賀から出雲を通り北九きゆう州しゆうへと抜けていく龍脈もあります。この、越から敦賀を通って出雲へと走る龍脈こそが八岐大蛇です。古史にいわく、八岐大蛇は越の国から出雲へとやってきた祟り神なんです」

「妙みようだな半兵衛。俺が教わった地理の知識では、そんなところにプレート境界線はないはずだが……西日本はまるごとユーラシアプレートの上に乗っているんだ。畿き内ないから四国・九州にかけては『中央構造線』という断層帯こそ通っているが、敦賀から出雲へかけて走っているプレート境界線は存在しない」

「いえ。おそらく良晴さんの時代の科学ではまだ発見されていないのでしょう。八岐大蛇は、たしかに存在します。古代の神話が、そしてこの杵築大社が、その証しよう拠こです。人間は、不必要なところには神社を建てません。必ず、理由があるんです」

「そうか。知ち恵え者の半兵衛がそう言うのなら、そうなんだろうな。科学だって、世界のすべてを解明し尽つくしたわけじゃないからな。まだまだ未知の領域ってのもあるし、古代から中世にかけて忘れ去られてしまったり迷めい信しんとされてしまった先人の知識というのもたくさんあるんだろう。陰陽道だって、もともとは当時最新の科学だったわけだし」

　言われてみれば、信濃の諏訪は、南北を貫き本州を東西に分断している「糸魚川‐静岡構造線」の中間地点に位置しているだけではなく、日本列島を東西に貫いている大断層「中央構造線」の通り道でもある。

　中央構造線は、東は鹿か島しまから、糸魚川‐静岡構造線との交差点である信濃の諏訪、そして伊い勢せ、さらには九州の阿あ蘇そを貫く大断層にして、様々な地震の震しん源げん地ちだ。

　その中央構造線上の要所には、いにしえより重要な神社が配置されている。鹿島神じん宮ぐうには地中の大おお鯰なまず＝地震を鎮しずめる要かなめ石いしが設置されており、諏訪には御おん柱ばしらを建てて建御名方神を祀る諏訪神社。伊勢にはもはや言うまでもなく、天あま照てらす大おお神みかみを祀る伊勢神宮。そして阿蘇には、阿蘇山を祀る阿蘇神社。そうだ。諏訪から遠く離はなれた九州の阿蘇山にも、九頭竜伝説がある！

「国津神以前の日ノ本の古い土着神・蛇神である九頭竜の伝説は、白はく山さんを含ふくむ越の国の九頭竜川流域、信州の戸隠、箱根周辺のみならず、大和やまとの奈な良ら、摂津の川かわ西にし、九州の阿蘇など各地に存在します。これら九頭竜伝説が語られている土地は、みな偶ぐう然ぜんにも……いえ、偶然ではありませんが……『地龍の通り道』なんです。日ノ本の地龍の胴体は、生き物の蛇さんのように一本ではなく、いくつも枝分かれして何本も延びているので、それぞれが九頭竜、あるいは八岐大蛇と呼ばれるんです」

　良晴は知らなかったが、西日本がユーラシアプレートという一枚の巨大なプレートの上に乗っているという学説は少し古いもので、京きよう都と大学の西にし村むら卓たく也や准じゆん教きよう授じゆの研究によれば、人工衛星によるＧＰＳ測定技術が向上した結果、実はこのユーラシアプレートもまたさらに複数のブロックに分かれているらしいことがわかってきている。中央構造線と同様にプレートを分断している「ブロックの境界線」が、西日本に何本も走っているというのだ。そのうちの一本は敦賀から京、摂津へと延びているという。また、敦賀から出雲を経由して北九州へと延びている「境界線」もあると推定されている。

　ＧＰＳの性能が向上して新たな地盤データが蓄ちく積せきされた結果、日本列島のプレート理論は書き改められ続けており、半兵衛が伝承によって覚えている陰陽道の龍脈理論を、数百年の時を超こえて証明しつつあるのだった。
















　阿国が、「ふわあ。わたしも、そこまでは知りませんでした！　すっごいですね！」と半兵衛の手を取ってはしゃいだ。

「当社の大国主命さまは祟り神ではなく、八岐大蛇を封ふうじる善神なんです。きっとだいじょうぶですよ。半兵衛さんはこーんなに詳くわしいかしこいお方ですし！　そもそも盗とう賊ぞくさんには当社の封印を解除する作業は無理です。なにしろ、国津神王朝から天津神王朝へと降くだった『物ものの部べ氏』が、悪用されぬように封印を解除するための宝具を各地に散らしてしまいましたから♪」

「物部氏。古代に、仏教を輸入した蘇そ我が氏と争って敗れた有名な豪ごう族ぞくだな」

「はいっ！　物部氏は、大国主命が統すべていた国津神王朝でも、天津神一族が開いたやまと御ご所しよでも、軍事とともに神事を司つかさどっていました。蘇我氏が進めた仏教の輸入に反対したのも、国津神王朝以来の日ノ本の伝統神事を守り抜くためでした。その物部氏が、三種の神器よりも古い『十と種くさの神かん宝だから』を管理していたんです。でももう、物部氏が没ぼつ落らくした結果、十種神宝はどこにあるかわからなくなっちゃいましたし、八岐大蛇封印にまつわる古い知識も人々の記き憶おくから忘れ去られてしまいました♪」

　八岐大蛇を解き放つひとつの鍵かぎが、八岐大蛇退治の際に素戔嗚尊さまが手に入れたあとに三種の神器のひとつとなった「天あめの叢むら雲くもの剣つるぎ」こと「草くさ薙なぎの剣つるぎ」でして、これはあまりにも危険なものなのでやまと御所が直接管理することになり尾お張わりの熱あつ田た神社に封じられたわけですが、実は他ほかにも国津神の宝具が必要なんです、と阿国が安心したように答えた。

「どこに祀られているどの宝具が必要なのかは絶対の秘密なので明かせませんが、これは杵築大社の出雲家の一族だけに伝わる口伝。物部宗そう家けが消えてしまった今の世では、そう簡単にお宝泥どろ棒ぼうにわかるはずはないですよ。ひとつだけ教えられることは、残りはひとつではなく、二つもある、ということで～す♪」

　しかし。

　半兵衛と官兵衛は、「きゃあ」「ひい」と青ざめて抱だき合い、ぶるぶると震ふるえはじめていた。

「ああああああと二つは、諏訪神社が地下洞どう窟くつに隠かくしていた、大国主命の息子むすこ・建御名方神の宝具『真ま澄すみの鏡かがみ』と……」

「……伊勢の海に佇たたずむ夫婦めおと岩いわに埋められていた霊れい石せき。国津神一族でありながら天津神一族に寝ね返がえって道案内役を務めたにもかかわらず、海に沈められた猿さる田た彦ひこの『興おき玉たま神しん石せき』だあ！　まずいぞ！　吉良網切はやっぱり、すでに必要な宝具を揃そろえていたんだ！」

　阿国が「えええええええ？　どうして知っているんですかあ？　あ、あ、当たりですぅ！」と踏ふみつぶされた小こ猫ねこのような声をあげていた。

「なぜ吉良さんが知っていたのかは、わ、わたしたちにもわからないのですが、吉良さんをけしかけて操あやつっているお方が調べ当てたのだと思います。くすんくすん」

「そいつはまだ正体不明だが、今までことごとくわれら天下の両りよう兵べ衛えの裏をかき続けてきた。国津神・物部氏系統の失われた神事についてそうとうの知識を持っているやつだぞ！」

「ええ？　ダメです。大国主命さまの霊を強ごう引いんに地上に出してしまえば、大国主命さまが押さえ込んでいる八岐大蛇の封印まで解けてしまいます！　そうなったら出雲が……いえ。山陰一帯が、大だい地じ震しんで滅ほろんじゃいます！」

　でも、出雲にはわらわたちのほうが先乗りできたわけですから、なんとかなりますわ、今回は裏をかかれていませんもの、と義元が扇子せんすを広げて微笑ほほえんでいると──。

「いえ。すでに裏をかかれているのかもしれません！　吉良さんはもしかしたらもう──わたしたちに気取られぬよう、杵築大社に到とう着ちやくしている可能性も！　わたしたちは海路、吉良さんは陸路。これまで、鉢はち合あわせする機会はありませんでしたから！　むしろ吉良さんがまだ出雲入りしていないのでしたら、遅おそすぎます。今までの神しん出しゆつ鬼き没ぼつぶりを考えると、逆におかしいです！」

　半兵衛が、思わず小さな拳こぶしを握にぎりしめて立ち上がっていた。

「でも。あそこは、やまと御所の姫ひ巫み女こさまですら立ち入れない聖域ですよ。どうやって？」

「阿国ちゃん。今は、千家家さんの方が宮ぐう司じさんなんですよね？　その宮司さんをなんらかの形で騙だますか、あるいは……催さい眠みんの術を用いるか……本ほん殿でんが低くなってしまっている以上、知恵と謀ぼう略りやくを使えば、入り込む方法はいくらでもあります！」

「でもでも、あの霊的な力に充みち満ちている本殿へそんな悪あしき目的で立ち入ることは……並の人間の精神力では……十中八九、金かな縛しばりにあっちゃいますよ」

「吉良さんは、良晴さんいわく神をも畏おそれぬノーフューチャーなお方ですから！　だからこそ、実行犯として適任者だったんです！」

「吉良網切には霊的な結界への耐たい性せいがあるというか、捨て鉢ばちなので鈍どん感かんということだな。本殿へ急ごう！」

　と、良晴もまた立ち上がっていた。

「ぜんざいを飲み干してからだっ！」と慌あわてた官兵衛が大急ぎで、半兵衛の分までお餅もちを頰ほお張ばって、そして「げほげほげほっ！　のっ、喉のどに詰つまったあ～！　助けてえ、息が、息が～！」と悶もだえるのだった。




　　　　※




　一方、尾張と安あ土づちでは、推理担当・蒲生がもう氏うじ郷さとと「捜そう査さは脚あしが命やで」担当の柴しば田た勝かつ家いえのコンビによる大おお捕とり物がはじまっていた。

　信奈の従妹いとこ「織田有う楽らく斎さい」なる人物は存在しない。偽にせ者ものである。

　一方、かつて勝家が土つち田だ御ご前ぜんの命令で密ひそかに寺に隠していた信奈の実じつ妹まい・源げん五ごが「桶おけ狭はざ間まの合戦」の前後に消息を絶っている。

　明らかに、二つの事件には関かかわりがあると見てよかった。

　柴田勝家は、織田有楽を捕らえるために安土に急行した。

　ここで勝家は独断で有楽を捜さがしだして引っ捕らえればよかったのだが、そこは武辺一筋で知ち謀ぼうの足りない勝家。安土城で「織田家七福妹」を集めてお茶会を開こうとしていた信奈に「たたたたたいへんです！　有楽は偽者なんです！」と正直に報告してしまったために、「有楽捕ほ獲かく」作戦はこじれることになった。

「ええ？　有楽が？　偽者？　催眠の術を用いて織田家に入り込んでいた？　そりゃあ織田家には他家が放った間かん諜ちようも紛まぎれ込んでいるでしょうけれど、敢あえてわたしの従妹になりすます必要性なんてある？　わたしを毒殺しようとした気配なんてまるでなかったわよ？　そんなことをいきなり言われてもにわかには信じがたいわね、六りく。織田家七福妹を茶室に集めてちょうだい。みんなの証言を聞きながら、本人にも申し開きをさせて、このわたしが直接真しん偽ぎを確かめるわ」

　実妹のいない信奈にとって、有楽はたいせつな従妹である。いきなり確たる証拠もなく「偽者です捕らえましょう」と勝家にせっつかれても、捕ほ縛ばく命令など出せなかった。公平な裁きの機会を設けなければ、有楽との関係にひびが入ってしまう、と信奈は有楽に気を配ったのだ。

　蒲生氏郷がこの場にいれば、「事件は現場で起こっているのよお義ね姉えさま！」と一いつ喝かつして有楽を速そつ攻こうで捕縛したはずだった。勝家は（しまったあ！　姫ひめさまのご家族愛の篤あつさを考えに入れてなかった！　あーっあたしはまたしても！）と涙なみだ目めになったが、時すでに遅し。

（いっそ、姫さまには実の妹ぎみがおられて、その妹ぎみが失しつ踪そうしているという件をお教えするべきだろうか。有楽はこの件にも関係しているらしいと氏郷が推理して、引き続き尾張で調査を続けていることを……いやっ、口下手でしかも関係者のあたしがその件を姫さまに伝えたら、事態がますます混乱する！　だいたい、あたしには妹ぎみ失踪事件と有楽の正体や目的との関係がさっぱりわからないし！　わーっ氏郷、早く来てくれーっ！）




　かくして、安土城が誇ほこる「黄金の茶室」に、織田家七福妹たちが招集された。

　竹たけ千ち代よこと松まつ平だいら元もと康やすは例のごとく武たけ田だ戦に駆かりだされていて来られない。

　集まった面々は──。

「かわいいかわいい有楽ちゃんはまぎれもなく、のぶなちゃんの従妹なのじゃ、愛らしい顔立ちがそっくりではないか。勝家はいったいなにを言っているのじゃ？　織田家七福妹に入れなんだことを恨うらんでおるのかの」

　八頭身になったままの滝たき川がわ一かず益ます。記憶を念入りに操作されている。

「……おなかすいた」

　ぐううと平らなお腹なかを鳴らしている、前まえ田だ犬いぬ千ち代よ。なにも考えていないか、ういろうのことを考えているか、どちらかであろう。

「姉貴、事件っすか！　騒そう動どうっすか!?　この勝しよう三さぶ郎ろう恒つね興おきにお任せあれ。『鉄てつ火か起き請しよう』で有罪か無罪かを決めちまいましょうよ！　あたしと有楽とで根こん性じよう勝負だ！　負けたほうは熱した鉄板の上で焼き土下座だ、へへへ」

　血の気が多い池いけ田だ恒興。鉄火起請とは、「炎ほのおで熱した鉄棒を素す手でで握って神かみ棚だなまで持っていけた者が正しい」という中世らしい無む茶ちやな裁判方法である。

「姉貴は、あたしの家臣が悪さをやらかした時に、自ら鉄火起請に飛び入りして燃えた鉄棒を握りしめ、ことを丸く収めた！　あの時ぁ、みんなおしっこちびりましたよ！　まさに第六天魔ま王おう！　すげぇ胆たん力りよくだった！　今回は妹分のあたしが姉貴のために白黒はっきりつける時でさぁ！」

「あんたって単純なんだから。あの時は、ちょっとした小細工を用いてやけどしないように握ったのよ、勝三郎」

「ふえっ？　そうなんですかい？」

「鉄火起請なんて野や蛮ばんな裁判は、わたしの領国ではもうおしまいにしたかったから、国主であるわたし自らが鉄棒を摑つかんでみんなを驚おどろかせてみせたわけ。裁判は根性大会じゃないんだから。わたしが統べる天下では、裁判とは法と証しよう拠こに基づいた合理的なものでなければならないのよ」

「おおお。難しいお言葉ですがさすがっす、姉貴！　それでは、有楽とあたしとで弁舌勝負を！」

「いや、弁舌で勝三郎が勝てる相手って、六くらいしか……でも、当の有楽が顔を出さないわね？」

　絶対に出頭するように、来なければ有罪よと通達しているから、遅おくれているだけなのでしょうけれど、心配になってきたわ、と信奈がため息をついた。

　そこに、「間に合ったみたい」とさらなる信奈の妹分が現れた──だが、その「妹」は有楽ではなかった。

　織田家七福妹一の切れ者、安土の主あるじ・大おお鯰なまず「あづっちー」の着ぐるみの中の人としても名高い蒲生氏郷だった。

「レオン？　どうしてここに？　尾張に居残って今回の事件について引き続き調査していると、六が」

「んもう、お義姉さま。優ゆう雅がにお茶会を開いている場合ではないというのに、柴田勝家が事態をややこしくしてしまったみたいね。ともかく、今回の事件の全ぜん貌ぼうはこのレオンがこんどこそ正しく解き明かしたわ。三種の神器の時のように、間ま違ちがった推理に誘ゆう導どうされてお義姉さまを窮きゆう地ちに追い込むようなことのないよう、念入りに調べてきたの。お義姉さま……私の推理を、言葉を、信じてもらえる？」

　もちろんよレオン。はじめて会った時以来、あなたへの信しん頼らいと情愛が揺ゆらいだことなどないわ、と信奈が微笑んだので、氏郷は救われたような気持ちになって思わず涙ぐみそうになったが、今は有楽偽にせ者もの事件の解決を優先しなければならない。

　氏郷は、「三種の神器」事件で推理を誤った汚お名めいを返上するために、そして信奈に「真実」を伝えるために、不ふ眠みん不ふ休きゆうで事件の捜査に全力をそそいできたのだ。

　今、その推理を、信奈たちの前で開かい陳ちんする時が来た──。

「この事件はとても入り組んでいて不可解なものなの。有楽は、今川義元にお家を滅ぼされて人ひと質じちにされたあと、その今川家が滅びたために浪ろう人にんになった吉良網切を雇やとって、国津神系の三つの宝具を集めさせ、出雲でその宝具を用いて国津神王朝の最後の王・大国主命の封印を解き放とうとしているの。吉良がはじめに、尾張の熱田神社から草薙剣を盗ぬすんだために、私たちは吉良の目的が三種の神器だと勘かん違ちがいさせられて後手後手に回ってしまった。それも有楽の計算通りだったということ。草薙剣は、国津神王朝の始祖・素戔嗚尊が、日ノ本の古き蛇へび神がみ・八岐大蛇を退治した時に手に入れ、姉の天照大神に贈おくった剣つるぎ。つまり天津神の宝具であると同時に国津神の宝具でもあり、日ノ本土着のさらに古い土着神の宝具でもあるの。日ノ本における神の系統は三代にわたって交代してきた。神の系統が交代しても、草薙剣は日ノ本の神権の正統な象しよう徴ちようとして、今のやまと御所にまでずっと受け継つがれてきたということよ」

「天津神系の宝具『三種の神器』には、天津神王朝の始神・天照大神の成した奇き跡せき『天あまの岩いわ戸と開き』を行う力があったわね、レオン。吉良が集めた国津神の三つの宝具には、どんな力が？」

「出雲の杵築大社に眠ねむる大国主命の封印を解く力が。剣は熱田へ。鏡は諏訪へ。霊れい石せきは伊勢へ。出雲の封印が後世何者かの手で解かれることのないよう、やまと御所はそれぞれの宝具を分散させた──国津神王朝の神事を司つかさどり、引き続きやまと御所でも神事を担当した一族の手で。それが、物部氏と呼ばれる一族よ」

「物部氏……古代の日ノ本に仏教が伝来した時に、仏教を国家の制度に導入しようとした蘇我氏と対立して滅ぼされた、物部氏？」

「その物部氏よ、お義姉さま。物部氏の敗北は千年も昔の話だけれど、宗そう家けが没ぼつ落らくしたのちも支族は各地に現存しているの。主に、地元の神職を継いで」

「そういえば、かつて姫巫女さまの位を奪うばい取ろうと企たくらんで、九州の宇う佐さ八まち幡まん神じんの神しん託たくによってその野望を阻そ止しされた弓ゆ削げの道どう鏡きようは、物部氏の一族・弓削氏出身だわ!?」

　信奈が、思わずつぶやいていた。信奈自身、姫巫女位の簒さん奪だつを疑われることが多く、簒奪を企んだ悪人として歴史上有名な道鏡とよく比ひ較かくされるので、気づいたのだ。

「そうか、わかった！　有楽はその物部氏の一族だったというわけですかい！　道鏡がやまと御所を乗っ取ろうとした故事を真ま似ねして、織田家の天下を奪い取って物部氏を復興しようと企んでいたわけだ！」と池田恒興が腕うでをまくり、犬千代が「引っ捕らえる」と朱しゆ槍やりを担かついだ。

　氏郷が、「違うの！　待って、最後まで話を聞いて！」と二人を押しとどめた。

「そんな単純な話ではないの。今さら物部氏の復興なんて夢物語よ、あり得ないわ。姫巫女位簒奪を防ぐための『宇佐八幡の神託』は、今もなお有効なのだから。それよりも、なぜこれほどに重要な草薙剣が尾張の熱田に祀まつられていたのかを考えて？」

　知るか！　と恒興。風ふう光こう明めい媚びだから、と犬千代。「有楽ちゃんは無罪なのじゃ。まーた氏郷がおかしな推理を。ぶーぶー」と拗すねていた滝川一益が、渋しぶ々しぶ口を開いた。

「おおかた古代尾張が、物部氏の本ほん拠きよ地ちのひとつじゃったのじゃろ？」

「そうなの。尾張には『物部郷ごう』と呼ばれる村がある。かつて物部氏が治めていた土地だったはずよ。有楽はその物部郷を訪ねて、『物部神社』を調査したの」

　尾張にそんな神社あったかしら？　と信奈が首を捻ひねったが、この尾張の物部神社は二十一世紀の現代にも現存している。その場所は名な古ご屋や市東区筒井で、桜通に面している。

「お義姉さま。この物部神社は別名、石いし神がみ神社。そのご神体は、国を鎮しずめるための『要かなめ石いし』なの。大国主命の王朝を終わらせて天津神の東とう征せいを成功させた建たけ御み雷かづちの神かみを祀る常陸ひたちの鹿島神宮、その建御雷神の外交官を務めて大国主命と交こう渉しようした経ふ津つ主ぬしの神かみを祀る下総しもうさの香か取とり神宮、そして尾張の物部神社。この三カ所に、日ノ本の三大要石が祀られているの」

　鹿島と香取の要石は、有名である。

　犬千代が、

「……あの二つの要石は、地じ震しんを起こす東国の大鯰を封ふう印いんしているはず」

　とうなずいた。しかし尾張にも地震封ふうじの要石があったとは、尾張のご当地姫武将たちも初耳だった。

「このレオンも、神話の調査だけでは足りないと痛感して、竹たけ中なか半兵衛と黒くろ田だ官兵衛に師事してずいぶんと陰おん陽みよう道どうを学んだわ。地震を起こす大鯰とは、陰陽道で言うところの龍りゆう脈みやく・地龍なのよ。龍脈は東国だけではなく、西国にも存在する。近江にも『あづっちー』の元ネタとなった大鯰の伝説があるし、尾張にも。実は、敦賀から美み濃のを経て尾張まで一本の龍脈が走っているの。物部神社の要石と、熱田の草薙剣とが、尾張の龍脈を封じているんだわ」

　フハッ、と恒興。おおお尾張の地下に、大鯰がっ!?　と震ふるえが止まらなくなった。

「出雲も同じよ。素戔嗚尊は、敦賀から出雲へと延びる巨きよ大だいな龍脈、通つう称しよう『八岐大蛇』を封じたことで、出雲の王になった。その子孫の大国主命が、自分を出雲に祀り続けることを天津神への国譲ゆずりの条件としたのは、死後もなお出雲の王として自ら八岐大蛇を封じ続ける要石となることを望んだためよ。おそらく物部神社を訪おとずれた有楽は、物部氏没落の際に蘇我氏の手でやまと御所から消された物部氏の伝承文ぶん献けんを発見して解読し、大国主命の秘密を解き明かしたんだわ」

「物部氏の伝承文献？」

「『先せん代だい旧く事じ本ほん紀ぎ』の基もとになった幻まぼろしの『物部文献』よ、お義姉さま。やまと御所の歴史書『日本書紀』と『古こ事じ記き』からはその存在を抹まつ消しようされてしまった『先代旧事本紀』は、物部氏にまつわる伝承が大量に書き残されている歴史書で、『日本書紀』『古事記』には登場しない国津神の宝具『十種神宝』についても詳くわしく書かれている。その十種神宝のうち、おそらく八やつ握かの剣つるぎが熱田の草薙剣。瀛おき都つ鏡かがみまたは辺へ都つ鏡かがみが、諏訪の真澄の鏡。そして『死から蘇よみがえる玉』死反まかるかえしの玉たまが、伊勢の興玉神石。この三つを揃そろえれば、出雲の要石となっている大国主命を目覚めさせることができる──これはあくまでも私の推測よ。京の吉よし田だ神社などに現存していて私たちが読むことのできる『先代旧事本紀』にはそのような話は書かれていない。でも、おそらく尾張の物部神社に隠かくされていた幻の『物部文献』には書かれていたんだわ。織田家の起源を知りたくて尾張にある神社群──津つ島しまや熱田や物部神社を調べているうちに、有楽は、この大国主命の秘密に到とう達たつしたんだわ」

「待つのじゃ、あづっちー。織田家の起源を知りたいからって、有楽ちゃんはなぜ尾張の神社を調べて回ったのじゃ？　有楽ちゃんは無罪なのじゃっ！」

「んもう、左さ近こんさま。そろそろ催さい眠みん術から目を覚ましてちょうだい。織田家は尾張土着の武家じゃないの。もともとは越前劔つるぎ神社の神官よ。そしてこの劔神社は、『敦賀』にある北陸一の神社・通称氣け比ひ神社の末社なの。氣比神社は、天津神にイルカを食べ物として提供した土着の海神わたつみ・氣け比ひの大おお神かみを祀っている。劔神社は素戔嗚尊を主神として祀っているけれど、氣比神社のほうがより古い由来を持っているの。劔神社が越前国の一宮になれなかったのは、氣比神社のほうが格上だったためよ」

「えっ？　劔神社は織田家の氏神だから朝あさ倉くら攻ぜめの際にも保護したけれど、氣比神社は朝倉義よし景かげ方についていたから、朝倉攻めの際にずいぶんと焼いてしまったわ。わたしは意識していなかったけれど、これって偶ぐう然ぜんなのかしら……」

　信奈が「はっ」としたが、氏郷は「因いん縁ねんめいているけれど、それは戦国のならいよ。氣比神社も劔神社も、敦賀の龍脈を抑おさえるために建てられたの、お義ね姉えさま。敦賀は、たくさんの龍脈が分ぶん岐きしている重要な土地なの。越から出雲へ走る八岐大蛇も敦賀を通るし、尾張へと走る龍脈も、京から摂津へと走る龍脈も、敦賀を分ぶん岐き点てんとしている。織田家は敦賀から、龍脈を辿たどって尾張へとやってきたのかもしれないわ。でも、すべては偶然よ」と信奈を慰なぐさめた。

「有楽は織田家の起源を探さぐるうちに、物部氏の宝具によって出雲に封じられた大国主命と八岐大蛇の秘密を知ってしまったのね。そして今、吉良網切を用いてその大国主命の封印を解こうとしている。おそらくは有楽が出雲の秘密を知ったのは、偶然だったはず。あくまでも有楽の最初の動機は、純じゆん粋すいに織田家の起源を知りたいという願望だったはず。しかし、その偶然が、有楽を出雲へと向かわせたんだわ」

　信奈たちにはまだわからないことが二つあった。

　ひとつは、なぜ織田家とは無関係なはずの有楽が、織田家の起源に興味を抱いだいたのか？　という謎なぞ。

　もうひとつは、大国主命を目覚めさせて、いったいどうしようというのか？　という謎だ。

　ちなみに池田恒興だけは「話が難しい～！　なにがなんだかさっぱりわかんねーっ！　ああでも、たったひとつわかったことが……尾張の地下に大鯰が……怖こわいよ～！」と涙なみだ目めになって頭を抱かかえている。

「あづっちーよ。その、敦賀から出雲へと走る龍脈──八岐大蛇を封じた大国主命が目覚めれば、八岐大蛇もまた暴れだすのではないのかの？　有楽ちゃんの目的は地震を起こすことなのかの？」

「たぶんそれは真の目的ではないと思う。でも、結果的にそうなってしまうかもしれないわ、左近さま」

「さっぱりわからぬのじゃ！　有楽ちゃんはそのような悪い妹ではない！　織田家七福妹のなかでもっともかわいくてかしこくて姉想おもいの理想の妹なのじゃ！」

「んもう。早く目を覚ましてちょうだい、左近さま！」

　氏郷はすでに結論に到達していた。が、信奈にどう伝えればいいのか、迷っている。

「レオン。真実を告げて。真実に直面しないことには、事態は解決しないわ。すべては、真実を認にん識しきすることからはじまるのよ」

　信奈は、衝しよう撃げき的な事実が待っていることを承知し、そして、覚かく悟ごしていた。

　信奈は乱れた日ノ本をひとつに束ねようとしている天下人なのだ。有楽を従妹いとことして扱あつかい、これまで通り一いつ緒しよにお茶会を開き続けたかった。しかし、怯ひるんで立ち止まることは、信奈には決して許されない。まして、出雲に危険が迫せまっているかもしれないのならば──。

「出雲は毛利方が治める国だけれど、日ノ本の一部よ。天下人であるわたしが出雲に起こるかもしれない大地震を、八岐大蛇の覚かく醒せいを阻止できるのならば、阻止しなければ」

　お義姉さま……と氏郷は信奈の胸の痛みを一緒に感じながら、真実を告げる決心をしていた。

「彼女が名乗っている織田有楽斎長なが益ますとはもちろん、織田家に入り込むための仮の名前。彼女のほんとうの名は、源五。織田源五よ」

　信奈たちがいっせいにざわめいた。

「「「「……織田……!?」」」」

　有楽は偽にせ者ものだって言ってたじゃねーか、その有楽がどうして「織田」なんだ!?　そもそも織田家ってのは尾張の織田家しかねーんだぞ、他ほかの国には織田家はねーんだ！　と池田恒興が氏郷に食ってかかった。

「織田源五は尾張に生まれた、れっきとした織田家の一族。ただし、お義姉さまの従妹ではないの。彼女の父親は、織田信のぶ秀ひでさま」

「……父上!?　あの戦いくさ三ざん昧まいだった父上に、非ひ嫡ちやく子しが!?」

「ええ。織田源五は、有楽は──お義姉さまとは腹はら違ちがいの、お義姉さまの──実の妹なの」

　信奈はこの時はじめて、自分に実の妹がいることを、知ったのだった。

　死に装束に着き替がえてきた柴田勝家が「事情はこの勝家がすべて存じております！　これまで姫ひめさまに真実を知らせなかったこと、お詫わびして切腹いたします！　なにとぞ有楽さまに寛かん大だいなご処分を！」と短刀を片手に飛び込んできて、土田御前が今川の脅きよう威いにさらされていた尾張織田氏の血統を守るために敢あえて有楽を寺へと預けてその素す性じようを隠してきたこと、桶狭間の合戦の折に「織田家滅めつ亡ぼう」と早合点した寺の住職が有楽を尾張から落ち延びさせるために寺から出したことを告げた。

　信奈は、そんな勝家の腕をそっと握にぎっていた。

　すべてが、腑ふに落ちたのだ。

「浅あざ井い長なが政まさに嫁とつがせる姫が織田家にいない」と騒さわぎになった時、勝家が妙みように焦あせっていたことを、信奈はありありと思いだしたのだ。

　そして同時に、有楽がかけた催眠の術もまた、解けていた。信奈だけでなく一益たち全員が、「はっ？」と憑つきものが落ちたかのように術から解放されていた。

「デアルカ。六、戦国の世ではよくあることよ。母上もそなたも、さぞ辛つらかったのでしょう。切腹はよしなさい……今までよく、これほどに辛い任務を貫つらぬいて耐たえてきてくれたわね。やっぱりあなたは、織田家一の忠臣だわ」

「……姫さま……くくっ……なんと、お優やさしい……この六を罵ののしってしかるべき場面だというのに……！」

「ううん。もしも有楽が織田家から密ひそかに寺へ出されていなければ、当時うつけとして織田家中で不評だったわたしと家か督とくを巡めぐって命のやりとりをすることになったかもしれない。勘かん十じゆう郎ろうならともかく、利口な有楽が相手になっていたら、有楽を殺す以外に家督騒そう動どうを収める方法はなかったかもしれない。母上と六の判断は正しいわ」

　と、信奈は目を潤うるませながらうなずいていた。

「つまり有楽は自分の血の起源を知りたかったのね。織田家の人間だと名乗らせてもらえず、姉のわたしや兄の勘十郎と会うこともできなかったために、織田家に対してそれほどの想いを抱いていたということね、レオン。だから、寺から解放されて自由になったにもかかわらず、今川軍が迫っていた尾張に踏ふみとどまって熱田、津島、そして物部神社までをも調べ続けたのね」

「そういうことよ、お義姉さま。おそらく最初は、劔神社と同じ素戔嗚尊すなわち牛ご頭ず天てん王のうを祀まつる津島牛頭天王社を調べたはず。織田家は尾張に来て以来、劔神社の代わりに津島牛頭天王社を氏神としていたから。その過程で、素戔嗚尊が八岐大蛇退治で手に入れた草薙剣が同じ尾張の熱田に祀られていることを知り、さらに物部神社になぜか鹿島神宮にあるものと同じ地震封じの要かなめ石いしが存在することも知ったのだと思うわ。詳しよう細さいな経けい緯いはわからないけれど、有楽はともかく、最終的に幻の物部文献に到達してしまった。そして、出雲の大国主命を復活させる方法を知ってしまった。これもまた、織田家の因縁にまつわる、偶然のなせるわざよ」

「そのあと、有楽は桶狭間の合戦で今川家が敗れたために解放された吉良網切と出会ったのね。家を追われて浪ろう人にんとなった少女同士、気が合ったのかもしれないわね……そして親友となった吉良網切に、大国主命復活の計画を一緒に実行しようと、話を持ちかけて」

「自らはお茶会を利用した催眠の術を用いて織田家に。織田家内に入り込んでしまえば、吉良網切との繫つながりも、有楽が宝具泥どろ棒ぼうの真犯人であることも、決して疑われない」

　有楽は、ここまでして危険な大国主命を復活させて、いったいどうしようというのさ？　と恒興が氏郷に問うた。信奈にも、やはり、それだけがまだわからない。

「思いだしてお義姉さま。ガスパールさまはかつて、お義姉さまに『天岩戸開き』を行わせることで、お義姉さまを地上に再臨した天照大神へと──神の立場へと引き上げようとした。同時にその天岩戸から相良良晴を未来へ帰き還かんさせて、お義姉さまを『処女神』という神聖不ふ可か侵しんな立場にしようとした」

　信奈は「あの時、わたしは……神になってしまえばもう誰だれも良晴とわたしの恋こいを邪じや魔まできなくなる、神になってしまおうかと、一いつ瞬しゆん心が揺ゆらいだわ。でも、神になってしまったらもう、良晴という人間の男の子とは添そい遂とげられないと気づいて踏みとどまれた」と思わずつぶやいていた。

「その結果、いまだに良晴とは結ばれないままだけれどね」

「お義姉さま。きっと有楽も同様に、相良良晴を大国主命にしようとしているのよ！　大国主命の霊れいを呼び覚ましても、すでに陰おん陽みよう道どうの力が失われてしまった今の世では、肉体がなければなにもできない。だから、相良良晴の身体からだを依より代しろに用いることで、大国主命の力を手に入れようとしているんだわ！」

「良晴を!?　どうやって!?」

「相良良晴はいちど天岩戸を潜くぐってきている。生まれつきなのか、あるいは潜った時にそうなったのかはわからないけれど、特別な体質の持ち主。並の人間ならば死んでしまうけれど、彼の身体ならばきっと耐えられる。相良良晴に大国主命の霊力を憑ひよう依いさせることで、彼は文字通りの神になれる！」

「そんな。無理よ。良晴は図太いし生命力が強いけれど、ただの人間の男の子よ。そんなものを憑依させたら、意識を乗っ取られちゃうわ！　下手したら永遠に、良晴が良晴ではなくなってしまう！」

　だいいち、大国主命の封ふう印いんを解いたら十中八九、八岐大蛇も目覚める……と犬千代が眉まゆをひそめていた。

　まさかあの二人は日ノ本を滅ほろぼすつもりなのかっ？　と勝家が青ざめていた。

「レオンにも、有楽の真の目的はまだわからないけれど、有楽は大国主命復活という野望に取り憑かれている。相良良晴とそしてこの日ノ本にとてつもない危険が迫っているわ。ただ純粋に大国主命の力だけが有楽の目的なのだとしても、もしも力の制せい御ぎよに失敗すれば破は滅めつよ！　ただ、有楽にはそれほどの賭かけをする覚悟がある！　有楽はおそらく、この賭けに失敗したら自害するつもりだわ。だから、自分が実の妹だという事実を決してお義姉さまに明かさなかったのよ！」

　信奈はついに、有楽の捕ほ縛ばくを、命じていた。

「六！　犬千代！　左近！　有楽を捕とらえて！　すでに有楽は、レオンに自分の正体を突つき止められたことを察しているんだわ。だからいくら待っても、お茶会には来ない！」

「承知いたしました！　ああっ、あたしってバカだーっ！　安土に着いたら速そつ攻こうで有楽さまを捕らえるべきだったのにー！」

「……了りよう解かい」

「ぐぎぎ。よくも姫をたばかったのじゃ、あの小こ娘むすめ！　しかし、ちんちくりんの姫に八頭身のオトナの身体を授さずけてくれた恩人を捕らえるのは、忍しのびないの……」

「あたしにもなにか命令してくださいよ姉あね御ご～！」

　この時──。

　信奈は、重大な事実に、気づいていた。

「……お濃のうが。帰き蝶ちようが、まだ来ていないわ!?　もしかして!?」

　しまった……安土から逃とう走そうされた、人ひと質じちを取られたと、犬千代が珍めずらしく焦り顔になって歯ぎしりしていた。

「お義ね姉えさま。三方に分かれましょう！　勝家、犬千代、恒興の三人は、帰蝶を連れて近江脱だつ出しゆつを試みているであろう有楽を大急ぎで捜さがしだして、なんとかして近江から抜ぬけられる前に発見し止めてちょうだい。私とお義姉さまは急いで出雲へと駆かけ、相良良晴が杵築大社の本ほん殿でんに入ってしまう前に制止しましょう。」

　蝮まむしこと斎さい藤とう道どう三さんの忘れ形見・帰蝶を奪うばわれた信奈は動どう揺ようしている。蒲生氏郷が、信奈に代わって次々と各姫武将に仕事を割わり振ふった。

「待てい、あづっちー。姫はどうすればよいのじゃ？　このまま、茶室でお茶していろというのかの？」

「左近さま。八岐大蛇は越前の敦賀から出雲へと走り、北九州まで延びている龍りゆう脈みやくなのよ。吉良網切の出雲入りをもしも水みず際ぎわで阻そ止しできなかった場合、八岐大蛇が暴れはじめたら──出雲に呼応して、敦賀でも龍が暴れることになるわ。だから」

「なるほど。巫み女この力を持つ姫に、越前へ行けと言うのじゃな」

「左近さまは、越前一宮の氣比神社へ。左近さまの血はきっと、龍脈を鎮しずめる巫女としての効力を発揮するわ」

　氏郷は「敦賀は龍の頭でもあり、尻尾しつぽでもある。八岐大蛇──出雲以外の土地では九頭竜と呼ばれている龍脈は、地龍であると同時に、海龍でもあるの」と一益に告げた。

「敦賀こそは八岐大蛇の急所にして臍へそ。敦賀からは出雲、京、越、尾張へと複数の龍脈が延びているのだけれど、敦賀の地の底から海底へと、もう一本の胴どう体たいがさらに分ぶん岐きして抜けているの。越前から能の登とにかけて、海底を這はい進む『海龍』が、眠ねむっている。敦賀から出雲へと走る地龍が目覚めたら、京、越、尾張へ延びる地龍のみならず、敦賀を経由して北陸の海龍もまた目覚めるかもしれない。敦賀最古の神が『海神わたつみ』の氣比大神だったのは、敦賀では八岐大蛇は地龍であると同時に海龍でもあったからよ」

「氣比大神は、海からたくさんのイルカを贈おくってくる海の神じゃったな……大勢のイルカが岸辺に打ち上がるのは、地じ震しんの前兆じゃな」

「そういうことよ。劔神社は、八岐大蛇を封ふうじた素戔嗚尊を祀ることで氣比神社を補ほ佐さしていたんだわ。でも、劔神社とともに敦賀を鎮ちん護ごしてきた氣比神社は、越前朝倉攻ぜめの際に大半が焼けてしまったから……」

「氣比神社の龍脈封じの力が弱まっているというのじゃな！　となると、出雲で八岐大蛇の暴走が起きたら、京も尾張も、そして北陸の海も……日ノ本中が一大事じゃの」

「そういうことなの。有楽も、大国主命の封印を解除することがこれほどに危険な作業だとは理解していないはず。でも、氣比に強大な霊力を持つ左近さまが巫女として乗り込むことで、損なわれた力を補ほ塡てんできるかもしれない」

「でかしたのじゃ、あづっちー。よくぞそこまで短期間で陰陽道を修得したのじゃ！　じゃが、褒ほう美びの茶器はやれぬ、のぶなちゃんにおねだりするがよい！」

　と、一益が立ち上がっていた。

「しかしこのおっぱいが大きすぎる身体では、姫ひめは巫女として役に立たぬ。他心通も使えぬしの。ほんとうに姫でだいじょうぶなのじゃろうか？」

「他心通は使えなくなっていても、処女を守っているのならば巫女としてはきっと問題ないわ、左近さま！」

　なるほど。面おも白しろ半分でよっしーにあれこれ捧ささげなくてよかったのじゃ、と一益が苦笑いを浮うかべていた。

　信奈は、まだ事実を受け止めきれない。

　父・信秀が死んだために、自分には決して与あたえられないと思っていた実の妹が、いた。

　しかしその妹が、相良良晴を贄にえにして大国主命を蘇よみがえらせようとしている。しかも、帰蝶を攫さらって姿を消した。有楽のほんとうの目的はいったいなんなのか。織田家への復ふく讐しゆうなのか。それとも。いや、そんなはずはない。お茶会での有楽はいつも、心の底から楽しそうに笑っていた──有楽の本心を、この計画の動機を、どうしても、本人から聞きたかった。

「お義姉さま。なんとしても相良良晴を守らねばならないわ。辛いでしょうけれど……どうか私とともに、出雲へ」

「さあ。立ち上がるのじゃ、のぶなちゃん。のぶなちゃんには、姫たちがついておる。帰蝶も有楽も必ず、のぶなちゃんのもとに戻もどってくるのじゃ。妹として、の」

　わかったわ左近、ここで心が折れてしまったらもう有楽も帰蝶も、日ノ本も、そして良晴も、すべて失ってしまう。わたしは絶対に有楽の暴走を阻止して、そしてすべてを守ってみせる、と信奈がうなずいていた。




　　　　※




　有楽は夜や陰いんに乗じて、ひたすらに馬で山陰道を突き進んでいる。

　信奈が捕縛命令を出した時にはすでに、出雲へと接近していたのである。

　織田家内部に、信奈の従妹いとことして入り込むことによって、有楽は織田家に飛び交かう数々の情報を片っ端ぱしから誰よりも早く手に入れることができた。なにしろ信奈の従妹兼けんお茶の師し匠しようとして、常に信奈が開く「お茶会」と称しようする密会や秘密軍議に参加できたのだから。

　家族愛が深い信奈は、術を用いて容易に洗脳できた。

　織田家が誇ほこる二人の知ち恵え者、竹中半兵衛と黒田官兵衛の一手先を取り続けることができたのも、有楽が信奈のお茶会に常に侍はべっていたからだ。

　巫女の力が強い最大の強敵・一益を封じ込めたことで油断が生じ、「バカだから」と無む警けい戒かいだった柴田勝家に術を破られるという失敗をしたが、その情報もすぐに耳に入った。故ゆえに、いち早く脱出することができたのだ。

　しかも、「なにをやろうとしているのかよくわからないけれど、織田信奈をおちょくるのならば、なんだって手伝うわよ。さんざん織田家の領国をかき乱してちょうだい。北ほう条じようが関八州を平定するまで、天下布武を遅おくらせてね」と、吉良網切のツテで知り合った北条氏うじ康やすが貸してくれた風ふう魔ま忍しのびたちが、有楽の安土脱出と出雲への強行軍を手助けしてくれた。

　が、「三種の神器」の件で推理失敗の失態を演じた蒲生氏郷が竹中半兵衛と黒田官兵衛に陰陽道を学んで、有楽の正体と彼女の大計画のほとんどを解き明かしてしまうことまでは、さすがの有楽も完全に予想外だった。

「う～ん。まずいことになっちゃったな。氏郷ちゃんは、三種の神器騒そう動どうの際には、南なん蛮ばん宣教師ガスパールにころりと騙だまされて利用されていたのに……傲ごう慢まんさを捨てて謙けん虚きよに半兵衛・官兵衛に自分の知力が劣おとっていることを認め、ずいぶんと成長したんだね～。さすがは、信奈お姉ちゃんが自分の義ぎ妹まいとして見込んだだけの逸いつ材ざいだよね……有楽ちゃんは結局、『要いらない妹』だったのかな……」

　そううそぶく有楽の横顔は、どこか寂さびしげだった。

「……ううん。まだだよ。氏郷ちゃんはまだ、有楽ちゃんの真の目的までは突き止めていないはず。仮に突き止めたとしても、断固として阻止しようとするはず。かくなる上は、『働いたら負け』という主義を捨てて有楽ちゃん自身が動くしかないでござる」

　その有楽の膝ひざの上には、安土から連れられてきた幼い帰蝶がちょこん、と座っている。

「そろそろ出雲の杵築大社に着くね。出雲ではなにをするんだっけ、有楽お姉ちゃん？　『織田家七福妹』祭りの下見だっけ？」

「帰蝶ちゃん。むろん、祭りの下見よ。でも、ただの祭りじゃないの。相良良晴をね──」

「良晴お兄ちゃんを？」

「──相良良晴を、生きながらに『神』にするの。国津神王朝の最後の王にして、八岐大蛇を退治して日ノ本最強の神しん剣けん・草薙剣を手に入れた素戔嗚尊の末まつ裔えい、『大国主命』にね」

「ふええ。すごいね！　でも、神さまになったら……良晴お兄ちゃんはどうなっちゃうの？　帰蝶が今よりもちっちゃかった頃ころ、美濃の父上からいろいろと教わったんだけど、荒あらぶる神さまってすっごく怖こわいらしいよ？　だから、日ノ本のあちこちに神社をいっぱい建てて封じ込めているんだって。良晴お兄ちゃん、神さまになったら荒ぶったりしないかなあ？」

　あどけない笑えみを浮かべている帰蝶に、有楽は答えていた。

「そうだね～。それは、良晴お義に兄いちゃん次し第だいだね～」

　二人の行く手に──杵築大社の鳥居が、見えてきた。

　その鳥居の入り口に、大おお鋏ばさみを背中に担かつぎ、大国主命復活のための国津神版三種の神器を揃そろえ終えた吉良網切が、立っていた。

「お久しぶりでござる、吉良ちゃん」

「なんだよ有楽？　てめー結局、土ど壇たん場ばで正体バレて安土から慌あわてて現地入りかよ。段取りが違ちがっちまったじゃねーかよ。だっせーな。ん？　なんだ、その子は？　あぶねーから、ガキを連れてくんなよ！」

「だいじょうぶ、だいじょうぶ。帰蝶ちゃんに、怪け我がさせたりしないよ～」

「まあいいや、てめーはその目でしかと観みればいい。このあたしが、出雲の封ふう印いんを解いて天下をひっくり返すその瞬しゆん間かんをな。お互たがいに長い雌し伏ふくの時だったが、織田家から廃はいされた要らない娘むすめと今川に滅ほろぼされた吉良家の姫が手を組んで『天津神』王朝を終わらせるってのは痛快だぜえ！　さーてと。どこまで暴れるかな、大国主命は。うけけけけ」

　ま、相良良晴には諏訪で世話になったので、あまりひでー思いはさせたくねーが、なんとかなるだろ！　吉良網切が大鋏を手にして、「んじゃ義元たちに見つかる前に、行くか」と声をあげた。

「この鋏はよ。杵築大社の結界──ぶっとい注し連め縄なわをちょきん、と切り落とすための特注品だ。髪かみ切りの趣しゆ味みがこーゆー仕事に活いかされるとはよ。ああ、早く切り落としてぇ～っ！」

「普ふ通つうはあの強きよう烈れつな注連縄を観ただけで霊れい圧あつを感じて金かな縛しばりだよ。さっすが吉良ちゃんだね～」

　もはや半兵衛官兵衛が吉良の侵しん入にゆうに気づいても止められない。一歩先んじたのだ。計画の成じよう就じゆを確信した有楽は、「妹とは、かわいいものでござる」とつぶやきながら、膝の上に乗せている帰蝶の頭をそっと撫なでていた。







　　　巻ノ六　将軍さまの縁えん結むすび・出雲いずも（後編）







「竹たけ千ち代よさん！　竹千代さん！　いよいよ元服式ですわね、おめでたいことですわ。花丸の扇おうぎを差し上げますわよ、おーほほほ！」

「ふえ～い。なし崩くずし的に今いま川がわ家の奴ど隷れい……いえ、家臣にされてしまっている気がしますが……私、本日より松まつ平だいら竹千代改め、松平次じ郎ろう三さぶ郎ろう元もと信のぶと名乗らせていただきます～」

「なーんで、由ゆい緒しよ正しい吉き良ら高こう家けのあたしが、三み河かわのたぬきの髪切り役を務めさせられてるんだよ！　おらっ、たぬき！　さっさと切らせろや、ボケが！　その、たぬ耳のかぶりものが邪じや魔まなんだよっ！」

　かつて栄えい耀よう栄えい華がを極きわめた駿すん府ぷ今川館やかた。

　若くして東海の覇は者しやとなり、天下人の第一候補に躍おどり出た艶つややかな姫大名の今川義よし元もと。

　その左右に奴隷……いや、家臣として侍らされていた二人の姫武将は、三河の子だぬき・松平竹千代と、同じく三河の吉良家当主・吉良義よし安やす。いずれも、上じよう洛らくを目指して三河に勢力を拡大してきた今川家に飲み込まれた「元・大名」の子供たちだった。ありていに言えば、人ひと質じちである。

　が、生まれながらの姫・今川義元は良くも悪くも鷹おう揚ようでずぼらなので、「昨日の敵は今日の姉妹しまいですわ」と二人を実の妹のように扱あつかっていた（それがまた、適当な扱いなのだが）。

　三人が姉妹のようにわいわいと騒さわいでいる中、義元の軍師を務める「黒衣の宰さい相しよう」太たい原げん雪せつ斎さいが、

「ふむ。『元信』という名はあまり縁えん起ぎがよろしくない。竹千代、その名の由来は？」

　と苦く笑しようしながら竹千代に尋たずねてきた。

「え、へ、へ。それはですね……今の私の主君である義元さまから『元』の一文字をいただき、尾お張わりの吉きち姉さまの元服名である『信のぶ奈な』から『信』の一文字をいただきまして、『元信』なのです。義元さまにごまをすり、隣りん国ごくの吉姉さまにもごまをするという、一挙両得、一石二鳥の改名なのです～。人生は重い荷物を背し負よって上り坂を歩くようなものですから、未来がどちらに転んでもそっ首を落とされないように、慎しん重ちような上にも慎重を期した二ふた股また改名なのです～」

「さすがは竹千代さん、幼いのに小ずるいですわ！　それでこそ今川家の次代の軍師！　花丸を二個差し上げますわ！」

「ケッ。せっこい真ま似ねしてやがんな！　あたしは義安なんて名前、いずれ捨ててやっからな！　義元と一文字かぶってるだけで、虫ずが走らぁ！」

　太原雪斎は微笑ほほえみながらも、

「竹千代。そなたが尾張の織お田だ信のぶ秀ひでどののご嫡ちやく子し・信奈どのの幼なじみで妹分であることは承知している。が、残念ながら今川家は上洛するために尾張を飲み込まねばならぬ定め。そなたには、拙せつ僧そうなきあと姫ひめの軍師を務めてもらわねば困る。尾張と今川の二股をかけていることを公言していては、そなたの地位はあやうくなる。『信』の文字は用いぬほうがよろしかろう」

　と、やんわりと竹千代に「さらなる改名を」と勧すすめてきた。

　苦労人の竹千代は、（このままでは吉姉さまとの絆きずなが完全に断ちきられてしまいそうで、『信』の一文字はどうしても用いたかったのですが、やはり無理でしたか）と肩かたを落としながらも、雪斎の細やかな気配りと「拙僧がいる限り今川家が織田家に敗れる未来はない」という清せい廉れんたる自負心をともに察して、

「ふわあ。それでは、『元信』改め『元もと康やす』と名乗らせていただきます～。『康』は、私の祖父で、三河松平家中興の祖・松平清きよ康やすお祖じ父いさまからいただいた文字です～」

　と、すばやく再改名した。幼い頃に人質として駿府へ送られるところを、「子供攫さらい」に攫われて銭ぜに五貫かんで織田家に売り飛ばされるという、この世で最大の不運を味わった竹千代には、子供離ばなれした気配り力と忍にん耐たい力があった。

「清康さんは若くして家臣に暗殺されたのでしたわね。清康さんがご存命ならば、三河は今頃松平家のもののままでしたのに、まことに乱世ははかないものですわね……」

　と、義元が扇を広げながら嘆たん息そくする。

「ちげーわ！　松平家の当主が二代続けて家臣に殺されて今川に吞み込まれていなければ、今頃三河は吉良家のものだ、ボケっ！　だいたい京の足あし利かが宗そう家けが絶えたら、次の将軍位は吉良家、つまりあたしに回ってくる順番じゃねーか！　今川家は三番目だ！　それを、今川が天下人となるために吉良家を滅ぼしてあたしをたぬきの髪切り係に貶おとしめやがって！」

「吉良さんったら、ほんとに毎日お元気で楽しそうですわ。おーほほほ」

「ちっとも楽しくねーっ！」

「吉良家は織田方に通じましたので、義安どのを当家が人質として押さえたこと、致いたし方ございませぬ。いずれ姫が上洛なされた時のために、吉良高家には当然しかるべき地位を準備しております。義安どのも、そう荒あれずに」

「黙だまれハゲ！　ハゲの言うことなんぞ、あたしが信用すっかボケ！」

「せ、拙僧はハゲではなく、出家でございます」

「出家した坊ぼう主ずががぶがぶ酒を飲むかよボケっ！　見てろ、てめーら！　あたしは必ずや今川家のくびきからも武家のしがらみからも逃のがれて、自由に生きてやっからなーっ！」

「もうすっかり自由奔ほん放ぽうなお方ですわよねえ、これ以上自由になってどうしようというのかしら？」と義元が首を傾かしげ、雪斎は「若い姫はこれくらい元気なほうがよろしい。竹千代は軍師に向いているが、義安どのは先せん陣じんをきって突とつ撃げきする武将……いや、もしかしたら案外忍しのび向きの素材やもしれぬ」と苦笑し、竹千代改め松平元康は「えへへ。髪切り役を吉良のお姫さまに務めさせちゃって、すみませぇん……」と舌を出した。

「元康さん、吉良さん。時は乱世ですわ。いつまでも一いつ緒しよにこうして駿府で遊んでいられるとは限りませんものね。ですから、今この瞬間は力の限り仲良く遊びましょう。今日は無礼講と参りましょう、おーほほほ」

「だから、おめーと遊んでるつもりはねーっての！　あたしは今川家の人質だっての！　だいいち、おめーは毎日無礼講じゃねーかよ！」

「え、へ、へ。私としましては、吉姉さまと今川家が仲良くなれれば、いいんですけどね～。無理なんでしょうねえ……」

　織田信秀どのが素す直なおに今川家に降こう伏ふくすれば、信奈姫とともにこうして和わ菓が子しをいただける時も来ます、と雪斎が笑った。

　だが、元康は知っていた。信秀・信奈父娘おやこの強烈な「志」と、そして苛か烈れつな性格を。天下人の座を巡めぐって、今川家と織田家は必ずや三河と尾張の国境線近くで雌し雄ゆうを決する決戦を行わねばならない定めだろう。こうして駿府に姫武将たちが集つどって和わ気き藹あい々あいと盛り上がっていられる時間が、いつまで続くだろうか。

「義元さまは吉良さんを妹分と思っておられます。仲良くしていきましょうね、う、ふ、ふ。私には、私の帰りを岡崎城で待っている松平家の家臣団がおりますので、ことと次第によっては涙なみだを吞のんで駿府からすたこら逃にげるかもしれませんが、どうか吉良さんは最後まで義元さまのもとに──」

「って、たぬき！　いい話っぽくまとめてんじゃねー！　てめーが駿府から逃げだせるような機会が来た時は、あたしも逃げだすに決まってんだろうがボケがっ！」

　吉良義安はしかし、今川義元が織田信奈に桶おけ狭はざ間まで敗れ、武たけ田だ信しん玄げんが同盟を破は棄きして駿府へと攻せめ込んできて戦国大名・今川家があっけなく崩ほう壊かいすることになるとは、この時、予想すらしていなかった。

　──義元の消えた駿府に、未練はなかった。義元も雪斎も今川家すらも不在となった時、吉良義安は自分が今川家の人質生活から解放されると同時に実はもう「吉良家の当主」ですらなくなっていること、戦国日ひノ本もとにもはや居場所のない妖よう怪かいのような存在になってしまったことに気づいた。そして──鋏で髪を切る妖怪の名を名乗ることとなった。「吉良網あみ切きり」の誕生である。




　　　　※




　織田有う楽らく斎さい、帰き蝶ちようを連れて安あ土づちを出しゆつ奔ぽん！

　戦国時代の「妖怪ハンター」こと蒲生がもう氏うじ郷さとは、信奈とともに出雲へ向かっていた。

　目指すは、有楽と吉良網切が大おお国くに主ぬしの命みことの封印を解こうとしている出雲の杵築きづきの大おお社やしろ。

　だが、近江おうみ出身の氏郷も尾張出身の信奈も、出雲路には疎うとい。吉良に後れを取りそうだった。信奈は丹たん波ば戦線を担当している明あけ智ち光みつ秀ひでに道案内してもらおうと考えたが、氏郷の、

「相良さがら良よし晴はるが絡からんでいるこの件に、空気を読まない働き者の明智さまを巻き込むと、話がたぶん壮そう絶ぜつにややこしいことに」

　という進言を聞いて、「今回は十じゆう兵べ衛え抜ぬきで出雲へ行くしかないわね」とあきらめた。

　たしかに、有楽が良晴を大国主命の依より代しろに用いようとしているなどという事態をあのうかつものの光秀が知ったら「うきー。そうはさせないですぅ」と騒ぎながらいきなり有楽に向けて短たん筒づつを発はつ砲ぽうしかねない。

　しかし今、出雲へと入った氏郷と信奈は杵築大社への近道を強ごう引いんに突つき進んだ結果、山の中で遭そう難なんしかけていた。

「あーん。どこまで駆かけても山、山、山ばかり！　あっちにも巨きよ大だいな奇き岩がん、こっちにも巨大な奇岩！　新月の夜だから、方角すらわからないわ！」

「聞きしに勝まさる山国っぷりだわ。近江や尾張とは大おお違ちがいね、お義ね姉えさま」

「遠回りして、平地の街かい道どうを進んだほうがよかったのかしら？　でも今から引き返すにも、すでに迷まい子ごになっちゃってるし！」

「待って、お義姉さま。前方から、人間の足音。誰だれかが近づいてくる！　たいへんだわ。山さん賊ぞくとか、武家社会にも農民社会にもまつろわない『山の民たみ』とか、そういう者に違いない。これだけ奇岩だらけだもの、山やま伏ぶしの修しゆ行ぎよう場なのかも。ここは男に変装してやり過ごすのよ！」

「だ、男装？　レオン？　あなた、そういう趣しゆ味みが？」

「ちちち違うの！　もしも男なんかに操みさおを奪うばわれたらわたしは二度とお義姉さまに会えなくなってしまい、自害しなければならなくなる。だから、いざという時のために、男装の修行に励はげんできたの！　決して、男の子になりきりながらお義姉さまのお婿むこさまになりたい、式はやっぱり南なん蛮ばん風がいいわねウヘヘとか、そういう妄もう想そうをしていたわけでは！」

「……レオン……あなたの妄想劇場ぶりも、十兵衛とたいして変わらないような……」

「いいえ！　山で暮らしつつも純潔を守ることで法力を身につけねばならない女修しゆ験げん者じやならば、男装は別に珍めずらしくないことよ。お義姉さまも、ぜひ男装を！　きっと凜り々りしい顔立ちのお義姉さまには男武者姿が似合うわ。美少女二人がともに男装して、山道を歩く……背徳的な状じよう況きようだわ。はあ、はあ……さあ、このレオンがお義姉さまのお着物を脱ぬがしてさしあげるわ！」

「あ、いや。わたしはこのままでいいから……」

「それはいけないわ！　お義姉さまの黒い見せブラは、男を野や獣じゆうに変える破は壊かい力を持っているのよーっ！」
















「レオンの目つきがすでに野獣なんだけどっ!?」

　信奈は知らないことだが──「悪の露ろ璃り魂こん」六ろつ角かく承しよう禎ていが支配していた近江六角家で人質として幼少期を過ごした姫武将は、たいてい自己防衛のために男装癖へきを覚えてしまうのである。

「男怖こわい、男怖い」と震ふるえながら、氏郷が馬から下りて器用に若い男武士の衣い装しように着き替がえ終えるとほぼ同時に、二人のもとについに問題の山賊が現れた──いや、甲かつ冑ちゆうの代わりに簑みのを被かぶり、刀の代わりに木の枝を手にしているというボロボロの姿になってはいたが、山賊ではなかった。

「い、出雲の勇将、山さん陰いんの麒き麟りん児じ……七難八苦・山やま中なか鹿しか之の助すけ、見参……」

「ええっ、鹿之助っ!?　あんた、なんでこんな出雲の山奥にいるわけ？　しかもその変わり果てた落ち武者姿は？　姫ひめ路じ城を守る仕事は？」

「……はい。わが殿とのが宝具泥どろ棒ぼうと追いかけっこをしていて、次は出雲の杵築大社に来られると噂うわさに聞きまして。出雲の道案内ならば、不ふ肖しようこの山中鹿之助が最適任者であると思い立ち、いてもたってもいられず出雲へ先回りして殿をお待ちしておりました。特に、この立たち久く恵え峡きようのあたりはたくさんの奇岩が聳そびえ立って視界を塞ふさぎ、初心者を必ず迷わせる難路ですから……」

　鹿之助は、「あちらの奇岩が神じん亀き岩。あそこの奇岩は、猿さる岩。そっちのは袈け裟さ掛がけ岩と申します」と息も絶え絶えなのにわざわざ観光ガイド役を務めようと最後の力を振ふり絞しぼって、天空にそびえる奇岩の数々を紹しよう介かいしはじめた。

「だがしかし……待てど暮らせど、なぜか殿はいつまでたっても現れず……ですが、寸刻でも持ち場を離はなれれば、殿とすれ違いになる恐おそれが。この鹿之助は山中で殿をじっと待ちながら飢うえに耐たえ、木の実や木の根を漁あさることでかろうじて命を繫つなぐありさまだったのです……もう腹が減って動けません……ああ……殿は私に、出雲の山中で飢き餓がに苦しみ悶もだえよという七難八苦をお与あたえくださったのですね……三さん途ずの川の向こうで、尼あま子こ家の新しん宮ぐう党とうの皆みなさんが手を振って私を呼んでいます……」

　鹿之助はそこまでかろうじて喋しやべり終えると、ばったりと前のめりに倒たおれて動かなくなった。

「んもう。こんな忙いそがしい時に、なに勝手に山に籠こもって落ち武者になっているのよ！　お義姉さま。こいつは埋うめて、先へ進みましょう！　明智さま同様に、絶対に土ど壇たん場ばでなにかとんでもない失態をやらかす女だわ！」

「ダメよレオン。良晴の家臣だし、勝手に埋めちゃまずいでしょ？　ういろうを与えて蘇そ生せいさせなきゃ。鹿之助が息絶えたら、わたしたちもこのまま遭難しちゃうわよ？」

「しょうがないわねえ。ほら、ういろうを食べなさい！　お義姉さまと私を、きりきり杵築大社に連れて行くのよ！」

「……うう……ありがたや、ありがたや。あなたさまは……どなたさまで……？　あれ？　もしや、蒲生氏郷どの……？」

　鹿之助にういろうを与えながら、氏郷はふるふると震えて、男装旅行時のために考えておいた「偽ぎ名めい」を口走っていた。

「わわわ私は尾張から来たお義姉さまの遠とお縁えんの者で、那な古ご野の山さん三さぶ郎ろうという男武者、ということにしておいてちょうだい。この先の道中、男に襲おそわれるかもしれないからっ！」

「……フ……殿との方がたに襲われるとか。『毛もう利りのもとから脱だつ走そうするために厠かわやを潜くぐった』という乙女おとめ失格の噂を立てられたこの鹿之助には永遠に訪おとずれない苦難ですね……氏郷どのも、私とともに厠を潜ってみませんか！　二度と殿方が近寄ってこなくなりますよ！　あのスケベな殿が私を肉にく奴ど隷れいにしないのも、厠潜りの噂のせいに違いありません！　ううっ……殿にならばいつでも夜よ這ばいしていただいてけっこう、私を拷ごう問もんするための地ち下か牢ろうや三角木馬まで準備したというのに、ずっと捨て置かれっぱなしで七難八苦です……」

「じょっ、冗じよう談だんはやめてよねっ！　そんなことしたら、お義姉さまにまで逃げられちゃうじゃないのっ！　男装はしても、厠を潜るのだけは、イヤーっ！」

「だいじょうぶ、窒ちつ息そくさえしなければ死ぬことはありません！　慣れですよ、慣れ！」

「……ええと……それって、ただの噂なのよね？　あなた、ほんとにそんなことしてないわよね？」

「フフフ……もしかして興味がおありですか、氏郷どの？　二度と引き返せなくなりますが、七難八苦の世界へようこそ！」

　信奈が「い、いいから先へ進みましょう！　鹿之助の七難八苦世界に深入りしちゃダメよ！」と鹿之助の謎なぞの勧かん誘ゆうに怯おびえる氏郷の袖そでを引いていた。

「……人に歴史あり、乙女に苦難ありなのね。織田領内ならともかく、出雲はすでに毛利領。毛利家に捕とらわれてしまったら、レオンは、レオンは……いやあああ！　いよいよ男装を解くわけにはいかないわ！」

「れ、レオン。毛利家は女の子にも人ひと質じちにも優やさしい家よ？　警けい戒かいしすぎじゃない？　たとえ人質にされることになっても、あなたが妄想しているようなことにはならないと思うけれど？」

「だって人質にされたら厠潜りの刑けいが待っているじゃない、お義姉さま！」

「いや、それは別に毛利方が鹿之助に強制したわけでは……」

「そうでもしないと脱走できない鉄てつ壁ぺきの牢ろう屋や送りなんでしょう!?　そんなことするくらいなら、いっそ切腹したほうが！　うあああああ……！」

　レオンって気が強い子だと思っていたけれど、男とか「人質」に対して強きよう烈れつな恐きよう怖ふ心があるみたい、たぶん六角家の人質時代によほど怖い思いをしたんだわ、と信奈はため息をついた。

　姉として、妹の悩なやみはいつか解決してあげないと、とも。

（わたしの妹だと名乗ることすら許されなかった有楽にはきっと、わたしに言いたいことがもっとたくさんあるはずだわ。話し合えば、わかり合えるはず。時間を、重ねれば）

　氏郷どのも七難八苦を目の前にして昂たかぶっておられるのですね。わかります、毛利に捕つかまったら厠潜り……この危機感と絶望感、たまりませんね！　と鹿之助がなぜか爽さわやかな笑え顔がおでうなずいている。

「それでは杵築大社への最短距きよ離りを走ります。裏道を抜ければ、あっという間ですよ。参りましょう！」

「デアルカ。待っていて良晴！　有楽をきっと思いとどまらせてみせるわ！」

　信奈はうなずいて、馬に鞭むちを入れていた。




　　　　※




　国くに津つ神かみ王朝の最後の王・大国主命とその始祖・素す戔さの嗚おの尊みことを祀まつる杵築大社には、日ノ本の宗教界の頂点に立つやまと御ご所しよの姫ひ巫み女こですら立ち入ることが許されない。

　しかし、ノーフューチャーな吉良網切は、杵築大社を守る強力な結界である大おお注し連め縄なわを鋏はさみでばっさり切断して鳥居を潜り抜けると、長旅に疲つかれたらしく「すうすう」と眠ねむっている帰蝶を背中におぶった有楽とともに、本ほん殿でん目指して参道を突っ走っていた。

「ま、待って～吉良ちゃん。足、速すぎ。凄すさまじい霊れい圧あつでござる」

「へっ。なーにが霊圧だ。ただの神社じゃねーか、気のせいだろ！」

「織田家は一応、神職が本業だったからぁ、たぶん有楽ちゃんの身体からだに流れる織田家の血が感応しているんだよ～。それで息切れして」

「おめーはただの体力不足だっつーのっ！　働いたら負けでござるとか言って茶ばっかり点たててるから足あし腰こし弱ってんだっ！　辛つらいなら、帰蝶ちゃんをあたしが担かついでやろうか？」

「……吉良ちゃんが担いでいる大鋏のほうがさらに重量あるから、遠えん慮りよするよ～」

「だいいち、そのガキんちょ、なんで連れてきたんだよっ！」

「うーん。安土を無事に抜ぬけられるまでの用心のつもりでね。安土から抜けられたら、きりのいいところで解放してあげようと思ってたんだけど、懐なつかれちゃって」

「しょーがねーな。で？　本殿に辿たどり着いたら、どうすりゃいーんだ？」

「宝具はすべて揃そろっている。本殿の中央に長大な『心しんの御み柱はしら』が鎮ちん座ざしているはずだから、その柱を草くさ薙なぎの剣つるぎですぱっと切っちゃって～」

「心御柱ぁ？　なんだそりゃ？　出雲の神ってのは、仏像でもお狐きつねさまでも猫ねこでもねーのか？」

「大国主命の息子むすこ・建たけ御み名な方かたの神かみを祀る諏す訪わ神社が、長大な『御おん柱ばしら』を建てて結界を張って、信濃しなのの大地の底に眠っている龍りゆう神じんを封ふうじているのと仕組みは同じだよ～。敦つる賀がを分ぶん岐き点てんとして、首と胴どうと尻尾しつぽが日ノ本の四方へと枝分かれしている龍神、九く頭ず竜りゆうこと八や岐またの大蛇おろち。その胴の一本が、出雲の地下をも東西に貫つらぬいているわけ。ご神木を切りだして作った『心御柱』には、祭神・大国主命の霊力が満たされていて、八岐大蛇を鎮しずめているんだよ～」

「ほーん。大国主命の力を相良良晴に憑ひよう依いさせるところまではわかったが、もしも八岐大蛇まで目ぇ覚ましたらどーすんだ？」

「うーん。それは、大国主命と良晴お義に兄いちゃん次し第だいだね～」

「えらいことになりそーだが、まあいいや。天あま津つ神かみ王朝の歴史をひっくり返して大国主命を復活させりゃあ、吉良家の没ぼつ落らくも今川家の崩ほう壊かいもぜんぶチャラだ！　織田家がブッ壊こわれても文句ねーんだな、有楽？　じゃあ、最後の大仕事、やるぜ！　うけけけけ！」

　吉良網切は、ついに八や雲くも山やまの麓ふもとに鎮座する本殿の正面まで到とう達たつした。

　相次ぐ戦せん禍かと繰くり返される倒とう壊かいによって、巨きよ大だい神しん殿でんを建てる技術が失われてしまったため、現代の八はち丈じようの本殿と比べると小さい建物だ。

　だがそれでも、荒あら垣がき、瑞みず垣かき、玉たま垣がきの三重の垣によって本殿は厳重に封印されている。

「おおっ？　こいつか！　ずいぶんものものしいな！　なにがなんでも中に入って暴れたくなっちまうぜえ！」

「吉良ちゃん。武士の世となってからは、大国主命とともに素戔嗚尊も本殿に封じられているんだよ～。その分、霊圧も二倍」

「へえ。なんでだ？」

「戦乱の世となって以来、三十二丈や十六丈（四十八メートル）の巨大神殿を建てる技術がなくなっちゃったから、強烈に荒あらぶる祟たたり神・素戔嗚尊を投入して霊的防衛力を二倍に増したんじゃないかな？　ま、どっちにしても吉良ちゃんには効かないよね～」

「おうよ。神だろうが仏だろうが、厳重に封じられれば封じられるほど、逆らって開けてみたくなる。それがこの吉良網切さまの生き様だぁ！　叡えい山ざん燃やして大おお坂さか本ほん猫びよう寺じをブッ潰つぶした織田信奈の不敬ぶりを、今こそ超こえてやらぁ！」

　吉良網切は、強大な今川軍を桶狭間で倒した信奈を「好敵手」認にん定ていしている。

　結果的に人質の身分から解放されたので信奈に憎にくしみはないが、尾張の小大名にすぎない信奈が大正義今川軍を打ち負かしたのを見て、吉良はめらめらと燃えた。信奈と、勝負してみたくなった。しかしその信奈に素す浪ろう人にんの自分が勝つには、武力ではとうてい無理。ならばかぶいてかぶいてかぶきまくって、「神をも畏おそれぬ第六天魔ま王おう」ぶりで信奈を超えてやる！　と誓ちかい、有楽が持ちかけてきた今回の「大国主命の封印解除」計画に乗ったのだった。

　焼き討ちとか、信奈お姉ちゃんはそんな過激なことしてないけどね～、まあいいか、と有楽は苦く笑しようしている。

「北ほう条じようちゃんからお借りした風ふう魔ま衆のみなさ～ん。出番だよ～。すぐに『出合え、出合え！』と本殿を包囲されるだろうから、働いてね～」

「「「われら風魔軍団、承知つかまつりました」」」

　山中のいずこからか、続々と黒くろ装しよう束ぞくの忍しのびたちがはせ参じてきた。

「氏うじ康やすさまも、箱はこ根ねの関せきから西は日ノ本ではないからどうなってもいいとか、まったく困ったお方だ。大国主命の封印を解いてしまってほんとうにいいのか？　出雲に、いや、西国一帯に甚じん大だいな厄やく災さいがもたらされるのでは……」

「古代の神の霊が眠る杵築大社よりも、生きておられる氏康さまが暮らす小お田だ原わら城こそが北条の聖地。われらが頭領・小こ太た郎ろうさまのご命令だ、やむを得まい」

「氏康さまはどうしても小田原城以外の聖地の評判を落として、小田原城に観光客を誘ゆう致ちしたいらしい。南なん蛮ばんから象を買って城内で飼うことも辞さずとか」

「……そうか。それで、熱あつ田たや伊い勢せや出雲にちょっかいを。観光地勝負となると、由ゆい緒しよある神社仏閣が豊富な西国には東国はかなわんからな……」

　徳とく川がわ家いえ康やすが権ごん現げんさまになっていないこの時代、日につ光こう東とう照しよう宮ぐうはいまだ存在しないのである。江え戸ど城もまだ、浅あさ瀬せの中に浮うかぶ小城だ。

　北条氏康は、織田信奈が安土城や熱田神社を一大観光地として整備し、「町まち興おこし」を行って銭ぜにを稼かせごうとしていることに嫉しつ妬とし、このままでは銭の力で織田家に負けると焦あせり、小田原城を「本家ういろうの地」「元祖総構えの城」と売り出したが、西国から来た観光客の多くは箱根関の坂で疲れて箱根の温泉宿に泊とまってそのまま満足して帰ってしまうので、小田原まで人が来ない。

　そこで氏康は、考えた。そうだわ。小田原を売り出せないなら、商売敵がたきを潰せばいいじゃない、と──実に氏康。まさに氏康。

　で、西国の神社を荒あらし回ろうと小手調べの盗とう賊ぞく稼か業ぎようをはじめていた宝具泥どろ棒ぼうの吉良網切と有楽のコンビに、「どんどんやってちょうだい。憎い西国の聖地の権けん威いを落としまくって」と風魔衆を貸し出したのである。

　今、箱根関を越え、ついにはるばる出雲にまで来てしまった風魔忍しのびたちは、生まれてはじめて目にした杵築大社本殿の荘そう厳ごんさと霊圧に気け圧おされて「いいのか？」と首を捻ひねっているが、頭領・風魔小太郎の命令は絶対。逆らえない。

　吉良と有楽は、怯える風魔忍びたちを従えて、ついに本殿へ突とつ入にゆうした──が、そこにはすでに。




「おーほほほほ！　天知る地知る将軍が知る、ですわ！　あなた方が本殿の心御柱を狙ねらうこと、すでにわらわの優ゆう秀しゆうなるしもべどもが察知済みでしたのよ。半はん兵べ衛えさん、官かん兵べ衛えさん。そして飛とび猿ざるさん。度たび重かさなる泥棒を働いた吉良さんと風魔忍びさんたちを𠮟しかりつけて、懲こらしめてさしあげなさい！」

「控ひかえ控え、控えおろーう！　この『足利二つ引両』の印いん籠ろうが目に入らぬか～！　このお方をどなたと心得る！　畏れ多くも今川幕府の初代征せい夷い大たい将しよう軍ぐん、今川義元さまなるぞ！　上様の御お前まえである、控えおろ～う！」

「くすんくすん。かろうじて間に合いました。良晴さん、風魔さんの数が多いのでわたしたちから離はなれないでください」

「俺は飛猿じゃねー！　相良良晴だっ！　って、あれっ？　信奈の従妹いとこの有楽ちゃんと、そして帰蝶ちゃんが、どうして吉良のもとに!?」




　将軍・今川義元。半兵衛官兵衛。そして飛猿こと相良良晴の四人組が、一足早く本殿に陣じん取どっていたのである。ちなみに、事前に阿お国くにちゃんから特別な許可を得ています。

「ゲッ!?　義元、てめー姫巫女さまも入れない杵築大社の本殿に入り込んでいーのかよっ!?」

「おーほほほ。わらわは、征夷大将軍！　武家の棟とう梁りようにして頂点ですのよ！　まったくなんの問題もありませんわ！　わらわに、押し通れぬ場所などございませんのよ。さあ、吉良さん。仲直りを。信奈さんとのお茶会に招待してさしあげますわ。まあまあ。そちらの有楽さんと帰蝶ちゃんは、人質ですの？　わらわは寛かん大だいなオ・ン・ナ、見なかったことにしてあげますわよ？」
















「うっせーダボがっ！　有楽とあたしは仲間だ、気づけや！」

「まあ、そうでしたの？　はっ？　ま……まさか、愛らしい帰蝶ちゃんをどちらが優先的にかわいがるかを巡めぐって、信奈さんと有楽さんが仲なか違たがいを？　愛深き故ゆえに従い姉と妹こ同士が争わねばならぬとは。織田家の悲劇ですわね……」

「あーっ！　てめーはもう黙だまってろ、話が進まないし頭が痛い！　風魔衆、任せた！　心御柱を守っているこいつらを、本殿から追い出せ！」

「あらまあ。天下の将軍さまの威い光こうと人徳に逆らえる者など日ノ本にはおりませんのよ？　しかも風魔さんたちはみな、今川と北条が同盟していた時代からのおつきあいで、顔見知りですわ。わらわのこの高貴なる美び貌ぼうを目まの当たりにすれば、眩まぶしい！　美しい！　これが上様のご威光か！　とひれ伏ふすしかないのですわ。相良良晴から教わった未来のてれびどらま『ご老ろう公こう漫まん遊ゆう記き』のオチも、そうなっていますのよ──皆みなさん？　よもや、わらわの顔を見忘れてはいませんわよね？」

　だが、風魔忍びたちはもう、本殿に入った時点で破れかぶれになっていた。吉良網切と旅を続けるうちに、権威を見ると無む性しように暴れたくなる吉良の性格が伝染していたのかもしれない。

「「「ああっ、義元さま？　いや、いまや『上様』！」」」

　と義元の得意満面の笑えみを見て一いつ瞬しゆんたじろいだが、次の瞬間には、

「えーい。上様など知らぬ！」

「この者、上様の名を騙かたる偽にせ者もの！」

「たかが印籠など見せられたくらいで、誰だれ一人観念などせぬわ！」

「もはやこれまで！　構わん、斬きれ斬れ！」

　いっせいにクナイと忍にん者じや刀を手にして、義元一行めがけて襲おそいかかってきたのだった。

「あ、あらら？　おかしいですわ、筋書きと違ちがいますわね？　やむを得ませんわ。半兵衛さん官兵衛さん、峰みね打うちでやっておしまいなさい！」

「はわわ。わわわわたし、太た刀ちを振ふるうのは苦手なんです～！　で、でも、小刀なら投げられます！　えいっ！　……は、外しちゃいました！　本殿内は大国主命の霊圧が強くて、手て許もとが……あうう。も、も、漏もれ」

「こらーっ相良良晴！　問答無用で襲われているじゃないかーっ！　印籠を振りかざして決めぜりふを叫さけんだシメオンが馬ば鹿かみたいじゃないかーっ！　軍師は直接太刀を振るったりしないんだ！　たっ、助けてぇ～！」

　うーん「ご老公漫遊記」ではなく「食くいしん坊ぼう将しよう軍ぐん」の展開になっちまったか。そもそもどうして有楽ちゃんと帰蝶ちゃんがここに……とにかく俺に任せろ！　と良晴が国くに友とも村で峰打ち専用に打たせた「逆さか刃ば刀とう」を構えて「俺は村むら上かみ水軍で鍛きたえてきたんだ！　斬らずに済むなら、それなりに日本刀を使えるようになったんだぜ！」と風魔忍びたち相手に大立ち回りを演じようとした。

　だが、

「くす。良晴お義兄ちゃん、捕つかまえた、っと♪　諏訪でいちどお義兄ちゃんの姿を映し済みの十と種くさの神かん宝だから──『真ま澄すみの鏡かがみ』でござる」

　有楽が高々と掲かかげた「真澄の鏡」が良晴の姿を映すと同時に、良晴の身体からだは強きよう烈れつな力で鏡に引き寄せられていた。

「おわあっ!?　なんだこの吸引力は？　お、俺の身体が、鏡に吸い付けられている!?　踏ふん張れねえ～!?」

「えへ。抵てい抗こうしても、無む駄だ無駄無駄ぁでござる。さあ、有楽ちゃんのもとへと飛んできて～♪」

　ふわりと良晴の身体が宙へ浮かび上がり、そしてそのまま勢いよく有楽のもとへとすっ飛んでいた。

「危ない有楽ちゃん、避よけろっぶつかる！　いや、いっそこの勢いで鏡に頭ず突つきして叩たたき割れば、大国主命復活の儀ぎ式しきを阻そ止しできるかも？　やってやるか！」

「ええっ、十種神宝を割れるんだお義兄ちゃんって？　そうはさせないもんっ」

　とっさに鏡に頭をぶつけようと機転を利きかせた良晴。が、良晴の癖くせでその閃ひらめきをうっかり口走ってしまったために、有楽は「さっ」と鏡を背中へと隠かくしてしまった。

　その結果──。

「「ぶぎゅる！」」

　良晴の唇くちびると有楽の唇とが、正面衝しよう突とつしていたのだった。

「あ～っ？　お義に兄いちゃんに、唇を奪うばわれちゃった～!?　お姉ちゃんに怒おこられちゃう！」

「なにをやっているんですか良晴さん！　大立ち回りの最さ中なかに浮うわ気きを……くすんくすん」

「空を飛んでいって、有楽さんと接せつ吻ぷんしましたわ！　まさに飛猿ですわね！　これで有楽さんもはぁれむ入りですわね、さすがですこと！」

「こらっ相良良晴！　この期ごに及およんで、シメオンたちを裏切ったなぁ～！」

「ご、ごめん！　なにもかも不ふ可か抗こう力りよくだ！　でも、なんで、俺の身体がその鏡に引っ張られて」

「お義兄ちゃんはねえ、諏訪でこの鏡に映りこんだ瞬間に、依より代しろとして選ばれたんだよ。そもそも『天あまの岩いわ戸と』を潜くぐって戦国時代に来た時点で、依代としての希け有うな資質があったわけ。『有楽ちゃんはじめての接吻』という高い代だい償しようを払はらったけど、これで大国主命の依代、いただいちゃった～」

「「「依代!?」」」

　竹たけ中なか半兵衛と黒くろ田だ官兵衛。天下の二大軍師はこの有楽の一言で、有楽の計画の最終目的を悟さとっていた。

「わたしが京の地下を走る龍りゆう脈みやくを断ち日ノ本の陰おん陽みよう道どうの仕し掛かけを壊こわしたことで、この国のあちこちに淀よどんでいた悪あしき霊さんたちは祓はらわれ、肉体を持たない怪かい異いの力は大おお幅はばに弱まりました。今さら大国主命を復活させても、その大国主命に肉体がなければ、かつてのような強大な力を振るうことはできません」

「シム！　そこで、『天岩戸』を生きながらに潜り抜ぬけて強きよう靭じんな霊れい力りよく耐たい性せいを持つことが証明済みだった相良良晴の身体を、依代に用いるつもりだったのか！　相良良晴を、大国主命の傀かい儡らいに!?　しまったあ！　このシメオンとしたことが、今の今まで気づかなかったとは！」

「まあまあ。吉良さんにそんな知ち恵えが？　予想外でしたわね……吉良さん……その知ち謀ぼうを今川家のために使っていただきたかったですわ」

「あたしの知恵のわけがあるか、ボケッ！　尾張の物ものの部べ神社で、歴史から抹まつ殺さつされた『物部文ぶん献けん』を偶ぐう然ぜん発見した織田有楽斎が考えついた秘策だろ！　諏訪に相良良晴をおびき寄せて真澄の鏡に姿を映させたのも、こいつを依代として選定するためらしいな！　ま、あたしと良晴が落らく盤ばん事故を食くらって洞どう窟くつ内に遭そう難なんしたのは想定外だろうがな！」

「あとは、仕上げに伊勢で手に入れた猿さる田た彦ひこの興おき玉たま神しん石せきをお義兄ちゃんのふんどしの中に入れて、っと。これで大国主命の霊が憑ついても、この石が、かつて猿田彦が天津神軍を道案内したように『道祖さえの神かみ』の役割を果たすから、大国主命に憑かれてもお義兄ちゃんの意識は消しよう滅めつしないよ～」

「あっこら有楽ちゃん!?　どこに手を突つっ込んでいるんだっ？　半兵衛の視線が冷たい！　やっ、やめてくれ～！」

　これでお義兄ちゃんを大国主命の依代にする準備は完かん了りよう！　あとは、心御柱を素戔嗚尊の神しん剣けん・草薙剣で切断すれば、「人間の身体を持った大国主命」の誕生というわけ。だいじょうぶ、良晴お義兄ちゃんはお義兄ちゃんであることをやめなくてもいいの。意識も心もそのままで、大国主命から力だけを譲ゆずられた「相良良晴神」になれるんだよ、と有楽が微笑ほほえんでいた。

「なんだぁそっか、依代になっても、その石さえ持ってりゃ霊に魂たましいを奪われることなく丸得なのかよ。だったら安心しな相良良晴。大国主命の力を持つ『超ちよう・相良良晴』が降臨すれば、日ノ本は人間の世から神の世に逆ぎやく戻もどりだ！　ヒャッハー、最高にかぶいてやったぜえ！　これで織田信奈に勝った！」

「ちょっと待てー！　俺には、信奈の天下布武を手伝うという仕事があるんだっ！　信奈は、人間の時代を訪おとずれさせるために戦ってきたんだ！　この俺自身が信奈の夢を阻はばむ大国主命もどきになる気はねえ！」

「吉良さん、どうしてこのような捨て鉢ばちな行動を、足利家に次ぐ名門吉良家を継つがれたあなたが？　なぜなんですか!?」

　半兵衛が問い詰つめるが、うっせーダボが！　と吉良は鋏はさみを担かついでゲタゲタ笑っている。

　そんな吉良の姿を見つめていた今川義元が、「吉良さん……」と涙なみだぐんでいた。

「吉良さん。あなたは……ほんとうは」

「な、なんだよ義元。あたしはこのふざけきった糞くそったれな戦国乱世をブチ壊すと決めたんだ！　今さらお涙頂ちよう戴だいの過去の思い出話なんてしたって無駄だかんな！　もう、あたしとおめーとたぬきとで駿府でお茶会開いていたあの時代には戻れねーんだよっ！　べ、別に、織田信奈が天下人の座から転がり落ちておめーがお飾かざりの将軍の座から自由になれれば、あたしたちの関係もきっと昔に戻せるだなんて、お、思ってねーからなっ！」

　頰ほおを赤らめて、吉良網切が「ぷいっ」と目をそらした。

　そうだったんですね……吉良さんと義元さまはお友達だったんですね……と半兵衛が涙ぐんだ。

　義元は、風魔忍しのびたちが「こら待て」「上様？」「われらとの大立ち回りの途と中ちゆうなんですが」と忍者刀を掲げて騒さわぎ立てる中、悠ゆう々ゆうと歩いて前へと進み、そっと吉良網切の手を握にぎりしめていた。

「吉良さんも、わらわとともに、相良良晴のはぁれむに入りたかったのですね。安土城の相良良晴はぁれむでは、毎日毎晩お茶会三ざん昧まい、ご当地ぐるめ三昧、蹴け鞠まり三昧の優ゆう雅がな日々を過ごせますものね！　ええ、ええ、よろしいですわよ。わらわは寛かん容ような女ですの。正妻がわらわであるという一点さえ揺ゆるがなければ、何人でも側室を受け入れられる巨きよ大だいな度量の持ち主ですのよ。おーほほほ！」

「違ーうっ！　マジもんの馬鹿かっ、てめーはっ！　ああああたしはそそそそんな……女の子同士の感動の友情話のど真ん中に、平然と相良良晴を入れんなっ！　はぁれむってなんだよっ!?　ななななんであたしが良晴の側室にならなきゃならねーんだーっ!?」

「今川家も吉良家も大名家としては滅ほろびましたから、武将仕事はすでに廃はい業ぎよう。ならば、姫ひめとして殿との方がたに嫁とついで優雅に華か麗れいに遊び暮らしお家を次世代に繫つなぐ赤ちゃんを産むことこそが、わらわたちの使命なのですわ。合戦しなくていいですし、天下盗とりのお仕事は信奈さんが勝手にやってくれますから、今のわらわの境きよう遇ぐうはとても快適ですのよおーほほほ。天下一の男に出会えてほんとうに幸せですわ！　元康さんも、わらわの使い走りとしてしょっちゅう京に顔を出してくれますのよ！　あの日のように、また三人で遊びましょう！　いずれ信玄さんも氏康さんも、ぜひ、はぁれむに」

「そ、そっか。赤ちゃんを産んで吉良家の跡あと取とりを育てることが、あたしにできる仕事……って、アホかお前は～っ！　勝手にあたしを相良良晴のはぁれむ要員にするんじゃねえ！　た、たしかに、す、諏訪では良晴の世話になったが、あ、あたしはそんな簡単に男に靡なびかねーからなっ！」

　はわわ。吉良さんはなにやらまんざらでもなさそうな表情です。印いん籠ろうを見ても改心しない大悪党さんですからお社の裏山に埋うめましょうくすんくすん、と思わぬはぁれむ増員の危機に焦あせった半兵衛が思わず黒い台詞せりふを囁ささやいたが、官兵衛が慌あわてて止めた。

　だがしかし、その吉良を背後から動かしていた「首しゆ謀ぼう者しや」が、ここにいた──すうすうと眠ねむっている帰蝶をおぶっている、信奈の従妹いとこ・織田有楽斎である。

「有楽さま。吉良さんと風魔衆は、あくまでも実動部隊。あなたが──十種神宝事件の真犯人だったのですね。いったい、なぜ……？」

「シム。きみの動機がさっぱりわからない。織田家の人間がなぜ、盗とう賊ぞくと忍びを裏から操あやつって織田家を混乱させるような活動を？　織田家簒さん奪だつ、でもない。簒奪するなら、織田信奈をお茶会で毒殺すれば済むことだ。ならば、きみはなんのために大国主命を復活させようとしているんだ？」

　有楽はしかし、「そんなことはあなたたちには関係ないんだもん。これは、織田家の問題なんだもん。風魔の皆みなさん。儀式の妨さまたげになるから、この子たちは追い出して～」となおも風魔衆を操り、半兵衛と官兵衛に抵抗した。数ではとても風魔衆に勝てない。印籠が効かなかったのが誤算だった、万ばん事じ休すか、と官兵衛が頭を抱かかえたその時。

　ひゅん！　と風車を取り付けた手しゆ裏り剣けんが柱の裏から飛んできて、風魔衆たちの足あし下もとの床ゆかにどんと突き刺ささっていた。




「出雲に来ていたのね、有楽！　『風車の信奈』、満を持して加勢に来たわよ！　鹿之助！　山三郎！　風魔衆を突とつ破ぱして、有楽の真の動機を解明する時よ！　有楽、どうしてこんな真ま似ねをしたの？　今ならまだ、織田家に戻れるわ。だから、わたしたちと風魔衆との戦いをやめさせて！　大国主命の復活なんて真似は、やってはならない！」




　良晴たちが「えっ」と振ふり返ると、そこには信奈と、なぜかボロボロの簑みの姿になっている山中鹿之助、そして信奈にそっと寄より添そって彼女を守っている謎なぞの美少年侍ざむらいがいた──。

「まあ、誰だれですかしら？　信奈さんのお浮気相手？」「まさかくすんくすん」「なんだってー。信奈が浮気？　しかも相手は超美少年！　俺が義元ちゃんに引きずられて『はぁれむ要員探しの旅』なんかやらかしたせいだ！　もう俺は終わりだあ！」と良晴たちが驚おどろいて立ち尽つくしている中。

「げふんげふん。わが名は、那古野山三郎！　さあ、お義ね姉えさま。私たちが風魔衆の壁かべを切り崩くずすわ。お義姉さまは一刻も早く有楽のもとへ！」

　美少年侍・那古野山三郎に扮ふんした氏郷が、簑姿の鹿之助とともに大立ち回りを開始した。

「七難八苦、山中鹿之助！　無む謀ぼうにも突とつ撃げきさせていただきます！」

　知謀を必要としない正面からの戦いで見せる鹿之助の強さは異常。

「防ぼう御ぎよなど無用！　忍びどもよ、いくらでも私を刺すがいい！　殿とののためなら何なん太た刀ち浴びようとも、この鹿之助は屈くつせぬ！　もっともっと私を苦しめてみろ！」

「お、おのれこの女。被かぶっている分厚い簑が邪じや魔まで、刺しても刺しても忍にん者じや刀が肌はだまで通らぬ！」

「えーい。忍者刀では尺が足りん。もっと長い太刀でなければ！」

「いっそ簑を燃やして『簑みの踊おどり』の刑けいに処すのはどうだ？」

「よせっ！　この本ほん殿でんの室内でこやつを燃やしてごろごろと転がられたら、われらまで炎ほのおに包まれて焼けてしまうぞ！」

　身体からだにまとった簑に大量の忍者刀を突き立てられながら「はあはあ。な、何本も乙女おとめの身体に刀を突き刺してくるとはさすが忍者、汚きたない。さらに、これから火を放たれて簑踊りの刑を受けるのか……たまらぬな。だが、まだだ！　簑踊り程度では私の心は折れぬぞ。もっと七難八苦を与あたえるがいい！」と頰を紅潮させて暴れている鹿之助を眺ながめながら、「黒くろひげ危き機き一いつ発ぱつみたいになってるな……」と良晴は思わずつぶやいていた。

　かくして、鹿之助と山三郎（その正体は氏郷）が風魔衆を一手に引き受けている中。

　今川義元が「今ですわ。お行きなさい」と、有楽を前にして躊躇ためらっていた信奈の背中をそっと押して、有楽のもとへと歩み寄らせていた。

「有楽。あなたの計画は失敗よ。でも、これでよかったの。あなたと吉良網切の今回の宝具泥どろ棒ぼうの件はすべて不問に付すわ。だから──お願い。織田家に戻ってきて！」

「……有楽ちゃんにはもう、織田家には戻る席がないでござる。だって信奈お姉ちゃんにはもう、蒲生氏郷ちゃんという切れ者の妹がいるじゃない。かわいい帰蝶ちゃんだって。有楽は……武将じゃないし……妹じゃなくて、従妹だし……茶さ道どうくらいしか、特技がないし……その特技だって……お姉ちゃんたちを騙だますためにしか、使えないの……」

　信奈は、有楽の頰をそっと撫なでながら、告げていた。

「もう隠かくさなくてもいいのよ。六りくから、真相を聞いたわ。あなたがわたしの従妹ではなく、織田家から寺へと預けられた実の妹だという秘密を」

　な、なんだって!?　と良晴が思わず声をあげていた。

　そうだ。以前、勝かつ家いえの奴やつ、浅あざ井い長なが政まさとの婚こん姻いん問題がこじれた時に、浅井長政には信奈の妹・お市いちを嫁がせればいいじゃないかという俺の献けん策さくを、「姫さまに妹はいない！」と慌てて流したことが。この世界と俺が知っている世界の織田家では家族構成が違ちがうんだな、とあの時はあまり気にしていなかったが、実は勝家は信奈自身もその存在を知らない信奈の妹を密ひそかに育成していたのか!?

（もちろん、アホで忠義一筋の勝家にそんな手の込んだ、しかも信奈を哀かなしませることになる計画なんて立てられるわけがないから、織田家の誰かから命令を受けたんだな？　戦国乱世に揺れる大名家の複雑な事情というやつか？）

　今はしかし、信奈と有楽の話し合いの時間を邪魔する時ではない、と良晴は気づき、口をつぐんだ。すべてを、信奈と有楽、織田家の姉妹しまいに委ゆだねようと。

　信奈と有楽の「対話」は、続く。

「わざわざ催さい眠みんの術を用いて織田家にわたしの従妹として入り込んでいたのは、宝具泥棒事件の真犯人だと疑われないためじゃなくて、ほんとうはただわたしの隣となりにいたかったから、なんでしょう？　それなのにわたしはあなたの正体に気づけずに、『織田家七しち福ふく妹まい』を結成して妹集めに奔ほん走そうしていた。あなたを、傷つけたのね」

「……知ってしまったの？　でも。それもきっと、氏郷ちゃんが調べてきたんだよね？　氏郷ちゃんは文武に秀ひいでていて、お姉ちゃんの片かた腕うでとして、妹として、優ゆう秀しゆうすぎる。有楽にはやっぱりもう、織田家に居場所なんか」

「そんなことはないわ、きょうだいに『役に立つ』とか『居場所がない』とか、そんな言葉はなんの意味もないの有楽。わたしにとっては、あなたはひとりきりの実の妹なのよ。幼い頃ころからわたしが、ずっとずっと夢に見てきた、たいせつな……」

「だったら、どうしてもっと早く気づいてくれなかったの!?」

　有楽が信奈の胸にすがりついていた。

　二人の切せつ迫ぱくした語り合いを案じて風魔衆との大立ち回りを止めていた氏郷たちに、義元が「たいせつな姉妹ゲンカの時間ですわ。今は、このままに」と静かに目配せをしていた。

　信奈は、（義元は大だい賢けん者じやなのか天然なのか、さっぱりわからないわ）と不思議に思いながらも、義元の心配りに感謝しながら、有楽の背中を抱だきしめていた。

「ほんとうに、ごめんなさい……でもまだ、これだけがわからない。あなたの真の動機が。教えて。どうして大国主命を復活させて、良晴に取り憑つかせようとしたの、有楽？」

「……わたしこそ、ごめんなさい……有楽が大国主命を復活させようとしていたのは、信奈お姉ちゃんのためなんだ」

「わたしのため？　どういうこと？」

「信奈お姉ちゃんの言う通り、有楽ちゃんが信奈お姉ちゃんの従妹だというお話は、実は催眠術でみんなに信じさせた『噓うそ話』なの。ほんとうは、有楽は信奈お姉ちゃんの実の妹だよ。お母さんは違う人だけどね」

「母上には決して悪意はなかったのよ。わたしが、うつけ姫だったから……尾張はわたしの代で今川家に滅ぼされると、みんなが信じていたから。わたしのせいなの、有楽」

「ううん。お姉ちゃんのせいじゃない。戦国の武家ではよくあることだよ。武家としての家が滅びても血統を絶やさぬよう、兄弟姉妹のうち誰かを密かに家から出して寺に入れておくという、戦国大名家がよく用いる生き残り戦略だよね。桶狭間の合戦の折に、もう織田家は滅めつ亡ぼうだからと住職さんに寺から出されて、織田家の起源を探さぐりながらあちこち流る浪ろうしてたんだ。武家に未練はなかった。ひとりの茶人として生きていければそれで。でもね、どうしても、お姉ちゃんのもとに、戻もどりたかった。けれど……」

「けれど？」

「お姉ちゃんにはすでに、蒲生氏郷ちゃんという有能な義妹が、片腕として侍はべっていた。お姉ちゃんを癒いやす幼い妹としては、美み濃の斎さい藤とう家から、帰蝶ちゃんが。有楽ちゃんは、もともと要いらない妹だったから。役に立てる妹にならなければ、お姉ちゃんの前で妹として名乗りをあげられない、そう思って……でも、一日でも早くお姉ちゃんのもとに戻りたかったから、お姉ちゃんの従妹だという物語をみんなにお茶会で刷り込んでお姉ちゃんのもとに戻っちゃった。同時に……吉良ちゃんと組んで、良晴お義に兄いちゃんに大国主命の力を与えるという計画を、陰かげで進めていたんだ」

　有楽ちゃんがお姉ちゃんの役に立つ妹だと証明したかったから、と有楽は言った。

「ありがとう、有楽。辛つらかったろうに、よく話してくれたわね。でも、どうして……良晴に大国主命を憑かせることが、わたしの役に立つの？」

「信奈お姉ちゃんと良晴お義兄ちゃんは、身分の壁があるから、いつまでも祝しゆう言げんを挙げられない。人間の世界の掟おきてが、二人を引き裂さいている。だから……氏郷ちゃんが三種の神器を揃そろえて『天岩戸』が開いた時に、閃ひらめいたんだ。お姉ちゃんはあくまでも人間として生きることを選んで、神に……天あま照てらす大おお神みかみになることを拒こばんだけれど、お姉ちゃんだけでなく、良晴お義兄ちゃんもまた神になることができれば、神と神同士で、二人は祝言を挙げられる。そう、思ったんだ。信奈お姉ちゃんが天津神一族の天照大神に、お義兄ちゃんが国津神一族の大国主命に──」

「それじゃあ。大国主命の力を得ることが目的じゃなくて、良晴を神の座に引き上げることで、わたしと良晴とを!?」

「そういうことなの。お姉ちゃん、喜んでくれるんじゃないかって。でも……こうして計画が土ど壇たん場ばで頓とん挫ざしたということは、きっとこれでよかったんだよね？」

　良晴が、「どうやら大国主命に憑かれずに済んだようだし、そろそろ俺も一言、口を挟はさんでいいかな」と信奈の隣に立ち、有楽の頭をそっと撫でていた。

「信奈はずっと、自分には実の妹がいない、と寂さびしがっていた。役に立たないなんてこと、あり得ない。妹として名乗りをあげてやれ。ただ、有楽ちゃんが隣にいてくれるだけで、自分に実の妹がいると想おもうだけで、信奈は勇気づけられる。だからこれで、よかったんだ」

「……うん！」

　それじゃ仲直りだ。姉妹の名乗りをあげあって、阿国ちゃんの茶ちや店みせでお茶会にしよう、と良晴が笑え顔がおで有楽の背中をぽんと叩たたいた。

「……信奈……お姉ちゃん」

「……有楽。あなたが、わたしの……たったひとりの実の妹、だったのね」

「……結局……お姉ちゃんの……役に、立てなくて……」

「ううん。あなたが生まれてきてくれて、こうして生きてくれていた。それだけで、わたしは」

　信奈と有楽は、お互たがいの身体をそっと抱きしめあっていた。

　有楽の背中で眠ねむっていた帰蝶がぱちっと目を覚まして、

「あれ？　信奈お姉ちゃん？　有楽お姉ちゃん？　なにしてるの？」

　と、首を傾かしげた。

　意外と涙るい腺せんの緩ゆるい官兵衛が「うわーん」ともらい泣きし、半兵衛から「て、手ぬぐいです。あ、でも、洟はなはかまないでください……」と手て渡わたされた手ぬぐいで「ちーん」と洟をかんで「くすんくすん」と半兵衛を泣かせている隣では、「だーっ！　そんな動機だったのかよ！　ケッ！　最初から実の妹だと名乗り出れば済む話じゃねーかよ、茶番につきあわせやがって！」と吉良が毒づき、義元が「茶番、おおいにけっこうですわ。あとは信奈さんと有楽さんに正式に姉妹の契ちぎりを結ばせるだけですわね。せっかくですので、滅めつ多たに立ち入れないこの本殿でこのままお茶会を開かい催さいすることといたしましょう」と有楽に「天あつ晴ぱれ花丸印」入りの扇おうぎを渡わたした。

「こたびの事件、まるっと解決いたしましたわね！　さすがはわらわですわ！　天下の将軍さまとして、仕事らしい仕事を達成してまさに充じゆう実じつした気分ですわ！」

　ことの成り行きを見守っていた風魔衆は、「関東から出張させられたあげく」「姉妹再会の仲立ちをさせられただけだったとは」「じゃ」「われらは、このあたりで」「解散させていただきます」「なんか俺、すごく疲つかれた……」「箱根の温泉で休もうか」と本殿をあとにして去っていった。

「ああ人生に涙なみだあり、ですわね！　これにて、一件落着！　わらわも北条家に身を寄せている妹たちに会いたくなってきましたわね、信奈さん。わらわは、北条家を訪問したい！　さっさと日ノ本を統一してくださいまし。おーっほほほ！」

「ハア？　小田原城を落とすのって、たいへんじゃん。何十万の兵力が要るんだか。なんで、あんたのためにわたしがそんな面めん倒どうな仕事を」

「あらあら信奈さん？　将軍さまのわがままを聞いて身を粉こにして働くことこそ、家臣の務めですわよ？」

「だから家臣じゃないっ！　あと、勝手に安土城を良晴のはぁれむにしないでよねっ！」

　まさしく大団円。

　七難八苦の果てに虹にじも出るのですね！　と爽さわやかな笑顔を浮うかべた山中鹿之助が、

「あーあー。ったく、最後の大一番が茶番に次ぐ茶番だったぜ。やってらんねー」

　と心御柱にもたれかかり、草薙剣を杖つえ代わりにどんと床ゆかに突つき立てて唇くちびるを尖とがらせていた吉良網切のもとに駆かけ寄って、

「吉良どの！　この剣けんは熱田に戻さないといけませんので回収させていただきますね！　さぁ、ともに殿とののはぁれむに入りましょう！」

　と、草薙剣に手を伸のばした。

　が、この時、山ごもりで疲ひ弊へいしきっていた鹿之助は、足をふらりと滑すべらせて前のめりに倒たおれ、運の悪いことに吉良の脇わき腹ばらめがけて頭ず突つきを入れてしまった。

　すでに「はーあ。泥棒は廃はい業ぎようして、義元のもとに厄やつ介かいになるか……」とすっかり気を抜ぬいてため息をついていた吉良は、不意を打たれて「ぐはあっ？」と思わずすっ転んでいた。

　吉良と鹿之助が抱き合いながら床の上にごろりと転がったその時、床に突き立っていた草薙剣の柄つかから、吉良の手は完全に離はなれていた──。

　ぐらり。

「ああっ!?」

「草薙剣が……倒れる……!?」

　誰だれもが予想していなかったことが、起きた。

　すぱっ。

　倒れた草薙剣が、太い心御柱を真っ二つに両断していたのである。

「ぎゃー────！」

「心御柱が！」

「すっぱりと斬きられちゃいました、くすんくすん」

「だーっ！　蓑みの虫むし、てめえ！　いきなり頭突きしてくんじゃねー！　危ねーじゃねーか！」

「もっ、申し訳ありませんっ！　ああ、七難八苦です！　どうして剣が柱側へ!?　こんな時に限って、わが背中めがけて剣が倒れてこないとは!?」

「くく草薙剣が、ししし心御柱が発する霊れい圧あつにひひひ引き寄せられたのでしょう！　たたたいへんです！　大国主命の封ふう印いんが解けてしまいました！」

「まあいいや、相良良晴！　てめーに神の力、授さずけてやったぜ！　これで織田信奈とも神さま同士で祝言挙げられるだろ！　あたしに感謝しろよ！　で、でもよ、はぁれむには入らないからな！」

「まあまあ、吉良さん。なんて親切な。そして、激しい照れ隠かくしですわねえ。内心では相良良晴を憎にくからず想っておられるのですわね。そのツンっぷり、さすがは今川家よりも高貴な血筋のお嬢じようさまですこと」

「むふー！　それどころじゃないぞ！　さささ相良良晴、今すぐ本ほん殿でんから離れろーっ！　大国主命に憑かれちゃうぞ！」

「ちょ。有楽と姉妹の契りを結ぼうって時だったのに！　なにやってるのよ、んもう!?　良晴！　こうなったのも『はぁれむ要員探しの旅』をやらかしたあんたのせいだけど、今は逃にげて！」

　だがこの時。

　すでに、「真澄の鏡」によって依より代しろとして選ばれ終えていた相良良晴の身体の中に、復活した大国主命が憑いてしまっていたのだ。

「うおおっ!?　今なにかが、俺の身体の中に入ってきた……これが大国主命かっ!?」

　いまや、人を超こえて神の力を得てしまった良晴の瞳ひとみが、赤く輝かがやきはじめていた。




　　　　※




「……ここはどこだ!?　合戦場だ！　だ、だが、兵士の武装も髪かみ型がたもなにもかもが戦国時代とは違ちがう！　俺はもしかしてまた、違う世界に流されてしまったのか……!?」

　相良良晴の意識は、大国主命に憑かれた瞬しゆん間かんから、古代出雲の浜はま辺べへと飛ばされていた。

　戦っている兵士たちは「角髪みずら」と呼ばれる古代日本男性の髪型で統一されていた。

　そして──彼ら古代出雲人の王朝を束ねる大王とおぼしき男が、良晴の目の前に立っていた。王だと、すぐにわかった。良晴にも見覚えがある十種神宝のうちのいくつかを身に帯びていたからだ。その手には、かの神剣・草薙剣が握にぎられていた。出雲で八岐大蛇を調ちよう伏ぶくした折に素戔嗚尊が手に入れた草薙剣は、素戔嗚尊が直接天照大神に譲ゆずったのではなかった。素戔嗚尊の国津神一族が治めた国津神王朝に、代々、神権の象しよう徴ちようとして伝わっていたのだ。

「草薙剣を持って戦っている王……あ、あんたが大国主命か!?」

「未来より訪おとずれし少年よ。心御柱を切断し、わが封印を解いた者よ。この『根の国』は現実にあらず、我われが見ている『夢』だ。すでに、まことの過去の光景とも異なってしまっている。我は出雲の龍りゆう神じん・八岐大蛇を封ふうじるために、杵築大社に自らを封じさせた。それ以来、無限とも言える時間の中で、天津神軍との最後の合戦の夢をこうして繰くり返し見続けている──我の生前の名は『大おお己貴なむちの命みこと』である。『大国主命』とは、天津神一族が我の魂たましいを社へ封印する際に与あたえた名であり、地上の葦あし原はらの中なかつ国くにを支配していた我を、この地下にある死者の国──根の国の王へと封するために作りだした言こと霊だまである」

　大国主命は、良晴に告げた。

　草薙剣という名も、天津神一族が後にこの神剣に与えた名だ。われら国津神一族は、この剣を天あめの叢むら雲くもの剣つるぎと呼んでいた。が、この剣はもともとこの「大おお倭やまと豊とよ秋あき津づ島しま」（本州）にわれら以前より暮らしていた先住民たちが鋳ちゆう造ぞうした剣だ。国津神王朝の始祖・素戔嗚尊が、彼らが祀まつっていた海と大地を支配する龍神「八岐大蛇」を調伏した折に、彼らから神権と王権の証あかしとして譲り受けたものなのだ。彼らは、この神剣にまた別の名を与えていたはずだ、と。

「天津神一族との戦いに敗れ、王朝を失ったことを、われら国津神一族も、我も、決して呪のろってはおらぬ。天津神一族も国津神一族も、もともとは九きゆう州しゆうの高たか天まが原はらを祖とする同族。大おお八や洲しまをひとつの国となし、この大八洲を守り海の向こうの国から独立した世界としてまとめようという志に、異なるところはなかった。だから我は、地上の王権を天津神に譲ったのちも地下で八岐大蛇を封じ続け、大八洲の人々を龍神より守護する『根の国の王』の役目を、こうして引き受けたのだ」

　良晴は（生者である俺がこれ以上根の国に留とどまっていたら、まずいことになる気がする）と本能で危機を察知しながらも、問わずにはいられなかった。

「三種の神器を有し『日に本ほん書しよ紀き』や『古こ事じ記き』を編へん纂さんした天津神一族のやまと御所以前に、出雲から畿き内ないへとまたがる広大な国津神一族の王朝があったことはわかった。『十種神宝』という、より古い神器が存在したことも。だが……国津神一族が出雲へ来る以前に大倭豊秋津島に暮らしていた、龍神を祀る先住民たちとは、いったい？　彼らはどこから来て、どこへ消えたんだ!?」

「滅ほろぼされてはいない。日ノ本は、八や百お万よろずの神々をいただく国。古きものたちも、国津神一族も、天津神一族も、この大八洲においてはゆっくりと混じり合い、その血と文化とはひとつと言っていいものになっていった──古きものたちは、大地と海の龍神を調伏できる霊れい力りよくを持つ女系の長を立てていた。われら国津神は、剣を取り弓を放ち荒あらぶる男系の王を。男と女とが出会い結ばれた時に、人ははじめて完全なものとなる。故ゆえに、われらと彼らとは同化していった。そして──国津神が素戔嗚尊を始祖とする男系の一族ならば、天津神は天照大神を始祖とする女系の巫み女この一族。この両者もまた、我が地に眠って以後、長い長い時間の果てに同化していった──畿内より遠く離れた東国においては、さらに時間がかかったらしいがな」

　大国主命は、良晴の頭の中の記き憶おくを読み取り、自分の死後の日ノ本がどんな歴史を辿たどっていったかを咀そ嚼しやくし理解しながら、そう答えていた。

「そうか。関東から奥おう州しゆうにかけては、蝦夷えみしと呼ばれる、御所にまつろわぬ人々が。『奥州藤ふじ原わら氏』が鎌かま倉くら幕府に滅ぼされるまでは、奥州は日ノ本とは異なる独立王国で、しばしば両者の間で戦争が起こっていた。国津神・天津神と続いた畿内王朝と蝦夷との勢力の境目が、古くは信濃の諏訪にあり、あるいは日本やまと武たけるの尊みことが草薙剣を掲かかげて東とう征せいしたという焼やい津づや駿する河があたりだったのか……？」

「諏訪には天津神軍に敗れたわが子、建御名方神が落ち延びていった。越こしの糸いと魚い川から信濃の戸と隠がくし、諏訪、そして駿河湾わんへかけて、巨きよ大だいな地ち龍りゆうの胴どう体たいが大倭豊秋津島を分断するように南北に貫つらぬいている。我が王権と神権を天津神軍に譲ったことを知った建御名方神もまた、諏訪において地龍を鎮しずめるために自ら地下へ潜もぐる道を選んだのだ。八岐大蛇は、東国では九頭竜と呼ばれている。敦賀で複数の胴どうが枝分かれし、四方へと延びておるのだ。東国の地龍も出雲の地龍も、実のところ、敦賀で繫つながっている同じ龍なのだ」

　しかしそなたの記憶を読む限り、敦賀の氣比神社はどうやら焼き払はらわれてしまったらしい。諏訪神社の力も弱まっている……京を守る叡山も。紀き伊いの高こう野や山さんも。みな、霊力を大おお幅はばに失っている……日ノ本に人の世が訪れ、聖地で地龍を封じてきた神々の力が衰おとろえたのだろう、と大国主命は良晴に告げていた。

「未来から来た少年よ。そなたは、二度までも『天岩戸』を開き、今またこの根の国まで生きながらに到とう達たつした、希け有うな天運と体質の持ち主らしい。我の心の世界に取り込まれながら、いささかも怯おびえることも混乱することもないその胆たん力りよくこそが、そなたに『天岩戸』を何度も開かせ、潜くぐることすら可能にしたのだろう。相良良晴。そなたは、日本武尊以来の、英えい雄ゆうだ。今、地上では日ノ本は……大八洲は百年に及およぶ戦乱に明け暮れ、滅びかけているようだな。だからこそそなたが、呼ばれたのだ」

　えっ？　いやいやいや！　俺はいつも、なにがなんだかわからないまま巻き込まれているだけで！　最初に戦国時代にどうやって来たかも覚えてないんだぜ？　と良晴がかぶりを振ふったが、大国主命は大たい笑しようしながら「握れ」と草薙剣を良晴に譲り渡わたしていた──。

「我はこの地下の『根の国』でまどろみながら、我の力を受け継ぐ資格を持つ英雄を、待ち続けていた。日ノ本に滅びの危機が訪れる時、わが力を使いこなせる英雄がきっと現れると予感して。十種神宝の秘ひ儀ぎを成じよう就じゆさせて根の国に降りてきたそなたに、わが力をまるごと与えよう──始祖・素戔嗚尊より受け継ぎし、国津神の王の力を。地龍をも駆り立て、あるいは自在に使し役えきし、日ノ本を滅ぼすこともその絶大な力で民たみを支配することもできる力を。これより、心身ともに我と一体になり、新たなる神となれ。日ノ本の運命を、そなたに託たくす。そなたの好きに、用いるがよい」

「……地龍を駆り立て、使役する力!?　神と一体になる？　え、遠えん慮りよするよ。俺は信奈のために戦国時代に来たんだ。この乱世を終結させ、日ノ本に新たな統一政権を樹立し、海外の南なん蛮ばん諸国と対等に渡り合える国と、そして人間の世を切り開くために！　神になんて、ならないよ。たとえ神の力を振るえば、一いち撃げきで合戦に勝てるとしてもだ。信奈は天岩戸を開いても、神にはならなかった。俺とともに、人間の女の子として生きる道を選んでくれたんだ。だから、俺だって」

「だが、未来から来た少年よ。そなたには大国主命の神の力が必要なのではないか。古来この国においては、血筋こそが絶対。未来人が、天下人と結ばれてよい道理はない。そなたと織田信奈とやらの恋こいが、このまま悲ひ恋れんに終わってもよいのか？　二人が神の力を手に入れた時こそ、人としての身分の壁かべを、乗り越えられるのではないか？　せっかくの天岩戸を塞ふさいだところで、いちど、そなたたちの恋は挫ざ折せつしている。これが最後の機会だ。三度目はないぞ、相良良晴。我は未来では、縁えん結むすびの神らしいしな」

「……ま。待ってくれ！」

　これまで依代としていた心御柱を切断されたために、我の力は今、八岐大蛇から離はなれている。これ以上そなたが力を受け取ることを拒きよ絶ぜつすれば、この根の国のさらに地下に眠ねむる八岐大蛇が封印から解き放たれて暴走をはじめてしまう。もう時間がない。少年よ。わが力を受け取り、我と一体化し、日ノ本の新たな神となれ！　と、大国主命が叫さけんでいた。

　だが──良晴が返答する前に、その八岐大蛇が、早くも目覚めていた。

「え、えええ？　天が、地が、割れていく！　根の国が、崩ほう壊かいしはじめたっ!?　これは、いったい!?」

「いかん！　溜たまりに溜まっていた八岐大蛇の膨ぼう大だいな力が、瞬時に解放された！　きゃつめ、この『国譲り』の瞬間をじっと待ち続けておったのか！　済まぬ相良良晴！　そなたがわが『力』を完全に使いこなすには、修練が必要になる！　だがもはや、その時間は失われた！　こうなっては、ただちにそなたの身体を依代として我自身が地上に復活せねば、調伏は困難だ！」

「え、えええっ？　そうなったら、俺の意識はどうなるんだ？」

「人柱になった依代の意識は、消え去る！　このような事態になったことを詫わびる、未来から来た少年よ！　しかし、この大八洲を守るためだ、やむを得まい！　そなたが持っている『興玉神石』を、我に渡すのだ！　それで、我はそなたの身体を依代として地上に生者として復活する！」

「待て、待ってくれ！　他ほかにもまだ方法はある！　なぜなら俺は、一人で出雲へ来たんじゃない！」




　　　　※




「たいへんです！　心御柱が切断されたために、地下に眠る八岐大蛇の膨大な力が一気に解放されました！　しかも大国主命の力は今、良晴さんの心身に融ゆう合ごうしきれずに、宙ぶらりんになっています！　ことここに至っては、八岐大蛇を制せい御ぎよするには、良晴さんがご自分の人格を保つことを放ほう棄きして大国主命に『興玉神石』と自らの心身を譲り渡すか、逆に大国主命を良晴さんの身体から追い出して良晴さん以外の依より代しろに憑ついてもらうしかありません！」

「デアルカ！　半兵衛、具体的にはどうすればいいの!?」

　半兵衛が「本来は心御柱の代用品を本ほん殿でんに収めねばなりませんが、その時間はもうありません！　せめて、陰おん陽みよう道どうの護ご符ふさえ使えれば……」と青ざめ、有楽と吉良網切は「お義兄ちゃんの人格が消えてしまうの？　そんな。興玉神石があれば安全だと思っていたのに？」「なんだってえ？　有楽の話と違う！　ぎゃああ、やっちまったあ！　根こん性じようで大国主命も八岐大蛇も封じろ相良良晴っ！」と震ふるえながら抱だき合っていた。

　日ノ本における古代宝具研究の第一人者である蒲生氏郷が、

「有楽さま。猿田彦の興玉神石は本来、地下に封じられた霊れいを依代の身体へと『道案内』するためのもの。おそらく『国譲り』のあと、猿田彦自身は天津神一族の策さく謀ぼうで伊勢の海へ沈しずめられたか、あるいは国津神王朝を滅ぼしてしまったことを悔くいて入水し、祟たたり神になってしまったんだわ！　だから──その猿田彦の霊力を封じた興玉神石が大国主命の手に渡れば、興玉神石はあの世からこの世へと神を導く『逆打ちの道祖神』になるの！」

　と、「天岩戸開き」騒そう動どうのあとに自ら古代宝具を調査して突つき止めた「隠かくされた知識」の真相を、有楽に教えていた。

「……そ、そんな……!?　『物部文ぶん献けん』にもそんな話は書かれていなかったよ？　知らなかった。ごめんなさい、良晴お義兄ちゃん……！」

「マジかよ。悪い、相良良晴！　なんとかしろ！　『天岩戸』を潜り抜ぬけてきた英雄のてめーならできるっ！　見事にやり遂とげたら、はぁれむに入ってやるからよぉ！」

　少しの間失神していた良晴が、根性で意識を取り戻もどしたが、激しく悶もだえはじめた。

「うおおおお！　待てよ大国主命、俺の身体に入ってくるんじゃねええ！　だが、このままじゃ信奈たちが……ちくしょう、どうすればいいんだあ！　俺自身をここで捨てるか、信奈たちを巻き込むかの二択たくから選べというのか!?」

　その身体を、信奈が「良晴!?」と抱きしめていた。

　だがもう、誰だれ一人としてその場に立っていられる者はいなかった。

　信奈たちを収容している杵築大社本殿が、揺ゆれた。

　本殿の背後にそびえる八雲山が、震しん撼かんした。

　龍の背中が、飛び跳はねるように。




　その日その時、敦賀の氣比神社。

　深夜だった。

「やはり、のぶなちゃんの越えち前ぜん攻ぜめの際にあらかた焼けちゃっているのじゃ。九頭竜の封ふう印いんが解かれてしもうておる。この惨さん状じようでは姫ひめの力を用いることもできぬ」と呆ぼう然ぜんとしながらも「せっかく敦賀に来たのじゃし、いただくかの。本ほん能のう寺じのお茶会に持っていったら、のぶなちゃん、喜ぶじゃろうの」と敦賀名物のかまぼこを「はむはむ」とかじっていた滝たき川がわ一かず益ますは、闇やみの彼方かなたから凄すさまじい「海鳴り」の音を聞いた。

　敦賀が誇ほこる美しい浜はま辺べ、「気比の松原」めがけて、いっせいにイルカの大群が打ち上がってきたのだ。

「いかぬ！　海龍の尻尾しつぽが目覚めたのじゃ！　九頭竜が……八岐大蛇が……日ノ本の大地と海の下で、大暴れしようとしておる!?」

　出雲で、なにか異変が起きている。一益は、「のぶなちゃん。よっしー」とつぶやきながら、海鳴りに怯えていななく馬の背中へと飛び乗っていた──。







　　　巻ノ七　ああ人生に涙なみだあり・安あ土づち







　出雲いずも──杵築きづきの大おお社やしろの背後にそびえる八や雲くも山やまが激しく震撼し、本殿にいた誰もがもう立っていられなくなっていた。

　日ひノ本もとの大地と海の底に眠る「荒あらぶるいにしえの神」八や岐またの大蛇おろちを封ふうじていた大おお国くに主ぬしの命みこと。その魂たましいに「憑かれた」相良さがら良よし晴はるは、信のぶ奈なの腕うでの中に抱き留められながら、大国主命に自分自身の意識を譲ゆずり渡して再び八岐大蛇を封じるか、それとも相良良晴としての意識を保ち続けるかの二択を迫せまられていた。

「……信奈。これはただの地揺れじゃない。これ以上俺が大国主命に抵てい抗こうし続ければ、下手すりゃ日ノ本全土がひっくり返っちまう！　俺自身が『力』を操あやつって八岐大蛇を封じるためには、修練が必要だという。だがそのための時間はもう失われた。この厄やく災さいを封じ込めるには、俺が意識を手放して大国主命を復活させるための人柱に──依代になるしかない！　大国主命は、そう言っている！」

「良晴！　自分の意識を手放しちゃダメよ！　古代の神に身体を乗っ取られないで！　ちょっと、大国主命！　聞こえる？　良晴を乗っ取らずに、気合いで八岐大蛇を封印してみせなさいよ！　肉体がなくったって、国くに津つ神かみの王なんだからなんとかなるでしょっ！　良晴を奪うばっていったら、日ノ本の守護神だろうがなんだろうが絶対に許さないわ！　大国主命を祀まつる神社をぜんぶ更さら地ちにして『織お田だ家け七しち福ふく妹まい』を踊おどらせる『妹踊り』の聖地に改造しちゃうわよっ！」

　床ゆかの上を黒くろ田だ官かん兵べ衛えと抱き合ってごろごろと転がりながら、竹たけ中なか半はん兵べ衛えが、

「ののの信奈さま。『心しんの御み柱はしら』が斬きられてしまった今、大国主命の『力』の依代になれる代だい替たい物はありません！　依代として選ばれてしまった良晴さんを除いて！　あと、『大国主命を祀る神社を更地にする』だなんて叫んで、荒ぶる大国主命を刺し激げきしないでくださ～い！　くすん、くすん」

　と、神を挑ちよう発はつする上にこの期ごに及んで銭ぜに儲もうけを企たくらむ信奈を涙目で諫かん止しした。

　神をも畏おそれぬ信奈は、「桶おけ狭はざ間まの合戦」の折にも熱あつ田た神社で天あま照てらす大おお神みかみを挑発したことがある。その時は、にわかに暴風雨が巻き起こった。信奈はその暴雨風を好機と捉とらえて今いま川がわ軍を奇き襲しゆうし、見事に勝利したのだった。合理主義者の信奈は、あの時の通り雨を自然現象と信じて疑わず、見事に自らの勝機を摑つかんだのだが、人々は「信奈さまが天照大神さまを怒おこらせたのだ」と恐おそれおののいた。

　この時もまた、信奈が発した大国主命への挑発の言葉に「可能性」を見いだした者がいた。

「『踊り』……そうです！　出雲巫み女こに伝わる『ややこ踊り』で、荒ぶる大国主命さまをしばし鎮しずめることができるかもしれません！　良晴さんは心を失うことなく、大国主命さまの力を一時的に自らの力として操ることができるかも！」

　この騒動を聞きつけて、急いで本殿へと駆かけつけてきた阿お国くにだった。

「デアルカ！　『ややこ踊り』って!?　それに、この揺れの中、いったいどうやって本殿まで……？」

　そう。これほどの激げき震しんに見み舞まわれながら、阿国だけは転ぶことも倒たおれることもなく、軽かろやかな足取りで舞まいを舞まうように「揺れ」と一体化し、なにごともないように床の上に立ち、しかも自分の意思で自在に歩いていた。その足捌さばきによって揺れに同調してこれを相そう殺さいしてしまう「踊り」の技術こそが、阿国が杵築大社で身につけた鎮ちん魂こんの巫女術なのだ。

「これです。今、わたしが踊っているこの踊りこそが、杵築大社の歴代の巫女にのみ伝わる『ややこ踊り』、すなわち『幼女踊り』です。穢けがれなき幼い巫女の舞い踊りが、荒ぶる大国主命さまの魂を鎮めることができるのです！」

「山やま本もと勘かん助すけさんが生きておられましたら、この国はやはり幼女が鎮ちん護ごしてきたのだ～、それがしの幼女愛は正しかったぁ～！　と号ごう泣きゆうしておられますわねえ」と今川義よし元もとが転がりながら高笑いし、義元の足に必死でしがみついていた吉き良ら網あみ切きりが「笑ってる場合かボケが！　ギャー、今、雷かみなりが落ちた！　すぐ近くだ！　ヘソ取られるぅ！」と泣いた。

「ただ、出雲の大国主命さまのお力を借りるだけでは足りません。日ノ本の四方に尻尾を伸のばしている八岐大蛇を再び調ちよう伏ぶくするためには、龍りゆう脈みやくの分ぶん岐き点にあたり最大の急所である敦つる賀がをも同時に押さえないとダメです！」

「それならばだいじょうぶ！　敦賀には、左さ近こんがいるわ！　あなたは国津神系の巫女の一族だけれど、左近は──天あま津つ神かみ系の巫女の一族よ！　『踊り』は知らなくても、その力は天津神系の一族の中できっと二番目に強い！」

「ええ？　国津神の巫女と天津神の巫女が揃そろい踏ぶみですか？　でしたら、なんとかできるかもしれません！　異常な我が欲よく……い、いえ、鋼はがねの精神力を持っていて、神しん霊れい耐たい性せいの強い良晴さんならば、わずかな間でしたら草くさ薙なぎの剣つるぎを通じて大国主命さまの『力』を制御できるはずです！　その時に──」

　阿国が、床の上に倒れていた草薙剣を「うんせ」と持ち上げていた。土着神・八岐大蛇を祀る原日ノ本人から、国津神王朝の始祖・素す戔さの嗚おの尊みことへと伝わり、最終的には天津神王朝へと譲られた聖せい剣けん。「三種の神器」のひとつとして選ばれ、天津神系のやまと御ご所しよが保持し続けてきた伝説の剣。「龍」の国・日ノ本を統すべる者が受け継ついできた「神剣」草薙剣を。

「良晴さん、聞いてください。かつてやまと御所が輩はい出しゆつした古代日ノ本最大の英えい雄ゆう・日本やまと武尊たけるのみことさまは、九きゆう州しゆうへの西せい征せいを果たされたのち、当時伊い勢せに祀られていた草薙剣を与あたえられて駿する河が・関東への東征を果たし、千々に分ぶん裂れつした日ノ本を統一するという偉い業ぎようを遂とげられ、自らは尾お張わりの姫君・宮みや簀ず媛ひめと祝しゆう言げんを挙げられました。この宮簀媛こそが、熱田神社を建こん立りゆうし、日本武尊さまが遺のこされた草薙剣を奉ほう納のうしたお方なのです！」

「そ、そうだったのか阿国ちゃん？　だが、それと俺にどういう関係が？」

「良晴さんはまだ九州への西征には行っていませんが、熱田神社から織田軍が行軍を開始した『桶狭間の合戦』で、信奈さまとともに義元さま率いる駿河軍を撃うち破り、さらに諏す訪わ、宮みや島じま、出雲をも旅されたお方。しかも、尾張の姫・信奈さまと夫婦めおとになると誓ちかわれた仲です。見た目は日ひ吉よし神社の使いのサルさんみたいですが、日本武尊さまとの類るい似じ点があまりにも多いお方。きっと、日本武尊さまと同等の精神力をお持ちのはずです。草薙剣を操あやつって杵築大社を祀る八雲山へと『飛び』、『心御柱』にふさわしい巨きよ木ぼくを切り落としてください！　その巨木を本殿に突き立てて、大国主命さまの新たな依代とするのです！　さあ、早く！」

「ええっ？　阿国ちゃん？　俺に、そんな超ちよう能のう力りよく者みたいな力はないぜ!?　気合いと根性には自信があるが、大国主命に意識を奪われないように耐たえるので精せい一いつ杯ぱいだ！　この上、草薙剣を操るなんて、どうやっていいのかわからない！」

「良晴さん自身が確信していただけなければ、言こと霊だまの力も踊りの力も効きません！　どうか、我われこそは日本武尊さまの再来である、と信じてください！」

「……『日本武尊が尾張の姫と結けつ婚こんした』という伝説は、なるほど偶ぐう然ぜんにしては出来すぎているが、しかし……」

「ちょっと良晴！　日本武尊って他ほかにも妻がいたでしょ、たしか！　弟おと橘たちばな媛ひめとかなんとかいう女！　そうだわ！　船旅の途と中ちゆうで日本武尊を救うために荒あれ狂くるう関東の海に入水して人柱になって、海の神の祟りを鎮めた女よ！　日本武尊は浮うわ気き者で、はぁれむの主あるじだったんだわ！　あんたにそっくりのスケベ男だったのね！」

「わーっ、混ぜっ返すな信奈！　今、なんとなく日本武尊になりきれそうな気がしたのに！」

　いずれ良晴が信奈の使者として九州へと下向し、相良家・島しま津づ家・大おお友とも家・鍋なべ島しま家といった九州の戦国姫武将たちと深い親交を結び本州と九州とをひとつに束ねることになる運命を、まだ阿国もそして良晴自身も知らない。

　だがしかし、良晴に桶狭間で破られた当の今川義元が阿国の話を聞き、

「日吉神社の使い、上等ですわ！　わらわが保証いたしますわよ阿国さん！　日本武尊は、『女装』して九州の熊くま襲そ王のもとに入り込んでこれを討うち、熊襲王から『日本武尊』の名を与えられたのでしたわね！　桶狭間で相良良晴は、津つ田だ信のぶ澄すみさんを『女装』させてわらわの陣じんに送り込んで時間を稼かせぎ、わらわを倒したのですわよ！　相良良晴、これは偶然ではありませんわ！　わらわはずっと言っていたはずですわ。あなたこそは日ノ本一、天下一の男ですわ、と！　相良良晴？　お前は戦国乱世となった日ノ本に平和をもたらすために訪おとずれた、『日本武尊』の再来ですわよ！」

　と、良晴に「日本武尊」の「名」を授さずけていた。

「女装作戦」によって奇襲を受けて倒された「王者」が、自分を破った英雄に「強者」としての「名」を与える──今川義元が放った「日本武尊」という名の言霊は、日本武尊に討たれた九州の熊襲王と義元との「運命」が偶然にも一いつ致ちしていたことによって、有効な力を得た。いや、それは偶然などではなく、必然だったのかもしれない。

「恐れることはありませんわ。わらわがお前を守りますわよ！　たとえ黄よ泉み国に魂だけとなって沈しずむことになろうとも！　八雲山へ飛びなさい！　お行きなさい！」

　良晴の身体からだと心を押しつぶそうとしていた大国主命の「圧」が、一いつ瞬しゆん、消しよう滅めつしていた。

　同時に、阿国から渡されていたから、強きよう烈れつな「力」が良晴の五体へと流れ込んでいた。

「よ、良晴!?　どうしたの？　なんだか眩まぶしい！　全身から、白い光が……!?」

「信奈。今、大国主命からの干かん渉しようが消えた！　『わが力を用いて成し遂とげるがよい、そなたたちに八岐大蛇調伏の大任を託たくそう』と、大国主命の声が耳元で聞こえた！　今なら草薙剣を使えるぞ！　俺はどうやら義元ちゃんに『名』を与えられた瞬間から、無む双そう状態になったらしい！」

「まあまあ。さすがは征せい夷い大たい将しよう軍ぐんさまですわ！　わらわが発した言葉にそれほどの力があるだなんて……またしてもわらわの大勝利ですわね！　それとも、これは愛の勝利？　わらわこそが相良良晴の正妻にふさわしいと、ついに証明されてしまいましたのかしら？」

「あんたは日本武尊の妻でも、途中で死ぬ弟橘媛のほうでしょっ！　さっさと、八岐大蛇を鎮める人柱として海に沈みなさいよ！　それで良晴は完全に日本武尊になれるんでしょっ！」

「溺でき死しは嫌いやですわねえ～。そもそも人柱だなんて信奈さん、そんなものは迷めい信しんですわよ、おーほほほ」

「うぎぎぎぎ！　『黄泉国に行ってどうのこうの』って自分の言葉を、もう忘れているのね！　あんたってば、いつもいつもその場のノリと勢いだけで喋しやべってるんだから！」

「痴ち話わゲンカしている暇ひまはありません！　人間が草薙剣を操れる時間は短いです！　急いでください、良晴さん！」

「わかった、阿国ちゃん！」

　良晴の身体が、高々と飛んでいた。

　草薙剣を一いつ閃せんし、社の屋根を吹ふき飛ばして、八雲山の上空へと。

「俺の身体が、宙を飛んでいる！　腕うでに力がみなぎっている！　八雲山でいちばんの巨木を一いち撃げきで切り倒して、本ほん殿でんへと突つき立ててやる！」




　　　　※




　良晴の跳ちよう躍やくとほぼ同時だった。

　敦賀に来ていた滝たき川がわ一かず益ますは氣比神社から「劔つるぎ神社」へと馬で駆けて、ぎりぎりで間に合っていた。

　越えち前ぜん織田の地に佇たたずむ、劔神社は、国津神王朝の始祖・素戔嗚尊を祀っている。古代越前の土着神・氣比大神を祀る氣比神社とともに八岐大蛇の急所を封ふうじてきた、由ゆい緒しよある神社だった。

　織田家の一族は、もともとは武家ではない。

　かつては、この劔神社で神職を務めていたのだ。

　その神職の一人が、越前の守護を務めていた斯し波ば氏にその能力を認められ、誘さそわれて武家となり、斯波氏の家臣として尾張へと入った──尾張入りした時に、故地の名を採って「織田」を名乗ることとなったのだ。

　尾張に武家として根付いた織田家はやがて尾張守護代となり、信奈の代に至ってついに尾張一国を束ねる国持ち大名となった。

「蘭らん奢じや待たい」の副作用で年とし頃ごろの乙女おとめの身体に成長していた滝川一益は、「身体が大きくなったせいで、忍しのびらしく跳躍できぬのじゃ」とぼやきながらその劔神社の本殿へと飛び込むと、劔神社のご神体である「神剣」へとそっと手を触ふれて、祝詞のりとを唱えていた──。

（素戔嗚尊の魂たましいよ。姫ひめは、天津神一族の長おさ・天照大神直系の巫女じゃ。国津神の始祖よ、そなたが退治し調伏した八岐大蛇が今再び目覚め、大おお八や洲しまを滅ほろぼそうとしておる。しかも要かなめの氣比神社は戦火で焼け落ちてしもうた。そなたとともに八岐大蛇を封じてきた敦賀の氣比大神の力を借りることはできぬ。この大八洲に生きる人々を守るために、姫に力を貸すのじゃ！　天津神の巫女と国津神の始祖が手を携たずさえて、八岐大蛇を、「龍」を調伏するのじゃ！）

　国津神という外来の神である素戔嗚尊が、この日ノ本の地と民たみに迎むかえ入れられて「王」に推すい戴たいされた理由は、素戔嗚尊が八岐大蛇あるいは九く頭ず竜りゆうと呼ばれる古代日ノ本の土着神にして祟たたり神──「龍」を調伏したからだったろう。

　日ノ本という島国は、海底で「生きている」複数の大陸プレートがせめぎ合い衝しよう突とつしあう「狭はざ間ま」に隆りゆう起きした、まさしく「龍の背中」なのだ。その成り立ちのために、日ノ本は有史以来、常に「龍の祟り」すなわち天災が集中する「場」だった。大地は揺ゆれ、火山は噴ふん火かし、津つ波なみと洪こう水ずいが沿岸を襲おそう。素戔嗚尊はおそらくは、土着神を祀まつる人々が知らなかった新たな呪じゆ術じゆつを用いて、八岐大蛇を調伏することに成功したのだろう。

　だからこそ、日ノ本の人々が神剣として伝承してきた草薙剣を、素戔嗚尊は譲ゆずられたのだろう。

　だからこそ、素戔嗚尊の子孫で国津神王朝最後の王となった大国主命もまた、九州の高たか千ち穂ほより東征軍を率いて本州へと入ってきた天津神一族に王権と神権を譲り渡わたし、自らは「日ノ本という島国そのものの本体とも言うべき八岐大蛇を調伏し、この国の人々を天災から守る」という役目のみを引き継いで杵築大社へと祀られる道を選んだのだろう。

　──それらの出来事はすでに遠く過ぎ去った神話時代のことであり、戦国の世を生きる人々がその真相を知ることはもうできないが、一益はしかし、たしかに織田家の一族が祀り続けてきた劔神社の「神剣」が、自分に「返答」の言葉を伝えようとしている、と感じていた。

「頼たのむ。姫とともに『龍』を封じてほしいのじゃ。それがのぶなちゃんの意志であり、姫の意志であり、相良良晴の意志じゃ。未来から来てこの戦国の世に己おのれの生しよう涯がいと命のすべてを捧ささげた、よっしーの意志じゃ」

　この時一益は、何者かの「声」を、聞いた。その声は、空気をも耳をも介かいさずに、一益の意識そのものへと直接飛び込んできた。並の人間であれば、数秒も耐えられないほどの衝しよう撃げきと圧力を、一益はかろうじて耐えた。




　天津神の巫み女こよ。この国の神権を統べる姫ひ巫み女こになれる血筋と能力を持ちながら、自らの意志で素戔嗚尊を祀る劔神社の神職の姫に仕える者よ。

　百年続いた戦乱によって、多くの神社も仏閣も焼けた。故ゆえに、日ノ本の地底に眠ねむる「龍りゆう」が目覚めようとしている。本来ならば、この国はこれからうち続く天災によって荒こう廃はいする──文字通り、国を閉じねばならぬほどに。

　だが、お前が素戔嗚尊の巫女の末まつ裔えいである織田信奈と「姉妹しまい」として手を携えてこの国の戦乱を剣の力で鎮しずめようというのであれば、我もまたお前とともに「龍」を封じねばなるまい。国津神と天津神との間で「国譲り」が行われた時のように。




　一益は（今じゃ！　全身の力をこの剣へと注つぎ込むのじゃ！）と歯を食いしばり、体力を奪うばわれ、ついには気を失いながら、人が到とう達たつすることのできない深い深い地下の「世界」で素戔嗚尊が「龍」の胴どう体たいを押さえ込んでいく姿を、幻げん視ししていた。




　　　　※




　杵築大社を、激げき震しんと暴風雨が襲う中──。

「うおおおおおお！　『心御柱』、ゲットだぜえええええ！　あとはっ！　こいつをっ！　本殿に突き立てるだけだっ！　もってくれ、俺の身体……！」

　今の相良良晴の身体には、大国主命の「力」がみなぎっている。八雲山の巨木を草薙剣の一撃で切り倒たおすや否いなや、常人ではあり得ない怪かい力りきを発揮して巨木を担かつぎ上げ、屋根を吹き飛ばしたばかりの本殿へと再び「飛ぼう」としていた。

　だがこの時、大国主命の力を取り込んでいるはずの良晴の足が、八雲山の山やま肌はだに吸い付けられたかのように持ち上がらなくなっていた。

「……うぐぐ……？　な、なんだ？　急に力が……飛び上がる最初の一歩を踏ふみ出せない!?　や、やばい、担ぎ上げた巨木が重くなってきた!?」

「良晴さん！　身体が八岐大蛇の力に引っ張られているんです！　今、杵築大社の副神・素戔嗚尊さまが地下で八岐大蛇を封じようとされています！　ですが、主神である大国主命さまの力を良晴さんが用いている分、八岐大蛇の力が押しているんです！」

「お、阿国ちゃん！　このままじゃこの巨きよ木ぼくを本殿まで運べねえ！　俺の身体のほうが潰つぶれちまう！　八岐大蛇の力を振ふり切る方法はないのか!?　やはり、大国主命に意識を投げ渡すしかないのか!?」

　人間が立ち入ることのできないはるか地下の「世界」では、調ちよう伏ぶくされまいと暴れ狂くるう八岐大蛇の力と、その八岐大蛇を押さえ込もうとしている素戔嗚尊の力が、激しくせめぎ合っているらしい。だが、依より代しろである杵築大社の心御柱を切断され、新たな依代たるべき良晴に力を明け渡してしまっている大国主命の分が決定的に足りないのだ。

　阿国は持てる技術と力のすべてを発揮して「ややこ踊おどり」を続けていたが、地下での「力」のせめぎ合いが八岐大蛇有利に傾かたむいている今、もう阿国一人ではとうてい抑おさえきれない。溢あふれでてきた龍の力は激しい揺れとなって地上へと噴ふき上がり、いまや杵築大社の本殿の土台部分そのものを破は壊かいしようとしていた。

「わたし一人の踊りでは、足りないようです！　自己流で構いませんので、皆みなさん、心を解放して命の限り自分自身の『踊り』を踊ってください！　ややこ踊りの神しん髄ずいは技ぎ巧こうにあらず、『魂』です！　自らの魂を荒あらぶらせ、大国主命さまの魂に同調するのです！　ただし、ひとつだけ決まり事を守ってください！　ややこ踊りは現うつし世よに『幸福』を呼び招き言こと祝ほぐための踊りです！　踊る表情は笑え顔がおで！　発する言葉は明るく！　悪あしき言こと霊だまを漏もらし陰いんの気を放てば、八岐大蛇の餌えさとなってしまいます！」

　阿国は、震しん動どうと暴風に吹き飛ばされないように頭を抱かかえてうずくまっていた信奈たちに「立ち上がって、踊ってください！」と檄げきを飛ばした。

　このままでは巨木に押しつぶされるか、大国主命に意識を譲ってしまうか、いずれにしても相良良晴は助からない！　相良良晴を救うために、そして日ノ本を八岐大蛇がもたらす厄やく災さいから守るために、姫武将たちが円えん陣じんを組み、互たがいの肩かたと肩を支えあいながら、いっせいに立ち上がっていた。

「デアルカ！　わかったわ！　とはいえ、こんな火急の時に笑って踊るなんて難しいわね……良晴が潰されかけているというのに」

「心配ご無用ですわ信奈さん。『幸福』を祈いのる言祝ぎでしたら、わらわにお任せあれ！　いよいよこの将軍さまが、素す敵てきな踊りを踊って大国主命さんを鎮ちん魂こんする時が来たようですわね！　熱田神社でわらわが披ひ露ろうした『オホホ笑い』を、ごらんあそばせ！　おーほほほ！」

　今川義元が、「オホホ、オホホ」と高笑いしながら、足をどん、どん、と四し股このように踏みしめる。

　義元がひとつ笑うごとに、大地の震動が鎮まっていく。

　亡き義元の宰さい相しよう・太たい原げん雪せつ斎さいと交かわしたある日の会話を、義元は舞まいながら思い浮うかべていた。

　今川家を支えた「黒衣の宰相」雪斎さえあと五年生きていれば、桶狭間での織田信奈の勝利はなかった、と誰だれもが信じている。歴史を知っているはずの、未来人・相良良晴ですら。雪斎の夢は、娘むすめ同様に育ててきた義元とともに、京の都に「帰き還かん」することだった。上じよう洛らく寸前で倒れた雪斎は、どれほど無念だっただろうか。桶狭間で義元が織田軍に敗れ、栄えい華がを極きわめた今川家が滅び去っていくさまを、雪斎は地下でどのような思いで眺ながめていただろうか。

　今、その太原雪斎を鎮魂するためにも、義元は踊っている。

　雪斎の骨の一片は、常に、義元の懐ふところにある。袋ふくろに入れられて、今もなお。片時も、離はなすことはない。




『姫武将といえど、戦いくさに勝利することだけが幸福ではありません。幸福の形は、人によって異なります。あるいは、同じ人間であっても、年ねん齢れいや経験を重ねるごとに幸福の形が変わっていくということもございます』

『勝利だけが幸福ではない？』

『はい。幸福とは、人の心の中にあるものです。いかなる境きよう遇ぐうであれ、いかなる運命であれ、その者自身が〝自分は今幸福である〟と感じられれば、それがほんものの幸福なのです。姫はおそらく、武たけ田だ晴はる信のぶや長なが尾お景かげ虎とらのような戦三ざん昧まいの人生の中には幸福を見いだせないでしょう』

『難しいですわね雪斎さん。それではわらわは、どうすれば幸福になれるのかしら？』

『それはご自分で見つけるしかありません。ですが、姫には幸福を摑つかむ力が備わっておられます。姫といると、誰もが明るく爽さわやかな気分を与あたえられます。姫は、自ら不幸への道を歩むということを知らない。いかなる乱世においてもご自分の幸福を見いだす天性がございます。それこそが姫の力です。いかなる時も、命を捨てずに生き延びなされ。生きて、生き抜ぬいて、そして笑顔を忘れぬことです』




　──桶狭間で織田軍の奇き襲しゆう攻こう撃げきを受け、柴しば田た勝かつ家いえに捕とらえられた時、本来ならば義元は生きながら「東海一の弓取り」から織田家の人ひと質じちへと転落する恥ち辱じよくを拒きよ否ひして、死を選ぶべきところだった。あるいは、命と引き替かえに出家し、「世」を捨て去るべきだった。

　敗軍の姫武将が選べる道は、その二つのうち、ひとつだった。

　だが、義元はそのいずれの道をも拒きよ絶ぜつした。泣きながら無様に命いのち乞ごいをした。「死にたくない、生きたい」と願った。なにがあっても生きる。笑顔を忘れずに。自らの幸福を摑み取るその瞬しゆん間かんまで、姫として生きてほしい。上洛でも天下でもなく、それこそが太原雪斎がほんとうに義元に選んでもらいたいと願っている道だったからだ。そう、気づいたからだ。

　そして、「生きたい」と叫さけんでいた義元の前に、相良良晴が現れた。

　今川家を滅ほろぼした未来人。憎にくむべき相手のはずだった。しかし、相良良晴もまた、死ぬべき「運命」だった義元に「生きろ」と全身で訴うつたえてくれた。義元はまつりごとの才能も戦の才能もないが、決して愚かではない。あとに、義元は気づいた。今川家は良晴がいようともいまいとも、あの桶狭間で滅びる定めだったのだと。今川義元はあそこで死ぬ運命だったのだと。むしろ良晴は、「歴史」を改かい竄ざんしてでも生きろと、義元を守ってくれたのだと。

　幸福も、不幸も、すべては繫つながっている。

　だからもう、義元は、泣くことも悲しむこともない。

　そして。

　義元は「源げん氏じ物もの語がたり」をこよなく愛する風流人として、織田信奈と相良良晴の禁断の恋こいから生まれた「危機」を憂うれいていた。戦国の身分制度を崩ほう壊かいさせるほどに純じゆん粋すいで激しすぎる男女の恋心が、「天下争そう奪だつ戦」と複雑に絡からみ合った先に待っているものは──。

（……信奈さん。わらわは相良良晴の正妻候補として名乗りをあげ、はぁれむを築くと触ふれ回り、あなた方に必要な持ち時間を──「時」を稼かせいでさしあげますことよ。あなた方が幸福を摑めるその時が来るまで。その幸福の形がはぁれむであれ、相良良晴がただ一人の伴はん侶りよを選ぶ結末であれ、若すぎるあなた方には今しばらくの時間が必要なのですわ）

　たとえ相良良晴が最終的にわらわを選ばずとも、わらわは、「天下一の男」相良良晴を支えることができればそれで本ほん望もうですの。最さい期ごの瞬間まで、悔くいの残らぬよう、己の心のままに生ききるのみ。

　これでよいのですね、雪斎さん。

　幸福も、不幸も、すべては繫がっている。

　すべては、己の心のうちと、そして己の心の外側へと──。




「ああっ、この世の悲しみのすべてを乗り越こえたかのような透すき通った笑い声！　見事です、草薙剣を鎮魂するべく熱田神社の神職たちが伝承してきた酔笑人えようど神しん事じの笑い方そのものです！　いったいどこでそのような秘ひ儀ぎを身につけたんですか？」

　義元の舞まいに心を震ふるわされた阿国が驚きよう愕がくし、そして今川家に自家を滅ぼされた過去が疵きずとなってずっと心の内側に淀よどみ続けていた吉良網切もまた、義元の舞を眺めているうちにその淀みを浄じよう化かされていく奇き跡せきを感じていた。

「……そっか……義元。おめーもまた、戦国の世で戦に敗れて織田家の人質にされちまっていたんだな……太原雪斎のハゲ野や郎ろうを失い、今川家を失い、駿河も失っちまって……それなのに、おめーは笑顔だけは失わなかったんだな……戦場で自分を打ち倒した織田信奈と相良良晴を、恨うらむことなく……むしろ、自分の命を救った二人に、感謝すらして……」

　吉良網切は、過ぎ去った駿すん府ぷでの日々を、思い起こしていた。

　いつだったかハゲは言っていたよな。姫ひめ武将の「幸福」の形は、ひとつだけじゃない。義元はたとえ戦に敗れようとも、天下人になれずとも、生きてさえいれば必ず「幸福」を摑むことができる、と。

　それこそが義元の「力」なのだと。

「ははっ。あたしには、とても真ま似ねできねえ。今川義元。てめえは、最高にかぶいていやがる。あたしの、負けだ……！」

　この時。

　吉良網切の心に憑ついていたなにかが、落ちた。

　ふっ……と肩が軽くなった気がした。

　吉良網切の身体からなにかが抜けていくのと同時に、阿国が「八岐大蛇の力が弱まってきました！」と叫んでいた。

　ええっ？　義元の舞が吉良網切から憑きものを落として大団円に近づいている？　と気づいた信奈は、焦あせった。わたしが良晴を救わなければ！　このままじゃ、義元に横取りされちゃうじゃないの！　と。

「待ちなさ～い！　こ、こいつの高笑いが熱田神社の『オホホ祭り』での笑い方にそっくりなのは、ただの偶ぐう然ぜんよっ！　ふんっ！　大国主命だか大だい黒こく天てんだか知らないけど、よくも無む茶ちや苦く茶ちやしてくれたわね！　さっさと良晴の身体から出ていって、黄泉国だか常とこ世よだかに戻もどって八岐大蛇を調伏しなさいよ～！　もう、ほんっとにむかついたっ！　本家『うつけ姫』のかぶき踊りを見せてやるわ！　『人間、二十年～♪　下天のうちを、くらぶれば～♪　夢ゆめ幻まぼろしの、ごとくなり～♪』」

　信奈の十お八は番ことも言える「敦あつ盛もり」もまた、阿国を驚愕させていた。

「す、凄すさまじい『圧』です！　巫み女ことして陽の気を放って神を鎮魂するというよりは、むしろ陰陽を超ちよう越えつした信奈さまご自身の強きよう烈れつな意志の力で、大地と祟たたり神を強ごう引いんに鎮しずめてしまえるほどの……！」

「ええ、ええ。阿国さん？　これが、わらわを桶狭間で倒たおした信奈さんの力ですわ──さすが、桶狭間の合戦の直前に熱田神社で天照大神さんにケンカを売っただけのことはありますわね」

　ええっ。そんなことをしておきながら戦に勝つだなんて、常識を超こえた精神力の持ち主としか言いようがありません、と阿国は義元の言葉を聞いてさらに驚愕していた。

「くっ……なぜか『敦盛』を聞いているうちに、『今こそ炎ほのおに包まれろ！』と天てん啓けいを受けた気がします！　ついに殿とののためにこの鹿しか之の助すけが散る時が来たのですね！　七難八苦、山やま中なか鹿之助が自らの簑みのに火を放って悲ひ惨さんな地じ獄ごくの『簑踊り』を踊り、天あつ晴ぱれ人柱となってみせましょう！」

「はわわ。お年とし頃ごろの乙女おとめが火ひ達磨だるまになって転がったら、生いけ贄にえごちそうさま、と八岐大蛇を喜ばせるだけです、やめてくださ～い！　今は徹てつ底ていして陽の気を放たねばならないのですから、七難八苦の鹿之助さんは口をつぐんでいてくださいっ！」

「がーん！　日頃あれほど温厚な軍師どのが、この鹿之助の存在を全否定っ……!?　くっ、なんというご褒ほう美び……！」

「は、恥はずかしいですが、良晴さんのためです。陰おん陽みよう道どうに伝わる邪じや気き払ばらいの『反へん閇ばい』、踊らせていただきます！　くすん、くすん」

「シム！　シメオンも子供の頃は陰おん陽みよう師じだったからな！　今回だけは特別に半兵衛につきあってやるかぁ～！」

「よろしくお願いします、官兵衛さん。えっさ、よっさ」

「こんなんでいいんだっけ？　おっさ、ほいさ」

　こ、これほどの凄すご腕うでの陰陽師さんがこの場に二人も!?　見たこともない完かん璧ぺきな反閇の踊おどり!?　二人の足取りが一糸乱れず同調しながら「北ほく斗と七しち星せい」の形をかたどっています！　と阿国はまたしても驚おどろいていた。

「地じ震しん鎮ちん護ごの踊りならば、故郷近江おうみの古き神、琵び琶わ湖この大おお鯰なまず・あづっちーを研究してきた蒲生がもう氏うじ郷さとことレオンにお任せよ！　やっとわかったわ。竹ちく生ぶ島に棲すみ着いていると恐おそれられている琵琶湖の大鯰。鹿か島しま神じん宮ぐうと香か取とり神宮が『要かなめ石いし』によって押さえている関東の大鯰。諏訪の甲こう賀が三さぶ郎ろう伝説に登場する地下の蛇へび神がみ。箱はこ根ねに祀まつられている九頭竜神。そして出雲の八岐大蛇。それら古き蛇神や龍りゆう神じんや大鯰のすべては、ひとつの巨きよ大だいな『生命』であり、『日ノ本という島国そのもの』なんだわ！　わたしたち日ノ本という『龍の背中』に生きる人間は、過か酷こくな天災をもたらし続ける大地そのものを鎮護しなければ生きていけなかったのよ！　だからこそ、ミシャグジ神を祀る先住民族も国津神一族も天津神一族も、手を携たずさえて協力しあわねばならなかったんだわ！　ならば、要石の力を讃たたえる鹿島の歌が、出雲でも有効なはず！　『ゆるぐとも、よもや抜けじの要石──鹿島の神の──あらん限りは！』」

「えええ、待ってください！　蒲生氏郷って誰ですか？　絶世の美少年・那な古ご野の山さん三さぶ郎ろうさまはどこへ消えてしまわれたのですか～？」

　ちょっとレオン！　阿国の集中力が途と切ぎれるから、那古野山三郎のふりを続けなさい！　と信奈が氏郷のお尻しりを蹴けり飛ばしてきた。

「あ、いや。そうでした。わが名は那古野山三郎──げふんげふん。お、阿国どの？　男ごときが神聖なる巫女さまとともに踊って、よ、よいのでしょうか？」

「はいっ！　女によ人にんならば生き娘むすめ限定！　ですが殿との方がたでも、童どう貞ていさんでしたら、力があります！　しかも美形であればあるほど効果があるのです！」

　まずいわ。この子、実在しない架か空くうの美少年侍ざむらい・山三郎に惚ほれているみたい。早くこの場を収めて阿国から遠ざからないと、レオンの人生は決定的におかしな方向に……と氏郷は泣きながら琵琶湖の主あづっちーを鎮めるために会え得とくした「あづっちー踊り」を踊った。

「ケッ。なんだかどいつもこいつもお上品でシケてんなあ。この騒そう動どうは、あたしがそもそもの発ほつ端たんだ！　あたしが本場のかぶき踊りを踊ってやらあ！　見てろよ義元。あたしだって、てめえ自身できっちりけじめをつけてやる！」

　本家本元、地上最強のかぶき者を目指して公く界がいを放ほう浪ろうし、どこまでもかぶき続けてきた吉良網切が、信奈たちが見たこともないまったく新しい「かぶき踊り」──それは超ちよう名門である吉良家伝承の踊りと、南なん蛮ばんから流れてきた最さい新しん鋭えいのダンスとを吉良網切自身が独自のセンスを発揮して融ゆう合ごうしたものだった──を踊りはじめると、ついに、地下の「世界」にも彼女たちの「踊り」が巻き起こす「力」が伝わった。姫たちの踊りと同調した素戔嗚尊の「力」が増大し、「日ノ本という島国」そのものの本体である最古の土着神・八岐大蛇が鎮まりはじめていた。

　信奈は、「有う楽らくちゃんはうまく踊れないよ……茶しか知らないでござる。うう」と涙なみだ目めになって固まっていた有楽の頭を、ぽん！　と叩たたいて、そして励はげましていた。

「有楽！　あなたが最後のトリを飾かざるのよ！　踊り方がわからなくても、あなたにはわたしと同じ織田家の血が流れている！　かつて、敦賀の劔神社で素戔嗚尊の巫女として八岐大蛇を鎮め続けてきた織田家の血が！　わたしは、神に仕える巫女であることを捨てて自ら剣けんを持ち、武で天下を平定する道を歩んだけれど──物心ついた時から仏門に生き、茶さ道どうを究きわめたあなたならばできるわ！　劔神社の巫女としての力を、一族の誰だれよりも強く受け継ついでいるはず！　左近とともに八岐大蛇を鎮めることができるわ！」

「で、できないよ。う、有楽ちゃんは、お、踊ったことなんて、い、いちども」

　きっとできる！　有楽は、だって、わたしの妹なのよ！　と信奈が心の赴おもむくままに「言こと霊だま」を叫んでいたその時、有楽の心は、解放されていた。

　織田家からそっと寺へと出されて、姉や兄に会えない孤こ独どくな日々を過ごさねばならなかった幼女時代から、桶狭間の合戦の折にその寺からも出ていかねばならなかった少女時代、吉良網切とともに公界を放浪し、天下人として上り詰つめていく姉との距きよ離りが開き続けるさまを眺ながめながら「お姉ちゃんに会いたい」と涙ぐんでいた日々。

　今まで溜ため込んできた悲しみを、信奈に会いたい、妹として名乗りでたいという想おもいのすべてを、有楽は全身で表現していた。振ふり付けも形もなかった。悲しみに荒あらぶる魂たましいをそのままに、五体のすべてから解き放っていた──。

「こ、これは……すごいです。完全なる無我の境地です！　信奈さまの踊りは、『人間』の踊り。ですが有楽さまの踊りは、『巫女』の踊り！　織田家の血に秘ひめられた力のうち、姫武将として生きる道を選ばれた信奈さまは人間として最さい高こう峰ほうの精神力を開花させ、そして巫女としての霊れい力りよくは、幼き頃より仏門に生き、茶道を究められた有楽さまへ！　良晴さん、今です！　八岐大蛇の力が弱まりました！　心御柱を、本ほん殿でんへと突つき立ててください！」

　阿国の合図と同時に、新たな心御柱を担かつぎ上げた良晴が再び五体にみなぎってきた力を「うおりゃあああ！」と叫さけびながら解放し、巨木の重量をものともせずに宙へと飛びだしていた。

「ありがとう有楽ちゃん！　このまま空の上からぶん投げて、心御柱を本殿へと突き立てる！　みんな、本殿から退たい避ひしてくれ！　大国主命、こいつを依より代しろにして八岐大蛇を調ちよう伏ぶくしろ！　頼たのむぜ！」

　この時。よくやった、あとは我われに任せよ。未来から来た少年よ、そして美しき大八洲の姫たちよ、見事だ──と、大国主命の声が良晴には聞こえたような気がした。

　ドンッ！

　高々と八雲山の上空へと舞まい上がった良晴は、右手一本で、心御柱を本殿の中央へと投げ込んでいた。素戔嗚尊が天照大神の神殿へ馬を投げ込んだかのような激しい勢いだった。

　その激げき突とつの瞬しゆん間かん、地下で暴れていた八岐大蛇が、断だん末まつ魔まの如ごとき咆ほう哮こうをあげた。その咆哮が、このたびの覚かく醒せいでは最後となる凄まじい「圧」となって心御柱から放たれていた。

　しかし阿国たちとともに本殿から脱だつ出しゆつするはずだった信奈は、（心御柱が突き立てられた瞬間に、大国主命の力は良晴の身体から抜ぬけて心御柱へと移る。良晴は力ちから尽つきて落ちてくるはず！）と気づき、落下してくる良晴を受け止めようと待っていたために、この天から投げ込まれた心御柱と本殿の床ゆかとの激突によって発した「圧」に巻き込まれていた。

「……きゃああああっ!?」

「のっ、信奈あああああっ？」

　大国主命の力を失って、本殿の床へと落下していく良晴。

　その良晴の身体は、風圧によって着物をすべて吹ふき飛ばされて裸はだかにされてしまった信奈の身体にぶつかっていた。

　二人は「むぎゅ」と抱だき合いながら衝しよう突とつの勢いで本殿を飛びだし、大地の上へと転がっていた。

「ののの信奈、だいじょうぶかっ？　怪け我がはないかっ？　たたたたいへんだ！　信奈が素すっ裸に！　俺のせいで……すまねええええ！」

「ちょ？　どうしてわたしの着物だけぜんぶ剝はぎ取られているのよおおお？　良晴うううううう！　あんた、大国主命の力を悪用してわざとわたしを裸に剝むいたわねえええ！　切腹よ、切腹だわ！」

「み、見た目には怪我がなくても、内臓をやられているかもしれない！　お腹なかとか！　胸とか！　太ふと股ももとか！　なんか胸のあたりが以前より腫はれているような！　もしかして内出血っ!?　心臓の近くじゃないか、まずいぞおおおお！」

「触さわらないでよーっ！　お年頃だから自然と膨ふくらんだだけよっ！　どこ揉もんでるのよこのエロザルううううう！」

　ドガッ！　と激げき怒どした信奈が良晴の股こ間かんを蹴り上げた瞬間に、大地の激げき震しんはぴたりと静止し、暴風も雨もなにもかもが収まっていた──。

「の、信奈さまはすごい人です！　八岐大蛇が放ったあれほどの『圧』を浴びていながら、生きてる上に無傷！　信じられません……！」

　阿国は、良晴にまたがってぽかぽかとタコ殴なぐりにしていた信奈に向けて、進言していた。

「信奈さま。織田家による天下布武の戦いは、乱世を終わらせるために必要な仕事です。ですが、叡えい山ざん以外にも、神社仏閣の神人や仏ぶつ僧そうが武装して戦っている土地は多数あります。神社仏閣を守護すべき者たちが本来の自分の使命を忘れ、自ら武器を取って戦乱を拡大したために、この国はかくも荒あれてしまったのです。これ以上八岐大蛇を封ふうじる力が弱まれば、それだけ天災が増えます。八岐大蛇が完全に覚醒してしまえば、日ノ本は無数の天災に見み舞まわれます。人間同士が相争っている余よ裕ゆうすらなくなるでしょう」

「……デ、アルカ。でも、わたしは人間の世を武力で平定するだけで精せい一いつ杯ぱいだわ。どうすればいいのかしら？」

「有楽さまや吉良さまたちの『踊り』を見て、わたしも学びました。鎮ちん魂こんの『踊り』とは、魂で踊るもの。古い形式などにこだわる必要はない、と。各地で神々を鎮魂するために、信奈さまの治める国々に大々的に新たな『踊り』を取り入れてはいかがでしょう」

「……そうだわ。『織田家七福妹』を総動員して『踊り』を流行させれば……」

「はい。日ノ本の各地で人々の『踊り』が八岐大蛇を封じる力を生みだせば、地じ震しんや火山の噴ふん火かなどの天災も最小限に抑おさえられるでしょう」

「それに、各地で『織田家七福妹』の信者を獲かく得とくして『踊り』の楽しみを覚えさせ、ひたすら聖地を巡じゆん礼れいさせれば、織田政権はぼろ儲もうけだわ！　なんという一石二鳥！　でかしたわ阿国！」

　信奈にＫＯされて大地に伸のびていた良晴が、

「……お前はまったく。目の前で神話的な奇き跡せきが展開しまくっていたというのに、銭ぜに儲けしか頭にないのかよ」

　と呆あきれたが、信奈はもう「全国に『織田家七福妹』が踊る舞ぶ台たいを設け、聖地巡礼でぼろ儲け！　わたしは日ノ本一の大金持ちになれるのよ！　世の中、銭よ！　銭がなければ天下布武なんて夢のまた夢なのよ！」と自分が裸んぼうになっていることも忘れて狂きよう喜きし、

「阿国！　あんたを、『織田家七福妹』の踊りの師し匠しようとして破格の待たい遇ぐうで雇やとうわ！　杵築大社のほうとはあとで話をつけておくから、今すぐ安土へ来て！」

　と、阿国の手をぎゅーと握にぎってスカウト活動を開始していた。

「は、はい。さ、山三郎さまと一いつ緒しよにいられるのでしたら、ぜひ。ぽっ」

「もちろんよ！　山三郎！　あんたも阿国とともに『織田家七福妹』の巡じゆん業ぎようを仕切るのよ、いいわね！　これは命令よ！」

　信奈の銭儲け計画の犠ぎ牲せいにされた氏郷は（お、お義ね姉えさま……銭のためならば、愛いとしい義ぎ妹まいも売り飛ばすというの？　いやああああ！）と泣き崩くずれていた。

「有楽さんと信奈さんも再会を果たしてわだかまりもとけましたし、こたびの一件、これにてこんどこそ天あつ晴ぱれ大団円ですわ、さすがはわらわ！　おーほほほ！」

「信奈お姉ちゃんっ！　有楽ちゃんも『織田家七福妹』の一員として踊るね！　がんばるよ～。ああでも、働きたくないでござる……」

「八岐大蛇が鎮しずまったということは、敦賀の左近も無事ね。左近と有楽がいてくれなかったら、みんな破は滅めつしていたわ。持つべきものは妹よね。いずれ勘かん十じゆう郎ろうとそして母上と四人で織田家だけのお茶会を開きましょうね、有楽」

「うん！」

　吉良網切は、今川義元から「吉良さん、わらわの侍じ女じよになってくださいまし。ともに京で遊び暮らしましょう！　お代は信奈さんが支し払はらいますのよ、食べ放題に飲み放題ですわよ！」と熱心に誘さそわれたが、

「……あ、ありがてえが、あたしは館やかたで姫ひめさまとして暮らすよりも野で自由に暮らすかぶき人のほうが性しように合っている女だかんな。だ、だがまあ、てめーには世話になったし、よ、義元、おめーを陰かげから守る忍しのびになってやるぜ。お前、侍女はいても忍びはいねえだろ？　ただし、月に五日だ！　それ以上は仕事しねーからなっ！」

　と頰ほおを赤らめながらうなずくと、大おお鋏ばさみを担いで足早にいずこかへと出立していった。

「まあまあ。忍びさんって文字通り闇やみに忍びますから、近くにいてもなかなか会えないものですのに。しかも月に五日って。吉良さんと元もと康やすさんとわらわ、いつか三人が京で勢ぞろいする日は来るのかしら……」

　珍めずらしく、義元が愁うれい顔を見せた。

　信奈のマウントからやっと解放された良晴が、そんな義元の肩かたをぽんと叩いて、

「心配要いらないって。吉良網切は、義元ちゃんのもとに帰ってきたんだ。義元ちゃんの舞まいを見て、憑つきものが落ちたらしい。ただ、素直に義元ちゃんと仲直りしてついていくのが気き恥はずかしいんだよ。未来語で言うツンデレってやつだ」

　と励ます。

　この時、義元が「……ええ、そうですわね」と精一杯の笑え顔がおを浮うかべるさまを見た良晴は、思わず義元に心を奪うばわれかけた。

　もしかしたら今不意に浮かべた表情が、義元ちゃんのほんとうの顔なんじゃないか、だとしたら──。

　俺の正妻になるという話も、はぁれむ計画の与よ太た話も、今回の漫まん遊ゆう旅行も、あるいはすべて、義元ちゃん自身の秘めた願いから生まれてきているのだとしたら。

　彼女を「生かした」者として、俺は彼女にいったいなにができるのだろう。義元ちゃんが「幸福」を摑つかめるのならば、なんだって手伝いたい。

　そう、思った。

「くすん。これで一件落着ですね。それにしても、まだまだ陰おん陽みよう道どうの術も役に立つ機会がありましたね、官兵衛さん」

「むふー。日ノ本そのものが相手とは、でかい話だったなあ～。シメオンは疲つかれたし、お腹がすいた。出雲から安土への帰り道には、玉たま造つくり温泉に寄っていくかあ！　そして出雲名物のぜんざいを補給だっ！」

「……食べ過ぎるとまたお腹痛くなりますよ官兵衛さん。くすん」

「って、ちょっと待って。わたし、まだ裸だったの？　誰か、わたしに服を着せなさいよーっ！　良晴、いつまで見てるのよっ！」

「え？　今、俺は義元ちゃんを見てたぜ？」

「なんですってえ？　わわわわたしが裸んぼうでいるというのに、ガン無視して他ほかの女に見入っていたわけ？　ふざけてんのっ!?　成敗！」

「待て信奈！　見ても見なくても懲ちよう罰ばつだなんて、不条理……げふっ!?」

　──こうして、すべての宝具は無事に回収され、有楽と信奈は姉妹としての対面を果たし、吉良網切は「吉良家滅めつ亡ぼう」という己おのれを縛しばってきた過去から解き放たれて義元の忍びとなった。

　そして、八岐大蛇は再び地下で深い眠ねむりについた。

　今川義元一行による諸国漫遊の旅は、天晴れ大団円となったのであった。




　ちなみに──この騒そう動どうの中、義元も信奈も良晴もみな、山中鹿之助の姿が消えていたことをすっかり忘れていた。心御柱が本殿に激突する際に吹っ飛ばされて文字通り「山中」に遭そう難なんした山中鹿之助が、難行苦行の遭難生活の果てにボロボロになって信奈たちの前に戻もどってくるまでにはけっこうな日数を要することになるのだが、それはまた別の話である。




　　　　※




　出雲で今回の騒動が大団円を迎むかえたのち、安土城の城下町──。

「振ふり付け担当の阿国！　そして『織田家七福妹』！　今川義元が諸国漫遊でアホみたいに使い込んだ多額の銭を、一日六度の舞台強行で一気に回収するわよ！　上うえ杉すぎ謙けん信しんとの合戦は近いわ、きりきり働きなさい！」

　事件が解決すると同時に、全国各地の旅籠はたごや茶ちや店みせから「今川さまのツケを支払っていただきたい」と請せい求きゆうされまくって「織田家の貴重な軍資金がああああ!?」と青ざめた信奈は、守しゆ銭せん奴どとしての本領を発揮しはじめた。

　安土まで連れてきた阿国のもとで「織田家七福妹」に踊おどりの振り付けを急きゆう遽きよ覚えさせ、人権無視の無む茶ちやなスケジュールを組んで「聖地」安土での「お披ひ露ろ目め」を強行したのだった。

　安土城最大の観光名所は、「吹き抜け五層七階建て」という斬ざん新しんな構造を誇ほこり、南なん蛮ばん・波斯ペルシヤ・唐から風ふう・和風あらゆる様式を取り入れた日ノ本初の超ちよう高こう層そう建築物「天主」と、信奈自身の立像を「縁えん結むすびの女め神がみさま」として拝ませるという罰ばち当あたりな「摠そう見けん寺じ」だが、いずれもまだ完成には至っていない。

　しかも織田家に宣戦を布告してきた上杉謙信との合戦は目の前に迫せまっており、義元が作った巨きよ額がくのツケを短期回収する見込みは立っていない。

　支払いを延ばせば利子がつく。この利子を支払うことが、信奈には耐たえられない。一日支払いが遅おくれれば一日分、二日支払いが遅れれば二日分！　加速度的に増えていく利子こそは、ケチ臭くさい信奈にとっては叡山の破は戒かい僧そうども以上に焼き払はらわねばならないこの世の絶対悪だった。が、借金を踏ふみ倒たおすために商家を焼き払っては、織田家に出資している堺さかいの商人たちが逃にげ散ってしまう。

　そこで信奈は、「織田家七福妹」の安土でのお披ひ露ろ目め舞台を前倒ししてこれを「安土城落成前夜祭」と称しようし、義元の借金を帳消しにすることにしたのだった。

　本来ならば義元を斬ざん首しゆにして取り立てに来た商人どもを脅おどし、借金を棒引きにしたいところだが、義元が諸国漫遊の旅に出て事件を解決したことは事実である。それに、噓うそでも将軍さまだから、信奈としてはこんな金食い虫でも祭り上げておかねばならない。

　ああ。「織田家七福妹」たちにとっては、まさしく七難八苦。結局、いつの世も資本家に酷こく使しされる末まつ端たんの労働者たちが割を食うことになるのである。




　信奈の目もく論ろ見み通り、「織田家七福妹」初の舞台公演には日ノ本各地から熱い漢おとこたちが押し寄せていた。義元の漫遊に同行した半兵衛官兵衛が機転を利きかせ、旅の帰り道で宣伝して回っていたのが大きかったらしい。

「わしゃあ、いちばん幼い帰き蝶ちようちゃん推おしじゃああ！　この感情は愛である！」

「わしは巫み女こ服が似合う上に意地悪そうな一益ちゃんを！」

「妹は緑みどり髪がみの眼鏡めがねに限るでごわす！　元康ちゃん最高でごわす！　いつ何なん時どき姉を裏切るかもしれない腹黒ぶりが見え隠かくれしていて素す敵てき！」

「中入りすることしか知らない池いけ田だ恒つね興おきちゃん、アホかわいい！　無む謀ぼうすぎて前線から左さ遷せんされて飼い殺しにされるあたり、ポンコツかわいい！」

「虎とら皮がわを被かぶってかぶきとおす前まえ田だ犬いぬ千ち代よさまこそが理想の妹！　無口でとことん塩対応なのがいい！」

「いやっ！　ふらふらになって倒れながらも、着ぐるみを脱ぬがないで踊り続けるあづっちー最高！　なぜ着ぐるみを脱がないのかさっぱりわからんが、とにかくすごい芸人根性だ！」

「あづっちーの中の人は、男の子らしいぞ？　だがそれがいい！」

「いちばん信奈さまに似ている有楽ちゃんこそ至高だッ！　まるで実の姉妹しまい！　有楽ちゃあああああん！」

　信奈のために銭を生みだす七人の妹たち、その人気はご当地ごとに見事に分散していた。

　伊勢人は「邪じや悪あく巫女」滝川一益推し。三み河かわ遠江とおとうみ人は「たぬ耳」松まつ平だいら元康推し。摂せつ津つ人は「無謀妹」池田恒興推し。尾張人と越前人は「虎皮」犬千代推し。美み濃の人は「最年少」帰蝶推し。近江人は謎なぞの「あづっちー」推し。そして京人は「茶人」織田有楽斎推しである。

　野や郎ろうどもの熱い声せい援えんを浴びて舞台の上で踊りながら、栄光ある「舞台真ん中」の座を有楽に奪われた一益は「よよよ」と嘆なげいていた。

「なぜぢゃっ！　なぜ、姫は八頭身の美女からちんちくりんに戻ってしまったのぢゃっ！　ああああ、体内に流れていた蘭奢待の精を素戔嗚尊の剣けんに吸われてしもうた！　あの露ろ璃り魂こん神め、許さぬ！」

　そう。劔神社で素戔嗚尊の魂を呼び起こして八岐大蛇の調ちよう伏ぶくに挑いどんだ一益は、もとの幼女の身体からだに戻ってしまっていたのだ。

「露璃魂ってわけじゃないわ。大国主命が一いつ寸すん法ぼう師しのようにちっちゃな身体の少すくな彦びこ名なを相方にしていたことにも、呪じゆ術じゆつ的な理由があったのよ。巫女はやっぱり幼くないと霊れい力りよくを発揮できないんだわ」

　あづっちーが、着ぐるみを着たままもごもごと喋しやべって一益を励はげます。が、着ぐるみの中は高熱。脱だつ水すい症しよう状じように襲おそわれ、眩暈めまいに襲われ、あづっちーは話している途と中ちゆうでばったりと倒れていた。「がんばれー！　あづっちー、がんばれー！」と漢たちの声援が飛び、舞台はいよいよ盛り上がる。

「しっかりするのじゃ、あづっちー。脱げばよいのに」

「……全身を着ぐるみで覆おおうのがよくない、顔を出しておけば息も楽だし涼すずしい」

　無表情なまま汗あせひとつかかずに踊り続けていた犬千代が、あづっちーを抱だき起こす。

「だって、那古野山三郎の正体が女の子だとバレたら阿国が出雲に帰っちゃうじゃない！　だからお義ね姉えさまのご命令で、織田家七福妹として活動する時にはあづっちーの着ぐるみを被って顔を隠さないといけないのよ……どうしてこんなことに……よよよ……」

「くっそ！　あづっちーめ、同情されている！　注目を浴びている！　こら！　人気取りのために、お涙なみだ頂ちよう戴だいやってんじゃねー！　着ぐるみを着込んで客に顔を見せない妹がいるかっ！　だーっ、この勝しよう三さぶ郎ろうもなにか被りたいっ！　『舞台真ん中』の座を射止めたーい！　舞台の真ん中を奪ってこそ、文字通りの『中入り』だっ！」

　あたしも目立つためならば着ぐるみを被って命まで削けずるべきだった！　と地じ団だん駄だを踏む池田恒興に、「……あ、あなたもやってみればわかるわ。この炎えん天てん下かであづっちーを被って、一日六度舞台に立たされる意味を……」とあづっちーはわなわなと声を震ふるわせながらこぼしていた。

　倒れながら何度でも立ち上がるあづっちーがカルト的な人気を得る一方で、信奈の「真ん中は有楽よ！」という鶴つるの一声で「舞台真ん中」すなわちセンターを射止めて「王道妹」としての不動の人気を獲かく得とくした有楽は、肩の上にちょこんと乗せた帰蝶と呼吸もぴったりだ。

　出雲への旅の中で帰蝶と意気投合したことも大きかったが、なによりも「顔つきや全身から放つ『気』が」「従姉いとこの信奈さまに瓜うり二ふたつ」「でありながら、信奈さまが剛ごうなら有楽ちゃんは柔じゆう。信奈さまが動なら有楽ちゃんは静」と信奈ファンの男たちから激げき烈れつに支持されているのだ。

「えへ。『舞台真ん中』に選ばれてよかったね、有楽お姉ちゃん♪　信奈お姉ちゃんにそっくりだってみんな驚おどろいてる。大人気だよ～♪」

「肩かたの上に帰蝶ちゃんが乗ってくれているから、二人分の人気が集まっているでござる。でも……有楽ちゃんはやっぱり働きたくないでござる。信奈お姉ちゃんはあんなに優やさしいのに、ひとたび銭ぜにが絡からむと鬼おに畜ちく生しようになるでござる～」

「まあ、将軍さまが漫遊の旅で大借金を作ったもともとの原因は有楽お姉ちゃんなんだから、赤字を解消するまでは働かないとねっ♪」

　鋼鉄の精神を持つ義元は、「ええ、ええ。わらわは信しん賞しよう必ひつ罰ばつの精神を有楽さんにお教えするために、敢あえて借金を作ったのですわ」と高笑いしてはばからない。しかもその義元は、最前列の枡ます席せきで良晴の隣となりに腰こし掛かけて「おーほほほ。まさしく天あつ晴ぱれ大団円にふさわしい舞台ですわね！」と飲んだり食べたり、今日も贅ぜい沢たく三ざん昧まい。

「うう。天知る地知る将軍さまが知る。悪いことはできないでござる……」

　だが、義元の借金騒動のおかげで有楽と吉良の「罪」がなし崩くずし的になかったことになり、有楽が舞台で踊って借金をチャラにすることで一件落着となったことは紛まぎれもない事実。信奈はもちろん、母上、そして兄上と「妹」として正式に対面し、織田家だけのお茶会を開く日も近い。来たるべき合戦で織田家が勝利したその時には──と家族再会の時を待ちながら心安らかに踊り続ける有楽であった。

　かくして信奈の「妹」たちがわきあいあいと踊る中。

「ふえええ。あのう。私、武田信しん玄げんさんと合戦しなければいけないんですが……どうして駆かりだされているんですかぁ～？　しかもお給金が出ないって、どういうことなんですかあ～？」

　わけのわからないままにいきなり信奈に招集されて舞台上で踊らされていた松平元康一人が、「織田家の労働環かん境きようは黒すぎます～」と嘆いていた。




　有楽たちの愛らしい踊りを枡席で思う存分堪たん能のうしていた今川義元は、右手にかまぼこ、左手に赤こんにゃくという忙いそがしさで、扇子せんすを広げている暇ひまもない。

「一益さんの敦賀土産、かまぼこ。素そ朴ぼくでとても美お味いしいですわねえ。信奈さんが安土の新名物として売り出した赤こんにゃくは味が薄うすいですけれど、やっぱりみそをつけて食べろということかしら？　信奈さんたちも一口いかが？」

「うぎぎ……このままでは義元を食わせる維い持じ費がますます膨ふくらんで……！　しかも、相良良晴モテモテはぁれむ計画推進を企たくらんでいるみたいだし！」

　義元が良晴と二人きりで枡席に！　と聞きつけて慌あわてて割り込んできた信奈は、もう気が気でなかったが、しかし今川義元の漫まん遊ゆうがなければ良晴は無事に戻ってこられなかっただろうし、有楽との和解もなかった。

　義元自身が実は計算して行動しているのか、それともぜんぶが偶ぐう然ぜんなのかは信奈にはわからないが、織田政権と織田家にとっていまや今川義元は決して欠かせない存在になっていることは否いなめない。短気で自分の感情を他人に伝えるのが苦手な信奈の欠点を、鷹おう揚ようで気ののんびりした今川義元が、おどけながらすべてを心得ているかのように埋うめてくれているような……。

　信奈は、枡席の左右に侍はべる半兵衛と官兵衛に尋たずねていた。

「ねえ？　義元ってば、まさか良晴と本気で祝しゆう言げん挙げるつもりなの？　でも……だとしたら、独どく占せん欲よくとか嫉しつ妬と心とかないのかしら？　わけがわからないわ」

「ま、まあ、愛の形は人それぞれですし。義元さまはなにぶん鷹揚なお嬢じようさまですから、殿との方がたも幸せもお友達と分かち合う主義なのかもしれません。くすんくすん」

「むふー。そんなことよりこの赤こんにゃく、値段が高くないか？　妹たちの絵札くじの『当たり率』も低いし、だいたい大当たりの『隠し札』がどうして織田信奈、きみ自身の肖しよう像ぞう画がなんだ？　ぼったくり商売もいいところだな！」

「播はり磨ま。あんたってば商売に向いていないわねえ。くじというものは、当たり確率を絞しぼれば絞るほど儲もうかるのよ！　義元が漫遊してアホみたいに浪ろう費ひしたんだから、取り返さなきゃダメでしょっ！」

　お気楽に甘えてくる義元と、いちいち殺意のこもった視線を送ってくる信奈の間で板いた挟ばさみとなって「はぁれむって恐おそろしいものだな……」とぶるぶる震えながら、有楽たちに精せい一いつ杯ぱいの声援を送っていた相良良晴は、

「今回の旅では、信玄ちゃんや小こ早ばや川かわさんにも会えたし、しかも義元ちゃんの妙みような人徳のおかげで諍いさかいを起こすどころか親しん睦ぼくが深まった気がする。天下統一への道は、武力一いつ辺ぺん倒とうでなくてもいいんじゃないかな。義元ちゃんが将軍さまとして外交力を発揮してくれれば、もしかしたら合戦を最小限に留とどめながらみんなが信奈のもとで織田政権を支えてくれる日が来るんじゃないかなあ」

　と、けんめいに信奈をなだめていた。

「さすがは相良良晴！　わらわの有能ぶりについに気づいたのですわね！　織田家は、わらわがいなければ立ちゆかないのですわ。こたびの漫遊の旅の成果は激しい正妻争いの決め手となりそうですわね。おーほほほ！」

「ちょ？　義元ちゃん？　せっかく俺がフォローしてたのに、ぶち壊こわしに!?」

「……良晴。あんたまさか。漫遊道中で、義元はもちろん、武田信玄や小早川隆たか景かげとも浮うわ気きを!?　だとしたら……！」

「ええっ？　ご、ご、誤解だ！」

「『織田家七福妹』に手を出したらどうなるか、わかってるわね!?　特に、有楽にヘンなことしたら、許さないわよ！」

「いいいいくら俺がモテモテはぁれむの野望を抱いだいていても、姉妹まとめてはぁれむへ入れるなんて無む茶ちやな真ま似ねはしねえってば！」

「あーっ！　そうだわ、聞いたわよ！　あんた、出雲でどさくさまぎれに有楽と接せつ吻ぷんしていたんでしょ!?　半兵衛！　播磨！　良晴に罰ばつとしてあづっちーの着ぐるみを被かぶせて、安土城の天主から吊つるしなさい！」

「くすんくすん。良晴さん？　いくら英えい雄ゆう色を好むと申しましても姉妹はぁれむは人として許されません。吊させていただきます」

「シム！　やい相良良晴！　きみの好色ぶりを放置しておけば、必ずや織田信奈の天下布武事業に亀き裂れつが入る！　お仕置きだっ！」

　だから誤解だーっ！　あれは接吻じゃないっ、有楽ちゃんとぶつかっただけだ！　と抗こう議ぎする良晴の両りよう腕うでを、半兵衛と官兵衛がぐっと押さえて、枡席から引きずり出していくのだった。

「こら待て信奈ーっ！　有楽ちゃんたちの踊りを諸国から来た観光客の面々に披ひ露ろうして大団円じゃなかったのかーっ！　『ああ人生に涙なみだあり。よかった、信奈と有楽ちゃんが和解できてほんとうによかった』って感動していたのに！　その、些さ細さいなことで即そくギレする癖くせを改めろーっ！　義元ちゃん、信奈を止めてくれっ！」

「義元！　なんか余計な諫かん言げんしたり、うっとうしいオホホ笑いを飛ばしたら、あんたも同罪で吊すからっ！」

「……うっ……わらわは、持病のしゃくが……相良良晴、お前は天下一の男なのですから、こたびの試練もきっと一人で耐たえ抜ぬけるはずですわよ？」

「天下一の男じゃなくていいから、助けてくれぇ～！」

「いいえ。わらわの中ではお前は永遠に天下一の男！　見事に信奈さんが与あたえる七難八苦を乗り越こえてごらんなさい。さもなくば、はぁれむの主あるじにはなれませんわよ。だって、来たるべきはぁれむでは、お前はすべての女によ人にんから浴びせられる嫉妬交じりの罵ば詈り雑ぞう言ごん、文字通りの七難八苦に日々耐えねばならぬのですもの、おーほほほ！」

「いっ、嫌いやだ～！　信奈だけでもこんな恐ろしいのに！　はぁれむ怖こわいよ～！」

「……七難八苦って、なにか忘れているような……まあいいわ。ほ～ら。行ってらっしゃい、良晴♪」

「むふー。いやぁこのオチのほうが織田信奈らしい、これも織田信奈独特の照れ隠かくしさ！」と官兵衛が笑い、「照れ隠しで俺を吊すな！」と良晴はなおも抗議するのだった。
















　この騒さわぎの中──今川義元は、自分が手にしていたはずの赤こんにゃくが串くしごと無くなっていることにふと気づくと、安あん堵どしたかのような、救われたかのような、柔やわらかな笑えみをそっと浮うかべていた。




「……この舞ぶ台たいが終わりましたら、元康さんを呼んで三人で安土に咲さき誇ほこる花を眺ながめましょうね──吉良さん」







　　　華はなの義よし元もと組女子会！・京　二に条じよう城







　織お田だ信のぶ奈なが「天あまの岩いわ戸と開き」を成し遂とげて以来、戦国日ひノ本もとには様々な事件があった。

　相良さがら良よし晴はる、「男気」の毛もう利り家入り。

　磁石を集めるための、小こ早ばや川かわさんたちとの豪ごう華か船旅（遭そう難なんつき）。

　その良晴の織田家への電でん撃げき復帰と、相良妹軍団の結成。

　摂せつ津つの姫ひめ武将・荒あら木き村むら重しげの謎なぞの謀む反ほん劇。

　狩野かのう永えい徳とくと長は谷せ川がわ等とう伯はくの、壮そう絶ぜつな天下一絵師争い。

　吉き良ら網あみ切きりと織田有う楽らく斎さい事件。

　今いま川がわ義元将軍さまの諸国漫遊。その間、湯水のように消えた巨きよ額がくの経費。

　その後、足あし利かが・武たけ田だ・上うえ杉すぎ・毛利ら諸大名家が結成した「最終織田家包ほう囲い網もう」に対たい抗こうするべく「相良良晴の九きゆう州しゆう入り」が実現し、九州の諸大名が日ノ本史上最大の決戦「関せきヶが原はらの合戦」に参戦。奥おう州しゆう、関東、信しん州しゆう、関ヶ原、九州にまたがって全国で激げき闘とうが行われたことは、記き憶おくに新しい。




　そして今ついに「関ヶ原の合戦」は西軍＝織田家の勝利に終わり、残るは関東小お田だ原わら城に籠こもる北ほう条じよう氏うじ康やす（とヘソを曲げている梵ぼん天てん丸まる）のみとなった。

　北条氏康としては、天下の英雄たち──織田信奈・武田信しん玄げん・上杉謙けん信しん・毛利家がそれぞれの主力軍を率いて激げき突とつする関ヶ原での大乱戦は「応おう仁にんの乱」の如ごとき混戦となり、少なくとも半年から一年は続くだろう、その間に北条家はゆるゆると関八州を平定して盤ばん石じやくの関東北条王国体制を築いてしまえると予測していたはずなのだが、蓋ふたを開けてみれば関ヶ原の本戦はわずか一日で決着がつき、しかも圧あつ倒とう的不利とみられていた織田信奈が勝つという衝しよう撃げき的な結末を迎むかえた。

　地方での局地戦も、本戦の決着によって、早期終結してしまった。

　頼たのみの綱つなの上杉謙信・武田信玄が信奈に帰順した今、北条氏康としてはもう、奥州の覇は者しや・伊だ達て政まさ宗むね（梵天丸）と結ぶ他ほかはない。

　しかし梵天丸ほど信用のならない同盟相手は戦国日ノ本にはおらず、「敵に回せば厄やつ介かいだが味方にすれば頼たよりにならず、そもそもいつヘソがかゆいと言いだして寝ね返がえるかわからない」という、ある意味、敵よりも厄介な存在であった。

　氏康が小田原城に籠もっている限り、織田信奈による「関東侵しん攻こう」の大号令は近い。

　が、氏康は信奈からの「上じよう洛らく命令」を無視した。

　うかつに上洛すれば、領地没ぼつ収しゆう、小田原城からの転てん封ぽう、北条家の取り潰つぶし、最悪の場合は暗殺まで考えられる。

　そもそも、最終的には織田家に帰順するにしても、関東武士として織田家との「最後の決戦」に挑いどんでみせなければ、北条三代を支えてきた家臣団たちもあきらめがつかない──少なくとも、梵天丸の態度がはっきりと決まるまでは、「小田原評定」の結論は出ない。

　北条家が誇る箱はこ根ね山やま‐小田原城の防衛ラインは鉄てつ壁ぺき。もしも関東と奥州が同盟して東日ノ本連合軍を結成すれば、越えつ軍が侵攻してくるであろう上野こうずけ方面の守りを奥州軍に担当させることで、関東防衛は不可能ではなくなる。背後さえ梵天丸に預けられれば、北条家は、一応は箱根を挟はさんで織田信奈率いる東海道侵攻軍と対たい峙じできてしまうのである。

　ところが、梵天丸は案の定、態度をはっきりさせない。「友情の証あかし」と称しようして、牛タンの付け届けやら山形ラーメンやらずんだ餅もちやらが贈おくられてくるばかり。

　つまり氏康は、主に梵天丸がぐーたらしているおかげで、降こう伏ふくしたくとも簡単には降伏できない状じよう況きようにあったのである。氏康は「お腹なか痛い」と涙ぐみながら、「呪のろわれなさいよ梵天丸ー！」と相模さがみの海に向けて叫さけぶ日々を過ごしていた。

　戦国時代最後の勝者となった天下人・織田信奈が、北条家問題を含ふくむ様々な議題を持ち寄ってこれからの天下布武体制を決定する「清きよ洲す会議」の前まえ振ふりとして、近江おうみの安あ土づち城に諸国の姫武将たちを招待して「安土城ツアー」に無む理り矢や理り参加させ、せっせと銭ぜにを巻き上げようとあくせく働いていたその頃ころ。




　京の二条城では、「関ヶ原？　戦国時代？　なにそれ？」と言わんばかりの賑にぎ々にぎしいお茶会イベントが堂々と開かい催さいされていた。

　二条城一階の「小物どうぶつの間」では、どうぶつが集まっている。

「むーん。それがし、坂さか本もと城ではなかなかの武功を立てたにもかかわらず、どうぶつ妖よう怪かいの類たぐいということで恩賞にあずかれませんでしたぞ！　人間の時代が到とう来らいしたのはよろしいですが、どうぶつ差別には反対ですぞ！　茶器が欲しかったですぞ、茶器が」

　小お野のお通つうが飼っている謎の猫ねこ型妖怪・ねこたま。

「クワーッ！」

　同じく、小野お通の飼い妖怪。三本脚あしのヤタガラス。ねこたまをつついている。

「まあまあ。消えずに済んでよかったにゅ。ういうい、ひっく」

　クロカンに召しよう喚かんされて、今は竹たけ中なか半はん兵べ衛えの飼い妖怪になっている、すねこすり。小さな狐きつねっぽい、もふもふどうぶつ。特技は人のすねをこすること。おちょこで甘酒を一いつ杯ぱいいただいただけで泥でい酔すいしてふらふらになっていた。

「ばうっ！」

　肥ひ後ご相良家の徳とく千ち代よが飼っている肥後熊くま・犬いん童どう。妖怪の類いではなく純じゆん粋すいな熊である。が、どうも人語を解する高度な知能の持ち主らしい。野生児・徳千代とは家族同然の仲。

「ばうっ、ばうっ！」

「なになに、だにゅ。犬童いわく、『出雲いずもで八や岐またの大蛇おろち騒そう動どうが起きた時、九州へ延びている九く頭ず竜りゆうの尻尾しつぽが目覚めて、阿あ蘇そ、姶あい良ら、鬼き界かいの火山がいっせいに大だい噴ふん火かする寸前だった。あれらの山が大噴火すれば、九州一帯は人もどうぶつも生きられぬありさまになる。大昔、いにしえの文明が栄えていた九州では実際に大噴火によって人々も熊も暮らせなくなって、暫ざん時じ、本州への東とう征せいを行う他なくなった──だから今回は出雲騒動がいちばん危なかった』だそうだにゅ～。ほんとかにゅ？」

「むーん。平安の世では、たびたび富ふ士じ山さんが大噴火してそれはそれは恐おそろしかったですぞ！　しかしそれがし、九州の火山についてはよく知らぬですぞ。なにしろそれがしは、高貴な洛らく中ちゆうどうぶつなのですぞ。洛外のことなどあずかり知らぬ。ほ、ほ、ほ、ですぞ」

「クワーッ、クワーッ！」

　性格の悪い洛中どうぶつめ、とばかりにヤタガラスがねこたまの頭をくちばしでつつく。

「九州からの何度目かの東征軍が熊くま野の・畿き内ないに入ってきた時には道案内をしてやった、人間どもはともかく、九州を追われたどうぶつたちを助けるために、とヤタガラスが言っているにゅ」

「ヤタガラスは何年生きているのか、ですぞ。にわかには信じがたい話ですぞ。ま、それがしも、もとを正せば唐から国からわたってきた大妖怪ですがな。むーん」

「ただの小猫の縫ぬいぐるみだにゅ」

「クワーッ！」

「むーん。烏からすめ、やめるですぞ！　綿が。綿が出るですぞ！　ともかく、ご主人さまたちがご無事でなによりですぞ！　ドキッ！　姫武将だけの限定女子会ということで、われらは参加できませなんだが、今頃はどんなコイバナで盛り上がっておりますことやら」

「人間は雄おすと雌めすに分かれているので、惚ほれた腫はれた赤ちゃん孕はらんだでたいへんだにゅ。その点、われら妖怪は気楽でいいにゅ。楽しいな、楽しいな、お化けにゃ愛人も、浮うわ気きもなんにもな～い。ひっく、ういうい」

「ばうっ！」

　れっきとしたどうぶつである熊には雄雌がいる、と犬童は言いたいらしい。

「むーん。たしかに相良良晴どのがモテすぎるので、またまた波乱の予感ですぞ。これ以上の揉もめ事、まして戦乱は勘かん弁べんしてほしいですぞ。洛中が火の海になりましたら、『源げん氏じ物もの語がたり』専門家として貴族どもの先生役を務めているわがご主人さま、朧おぼろ月づき夜よ……じゃなかった、小野お通さまもがっかりいたしましょう」

「だいじょうぶだにゅ。今川義元なら、今川義元ならなんとかしてくれるにゅ」

「クワッ！」

　ことほどさように、どうぶつどものお茶会はお気楽そのものであった。




　二条城の最上階では、天下の将軍さま・今川義元が主しゆ催さいする女子会が開催されていた。

「まあまあ。吉良さん、家康さん、ようこそ将軍さまの二条城へ！　三人揃そろって京に集まる日が実現いたしましたわね！　あとは小田原の引きこもりと化している氏康さんを、わらわが外交の使者としてさくっと帰順させれば、関東の姫大名たちも二条城へお招きできますわね。これぞ大団円ですわ！　ああ、わらわは自分の器うつわの大きさが恐ろしい！　おーほほほ！」

　豪華に着き飾かざって、贅ぜいを尽つくした京料理をどしどしとお友達に運んでいる、今川義元。

　北条氏康が信奈に帰順すれば当然、義元は征せい夷い大たい将しよう軍ぐんの位を返上することになるのだが、まったく気にしていないのがさすが義元。たとえ将軍位を返上しても信奈さんはわらわのしもべ。贅ぜい沢たく三ざん昧まいの暮らしを保障してくださるはずですわ、と信じて疑わない。

「忍しのびは闇やみに潜ひそむもんだがよー、今日くらいは表に出てきてやらあ！　義元も将軍職召めし上げ目前だしな、ざまあ！　ウェーイ！」

　忍び装束を脱ぬいで久々に「お姫さま」の衣い装しように着き替がえているが、相変わらずかぶいている吉良網切。もう、完全にできあがっている。

「さあさあ、吉良さん、もう一杯。坂本城では密ひそかにわらわを守ってくださっていましたわね。おかげで、獄ごく中ちゆうでも泰たい然ぜん自じ若じやくとしていられましたわ。お礼を申し上げますわよ。わらわの花か押おう入りの花丸扇子せんすを三本、どうぞ」

「要いるかそんなもん、ボケッ！　銭でもよこせや！　義元おめー、織田信奈の足手まといになって天下布武の夢を瓦が解かいさせるくらいならと、坂本城で自害する気になってただろー！　てめーらしくねーっつーの！」

「あの時、坂本城牢ろう内の闇に潜んでいた吉良さんはこっそりとねこたまさんを指さして、わらわの目を覚ましてくださいましたわね。坂本城でわらわが為なすべきこと！　それは自害ではなく、『蹴け鞠まり』だと！　ねこたまさんを蹴り飛ばして扉とびらを壊こわせ、と！」

「さ、さあ。なんのことだっけか？　あ、あたしは坂本城ではなんにもしてねーぜ？　てめーが無様に捕とらえられて困っているさまを眺ながめてゲタゲタ笑っていただけさ？　あたしがその気になりゃ、あんな牢は簡単に抜ぬけられたんだがよー。すかー、すかー」

　吉良網切は、口笛が苦手らしかった。

「いえいえ。坂本城救きゆう援えんのために浅あざ井い長なが政まささんが現れてなければ、たとえ扉を壊しても脱だつ出しゆつは不可能でしたもの。あすこが、まさに切せつ所しよでしたわ」

「うっせーよ。ったく、坂本じゃあ甲こう賀が者が多すぎて直接暴れられなかったのがむかつくぜ！　ちっ。風ふう魔まさえいればなー。北条氏康は素す直なおに降伏するタマじゃねーぞ。お前、小田原城でまた人ひと質じちにされたらどーすんだ？　あたしはもう知らねーぞ？」

　心配ご無用。氏康さんはそのような無ぶ粋すいな真ま似ねはいたしませんわ、と義元は優ゆう雅がに微笑ほほえんでいる。まったく、バカなのか大器なのかこいつだけはわからねー、と吉良は呆あきれた。

　そして、茶室の隅すみっこで「吉良さああああん、首をちょん切らないでくださあああい」とがくがくぶるぶる震ふるえている、松まつ平だいら元康改め徳とく川がわ家いえ康やす。

「あわ。あわわわ。吉良さんのような高貴なお方に髪かみ切り役をやらせていたこと、さらには三み方かたヶが原はらから関ヶ原での数々の所業……どうか、ひらに、ひらに～」

「んだよ、たぬき。おめー、織田信奈に逆らって真っ正面から織田軍と死し闘とうを繰くり広げるなんてよ、すげーじゃん！　おめーがあんなロックな女だったなんてよー！　織田信奈からもおとがめなしで、むしろ姫ひめ大名としての評価はうなぎ登り！　あいつ、てめーが海外へ船で繰り出したあとは、日ノ本国内のまつりごとをおめーに委ゆだねるつもりらしいじゃん！　太たい原げん雪せつ斎さいは人を見る目があったってこったな！　ぎゃはは！」

「ろろろロックってなんですかあ～？」

「未来語だよ、未来語！　相良良晴から教わった！　かぶきものって意味だ！」

　吉良網切に背中をぱんぱん叩たたかれながら、家康は（あああ。まさか吉良さんと再会する羽目になるとわかっていたら、もっとこう、駿すん府ぷ時代に平身低頭してごまをすっておくべきでした～）と青あお息いき吐と息いき。なにしろ、彼女は足利分家のうちもっとも高貴な吉良家のお姫さまでありながら、「三み河かわの謎なぞのたぬき・松平元康の髪切り係」に任命されたトラウマで大おお鋏ばさみを操あやつる吉良網切になってしまったのだから。

「ええ、ええ。未来語で言えば、家康さんは関ヶ原でいちばん『株』をあげましたわねえ。あなたにはご褒ほう美びとして、わらわが持っている無数の称しよう号ごうのうち、東海一の弓取り、海道一の弓取りの称号をお譲ゆずりいたしますわ。おーほほほほ」

「……か、海道一の弓取りと言われましても……動いてくれない小早川さんの陣じんにやけくそになって鉄てつ砲ぽうを撃うち込んだことと、鬼おに島しま津づ軍団に突とつ撃げきされて死にかけたことしか記き憶おくにございません……世せ良ら田だ二じ郎ろう三さぶ郎ろうさんなんて、見事な影かげ武む者しやになりきって陣じん中ちゆうで格かつ好こう良いい台詞せりふを叫んでいたのに、問答無用で島津家いえ久ひさに『ちぇすとおおお』と狙そ撃げきされて……大乱戦だったので、幸い急所は外れましたが……ははは話も聞いてくれないだなんて、ややや野や蛮ばんすぎます……どうかしています……さささ薩さつ摩まの皆みなさんとは、もう絶対に戦いたくありませえん……ぶる、ぶる、ぶる……」

「いざとなれば肝きもが据すわって大ばくちを打てるのが、元康さん、いえいえ、家康さんの強みですわよ。やはり、子供攫さらいから人質売買まで、苦労を重ねてきただけのことはありますわね！　思うに、わらわにはその粘ねばりがないのですわね～」

　粘りの特技なんて持っていても、重荷を背し負よって坂道を上り続ける人生から逃にげられなくなるだけですよお、と家康はふかーいため息をついた。

「でもよ。『徳川』ってなんなんだよ。三河じゃ、そんな家名、聞いたこともねー」

「それはですね～、吉良さん。もとを正せば、三河守のかみの官位をやまと御ご所しよからいただこうと画策した時に、松平だなんて三河の中でも山奥のたぬきみたいな家いえ柄がらじゃ、三河守の官位はとても与あたえられないということでして。結局、無む理り矢や理りに源氏と家系を結びつけるべく、関東の清せい和わ源氏ゆかりの『徳川』を名乗ることに～。話せばすごーく長いのですが、まあ、その。細かいことは近衛このえ前さき久ひささまにでも聞いてくださ～い」

「んだよー！　てめーが源氏なわけあるかっ！　しかも関東って！　バレねーよーに、遠おん国ごく関東出身という無理矢理な設定をでっちあげやがったな！　完全にインチキじゃねーか！」

「ま、まあ、インチキですね。えへ。えへへへ……」

「だいたい三河は、正しよう真しん正しよう銘めいほんものの清和源氏、足利分家の吉良家のものだっつーの！　てめーこそ泥どろ棒ぼうだぁ、このたぬきめぇ！　その髪、ばっさり切ってやる！」

「いっ、いやです～！　これ以上短たん髪ぱつにしないでくださああああい！　ききき吉良家を由ゆい緒しよ正しき主筋の高こう家けとして徳川家にお迎むかえいたしますので、どうか髪切りだけは～！」

「そんなもん要るかっ！　髪、切らせろやあああ！」

　まあまあ。吉良さんと家康さんが、駿府時代のように仲良くじゃれあっていますわ……雪斎さん、これでよかったのですわね、と義元はそっと目め頭がしらを押さえて微笑むのだった。

「じゃれあってませ～ん！　助けてくださ～い！」

「うけけけけ。もう逃げ場はねーぞ！　脱だつ糞ぷんしてあたしを爆ばく笑しようさせてその隙すきに逃げてみろ、オラッ！」

「ですから、私は戦場で脱糞なんてしていませ～ん！　いつの間にか既き成せい事じ実じつみたいになっていますが、いったい誰だれが言いだしたんですか、その話っ!?」

「知るかボケ！　未来人の相良良晴あたりじゃねーか？」

「……ああ……ということは、四百年後の未来にまで、その末代までの恥はじとしか言いようのない話がほとんど『史実』同然に面おも白しろおかしく伝わっているということですか……人生って、重い荷物を背負って坂道を上るが如ごとし、なんですねえ……う、ふ、ふ～……」

　絶望した家康の瞳ひとみからハイライトが消えていく中。

「半兵衛ちゃんはどこーっ？　どこなのっ？　なんで、たぬきとかぶきもの娘むすめしかいないのよーっ!?　どーなってるのよ義元ちゃん!?」

「……いやー、坂本城では無理矢理に城主として担かつぎ上げられて疲つかれた。竜たつ子こはさっさと婿むこを迎えて、静かに風流三昧の暮らしがしたい」

　追加招集でお茶会に参加した、小野お通と京きよう極ごく竜子が、茶室に入ってきた。

　元茶器泥棒の小野お通は、今は京の公く家げたちに「源氏物語」を教える平安文学博士として名をはせつつ、竹中半兵衛の病を完治させるための医術研究を続けている。ねこたまとヤタガラスの主人である。

　京極竜子は、近江随ずい一いちの名門・京極家のお世よ継つぎ姫。美女だが、ぼーっとしている。関ヶ原の折には東軍方に担ぎだされて面めん倒どう臭くさいことになったが、当人はどこ吹ふく風とマイペース。なぜか義元に気に入られて、侍じ女じよ扱あつかいされているが、特に気にしていないらしい。

「ようこそですわ。わらわのしもべたちが、ずいぶんと揃いましたわね！　さあさあ。華はなの義元組のお茶会はこれからが本番ですわよ！」

「誰がしもべよ！　こんどは小田原城へ乗り込むってほんとうなの、義元ちゃん。また捕らわれたらどうするつもり？」

「だいじょうぶだいじょうぶ。わらわには吉良さんたち頼たよりになるしもべがついていますもの！」

「誰がおめーのしもべだ、ボケっ！　あたしは忍びだ！」

「……竜子は疲れたから、小田原には付いていかないぞ。それより、織田信奈が安土城に全国の姫武将たちを集めて大接待をはじめているが、京で遊んでいていいのか」

「あわわ。そうでした～。わわわ私、吉きち姉さまに安土城で接待していただく予定だというのに、無理矢理に二条城に押しとどめられて……ははは早く安土に行かなければ、接待役に任じられている明あけ智ち光みつ秀ひでさんが吉姉さまから折せつ檻かんされてしまいます～！　川魚は傷いたむのが早いのです～」

　家康が「光秀さんも重い荷物を背負って坂道ルートですねえ」とたぬ耳を震わせながら竜子にすがりついていた。

「ほう。あの織田信奈から直接接待してもらえるのか。さすが東軍一の武功を立てて、海道一の弓取りと呼ばれるようになった徳川だ。天下人の織田も一目置いているのだな」

「ま、まあ、関ヶ原でケンカした姉妹しまい同士、安土できっちり仲直りという意味もあると思います～。それで、東軍方の諸大名も、吉姉さまからの懲ちよう罰ばつはないと安心できますし。でも、私がこれ以上遅ち参さんして光秀さんの料理が傷んだら……なんとなく、たいへんな事態が起きる予感が。あわ、あわわわわ」

「徳川。揚あげたこ焼きは日持ちするから傷まない、気にするな」

「半兵衛ちゃんはどこなのよーっ！　義元ちゃん！　あなたが相良良晴はぁれむ開設話なんて駄だ法ぼ螺らを吹き続けたから、ちまたの姫武将たちはもう、清洲会議ではぁれむが正式に誕生するという噂うわさでもちきりなのよっ？　それはどうでもいいんだけれど、その相良良晴はぁれむの中にあの半兵衛ちゃんが入るんじゃないかという話が……！　いてもたってもいられないのっ！　思いとどまってちょうだい、半兵衛ちゃんっ！　はぁれむなんて、悲劇しかもたらさないのよ！　『源氏物語』を読み返して、踏ふみとどまって！」

「まあまあ。杞き憂ゆうですわよ、お通さん。光ひかる源げん氏じはたしかにダメでしたが、相良良晴ならばなにも問題ありませんわ。わらわが認めた天下一の男ですもの！　おーほほほ」

「あなたの目め利ききなんてアテにならないのよーっ！」

　ひとしきり騒さわいだところで京極竜子が、

「今、安土では小早川隆たか景かげが『はぁれむ推進派』の姫武将たちを抑おさえているらしい。なにしろ関ヶ原で勝利した織田家が天下布武をほぼ達成し、残るは関東・奥州のみ。もはや織田信奈に逆らえる者はいない。なにごとも破は天てん荒こうで斬ざん新しんすぎる織田信奈が新たに開く天下布武政権に対する不安から、外と様ざまの姫武将たちの何割かは、相良はぁれむを開いて織田信奈の独走・権力集中を抑えたいと考えているらしい。また、天下は戦いくさに勝った織田信奈のものと認めるが、恋こいの道では相良良晴を巡めぐってなおも渡わたり合いたい、合戦と恋は別物、という考えの者もいるという」

　と安土の情勢を義元に伝えてきた。

「あらあら、皆さん関ヶ原の敗戦で牙きばを抜かれるどころか、なかなかに肝が据わっておられますのねえ。粘りますこと。さすがに戦国時代を姫武将として生き抜いてきただけのことはありますわね。彼女たちが結束すれば日ノ本は安あん泰たいですわ！　おーほほほ！」

「おめーのはぁれむ話のせいで、その結束が揺ゆらいでいるんじゃねーかよ、ボケが！」

「そうだ。小早川隆景が相良良晴と織田信奈のために我が欲よくを捨てて滅めつ私し奉ほう公こうすればするほど、姫武将たちは小早川の恋を成じよう就じゆさせてやりたいと逆に盛り上がってしまう。織田信奈の短気ぶりは今川がいちばん知っているだろう。清洲会議は大おお荒あれに荒れることになると思うぞ。小田原城に行っている場合なのか」

「と言われましても、竜子さん。氏康さんの説得がもっかのわらわのお仕事ですしねえ。わらわが使者を務めなければ、氏康さんは信奈さんに帰順する機会を逸いつしてしまうということも」

「半兵衛ちゃんだけは、どうか相良良晴の毒どく牙がから守ってあげて！　半兵衛ちゃんの貞てい操そうを守るためなら、この小野お通ちゃんが自らはぁれむ入りして相良良晴の淫みだらな欲よく望ぼうを満たす人柱になっても構わないわ！　ああでも、和歌のやりとりもできない野人相手に、いったいどうやって平安王朝の恋の手練手管を見せればいいのか……あの男とは、相あい性しようが悪すぎるううう！」

「いや、小野。竹中半兵衛は相良良晴を実の兄以上に慕したっている。彼女の想おもいを尊重して、はぁれむ入りさせてやればいいのではないか」

「なにごとも適当な竜子ちゃんにはわからないのよーっ！　そうだ！　あなたが相良はぁれむ入りしなさいよっ！　世に『蛍ほたる大名』と名高いあなたの眩まぶしい美び貌ぼうと清せい楚そなお色気で、未来世界でモテなかったために女の子に飢うえて荒あらぶっている相良良晴を鎮ちん魂こんするのよ！」

「竜子は別にいいが。というか、もう武将として担がれるのは懲こり懲ごりだ。わかった。相良良晴の側室になろう」

「って、即そく答とうっ!?　少しは躊ちゆう躇ちよしなさいよ！」

「ままま待ってくださ～い！　吉姉さまにこの茶会の会話が伝わったら、われら全員、『相良はぁれむ推進派主犯』として吉姉さまから切腹のご沙さ汰たをいただく恐おそれが！　もしも今この場に、吉姉さまが密ひそかに放っているかもしれない『はぁれむ弾だん圧あつ派』の剣けん士したちが斬きりこんできたら、いかがいたします～？」

「徳川。実際に今川が主犯なんだから、文句は言えまい。その時は潔いさぎよく斬り死にしよう」

「ひいええええ～!?」

「おう、いいねえ！　あたしはまだ暴れ足りなかったんだ！　来るなら来やがれっ！」

「あなたたち、勝手にわたしを巻き込まないでっ！　わたしは半兵衛ちゃんさえ守れればそれでいいのよーっ！」

　もちろん、そんな物ぶつ騒そうな剣士たちは京に放たれていないのだが。

「おーほほほほ！　皆さん、そう心配する必要はありませんことよ。なぜならば、そう！　この、わ・ら・わがいるではありませんか。小田原城で氏康さんとの会見を終えたら、東海道を下って清洲会議へと参りますわ。もしも清洲会議が荒れていたら、ただちにわらわが将軍さまとして信奈さんに天下人の道を説いてさしあげますことよ。まったく、信奈さんってば、わらわがいないとダメですわねえ」

「いや今川。お前は清洲会議への参加を認められていないと思うが……なにしろ、相良はぁれむ推進派の言い出しっぺだからな」

「はて。そんな話、ありましたっけ？　気のせいですわ、竜子さん。き・の・せ・い。わらわは、自分がやりたいことをやる！　乗り気じゃない時は寝ねる！　それだけですのよ！」

「犬童よりも野生のどうぶつに近いなこの女は」と京極竜子がつぶやき、吉良網切が「ま、好きなようにやれや！　あたしが見守っていてやらあ！」と吼ほえた。

「しかしよ、義元。相良の野や郎ろうが『はぁれむは開かない』って言ったら、どうすんだ？　諸国漫まん遊ゆうの旅でも、あいつは最後まで織田信奈のために操みさおを守った。おめーは、おどけてばかりだけれど、マジであいつのことを……」

「……ふふ。吉良さん？　たいせつなものは、今この瞬しゆん間かんなのですわ。結果など、どちらでもよいのですわ。桜の花は、散っていくからこそ美しいのですわよ。恋の結末がどのような結果になったとしても、生きたいように生きたわらわには悔くいはなく、そして、幸せですわ。たとえ国を失い家を失おうとも、この恋が成就しなかったとしても。わらわにはあなたたちが、お友達が、いてくれるのですもの」

　その義元の笑え顔がおを見た吉良網切は、「そうだな」と、破顔していた。

　織田信奈はいい友に巡り合いやがったぜ、と少しだけ妬ねたましかった。







　　　織お田だ家のお茶会、信のぶ澄すみと有う楽らく・近江おうみ　安あ土づち城







　二に条じよう城で義よし元もと組が女子会を開いている一方。

「関せきヶが原はらでの出費を取り戻もどすのよ！」と織田信のぶ奈なによる強制全国姫ひめ武将集金ツアー（「安土城ツアー」）が大々的に開かい催さいされている安土では。

「やあやあ、有楽。わが妹よ！　母上と姉上を和解させるために、知ち恵えを貸してくれたまえ！」

「うう。この有楽ちゃんに任せて！　ありがとう、お兄ちゃ～ん！」

「ぼかぁうかつもので、知恵が足りないからねえ。その点、有楽はお利口さんだから！　はっはっは」

「ううん。お兄ちゃんは日ひノ本もと屈くつ指しの美少年だよ！」

「ははは、そうほんとうのことを言われると照れるなあ。まあ、織田家の人間はみんな美形だからね。有楽も、大人になったら姉上のような美女になるさ！」

「ええ、ほんとっ？　わくわく、わくわく」

　安土城の「黄金の茶室」に、津つ田だ信澄と織田有楽斎の兄妹きようだいが集つどって、織田家ひみつ会議を開催していたのだった。お互たがいに慣れていないこともあって、ひたすらに相手を褒ほめあっている。

　大おお騒そう動どうを起こした有楽は当初、「吉き良らちゃんと一いつ緒しよにあれこれ画策したことをお兄ちゃんに𠮟しかられたらどうしよう」と怯おびえていたが、さすがは信澄。男性不信の浅あざ井い長なが政まさをあっさり陥かん落らくさせた、その隙すきだらけの無む手て勝かつ流りゆうぶりは妹相手でも健在。単に、ほんとうに隙だらけなだけなのだが。

「うーん、それにしても信奈お姉ちゃんは妹使いが荒あらいよね～。織田家七しち福ふく妹まいの公演、間かん隔かくを詰つめすぎだよ。有楽ちゃん、疲つかれちゃった～」

「『織田家七しち福ふく弟てい』を結成されずに済んで、ぼかぁ助かったよ。ははは」

　議題は、尾お張わり織田家のお世よ継つぎ問題以来ずっと不仲のままの、信奈とその母・土つち田だ御ご前ぜんをどうやって和解させるか、である。

　信奈も関ヶ原で勝利して、いまや天下を掌しよう握あくした。良よし晴はるとの祝しゆう言げん実現も近づいている。しかし、信奈と土田御前の関係は相変わらずだ。というより、信奈は四方を敵に包囲されて長らく天下布武事業に忙ぼう殺さつされていたので、ようやく安土に引っ越こしてきた土田御前と会う機会すらなかなかなかった。いよいよ天下布武事業が完成に近づいた今、なるはやで母娘おやこの仲を取り持ちたい、と信澄も有楽も望んでいるのだった。

「ささ、お兄ちゃん。お茶を一服。飲んで、飲んで」

「「おぎゃー、おぎゃー」」

「おっと。初はつと江ごうがむずかりはじめてしまった。お市いちは姉上の集金ツアーに駆かりだされているから……すまないが、ミルクを点たててくれないかい有楽。こちらの壺つぼに入っている粉こそがサルくん直伝、『牛さんの粉ミルク』というものさっ！　傷いたみやすい牛乳を、日持ちするように抹まつ茶ちやのような粉末状にした未来の飲み物でね」

「えー？　赤ちゃんって牛乳を飲めるの～？　お腹なかくださない？　有楽は無理～」

「ぼくも牛乳や山や羊ぎのミルクは苦手なんだけどねえ～。赤ちゃんにはミルクが最適なんだよ、ははは。天下太平の世が来たら、姫武将たちも次々と婿むこを取って赤ちゃんを産むだろうから、粉ミルクは商売になるかもしれないねっ！　信澄印のういろうと抱だき合わせで販はん売ばいしようかなあ」

　もともと、信澄の夢はういろう大臣になることだった。合戦は大の苦手である。

　今となっては、なぜ信奈と尾張国主の座を争うことになったのか、当人にもよくわからない。思い返せば、信澄を担かつぐ周囲の面々が勝手にどんどん盛り上がって気がつけば、という経けい緯いだった。政治力に乏とぼしい信澄自身には家中の統制を取る力がなく、下からの圧力に流されてしまった。

　大名家の家か督とく争いというものは、常にそういうものかもしれない。

　なので、織田政権下では、茶さ道どうを追究している有楽とともに、ぼくはういろう大臣として「食」文化を担当しよう、姉上派と信澄派とに再び織田家が分ぶん裂れつする事態を避さけるために、と信澄は定めていた。

　なにしろ、信澄の尾張以来の悪友、未来料理知識を携たずさえている「食の軍師」相良さがら良晴が頼たよりになる。堺さかいの商人たちを震しん撼かんさせた「揚げたこ焼き」は言うに及およばず、今いま川がわ義元とともに諸国を漫遊し、安あ芸きに「もみじまんじゅう」を伝えたという実績もある。この「もみじまんじゅう」もまた、大当たりした。お隣となりの岡おか山やまは大だい打だ撃げきを被こうむったらしいが。

　オーパーツとしか思えない謎なぞの粉物レシピ本「粉こな物もの食しよつ鑑かん」を所有している堺商人・今いま井い宗そう久きゆうも、「種たね子が島しまで荒あら稼かせぎの時代は終わりや。これからは粉物や！」と、たこ焼き商売の全国販はん路ろ拡大に乗り出している。

　関所撤てつ廃ぱい・楽らく市いち楽らく座ざ・天下布武による全国統一によって、時代の流れは「観光商売」「食商売」へと一気に転てん換かんしているのだった。

「有楽。ぼかぁ、今井宗久と業務提てい携けいして、信澄印のういろう屋・堺店を出店しようと思っているんだ。赤ちゃんを背し負よった若いご婦人方のために、粉ミルクも売り出してみようかな。味はどうだい？」

「うーん。甘ったるくて、微び妙みよう……あ、でも、赤ちゃんたちは喜んで飲んでいるね？」

「「おぎゃー、おぎゃー」」

「かわいい～♪　信奈お姉ちゃんも、赤ちゃん時代はこんな感じだったのかな～？」

「はっはっは。ぼかぁ、戦国時代屈指の勝ち組だなあ。優やさしい奥さんに三人の子供、そして妹まで！　これも有楽のおかげだよ」

「わたしの？　有楽ちゃんは、なにもしてないよ～？」

「いやいや。有楽が織田家から出されて寺住まいだったからこそ、浅井長政と織田家との婚こん姻いん同盟締てい結けつの際に、浅井家に嫁とつがせる姫がいないという事態になったんじゃないか。それで、窮きゆうした姉上がぼくを拉ら致ちして女装させて近江へ売り飛ばしたから、ぼくとお市は出会えたんだよ！　お市はずっと男装していたから、ぼくが女装させられて強制的に近江へ送られていなければ、二人は男女として出会えない運命だったはずなんだ！　これは奇き跡せきだよ！」

　そーだったんだ。信奈お姉ちゃんってめちゃくちゃするよね、と有楽は呆あきれた。

「お姉ちゃんは、浅井長政が女の子だって知ってたのかな～？」

「さあ。どうだろう。姉上はひねくれているから、素す直なおに教えてくれないんだよ。もっとも、知恵者の半はん兵べ衛えはいつの段階からか、お市の正体に気づいていたみたいだね。だから、姉上がぼくを女装させて近江へ流そうとした時に、半兵衛は止めなかったんだ」

「ということは、お姉ちゃんも途と中ちゆうで気づいていたってことだね！」

「そうなるのかなあ？　姉上はいまいちわからないや、はっはっは。単なる悪質な冗じよう談だんだったということも。まあ、ぼくは尾張の謀む反ほん騒動以来、分家の津田姓せいを名乗ることにしたのだから、姉上との家督争いはもう起こらないさ」

「でも、三つ子の赤ちゃんのうち、茶ちや々ちやちゃんをお姉ちゃんと良晴お義に兄いちゃんの養女に出したでしょー？　あの二人がいずれ実子をもうけた時に、相続問題にならない？」

「だいじょうぶだいじょうぶ。なにしろ茶々は姉上の実子ではないし、サルくんの実子でもないからね。もしも問題が起こったら、茶々を津田家のほうに戻してもらえばいい。津田家の当主、つまりぼくは、織田家の相続権を完全に放ほう棄きしているんだからね」

　そーだね。問題が起こるとしたら、良晴お義兄ちゃんの「実子」をお姉ちゃん以外の姫が産んだ時だね、と有楽はうなずいていた。

「知ってる、お兄ちゃん？　今、安土中の姫武将たちの間で沸ふつ騰とうしている『相良はぁれむ』問題を！　もしも正妻確定のお姉ちゃんが出し抜ぬかれて、側室の姫が先に良晴お義兄ちゃんのお子を産んだら、一大事かもしれないよ？」

「そうかい？　でも、そうなったとしてもその子は織田家の血は引いていないわけだから、問題ないんじゃないかな？　姉上がうぎぎ、うぐぐ、ぐぬぬと地じ団だん駄だ踏ふんで暴れることは明らかだけれども。サルくんはボコボコにされるだろうねえ、はっはっは」

　かつては親衛隊を率いていた信澄だが、今ではすっかりお市とあまあまな夫婦めおと生活。三人の子宝にも恵めぐまれ、リア充じゆうライフを満まん喫きつしている。わざわざ側室を取ろうなどとは思ったこともない。取ったら、たぶんお市にボコボコにされる。

　その信澄の悪友・良晴もまた昔から信奈一筋なのだが、なにしろ、良晴には記き憶おく喪そう失しつになって小こ早ばや川かわ隆たか景かげと恋こい人びと同士になっていた時期がある。

　この小早川隆景問題は、関ヶ原の合戦以上に厄やつ介かいだった。毛もう利り家の吉きつ川かわ元もと春はる・暗あん黒こく寺じ恵え瓊けい・足あし利かが義よし昭あきらはもちろん、小早川隆景を良晴の側室に、と望んでいる姫武将は全国に数多い。

　で、その小早川隆景問題と連動して、かつて義元が吹ふくだけ吹いていた「相良はぁれむ」をほんとうに開設せよ、という声がこの安土でもちらほらとあがりはじめているのであった。これは、相良良晴が様々な任務を果たすために全国各地を旅し続けているうちに、上うえ杉すぎ謙けん信しん、大おお友とも宗そう麟りん、島しま津づ家いえ久ひさ、島津義よし弘ひろ──と、いわゆる「フラグ」を野放図に立てまくったことが真の原因なのだが。

　天下布武が完成を見ずに土ど壇たん場ばで瓦が解かいするとすれば、関東北ほう条じよう問題ではなく、相良はぁれむ問題が原因になるのでは、という危き惧ぐすらある。

「というわけで、有楽ちゃんは、相良義よし陽ひから書状を受け取っているんだ～。お世継ぎ問題に関して、意見があるんだって。まつりごとの問題ならば丹に羽わ長なが秀ひでに届けるべきところなんだけれど、これは織田家と相良家の家族の問題だからということで、有楽ちゃんが託たくされちゃった」

「サルくんのご先祖さまの？　そういえば安土に来ているんだったね。どうしてお茶会に直接顔を見せないんだい？」

「せっかくの織田家きょうだい水入らずのお茶会だから、今日は遠えん慮りよするって。気配りできる人だよねー！」

「うーん。うちの姉上も、彼女くらいオトナになってくれたらなあ。ぼくも有楽もこうしてひみつ会議を開く必要もなくなるのにねえ、はっはっは。で、お世継ぎ問題についての意見とは？」

　義陽の書状は簡潔明めい瞭りようだった。

　織田家と相良家は本来、主君と家臣という関係で、並び立てるものではなかった。

　しかしながら、二人の祝言を強ごう引いんに実現するために、家格が劣おとる相良家のほうをかなり「底上げ」した結果、弟・相良良晴は次期関白候補にほぼ内定。姉である私も、近衛このえ前さき久ひささまから新たな任官の打だ診しんを受けている。

　そもそも、弟が肥ひ後ご相良家の末まつ裔えいであると判明した時点から、織田家と相良家の家格の差はほぼなくなった。むしろ相良家のほうがほんものの藤ふじ原わら氏の末ということで、やまと御ご所しよ的には「上」になったと言ってもいい。

　織田信奈による強力な武家政権の成立を恐おそれる貴族の中には、近衛前久さまとの繫つながりで「貴族」となった相良家を御所側に取り込んで、武家である織田家と対立させようと企たくらむ者もでてくるはず。

　つまり──武家の棟とう梁りよう「織田家」と、貴族代表の「相良家」とを、仲なか違たがいさせたいと。

　相良家を押し立てることで、一枚岩の織田政権を骨ほね抜ぬきとし、やまと御所の貴族たちが権力を持つことができる、と。

　これはかつて、源げん氏じが平へい家けを滅ほろぼした時、さらには源みなもとの頼より朝ともが鎌かま倉くらに幕府を開いた時に、貴族が打ってきたいつもの手なのだ。たとえば、源義よし経つねを御所に取り込むことで源頼朝と仲違いさせたり、源氏の将軍に高い官位を渡わたして「貴族化」をはかり、将軍と関東武士たちとの信しん頼らい関係を引き裂さこうとしたり。

　今後、相良家と織田家を本格的に対立させようとする貴族は必ず現れると思われる。

　すでに、負けず嫌ぎらいで守しゆ銭せん奴どの織田信奈どのは、「相良妹軍団」に張り合うために「織田家七福妹」という新しん企き画かくを打ち出してきて、この安土で大興行を開いている。

　しかし、まあ、妹軍団の争いくらいならば、微笑ほほえましい話なので問題はない。

　問題は──いずれ姫ひめ武将たちによる世論の沸騰によって織田信奈が折れてどこかの時点で「相良はぁれむ」が開設されるとして、「正妻の織田信奈よりも側室のほうが先に良晴の子を産む」という事態が発生した時だ。

　間ま違ちがいなく、世継ぎ問題に発展する。織田信奈が出産した織田家直系の嫡ちやく子しと、先に弟が側室との間でもうけた相良家の嫡子。いずれが政権を引き継つぐ「お世継ぎ」の資格を持つか。武士たちが織田家を推おせば、貴族たちは相良家を推す。

　そうなれば、天下は織田家と相良家とに二分され、再び戦乱の世に逆ぎやく戻もどりすることになりかねない、弟と織田信奈のむつまじい関係すら破は綻たんする恐れがある、というのである。

「私からこれ以上の意見を述べるのは差し出がましい、最終的には弟と織田信奈の意志をなによりも尊重すべし、私は弟が織田信奈との初夜に失敗しないよう、弟に『正しい子作り方法』を伝授するつもりだ──ということで書状はここで終わりなんだけれど。もしも将来、はぁれむを開くことになるとしても、正妻の信奈お姉ちゃんが無事に嫡子を産むまでははぁれむ開設は引き延ばしたほうがいい、それが両家のためだ、というのが義陽お義ね姉えちゃんの『意見』みたいだね～」

　正しい子作り方法って、そもそも相良義陽は知らないんじゃないのかな、どうするんだろう？　とリア充で三人の子を持つ信澄は不思議に思った。

　だが、それよりも義陽の「大正義お姉ちゃん」ぶりに、激しく感動した。

　世の中には、こんな出来たお姉ちゃんがいるんだ！　と。

「うーん、なんという、なんという控ひかえ目で気配りのできる姉なんだ。なるほど、貴族が相良家を取り込もうとして両家が対立させられるとは……あり得る話だね。でも、そもそも、サルくんがはぁれむを開かなければいいんじゃないかなあ～？　あの嫉しつ妬と深ぶかい姉上が開かせるはずもないよね？」

「有楽ちゃんもそう思うんだけどー、なにもかもを信奈お姉ちゃんが独り占じめというわけにいくかどうか。姫とはいっても、戦国の姫武将たちってずっと武具持って合戦してきた面々なんだから～。それに、こーなるとほら、お人ひと好よしで騙だまされやすい体質の明あけ智ち光みつ秀ひでちゃんが『相良はぁれむの錦にしきの御み旗はた』として担かつぎ上げられる予感がするんだよね～」

「はっはっは。まつりごとの道でのぼくと同じくらいダメダメだからね、恋れん愛あい道における彼女は！　明智家には、ダメすぎる主君・明智光秀とサルくんを添そい遂とげさせる友の会、みたいな同志結社があるって噂うわさだしね。すでに解散したとは言うけれど」

「ううん。地下に潜もぐって、秘密結社化しているということも！　天下太平の世になれば、『恋愛道』はますます盛り上がるよ！　全国の姫武将たちが合戦に注つぎ込んできた情熱のすべてが、いっせいに『恋愛』に向けられる可能性だって！」

「ま、まさか……いや、でも……ないでもないなあ～。お市が武士をやめて突とつ如じよとして良りよう妻さい賢けん母ぼ化してからの、ぼくへの甘やかしぶり、献けん身しんぶり、子供たちへそそぐ愛情……今まで『武将』として生きねばならなかった分、それはもう、たっぷりと」

「あーあー。聞こえなーい！　有楽ちゃんはお腹なかいっぱい！　奥さんをのろけるのは、男友達相手の時にしてよねー！」

「ああ、ごめんごめん。でも、有楽。もしも天下太平の世を迎むかえたとたん、名だたる姫武将たちが、お市のように今までの反動で『姫』方向に情熱を全ぜん振ふりしたとしたら……」

「相良はぁれむを巡めぐる、恋こいの関ヶ原が勃ぼつ発ぱつするかもしれないよ、お兄ちゃん。そして、そこに貴族たちが絡からんできたら」

「風流の道に関しては、武家は貴族にはとうていかなわない。まずいことになるかもしれないねえ。まあ、そうなったら相良義陽お姉ちゃんがなんとかしてくれるさ。サルくんのご先祖さまとは思えないほどに立派なお姉さんだからね、ははは！　短気で粗そ暴ぼうで常に我が道を行くうちの姉上とは大違いだ！　うちの姉上とは違ってオトナだし、頼たよりになるお姉ちゃんだよ。だいじょうぶだいじょうぶ。は、は、は」

「えー？　お兄ちゃんって気楽でいいよね～。わたしは有楽だけど～」

「やはり兄と妹。ぼくらは似た者同士なんだねえ。それも、ダメなほうの織田家の血筋だね！　ぼくもこれからは津田気き楽らく斎さいと名乗ろうかな。はっはっは」

　いやいやなにごとも杞き憂ゆう杞憂。すでに天下太平、戦国の世は終わった！　さあ、ぱっと遊ぼう！　と信澄が抜けた笑みを浮うかべていた、その時だった。

　がらり、とおもむろに障子が開いて、そして。

　ゴゴゴゴゴ。

「だだだ誰だれが津田気楽斎よ、あんた、ほんっとにバッカなんじゃないの？　こんなに忙いそがしい時にぐーたら妹とお茶会でダベって、姉を罵ば倒とう三ざん昧まい……！　だだだ誰が相良義陽と違ってコドモだってのよーっ！　抜ばつ刀とうっ！」

「わーっ？　信奈お姉ちゃんっ!?」

「げーっ!?　姉上ーっ!?　いいいいつから聞いていたんですかっ!?」

「『相良義陽お姉ちゃんがなんとかしてくれるさ。サルくんのご先祖さまとは思えないほどに立派なお姉さんだからね、ははは！　短気で粗暴で常に我が道を行くうちの姉上とは大違いだ！　うちの姉上とは違ってオトナだし、頼りになるお姉ちゃんだよ』のあたりからよ！」

「よりによって、そこだけですかっ？　ああ。天はやはり、ぼくを滅ぼすつもりだったんだなあ～。これがサルくんが言うところの『運命』フラグ回収、本来あるべき『未来』への収束というやつか……」

「なんだかよくわからないけれど、とにかく不ふ愉ゆ快かいだわっ！　なに？　なんなの？　お姉ちゃんの寸評会でも開いていたわけ？　相良義陽のほうが美人でオトナの色気があってすぐに逆上したりしない人徳者で、わたしよりもあいつのほうがお姉さんだったらよかったのにとか、良晴と互たがいの姉を交こう換かんしたいとか、そう言いたいわけ？　あああああ姉よりも先に結けつ婚こんして子供をもうけたからって、いいいい気にならないでよね……ああああんたってば、わわわわわたしのこと、口では大きなこと言っているけれど実は男も知らないくせに背せ伸のびしている生き娘むすめだって見下していたんだわ……未来語で言うところの『リア充』ぶって……ぐぬ、ぐぬぬ……」

「あっ、いえ、違うんです姉上！　ぼくと有楽はとっても真ま面じ目めな話をしていたところで！　相良家と織田家の将来について！　決して、姉上をおちょくっていたわけでは！　姉上得意の被ひ害がい妄もう想そうが暴走しすぎています！　いくら、弟が眩まぶしいほどのリア充ライフを送っているからって、そんな焼き餅もちはハシタナイですよ、ははは」

「わーっ？　お兄ちゃんが、信奈お姉ちゃんの怒いかりの炎ほのおに油をそそいでいるっ!?　ダメだよ～お兄ちゃん！」

「是ぜ非ひに及およばず！　勘かん十じゆう郎ろう！　あんたの戒かい名みようは、『津田抜ばつ刀とう斎さい』よ！」

「ひえーっ。待ってください、姉上～！」

「うわ～ん。母上とお姉ちゃんを和解させるはずが、お兄ちゃんがお姉ちゃんにお手て討うちにされちゃうよう～。織田家の面々ってやっぱり、和の精神に欠けるよねっ！」

　万ばん事じ休すかと思われたその時。

「「おぎゃー、おぎゃー」」

　有楽斎がミルクを与あたえていた初と江がいっせいに「ミルクが切れた」と泣きだしたので、信奈も仕方なく刀を納め、「初はわたしに任せなさい」と初を抱だっこして「よちよち」とあやすしかなかった。

「ふう。嵐あらしは去ったみたい。お姉ちゃんって、怒りが持続しないから……子はかすがいだねー」

　助かった……ありがとうわが娘むすめたち、と信澄は二人の赤子を伏ふし拝おがむのだった。

「んもう。誤ご魔ま化かされちゃったみたいで納なつ得とくいかなーい。そうだわ。茶々って、わたしには懐なついているんだけれど、良晴を見ると凶きよう暴ぼう化するのよね。目め潰つぶしに頭ず突つきに嚙かみつきと、容よう赦しやなく良晴を屠ほふろうとしてくるの。勘十郎？　赤ちゃんって初のように、もうちょっとおとなしいものなんじゃないの？」

「いやあ。姉上が赤ちゃんの頃ころは、もっとすごかったらしいですよ。ははは」

「あんた、どうしても抜刀されたいらしいわね！」

「「おぎゃー、おぎゃー」」

「ああ。ごめんなさい。よちよち。子育てって、たいへんよね。天下人との両立なんて、できるかしら？　ちょっと自信が……」

「できるよ。信奈お姉ちゃんなら、だいじょうぶ！」

「はい。姉上とサルくんが協力すれば！　まずは茶々で慣れていただければ。いずれ姉上が産まれるご嫡子の赤ちゃんだって、立派に育てられますよ！」

「……わ、わ、わ、わたしが、よ、よ、良晴の、あ、あ、赤ちゃんを……？　そ、そうよね。お、お、織田家の嫡子を、お世よ継つぎを、早くもうけなきゃね……母上がお元気なうちに……は、はううう……」

「もっとも、未来世界で女の日照りだったサルくんが、ちゃんと初夜を果たせるかどうかは保証しかねますけれどもね。勝ち組リア充じゆうのぼくと違ってサルくんは、いろいろとこじらせていますからね。あれほどの綺き麗れいどころに囲まれていながら、いまだに姉上一筋とばかりに貞てい操そうを守っているのですから。ぼくがサルくんのように独身の立場だったら、今頃は女の子千人斬ぎりを達成していたかもしれませんよ。はっはっは！」

「ねえ、勘十郎？　あんたって、やっぱり、わたしに抜刀されたがっているのよね？」

「んもー。奥さんに言いつけるよ、お兄ちゃん？」

「いいい今のは場を和なごませるための冗じよう談だんだよ、有楽？　おおおお市にだけは！　どうか！　どうか、内密にいいい～！」

　戦国の世に翻ほん弄ろうされて、いちどはばらばらになった織田家のきょうだいたち。

　信奈と信澄は家か督とくを争って戦い、有楽は織田家から出されて二人に会うこともできなかった。

　そのきょうだいたちが今こうして、「初と江」という赤ちゃんをあやしながら、茶室でじゃれあっている。

　有楽は、茶器に投じた粉ミルクにお湯をそそぎながら、確信していた。

　もうまもなく──清きよ洲す会議が終わり、関東北条家が織田家に帰順したその時、土田御前と信奈との和解の席を設けることができると。

　母との和解を果たしたその時こそが、信奈にとって、長い戦いの日々が真に終わる時なのだと。

　信奈自身が「母」になれる時が、もうまもなく、訪おとずれるのだ。

　信澄がなぜ茶々を信奈の「娘」にしたのかも、有楽は、やっと理解できた。

「姉上は、第六天の魔王なんかじゃない。人の母親に、なれる」

　そのことを、知らせたかったのだ。

「母親」として子を育てる時間を、直接経験させることによって。




「もうまもなくだよ。ほんとうに、もうまもなく。最後の最後の詰つめは、この有楽ちゃんに任せて──だいじょうぶだよ。良晴お義に兄いちゃん」










　　　あとがき




「織お田だ信のぶ奈なの野望　全国版」もいよいよクライマックスということで、本編21巻を前に、まずは安あ土づち日記３巻「食くいしん坊ぼう将軍　今いま川がわ義よし元もと漫まん遊ゆう記」が発売ということになりました。気がつけば、シリーズがスタートしてから十年目です。「織田信奈」もずいぶんと巻数が増えてややこしくなりましたので、ここで整理しておきましょう。

　時系列的に並べると、こうなります。


・天と地と姫ひめと１巻～５巻（４巻のラストシーンから５巻は、本編に追いついて同時進行）

・本編１巻～11巻中ちゆう盤ばん　毛もう利り家に仕官した相良さがら良よし晴はるが織田水軍との対決を決意するまで

・本編３巻～７巻の間あたりに、梵ぼん天てん丸まる外伝

・安土日記２巻　小こ早ばや川かわさん編

・本編11巻後半　木き津づ川がわ口ぐちでの決戦

・安土日記１巻　相良良晴が織田家に復帰　相良妹軍団設立

・安土日記３巻　相良良晴と今川義元の諸国漫遊の旅

・本編12巻～　上うえ杉すぎ謙けん信しん編から、九州編・関せきヶが原はら編・清きよ洲す会議編・黄金十字軍編まで



　実は、天下のニセ将軍・今川義元が諸国を漫遊するという番外編の構想は、かなり初期──八年前くらいからあったのですが、タイミングとかいろいろありまして、ドラゴンマガジンでの連れん載さいを経てようやく文庫化されるに至りました。

　この時期、一応「婚こん約やく者」ということになっていた義元と良晴が食い倒だおれとご当地名物伝授のグルメ旅を続けるというのが表向きの本筋ですが、裏の本筋というのがありまして、竹たけ中なか半はん兵べ衛え・黒くろ田だ官かん兵べ衛えの両兵衛コンビが「裏三種の神器」とも言うべき十と種くさの神かん宝だからを追って日本各地の神社を巡めぐり、それぞれの神社に祭られている神々と古代日本の謎なぞに迫せまる──という古代史ミステリーにもなっています。

「東遷」によって天あま津つ神かみ軍に敗れて追われた国くに津つ神かみ（出雲いずも王朝）の一柱が亡命した先、信濃しなのの諏す訪わ神社が、同じ信濃の戸と隠がくし山やまとともに「糸いと魚い川がわ－静しず岡おか構造線」、いわゆるフォッサマグナに関係しているのではないか、「地じ震しん」を封ふうじている「結界」なのではないかという話は、「天と地と姫と」でも少し触ふれたのですが、さすがに戦国まっただ中の本編では目の前の戦国時代で手一いつ杯ぱい、古代史にまで深く突つっ込む機会がないので、安土日記で書かせていただいたというわけです。

　もちろん古代史ミステリーですから、着想の原点は諸もろ星ほし大だい二じ郎ろう先生の「暗黒神話」や星ほし野の之ゆき宣のぶ先生の「宗むな像かた教授シリーズ」なのですが、古代史モノでは出雲の土着神・八や岐またの大蛇おろちを製鉄（たたら）と結びつけることが多く（なにしろ草くさ薙なぎの剣つるぎをドロップしてくれる神ですから）、たしかにそれもあるかもしれないけれど、むしろ八岐大蛇の本体とは日本の大地そのもの、つまり「地震を起こす自然神」なのではないか？　と昔からぼんやり感じていたわけです。この、「古代日本の土着神＝地震」という着想は、子供の頃ころに夢中になっていた荒あら俣また宏ひろし先生の「帝てい都と物語」の影えい響きようが大なのですが、作者自身も神こう戸べで震しん災さいを経験していよいよ確信に至ったと言いますか、トラウマになったと言いますか。なので、神戸市がモデルになっている「Ｆａｔｅ／Ｚｅｒｏ」のアニメ版は、リアルすぎてなかなか観られませんでした。文字なら読めるのですが、映像はきついんですよね。でももう今は観られます。

　で、調べていくと、日本列島の地下にあると推定されている糸魚川－静岡構造線やら中央構造線やらといった地震関連の「ライン」と、九く頭ず龍りゆう伝説やら地震封ふうじの要石やらを持っている神社群の「ライン」が、偶ぐう然ぜんにも繫つながっているんですね。まさに「暗黒神話」。創作でしばしば起こる偶然の一いつ致ちというやつですが、うーんミステリー。

　ところが、肝かん心じんの八岐大蛇に関わる出雲大社には、右記の地震関連のラインが通っていないんですよ。

　というわけで、この安土日記３巻は、神社パートの「オチ」が決まらないままに書いていたのです。やっぱり八岐大蛇はたたら神なのか。製鉄の神なのか。ああ、どうしよう……なにか屁へ理り屈くつをひねり出さなければ……と悩なやみながら〆しめ切りに追われて連れん載さい原げん稿こうを書き進めていき、一行が出雲に着いてしまったまさにその時に、偶然、テレビでＮＨＫスペシャル「巨きよ大だい災害　日本に迫る脅きよう威い　地震列島　見えてきた新たなリスク」という番組を観たわけです。今ではＧＰＳ観測技術が発展していて、かつては一枚岩だと考えられていた西日本のプレートも実は複数の細かいプレートに分断されていることがわかってきた、というではないですか。

　えっ？　と思ったら、そのプレート内の「ライン」が白はく山さん・敦つる賀がを経由して出雲を通り、阿あ蘇そ近くまで至っているという推定画像がテレビに映し出されて、「これだ！」と即そく、安土日記に取り入れさせていただいたわけです。しかもこの「ライン」は敦賀を分ぶん岐き点てんとして複数に分ぶん岐きしており、熱あつ田た神宮も通っているし、春日かすがの故郷・神戸をも通っています。白山・九頭竜川の九頭龍伝説も、出雲の八岐大蛇も、すべて繫がりました。つまり、安土日記３巻の古代史ミステリーパートの謎なぞ解ときは、全部「偶然」の産物なんです。

　が、この番組がオンエアされて春日がその仮説を取り入れた原げん稿こうを書いてまもなく、熊くま本もとで震災が発生したために、ドラマガのゲラ校こう閲えつ段階で急きゆう遽きよ「地震話は自じ粛しゆくしよう」ということになり、今回の文庫化にあたってようやく本来の原稿を復元できたわけです。

　熊本地震では、西さい郷ごう隆たか盛もりも落とせなかった熊本城が崩くずれ落ちて、「信奈」でおなじみの御み船ふねや八やつ代しろにも大きな被ひ害がいが出てまたショックを受けたわけですが、どうも春日は大地震が近づいてくると急に地震の話をしたくなったり地震が来る土地に引ひっ越こしたくなる（つまり自分から地震に接近していく）みたいです。




　さて、突とつ然ぜんですが、スクウェア・エニックスさんのソーシャルゲーム「戦セン国ゴクＩイＸクＡサ　千チ万ヨロズの覇ハ者シヤ」とのコラボ情報です！　来たる七月にコラボ配信スタート予定です！

　実は春日は十年ほど前から「ゲーム小説」を書きたいと構想・取材をしておりまして、ＰＣ版「戦国ＩＸＡ」でガチ廃はい課金戦士として戦ってきた勇者なのです！　身体を壊こわし、惜おしまれながら引退してしまいました（「オーバーロード」を観た時は泣きました……）が、破軍星の合成付ふ与よは当たり前、出雲いずもの阿お国くにつきＣＤはＡｍａｚｏｎで大人買い、弥や助すけ欲しさに太秦うずまさイベにも突とつ撃げき、「石いし川かわ五ご右衛え門もん二枚持ちでした」と伝えてスクエニの担当さんに驚おどろかれるという衝しよう撃げきの廃課金ぶり……しかも肝心のゲーム小説は病気入院によって頓とん挫ざしたというオチまで。

　そんな「ゲーム小説熱」と「歴史ラノベ愛」が「真・三さん国ごく志し妹まい」で融ゆう合ごうされたわけですが、そもそも信奈も「織田信奈の野望」ですからね。

　この巻はかなりの難産となりましたが、刊行までこぎ着けることができたのは担当さんのおかげです。「口絵では、ぜひ今川義元を温泉に……」という春日の我が儘を聞いてくださったみやま先生にも感謝です。そしていずれ体力が戻りましたら、修復成った熊本城まで出版報告＆旅行に行きたいと思います。「信奈」は、「全国版」となってから数えてもすでに29冊、姫武将録を足せば30冊という大長編になりましたが、これまで書き続けてこられたのも読者の皆さまの声援のおかげでした。ほんとうにありがとうございます。信奈と良晴の旅の終わりまで、あと少しです。少々時間がかかりますが、頑張ります。

　というわけでついにラストスパート、次の21巻をもうちょっとだけお待ちください！


春日みかげ









　　　20・５話　小こ早ばや川かわ隆たか景かげと相良さがら義よし陽ひの約束・相模さがみ　小お田だ原わら城







　さらに、日数が経たった。

　清きよ洲す会議が開かい催さいされ、黄おう金ごん十じゆう字じ軍ぐんとの関東攻こう防ぼう戦せんが繰くり広げられたあと。

　織お田だ信のぶ奈なとエリザベス一世を中心に、日ひノ本もと軍と黄金十字軍との間で休戦講和が成立し、信奈と良よし晴はるは小早川隆景立ち会いのもと、ついに念願の祝しゆう言げんを実現した。

　もしも小早川隆景が二人を仲ちゆう介かいしていなければ、この祝言もどうなっていたかわからない。なにしろ、「処女王」エリザベス一世が良晴に求きゆう婚こんしてくるという想定外の事態を皮切りに、プロテスタント国家イングランドにジパングを奪うばわれると慌あわてたカトリック陣じん営えいの巡じゆん察さつ使しヴァリニャーノが「フロイスよ、相良良晴と結婚するのだ」と言いだして、相良はぁれむを巡めぐる事態はついに日ノ本限定の「大奥」から全世界規模の「世界大奥」構想へと発展。もとはといえば安あ土づち城を「源げん氏じ物もの語がたり」の源氏はぁれむ館やかたに見立てた今いま川がわ義よし元もとが言いだした法ほ螺ら話が、地球と人類の歴史を大きく揺ゆるがすことになったのである。

　ともあれ、加速する世界大奥話の進展を見て「講和決けつ裂れつ・世界大戦勃ぼつ発ぱつの危機」を感じ取った小早川隆景によって半ば強ごう引いんに祝言を仕切られた信奈と良晴が、隆景に礼を述べながらつたない足取りで寝しん室しつへと向かったあと。

　小田原城の大広間で、「どうか、良晴にこれ以上の試練が訪れませんように」と祈いのっていた小早川隆景のもとを訪ねてきた者がいた。

　近々、良晴の関白就任に合わせて大だい納な言ごんに任官予定の、相良義陽だった。

「隆景どの、弟のために骨を折ってくれてすまない。本来は、私がなんとかしなければならない場面だったのだが。そなたは、良晴の守り神だな。かたじけない」

「あ、いや。私はただ……その……ええと。なんとお呼びすれば。『大納言さま』でいいだろうか。それとも、『大和やまと宰さい相しようどの』と」

「任官はまだ先の話。それに今は、私的にそなたと話している。『相良どの』でも、『義陽』でも、そなたの好きなように」

　一いつ瞬しゆん、隆景は相良義陽を「お義ね姉えさま」と呼びそうになって、そんな自分に恥はじ入った。人はみな、私のことを無私の人物だと誤解しているが、そんなことはない。私の心の内側では、決して消えることのない良晴への想おもいが今も燃え上がっているのだ。無表情を貫いて押さえつけているだけなのだ。でも、この相良義陽というお方には隠かくすことはできないだろう、と思うと、ぎこちなくなってしまう。

「隆景どののおかげで、日ノ本も世界も救われた。弟に世界大奥は『まだ』早い。一人の女によ人にんすら妻として幸福にしたことのない男が、いきなり複数の妻を持とうなど。女とは、そんなに簡単な生き物ではない。果くだ物ものの実のようにひょいひょいと器用に拾うわけにはいかぬ」

「それは、たしかに。殿との方がたが思っているほどに、われらは都合よくはない。人間は、女め神がみにはなりきれないのだから。欲よくもあれば嫉しつ妬ともある……執しゆう着ちやくも、苦しみも……」

「そうだな。だから良晴が今、果たすべき試練は、まずは妻として迎むかえた織田信奈を夫として幸福に導けるかどうか、だ。知ってのように、彼女は妻としてはもっとも難しい相手だがな。お母上との関係がこじれているまま故ゆえに、自分自身が人の母親になることを恐おそれている。だからこそ、良晴の無む償しようの愛情が彼女には必要なのだ……隆景どのならば、安心して弟を婿むこにやれたのだが」

　やはりこの人には私の良晴への想いを隠すことはできない、と隆景は思った。相良良晴と出会った時期はずっと遅おそくとも、やはり血の繫つながった家族なのだ。私も、良晴の妹として生まれていれば、こんな苦しみはなかったのかもしれない、とも。

「隆景どの。そんなわけで弟はたぶん、今宵こよいの初夜に失敗するだろう。男は男で、存外にか弱い生き物だからな。その上、相手は天下一の美女にして歴史上希まれに見る難物だ。だから、お姉ちゃんがあらかじめ手ほどきしてあげたかったのだがな。ふふふ」

「し、失敗する？　良晴が？　そうだろうか？」

「うむ。それくらいは、わかる。が、焦あせる必要はない。小田原でダメでも、安土もあれば京もある。そのうちなんとかなるだろう。織田信奈の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れるまでには」

　そうか、失敗するのか。隆景は、つい浮うかれてしまいそうになる自分をまた恥じ入った。

「しかし義陽どの、良晴に大奥は『まだ』早いとは？」

「斎さい藤とう利とし三みつたちは『織田信奈さまが世界大奥の設立を内々に認められました！』とすでに大おお騒さわぎになっている。早合点というか誤解なのだが、私は、未来から来た弟がこの世界の人間として生きていくためには、世界大奥の設立は避さけられないと思う。弟が、織田信奈を真にその『破は滅めつの運命』から守りきって彼女を妻として幸福にすることができたその時に、夫として、男として一人前に成長を遂とげたその時に、大奥が開かれるのではないかと」

　隆景は一瞬、声を失っていた。意外な言葉だった。

「……世界大奥を、設立？　ど、どうして？　あなたも知っている通り、良晴は一いち途ずな性格で、複数の妻を持てるような器用な男の子では……」

「それは承知している。それに、弟が側室を迎えて正妻の織田信奈よりも先に側室との間で子をもうけてしまえば、織田家と相良家とが将来、お世継ぎ候補を巡って対立関係に陥おちいる恐れがある。相良家は、織田家と格を並べるために、関白にまで登り詰めてしまった。もしも非ひ嫡ちやく子しが嫡子よりも早く生まれてしまった場合、貴族が相良家を担かつぎ、武家が織田家を担いで、再び戦乱の世に陥る要因となる。あくまでも、正妻となった織田信奈が弟の子を最初に産むべきなのだ。天下人は『織田家』の嫡子でなければならない。百年、二百年と日ノ本の平和を守るためには──いずれは、弟が暮らしてきた未来の世界の如ごとき民主主義体制に移行するとしても、世界情勢を鑑かんがみるにまだ機が熟していない。それまでの間は、織田家のもとで天下太平の世を守らねばならない」

「それは、私もそう考えている。だからこそ、私個人にとってどれほど魅み力りよく的な話であろうとも、世界大奥話は決して通せなかった」

　さすがは天下の智ち者しやだ、と義陽は微笑ほほえんでいた。

「しかし、隆景どの。弟は本来、この世界に生きるべき人間ではない。弟がいない世界のほうが、『正常』なのだ。そのため、弟はこれまで何度も『運命』の揺り戻もどしを経験してきた。弟の存在を抹まつ殺さつして度たび重かさなる歴史への干かん渉しようを止めようと、見えない運命の糸のようなものが弟を襲おそい続けてきた。黄金十字軍などは、ついにその揺り戻しの力が地球規模に拡大したものだったと言える。ガスパールが弟の敵でなくなった今もなお、良晴には『運命』の罠わなが待ち構えているような気がしてならないのだ。むしろ、ガスパールや黄金十字軍のようなはっきりとした敵の形が見えなくなった分、対策が後手になりそうな予感がする」

　義陽は、九きゆう州しゆう以来、良晴とともに「運命」と戦ってきた。良晴の生しよう涯がいについて、誰だれよりも詳くわしい。その義陽がそう言うのならば、そうなのだろう、と隆景は身み震ぶるいした。

　そうか。これで終わりではないのか。良晴は、甲こう賀が三さぶ郎ろうの如く諏す訪わの地底を冒ぼう険けんし、草くさ薙なぎの剣つるぎをふるって出雲いずもの八や岐またの大蛇おろちを調ちよう伏ぶくし、関せきヶが原はらでは日本やまと武たけるの尊みことをすら葬ほうむった伊い吹ぶき山やまの神にさえ勝ち、海の彼方かなたから襲しゆう来らいした黄金十字軍との海戦をも生き延びた。それなのに、良晴にはなお、苦難が……しかも、すでに敵の姿すら見えない。見えぬものには、対応できない。隆景にすら、それがどのようなものなのか、予想もできない。

「隆景どの。だから私は、いっそこの世界から決して切り離はなせない強固な因果の糸を張り巡らせてしまったほうが、弟にとって安全だと思う。もはや弟を歴史から排はい除じよすれば、かえって取り返しがつかなくなる。そういう規模にまで歴史を『改変』してしまうのだ。そこまでやらなければ、弟はいずれ『運命』に追いつかれて、歴史から消されてしまう。そんな予感がどうしても拭ぬぐえなくてな。姉バカなのかもしれないが」

「……端たん的てきに言えば、いくつもの家系に、良晴の『血』を──子孫をもうけてしまう。日ノ本のみならず、世界中に？　良晴という因果の因子を、もはや『運命』のほうが取り除けなくなるくらいに？　それは……良晴の安全のためには良策かもしれないが、良晴と織田信奈にとっては」

「あくまでも、私個人がこの先の未来を想定して先回りした仮想の対策にすぎない。今は隆景どのの胸のうちに留とどめておいていただければいい。なにも問題がなければ、このままでよいのだ。ただ、そうはならないだろう。そしてその際は、隆景どの。やはり、そなたに世界大奥を取り仕切ってもらいたい。日ノ本の、そして世界の宰相として。他ほかに、適任者はいない」

「……いや、義陽どの。私は、人々が思っているような公平無私な人間ではない……むしろ、私ほど深い女の情念に憑つかれている姫ひめ武将はいないと思う。だから、無理だ」

「だが、その自覚を持てる勇気と知ち謀ぼうと清せい廉れんさを、そなたは持っている。だから、そなたにならば、弟と織田信奈を託たくせる。もしもその時が来れば、迷うことなく、弟の側室になってもらいたい。そして、世界大奥を運営していただきたい。『三本の矢は折れない』と毛もう利り家の家訓にもある。夫ふう婦ふ三人で三本の矢の如く結束する、というのは一夫一妻の伝統を持ち正妻と側室の間にれっきとした差があるこの日ノ本では本来は無む茶ちやな話だが、そなたならば、できる。いつのことになるのかわからないのが、申し訳ないのだが」

　義陽どのは不ふ吉きつなことを言われる、と隆景は戸と惑まどった。まるで、義陽どのご自身が、私に「遺ゆい言ごん」を託しているかのような。なぜだろう。わからない。わからないが……。

　だから隆景は、高まる胸の鼓こ動どうと奇き妙みような不安を抑おさえきれずに激しく戸惑いながらも、

「私は、そのような時が来ないよう祈っているが、万一の時には、義陽どのの仰おおせの通りに。どのみち、私が夫として選ぶ殿方は、この世界にただ一人しかいないのだから。十年後であろうとも、二十年後であろうとも。たとえその時が来ずとも、私は後こう悔かいしない」

　そう笑顔で答えて、義陽を安心させたのだった。

「ありがとう、隆景どの。なぜだろう。私も、これで肩かたの荷が下りたような気がする──」

　相良義陽がこの夜、小田原で見せたその笑顔を、隆景は生涯忘れることはできなかった。

（私の兄者も、きっと、生涯の最さい期ごにこんな笑顔を浮かべて。地上に残していく、妹たちのために）

　不意に、そんな想いを抱いだかずにはいられなかったからだった。
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